
― 1―

海生研研報，第28号，1－252，2023
Rep. Mar. Ecol. Res. Inst., No. 28, 1-252, 2023

原著論文

日本産無節サンゴモの分類と分布
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Taxonomic and Distributional Accounts on the Non-geniculate 
Coralline Algae in Japan
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要約：日本産無節サンゴモ（サンゴモ目，ハパリデウム目，エンジイシモ目）の分類と分布について，

博物館所蔵標本および新たに採集された標本を形態・解剖学的に観察し，再検討した。その結果，日

本から既報告の98分類群のうち，75分類群（72種3品種）が日本産として確認された。残り23分類群は

12分類群が日本産から除外，7分類群が他種の異名，4分類群が不明な種として扱われた。日本新産種

として9種（エンリンモカサ，カンムリモカサ，ジュウジモカサ，クサビイシゴロモ，カスミイシゴロモ，

チヂミオコシ，ナンカイオコシ，フナフチオコシ，オオエンジイシモ）が加わった。日本がタイプ産

地である32分類群（26種6品種）は，ほとんどのタイプ標本の再調査が未実施である。日本産の各種に

ついて，命名法，異名表，詳細な形態の記載と図解，標本に基づく分布を記載した。

キーワード：サンゴモ目，石灰藻，地理的分布，ハパリデウム目，日本，形態解剖学，無節サンゴモ，

エンジイシモ目

Abstract: Taxonomic and distributional accounts of non-geniculate coralline algae (Corallinales, Hapalidiales, 
Sporolithales) previously reported from Japan were re-evaluated based on the herbarium and newly collected 
specimens by morphological and anatomical observations. Of the 98 taxa previously reported in Japan, 75 taxa (72 
species and 3 forms) were confirmed to occur. The remaining 23 taxa were treated as species excluded from 
Japanese fl ora (12 taxa), synonyms of other taxa (7 taxa) or species of uncertain status (4 taxa), respectively. Nine 
species were newly recorded for Japan (Heteroderma gibbsii , Pneophyllum coronatum, Hydrolithon cruciatum, 
Lithophyllum cuneatum, Lithophyllum insipidum, Lithothamnion crispatum, Lithothamnion proliferum, 
Mesophyllum funafutiense and Sporolithon episoredion). Most of the types of 32 taxa (26 species and 6 forms) 
reported from Japan have not been re-examined in modern methods. For each Japanese species, nomenclature, 
synonymy, detailed morphological and anatomical accounts, and distribution based on examined specimens are 
presented.
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まえがき

　サンゴモは紅藻植物門，サンゴモ亜綱に所属し，

細胞壁と細胞間隙に炭酸カルシウムを沈着し体が

石灰化する4目（サンゴモ目，ハパリデウム目，

コラリナペトラ目，エンジイシモ目）の総称であ

り，世界で約830種が報告されている（Jeong et 

al ., 2021; Guiry and Guiry，2022）。これらの種は

便宜的に，石灰化しない膝節を形成する有節サン

ゴモ，膝節を形成しない無節サンゴモとして区別

されてきた（Johansen，1981）。

　日本産無節サンゴモの分類学的研究は，ノル

ウェーのFoslie（1900a）によるミヤベオコシ 

Lithothamnion japonicum，ウミサビ Spongites 

yendoi（Goniolithon yendoiとして）の新種記載か

ら始まる。このうちミヤベオコシは宮部金吾が

1887年に，またウミサビは遠藤吉三郎が1889年に，

それぞれ同定を依頼するためFoslieへ送付した標

本に基づいている（Thor et al ., 2005）。日本およ

びその周辺地域産の無節サンゴモの出現種は，遠

藤吉三郎により集約され，1902年に5属18種1品種

（遠藤，1902）および6属21種4品種（Yendo，1902b），

1916年に8属36種3品種（遠藤，1916）が列挙され

た。そのうち32種1品種はFoslieにより新種記載さ

れたものである。現在，そのタイプ標本はノル

ウェー科学技術大学博物館（TRH: the Herbarium 

of the Norwegian University of Science and Technology）

に保管され，Foslieが研究した標本の全容は公表

されたカタログから知ることができる（Adey and 

Lebednik, 1967; Woelkerling, 1993; Woelkerling et 

al ., 2005）。関連するFoslieの研究論文は多岐に渡

ることから，その分析と索引がWoelkerling（1984）

により作成されている。

　日本産海藻類の多くは，岡村金太郎による詳細
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な図解が日本海藻図説（岡村，1900-1902），日本

藻類図譜（岡村，1907-1942）として出版され，

いまも種の同定に不可欠なものである。しかし，

これらの基本図書には無節や有節のサンゴモは含

まれていない。このような背景から，当時の日本

産海藻類の集大成である日本海藻誌（岡村，1936）

において，無節サンゴモ各種の記載は，前述の

Foslieおよび遠藤の業績に沿って行われている。

　日本人による無節サンゴモの分類学的研究は，

瀬川（1956）が原色日本海藻図鑑に9属12種の無

節サンゴモ標本を図示して，形態の特徴と分布域

を記載したことに始まる。瀬川宗吉博士は新種10

種を含む40種以上の日本産無節サンゴモについて

詳細な研究を実施していたが，その完了をまえに

急逝された（Chihara，1961）。その後，時田 郇と

正置富太郎により有用海藻に付着する無節サンゴ

モの形態分類学的研究が始まり（Tokida and 

Masaki,  1959a），主に北海道に分布する植物着生

性種から岩上性種が研究された（Masaki and 

Tokida, 1960a, 1960b, 1961a, 1961b, 1963）。これ

らの成果とともに，新たに日本各地で採集された

標本を加えた研究の結果がMasaki（1968）により

発表され，日本産無節サンゴモとして11属37種7

品種が記載された。そのうち4属4種3品種が新種・

新品種，8属18種が日本新産種であった。1998年

には新日本海藻誌が出版され，そのなかにサンゴ

モ目（吉田・馬場，1998）として日本から報告さ

れた無節サンゴモ18属70種1品種が記載された。

　21世紀に入ると，分子系統解析を取り入れた無

節サンゴモの分類学的な再検討がはじまった。特

にこの10年間には，19世紀から20世紀初頭にかけ

て記載されたタイプ標本の分子系統解析が大きく

進行した。例えば世界中のサンゴ礁域に分布する

アナアキイシモ Porolithon onkodes では約20種

（Gabrielson et al .，2018），地中海に分布するイシ

ゴロモ属の1種 Lithophyllum stictiformeでは少なく

とも13種（Pezzolesi et al ., 2019）の隠蔽種を含む

ことがそれぞれ明らかになり，生育環境や分布域

の違いによる生理生態的適応，生物間相互作用な

どの結果により多様化が進んだと推測されてい

る。そして，将来的に無節サンゴモの種数は，伝

統的な形態分類に基づいて分類された種の2～4倍

（Hernandez-Kantun et al .，2016; Maneveldt et al.，

2018） も し く は2～10倍（Puckree-Padua et al .，

2020a）になると見積もられている。これとは逆に，

過去に詳細な無節サンゴモ相の研究が実施されて

きた環北極海域に分布するイシモ属について，36

種のタイプ標本のDNA塩基配列を決定したとこ

ろ，4種のみが認識される結果になった（Peña et 

al ., 2021）。 

　日本において，分子系統解析手法を取り入れた

無節サンゴモの系統分類学的研究は2011年に着手

され（Kato et al ., 2011），これまでにイシゴロモ

属2種が新種，イシノミモドキ属1種が日本新産種

としてそれぞれ報告されたほか（Kato et al ., 

2013, 2022; Kato and Baba, 2019），遺伝的多様性

が検討されている。

　このような背景から，1998年に出版された新日

本海藻誌から20年以上が経過し，その間の研究成

果を取り込んだ日本産無節サンゴモ相の更新が望

まれる。そこで本研究では，2022年6月までに日

本国内から記録された無節サンゴモ各種につい

て，基本的な体構造と生殖器官の特徴を記載し図

示するとともに，標本に基づく分布域および問題

点を示す。この成果は，今後，日本産無節サンゴ

モに関する再検討および生物多様性の把握に資す

る のみならず，気候変動に伴う温暖化と海洋酸性

化による海藻植生と分 布の変化等を調査するうえ

で，不可欠な基礎資料である。

材料と方法

　本研究で収録した日本産無節サンゴモの記録

は，日本海藻名彙のサンゴモ科（遠藤，1902，

1916），日本海藻誌のサンゴモ科（岡村，1936），

新日本海藻誌のサンゴモ目（吉田・馬場，1998），

および関連する学会出版物等を文献調査して取り

まとめた。形態・解剖学的観察に用いた標本は，

主に著者らにより日本各地で採集され（公財）海

洋生物環境研究所中央研究所標本室に保管されて

いるものである。また，北海道大学大学院水産科

学研究院植物標本庫（HAK），北海道大学大学院

理学研究院植物標本庫（SAP），東北大学大学院

理学研究科地学専攻，国立科学博物館標本庫

（TNS），千葉県立中央博物館分館海の博物館ハー

バリウム（CMNH），東京海洋大学藻類学研究室

標本室，九州大学農学研究院・水産増殖学研究室

海藻類標本庫，琉球大学理学部標本室（RYU）に

所蔵されている標本を調査して，形態観察と分布

域の確認を行った。博物館の名称を示す頭字語は

Thiers（2022）に従い，以下はこれを使用する。

調査した標本は付表1-1～9にまとめて示す。
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　HAKには，正置富太郎博士が長年にわたり採

集し，研究に使用した無節サンゴモ標本が所蔵さ

れている。これには，Masaki (1968) の日本産無

節サンゴモのモノグラフで引用された標本が含ま

れる。このほか，正置は1969年から1970年にかけ

てノルウェーに滞在し，Foslieタイプ標本を調査

した。その成果は，タイプ標本および関連するプ

レパラートの写真ネガフィルム，タイプ標本の一

部，標本から新たに作製されたプレパラート等で

あり，これらもHAKに保管されている。本研究

では，この資料を参照して一部の種の同定をおこ

なった。なお，正置はFoslieタイプ標本に関する

研究結果を公表する準備中であったが（Littler，

1972; 正置，1984），未発表のままである。

　標本の観察は，藻体を脱灰したのちに常法によ

りパラフィン包埋を行い，組織プレパラートを作

製して実施した。染色にはリンタングステン酸ヘ

マトキシリン（PTAH），あるいはデラフィール

ドヘマトキシリン・エオシンを使用した。一部の

標本では走査型電子顕微鏡（日立製 S-2380N）を

使用して観察した。外部形態の用語はWoelkerling 

et al .（1993），解剖学的な用語はAdey and Adey

（1973）およびWoelkerling（1988），細胞と生殖器

巣の測定方法はIrvine et al .（1994）にそれぞれ従っ

た。命名規約に関連する用語は，国際藻類・菌類・

植物命名規約（深圳規約）2018 日本語版（日本

植物分類学会国際命名規約邦訳委員会，2019）に

従った。分布域の区分は瀬川（1956）を参考にし

た。

　和名は吉田ら（2015）に，学名はAlgaeBase（Guiry 

and Guiry，2022）にそれぞれ準拠した。無節サ

ンゴモでは，亜科以上の高次の分類体系について，

分子系統解析結果に基づく提案が頻繁に行われて

いる（Le Gall et al ., 2010; Kato et al., 2011; Nelson 

et al ., 2015; Athanasiadis, 2016; Räsler et al ., 2016; 

Caragnano et al ., 2018; Townsend and Huisman, 

2018a; Peña et al ., 2020; Puckree-Padua et al ., 

2020b; Jeong et al ., 2021; Richards et al ., 2021）。

これらの提案では，サンゴモ目の科あるいは亜科

を明確に区別できる形態学的な特徴が得られてい

ない（Puckree-Padua et al ., 2020b）ことから，本

研究では，従来から使用されているサンゴモ目を

7亜科に区別する見解（Richards et al ., 2021）に

従ったほか，Guiry and Guiry（2022）を参考にし

た。各種について，命名法，異名表，形態の記載

と図解，標本に基づく分布の順に記載した。

結　果（種の説明）

サンゴモ目　Corallinales(P.C.Silva & H.W.Johansen) 

W.A.Nelson, J.E.Sutherland, T.J.Farr & H.S.Yoon in 

Nelson et al . 2015: 464.

　サンゴモ目はSilva and Johansen（1986）により

設立されたが，Nelson et al.（2015）によるハパ

リデウム目の新設に伴い，その特徴の一部が修正

された。

サンゴモ科　Corallinaceae J.V.Lamouroux 1812: 

185.

チャンバレン亜科　Chamberlainoideae Caragnano, 

Foetisch, Maneveldt & Payri in Caragnano et al . 

2018: 397.

タイプ属：Chamberlainium Caragnano, Foetisch, 

Maneveldt & Payri 2018: 398.

　チャンバレン亜科には3属が含まれ（Guiry and 

Guiry, 2022），日本ではチャンバレン属，ヘテロ

デルマ属，モカサ属の3属が報告されている（第1

表）。チャンバレン属とモカサ属を区別する形態・

解剖学的な分類形質は，四分胞子嚢生殖器巣の屋

根の形成様式の違い以外にはない。そのため，こ

の形質が確認できない標本では，属を認識するた

めに遺伝子解析手法が必須になる（Puckree-Padua 

et al ., 2020a）。

チャンバレン属（新称）Chamberlainium Caragnano, 

Foetisch, Maneveldt & Payri 2018: 398.

タイプ種：Chamberlainium tumidum  (Foslie) 

Caragnano, Foetisch, Maneveldt & Payri 2018: 398.

　チャンバレン属は2018年に分子系統解析と形

態・解剖学観察の結果に基づき新属として設立さ

れ（Caragnano et al ., 2018），10種が分類学的に認

められている（Guiry and Guiry, 2022）。本研究で

は，日本産として1種を確認し報告する。

コブイシゴロモ　Chamberlainium tumidum (Foslie) 

Caragnano, Foetisch, Maneveldt & Payri 2018: 398.

（第1図，付図1A，付表1-1）

基礎異名：Lithophyllum tumidum Foslie 1901f: 18. 

同タイプ異名：Spongites tumidum (Foslie) K.A.

Miller, P.W.Gabrielson, Miklasz, E.van der Merwe & 

Maneveldt in van der Merwe et al . 2015: 480. 

Lithophyllum farlowii  Foslie 1901a: 12, nom. illeg. 

[この学名は Lithophyllum farlowii  Heydrich 1901: 
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第1表　無節サンゴモの分類 (目，科，亜科，属の順）
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532の後続同名であることから，L. tumidumが置

換名として提案された（Foslie, 1901f; van der 

Merwe et al ., 2015）].

Lithophyllum neofarlowii Setchell & L.R.Mason 

1943b: 95. 吉田・馬場 1998: 576. 馬場 2000b: 17, 

第26, 27図. 吉田ら 2015: 154. 

Pseudol i thophyl lum neofar lowi i  (Setchel l  & 

L.R.Mason) W.H.Adey 1970: 13. 

タイプ産地：Monterey, California, United States.

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (A3-138, Farlow 

collection number 1, v.1885) [Woelkerling et al ., 

2005: 39]. 

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 54, fi g. 5, 6; 

Mason (1953) pl. 45a; van der Merwe et al . (2015) 

fi g. 25. 

　体は殻皮状，いぼ状で岩，小石，貝殻に固着し，

体が隣接し幅10 cmまで広がり，厚さ0.1～1.2 mm

になる（第1図A，B）。いぼ状突起は高さ1 mmま

でで先端は鈍頭である。体表面には生殖器巣の痕

跡による窪みが多数みられる（第1図C）。

　体構造は二組織性である。基層は1層からなり，

細胞は長さ10～16 µm，直径7～10 µmの長方形で

ある（第1図D，E）。中層は厚くなり，細胞は長

さ8～14 µm，直径6～8 µmの正方形，長方形であり，

隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる

（第1図F）。表層下始原細胞は直下の中層細胞に

類似した大きさであり，長さ6～9 µm，直径5～8 

µmの正方形である。表層は1～4層からなり，細

胞は長さ4～6 µm，直径5～7 µmの三角形，正方形，

楕円形である。生毛細胞は普通にみられ，長さ12

～19 µm，直径6～12 µmである（第1図G）。

　生殖器巣は体全 面に形成され，成熟後の生殖器

巣は剥離するため中層に残らない（第1図C，D）。

四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，巣底周辺部にある

胞子嚢原基の外側に位置する細胞から求心的に作

られる（第1図H）。生殖器巣の屋根は，体表面に

対して半球形に突出し，外径225～304 µm，巣底

は体表面から10～14細胞下に位置する（第1図I）。

生殖器巣の屋根は4～6細胞層からなり，厚さ10～

33 µmである。巣孔は長さ 33～66 µmであり，巣

孔内壁には体表面に対して水平方向に配列する細

胞が形成される（第1図J）。四分胞子嚢生殖器巣

は巣内の直径159～233 µm，高さ73～106 µmで縦

断面は楕円形であり，巣底面の中央部に位置する

小柱は次第に退化して不明瞭になり，その周辺部

に四分胞子嚢が形成される（第1図I）。四分胞子

嚢は長さ52～76 µm，直径26～46 µmである。胞子

放出後，古い生殖器巣は屋根部分が白化して脱落

する（第1図C，K）。

　配偶体および果胞子体の形態は吉田・馬場

（1998）に記載されている。

分布域：標本に基づくコブイシゴロモの分布域は，

本州太平洋岸中部，北海道南岸である（付図1A，

付表1-1）。国外では，中国，北太平洋東岸に分布

する（Guiry and Guiry，2022）。

備考：潮間帯中部から下部のタイドプール内の岩

上，小石上に生育するが量は多くない。van der 

Merwe et al.  (2015) はコブイシ ゴロモについて，

タイプ標本および北アメリカ太平洋岸の数ヵ所か

ら新たに採集された標本を分子系統解析した結果

から，本種がオニガワライシモ属に所属すること

を明らかにし，オニガワライシモ属へ移し新組合

せを提案した。そして，日本産コブイシゴロモの

所属を分子系統解析により決定する必要性がある

と指摘した。ついで，Caragnano et al . (2018) は，

本種の遺伝子配列がオニガワライシモ属のタイプ

種オニガワライシモ Spongites fruticulosusとは異

なり独立したクレードになることから，コブイシ

ゴロモを属のタイプ種とするチャンバレン属を新

たに設け，新組み合わせを提案した。

　日本産コブイシゴロモについて，遺伝子解析に

よる研究は未着手であり，今後，その実態を明ら

かにすることが必要である。なお，本研究で観察

された日本産コブイシゴロモの基層細胞の形態

は，タイプ標本および北アメリカ太平洋岸の結果

（van der Merwe et al ., 2015）と異なる。

ヘテロデルマ属　Heteroderma (Foslie) Foslie 1909: 

56.

タイプ種：Heteroderma subtilissimum (Foslie) Foslie 

1909: 56. 

　ヘテロデルマ属のタイプ種は H. subtilissimum 

である。Chamberlain (1983)はそのタイプ標本を

調べた結果から，微細な体でありモカサ属の特徴

を持つことを根拠として，ヘテロデルマ属をモカ

サ属の異名とする意見を記載した。しかし，正式

にモカサ属に移す組合わせが提案されていないこ

とから（Woelkerling, 1988），命名規約上，ヘテロ

デルマ属は分類学的に有効であると認められてい

る (Guiry and Guiry, 2022)。なお，Heterodermaの

属名に対して岡村（1936）は和名をモカサとした

が，現在，モカサ属は Pneophyllum属の和名とさ
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A

第1図　コブイシゴロモ Chamberlainium tumidum　A: 生態写真（函館市南茅部町臼尻，潮間帯のタイドプール底面，
2015年7月）。B: 岩に着生するこぶ状の体。C: 体の表面。四分胞子嚢生殖器巣（矢印），窪んだ生殖器巣の痕
跡（矢尻）を示す。D: 体の縦断面。矢印は四分胞子嚢生殖器巣を示す。E: 体下部の縦断面。二組織性構造で
あり，1層の基層細胞（矢印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢尻），
表層下始原細胞（星印），表層細胞（矢印）を示す。G: 体上部の縦断面。生毛細胞（矢印）を示す。H: 発達
途中の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。胞子嚢原基（白の矢印）は巣底周辺部に位置し，その外側の細胞（黒
の矢印）から生殖器巣の屋根が形成される。I: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底中央部の小柱（矢印）と
その周辺部に形成される四分胞子嚢を示す。J: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根縦断面。巣孔内壁には，体表面に
対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。K: 屋根部脱落前の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。[使
用標本 B: 95-193; C-K: 15-95。スケールバー B: 1 cm; C: 250 µm; D: 300 µm; E, F, J: 10 µm; G, H: 30 µm; I, K: 
50 µm] 
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れている（吉田ら，201 5）。ここでは混乱を避け

るため，学名を片仮名表記にしたヘテロデルマを

使用する。 

　現在，ヘテロデルマ属には5種が分類学的に認

められている（Guiry and Guiry, 2022）。これまで

に日本産ヘテロデルマ属の種は，日本海藻誌（岡

村，1936）で2種が記載され，それらの種は新日

本海藻誌のサンゴモ目（吉田・馬場，1998）にお

いて，コブイシモ属あるいはモカサ属とされてい

る。本研究では，日本から報告がある1品種を確

認し，日本新産種として1種を報告する。 

ヘテロデルマ属の種の検索表

1. 体は4層まで重なり，四分胞子嚢生殖器巣は

ドーム状になり目立つ･･･････エンリンモカサ

1. 体は重なり合うことはなく，四分胞子嚢生殖

器巣は目立たない･･･････････････ソゾゴロモ

エンリンモカサ（新称）Heteroderma gibbsii (Setchell 

& Foslie) Foslie 1909: 56.

（第2，3図，付図1B，付表1-1）

基礎異名：Melobesia gibbsii Setchell & Foslie in 

Foslie 1907b: 26.

A

第2図　エンリンモカサ Heteroderma gibbsii　A: 生態写真（鎌倉市七里ヶ浜，サナダグサの体上に着生，2018年5月）。
B: サナダグサ上の体。C: 標本の拡大。体全面に生殖器巣が形成される。D: 体の縦断面。体は4層まで重なる。
星印は着生基質のサナダグサの組織。E: 体の縦断面。基層細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。F: 体の
縦断面。生殖器巣の周囲に形成される中層には，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合（矢印）がみられる。G: 
体の縦断面。生毛細胞（矢印）を示す。H: 体の表面。半球形に盛り上がる生殖器巣（矢印），その周囲から
形成される鱗状の体（矢尻）を示す。[使用標本 B, C: 18-18; D-H: 17-26。スケールバー B: 4 cm; C: 1 cm; D, E, 
G: 10 µm; F: 30 µm; H: 300 µm]
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タイプ産地：Gulf of California, Mexico.

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (A15-893, Bryant, 

no date) [Woelkerling et al ., 2005: 127].

タイプ標本の図解：公表されていない。

　体はサナダグサ Dictyota coriacea，ヘラヤハズ 

Dictyopteris prolifera，ウミウチワ Padina arborescens 

等に着生し，殻皮状，はじめ同心円状で直径1.9

～5.7 mm，次第に隣接する体と融合し不規則に広

がり幅30 mmまでになる（第2図A，B）。生殖器巣

は体表面に広がり，突出して目立つ（第2図C）。

　体構造は二組織性であり，栄養組織は基層と表

層の2層であり，体は4層まで重なり合う（第2図

D）。基層は1層からなり，細胞は長さ12～26 µm，

直径7～16 µmの長方形，台形である (第2図E)。

中層は生殖器巣の周辺部のみに形成され，細胞は

長さ8～18 µm，直径7～12 µmの細長い四辺形で，

隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる

（第2図F）。表層は1層からなり，細胞は長さ3～6 

µm，直径7～14 µmの三角形，四辺形である。生

毛細胞は生殖器巣の屋根部分にまれにみられ，長

さ12～30 µm，直径7～14 µmである（第2図G）。

　生殖器巣は体表面にドーム状に突出し，生殖器

巣の周囲から円形で鱗状の新しい体を形成する

（第2図H）。四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，生殖

器巣底面の周辺部に位置する胞子嚢原基の外側お

よび内側の細胞から形成される（第3図A）。四分

胞子嚢生殖器巣は外径266～331 µm，巣内は直径

157～248 µm，高さ78～116 µmで縦断面は楕円形

であり，巣床は1～2細胞層からなる（第3図B）。

四分胞子嚢は長さ44～78 µm，直径19～32 µmであ

り，巣底面に散在し胞子嚢間に中性細胞糸がみら

れる。生殖器巣の屋根は3～4細胞層からなり，厚

さ35～48 µmである。生殖器巣の巣孔は長さ71～

96 µmであり，巣孔内壁には体表面に対して水平

方向に配列する細胞が形成される（第3図C）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径81～177 µm，高さ18～43 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第3図

D）。雌性生殖器巣は巣内の直径76～142 µm，高

さ20～43 µmである（第3図E）。果胞子嚢生殖器

巣は巣内の直径132～207 µm，高さ46～91 µmであ

り，巣底面に盤状の融合細胞が発達し，その周辺

部から3～5細胞からなる造胞糸が切り出され，先

端に果胞子嚢を生ずる（第3図F）。果胞子嚢は直

径22～39 µmである。

分布域：標本に基づくエンリンモカサの分布域

A B

第3図　エンリンモカサ Heteroderma gibbsii　A: 発達途中の四分胞子嚢生殖巣の縦断面。生殖器巣の屋根は胞子嚢原
基（矢尻）の外側および内側に位置する細胞（矢印）から形成される。B: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四
分胞子嚢は巣底面に散在し，その間に中性細胞糸（矢印）がある。C: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。
巣孔内壁には，表面に対して水平方向に配列される細胞（矢印）が形成される。D: 雄性生殖器巣の縦断面。E: 
雌性生殖器巣の縦断面。F: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底面に薄く広がる盤状の融合細胞（矢印）が形成
される。[使用標本 A-C: 19-20; D-F: 17-26。スケールバー A, D-F: 30 µm; B: 50 µm; C: 25 µm]
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は，本州太平洋岸南部・中部である（付図1B，

付表1-1。国外では，メキシコ太平洋岸，バング

ラデシュに分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：エンリンモカサは，低潮線付近から漸深帯

上部に生育するサナダグサ，ウミウチワ等の体上

にみられることから，別種の植物着生性種として

同定され，既報告の海藻相に記録されている可能

性がある。

　本種は，メキシコのカリフォルニア湾をタイプ

産地としてSetchellと Foslieがサビ属の新種とし

て記載した種であり（Foslie, 1907b），同じ産地

の標本をもとにNorris（2014）が詳細な形態を報

告している。分類形質を比較すると，日本産では

雄性生殖器巣が大型であり，生毛細胞がみられる

点がメキシコ産と異なっているが，その他の主要

な形質はよく一致することが明らかである。した

がって，日本新産種として報告する。タイプ標本

の詳細な観察は実施されていないことから，今後

はタイプ標本との比較，メキシコ産との分子系統

解析による比較検討が必要である。

ソゾゴロモ　Heteroderma sargassi  f. parvula T. 

Masaki 1968: 26, pl. 13, fi g. 2.

（第4図，付図1C，付表1-1）

吉田・馬場 1998: 564. 馬場ら 2020: 8, 第3図D-F. 

タイプ産地：Nou，Niigata Pref. (新潟県糸魚川市

能生町).　

タイプ標本：HAK（Epiphytic on Palisada intermedia 

[Laurencia intermediaとして]，Y. Saito，31 August 

1960）[Masaki, 1968: 27].

タイプ標本の図解：公表されていない。

　体はクロソゾ Palisada intermedia，コブソゾ 

Chondrophycus undulatus，オバクサ Pterocladiella 

tenuis，ツノマタ類，ホンダワラ類等の葉上に着

生し，殻皮状，不規則に広がり，幅0.8～6.9 mm，

厚さ20～78 µmになる（第4図A，B）。

　体構造は二組織性であり，生殖器巣の周辺部の

ほか栄養組織でも厚くなる（第4図C）。基層は1

層からなり，細胞は長さ9～15 µm，直径5～10 µm

の正方形，長方形である (第4図D)。中層は3～10

層になり，細胞は長さ6～13 µm，直径6～9 µmの

四角形，長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間

に細胞融合がみられる（第4図E）。表層は1層か

らなり，細胞は長さ3～5 µm，直径6～9 µmの四角

 形，楕円形である。生毛細胞はまれにみられ，長

さ9～19 µm，直径4～8 µmである（第4図E）。

　四分胞子嚢生殖器巣は体表面にわずかに隆起す

る（第4図C，F）。生殖器巣の屋根は，生殖器巣

底面の周辺部に位置する胞子嚢原基の内側および

外側に位置する細胞より形成される（第4図G）。

成熟した四分胞子嚢生殖器巣は外径108～139 µm，

巣底は体表面から5～8細胞下に位置する（第4図

H）。生殖器巣の屋根は2～3細胞層からなり，厚

さ11～24 µmであり，表層を欠くことが多い。巣

孔は長さ12～20 µmであり，巣孔内壁には体表面

に対して垂直方向に配列する巣孔細胞が形成され

る（第4図I）。四分胞子嚢生殖器巣は巣内の直径

73～90 µm，高さ29～52 µmで縦断面は楕円形であ

り，巣底面の中央部に小柱があり，その周辺部に

四分胞子嚢が形成される（第4図H）。四分胞子嚢

は長さ29～46 µm，直径15～36 µmである。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径34～61 µm，巣内の高さ12～24 µmであり，

単純な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第

4図J）。雌性生殖器巣は巣内の直径34～51 µm，高

さ12～20 µmである（第4図K）。果胞子嚢生殖器

巣は巣内の直径64～98 µm，高さ22～42 µmであり，

巣底面に盤状の融合細胞が発達し，その周辺部か

ら4～6細胞からなる造胞糸が切り出され，先端に

果胞子嚢を生ずる（第4図L）。果胞子嚢は直径15

～32 µmである。

分布域：標本に基づくソゾゴロモの分布域は，九

州西岸，四国南岸，本州太平洋岸南部・中部，本

州日本海岸中部である（付図1C，付表1-1）。こ

れまでに国外からの報告はなく，日本固有の品種

である。

備考：潮間帯下部から漸深帯上部に生育する紅藻

類，褐藻類に着生する。ソゾゴロモは，Masaki

（1968）によりモクゴロモHydrolithon sargassi

（Heteroderma sargassi として）の新品種として記

載された。その後，モクゴロモはコブイシモ属に

移された（Chamberlain，1994b）。ソゾゴロモの

コブイシモ属への新組み合わせは，千原（2002）

において行われた。しかし，基礎異名を出典引用

していないことから，国際藻類・菌類・植物命名

規約第41条（日本植物分類学会国際命名規約邦訳

委員会，2019）により正式発表としては認められ

ず，命名規約上は無効である。ここでは，原記載

の学名を使用した。

　Masaki (1968)では，タイプ標本のほかに，高

知県土佐市宇佐池ノ浦産のクロソゾに着生する標

本が引用されている。HAK所蔵の正置標本を調
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A B

第4図　ソゾゴロモ Heteroderma sargassi f. parvula　A: 生態写真（下田市田牛，イボツノマタ Chondrus verrucosus の
体下部に着生 [矢印]，2019年3月）。B: 標本写真（押し葉標本を作製する前の状態。クロソゾの体下部に着生 
[矢印]，矢尻はノリマキ属sp.）。C: 体の縦断面。四分胞子嚢生殖器巣（矢印）を示す。星印は着生基質のク
ロソゾの組織。D: 体下部の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（矢印），中層細胞 (星印) を示す。
E: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢尻），生毛細胞（星印），表層細胞（矢印）
を示す。F: 四分胞子嚢生殖器巣に覆われる体表面。生殖器巣の屋根は表層細胞を欠くため，赤味が強くなる。
G: 発達途中の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。胞子嚢原基（矢尻）は巣底の周辺部に位置し，その内側と外側
の細胞（矢印）により生殖器巣の屋根が形成される。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底周
辺部に位置し，中央部に小柱（矢印）がある。I: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表
面に対して垂直方向に配列する巣孔細胞（矢印）が形成される。J: 雄性生殖器巣の縦断面。K: 雌性生殖器巣
の縦断面。L: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）は巣底面に盤状に薄く広がる。[使用標本 B-L: 
12-329。スケールバー B: 5 mm; C: 100 µm; D, E, G-L: 10 µm; F: 250 µm]
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査したが，新潟県産のタイプ標本の所在を特定す

ることはできず，高知県産の標本（Masaki, 1968，

pl. 13, fi g. 2）のみ確認できた。本品種の所属につ

いては，タイプ標本の所在を明らかにした上で，

分子系統解析を含め検討すべきである。

モカサ属　Pneophyllum Kützing 1843: 385.

タイプ種：Pneophyllum fragile Kützing 1843: 385. 

　モカサ属には20種が分類学的に認められている

（Guiry and Guiry, 2022）。これまでに日本産モカ

サ属の種は，日本海藻誌（岡村，1936）にモカサ

がヘテロデルマ属の種として記載され，新日本海

藻誌のサンゴモ目（吉田・馬場，1998）において

4種が記載されている。本研究では2種を日本産と

して確認し，1種を日本に生育するか不明，1種を

日本新産種として報告する。 

モカサ属の種の検索表

1. 四分胞子嚢生殖器巣は体表面に突出する

 ････････････････････････････････････････2

1. 四分胞子嚢生殖器巣は体表面に突出しない

 ････････････････････････････････････････3

2. 巣孔に冠状に伸びる細胞糸がある

 ･････････････････････････カンムリモカサ

2. 巣孔に冠状に伸びる細胞糸はない

 ･････････････････････････････ヒメモカサ

3. 隣接する体との境界が不明瞭であり，四分胞

子嚢生殖器巣は内径90～130 µmである

 ･･･････････････････････････････シロモカサ

3. 隣接する体との境界部が明瞭であり，四分胞

子嚢生殖器巣は内径120～190 µmである

 ･･･････････････････････････････････モカサ

ヒメモカサ　Pneophyllum confervicola  (Kützing) 

Y.M.Chamberlain 1983: 385 (confervicolum として).

吉田・馬場 1998: 607. 吉田ら 2015: 154. 

基礎異名：Phyllactidium confervicola Kützing 1843: 

295. 

異タイプ異名：Melobesia minutula Foslie 1904c: 8.

Fosliella minutula (Foslie) Ganesan 1963: 42. 千原 

1974: 89.

タイプ産地：Trieste, Italy. 

タイプ標本: ホロタイプ，L (941.156.120, on 

Conferva vasta) [Chamberlain, 1994b: 137].

タイプ標本の図解：Chamberlain (1983) fi g. 43A.

　日本におけるヒメモカサの記録は，静岡県下田

産タマゴバロニア Valonia macrophysa およびキッ

コウグサ Dictyospheria cavernosaの体に着生する

無節サンゴモをFosliella minutulaと同定し胞子発

生の材料としたものである（千原，1974）。その際，

F. minutulaのタイプ産地が寒海域のノルウェーで

あることから，下田産の標本と同一種であるか検

討を要することが指摘されている。これまでのと

ころ，千原（1974）に用いた証拠標本の所在は確

認できないことから，その実態は不明である。こ

の報告のほかに国内で本種の採集記録はなく，ま

た，本研究で調査した大学・博物館の所蔵標本に

も見当たらなかったことから，本種が日本に生育

するかは不明である。しかし，ヒメモカサは大西

洋北東部，地中海，インド洋，太平洋各地，メキ

シコ太平洋岸，カリブ海に広く分布することから

（Guiry and Guiry, 2022），日本の沿岸域に生育す

る可能性は否定できない。タイプ標本の分子系統

解析は実施されていないが，カナダSt Paul's Inlet

産標本からDNA塩基配列が得られている（Žuljević 

et al ., 2016）。

カンムリモカサ（新称）Pneophyllum coronatum  

(Rosanoff) Penrose in Chamberlain 1994a: 141.

（第5図，第2表，付図1D，付表1-1）

基礎異名：Melobesia coronata Rosanoff 1866: 64.

同タイプ異名：Heteroderma coronatum (Rosanoff) 

Foslie 1909: 56.

異タイプ異名：Melobesia caulerpae Foslie 1906b: 16.

Heteroderma caulerpae (Foslie) Foslie 1909: 56.

Melobesia trichostoma Rosenvinge 1917: 253.

Fosliella tenuis  W.H.Adey & P.J.Adey 1973: 398, 

nom. inval.

Pneophyllum rosanoffi i  Y.M.Chamberlain 1983: 367.

Pneophyllum caulerpae  (Foslie) P.L.Jones & 

Woelkerling 1984: 193. 

タイプ産地：Port Phillip Bay, Victoria, southern 

Australia. 

タイプ標本：ホロタイプ，CN (unnumbered, no 

date) [Penrose, 1996b: 269]. 

タイプ標本の図解：Rosanoff (1866) pl. 4, fi g. 9.

　体はウミウチワ，クロメ Ecklonia cava subsp. 

kurome，ヤツマタモク Sargassum patens 等の葉上

に着生し，殻皮状，はじめ円形で直径2～4 mm，

厚さ23～63 µm，しだいに不規則に広がり融合し

幅14～22 mmになる（第5図A，B）。

　体構造は二組織性であり，栄養組織は基層，中
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A B

第5図　カンムリモカサ Pneophyllum coronatum　A: 生態写真（下田市恵比須島，ウミウチワの体上に着生，2019年6
月）。B: ウミウチワに着生する体。生殖器巣（矢印）は体表面に突出する。C: 体の縦断面。二組織性構造で
あり，1層の基層細胞（星印），中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。
D: 体の縦断面。生毛細胞（矢印）を示す。E: 体の表面。四分胞子嚢生殖器巣の巣孔から伸びる細胞糸（矢印）
を示す。F: 発達途中の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。胞子嚢原基（矢尻）は巣底の周辺部に位置し，その外
側および内側の細胞（矢印）から生殖器巣の屋根が形成される。G: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底中央
部の小柱（矢印）とその周辺部に形成される四分胞子嚢を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の巣孔の縦断面。巣
孔から冠状に伸びる細胞糸（星印），体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）を示す。I: 雄性生殖
器巣の縦断面。J: 雌性生殖器巣の縦断面。K: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印） は巣底面に盤状
に広がり，巣孔から冠状の細胞糸（星印）が伸びる。[使用標本 B, E: 19-218; C, D, F-H: 19-17; I-K: 19-52。
スケールバー B: 3 mm; C, D: 10 µm; E: 300 µm; F, G: 50 µm; H-K: 30 µm]



馬場・加藤：日本産無節サンゴモの分類と分布

― 14 ―

層，表層の3層からなる（第5図C）。基層は1層か

らなり，細胞は長さ8～14 µm，直径5～10 µmの台

形，長方形である。中層は2～4層からなり，細胞

は長さ6～12 µm，直径5～11 µmの四角形，長方形

であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみ

られる。表層は1層からなり，細胞は長さ2～5 

µm，直径3～8 µmの正方形，三角形である。生毛

細胞はまれにみられ，長さ14～24 µm，直径7～9 

µmである（第5図D）。

　四分胞子嚢生殖器巣は体表面に半球形に突出

し，先端に巣孔から伸びる細胞糸がある（第5図E，

H）。四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，胞子嚢原基

の外側およびその細胞間に位置する細胞から形成

される（第5図F）。四分胞子嚢生殖器巣は外径

258～435 µm，巣底は体表面から2～5細胞下に位

置し，巣内は直径192～319 µm，高さ53～104 µm

第2表　カンムリモカサの分類形質の比較
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で縦断面は長楕円形であり，巣底面の中央部に小

柱がありその周辺部に四分胞子嚢が形成される

（第5図G）。四分胞子嚢は長さ34～66 µm，直径16

～32 µmである。生殖器巣の屋根は3～5細胞層か

らなり厚さ20～68 µmである。巣孔は長さ25～58 

µmであり，巣孔内壁には体表面に対して水平方

向に配列する細胞が形成され，巣孔周辺の細胞は

開孔部に向い伸長し冠状になる（第5図H）。

　配偶体は雌雄同株または雌雄異株である。雄性

生殖器巣は巣内の直径44～79 µm，高さ14～30 µm

であり，単純な形の精子嚢が巣底面のみに形成さ

れる（第5図I）。雌性生殖器巣は巣内の直径63～

100 µm，高さ17～29 µmである（第5図J）。果胞子

嚢生殖器巣は体表面に突出し，巣孔周辺の細胞は

開孔部に向い伸長し冠状になる（第5図K）。巣内

は直径144～263 µm，高さ40～78 µmであり，巣底

面に薄く広がる盤状の融合細胞が発達し，その周

辺部から5～7細胞からなる造胞糸が切り出され，

先端に果胞子嚢を生ずる。果胞子嚢は直径17～34 

µmである（第5図K）。

分布域：標本に基づくカンムリモカサの分布域

は，九州西岸・北岸，四国南岸，瀬戸内海，本州

日本海岸南部，本州太平洋岸南部・中部である（付

図1D，付表1-1）。国外では，北大西洋東岸，地

中海，メキシコ太平洋岸，南アフリカ，中東，ス

リランカ，インドネシア，オーストラリア，ニュー

ジーランドに分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：低潮線付近から漸深帯上部に分布するウミ

ウチワ，クロメ等の体上にみられる。関東地方に

生育するウミウチワの体上には普通に生育し，イ

ボモカサ Hydrolithon farinosum，モクゴロモ，ソ

ウハン Titanoderma canescens，ノリマキモドキ 

Titanoderma disparなどの植物着生性の無節サンゴ

モと混生することが多い。そのため，既報告の海

藻相には，カンムリモカサがこれらの種として記

録されている可能性がある。

　カンムリモカサはオーストラリア南東部Port 

Phillip Bayがタイプ産地であり，世界各地の温帯

域から生育が報告されている植物着生性種であ

る。本種の形態的特徴は，南アフリカ（Chamberlain, 

1994a），オーストラリア（Penrose, 1996b; Harvey 

et al ., 2006），イギリス（Chamberlain, 1994b）か

ら詳細な報告があり，主要な分類形質を比較した

結果を第2表に示す。日本産標本の分類形質は，

これらの既往知見とほぼ一致することから，形態

学的に同一種であると判断した。ここに，日本新

産種として報告する。本種についてタイプ標本あ

るいはタイプ産地からの採集標本により分子系統

解析を行った研究はないが，ニュージーランド産

の3標本からDNA塩基配列が得られている（Rösler 

et al ., 2016)。

シロモカサ　Pneophyllum fragile Kützing 1843: 385.

（第6図，付図1E，付表1-2）

吉田・馬場 1998: 609. 吉田ら 2015: 154. 馬場ら 

2020: 5, 第2図A-C. 

異タイプ異名：Melobesia lejolisii  Rosanoff 1866: 62. 

時田・正置 1964: 30, fi g. 6.

Dermatolithon lejolisii  (Rosanoff) Foslie 1898b: 11.

Heteroderma lejolisii  (Rosanoff) Foslie 1909: 56.

Fosliella lejolisii  (Rosanoff) M.Howe 1920: 588. 

Masaki 1968: 23, pl. 12, 49, 50.

Pneophyllum lejolisii  (Rosanoff) Y.M.Chamberlain 

1983: 359.

タイプ産地：Mediterranean. 

タイプ標本：ホロタイプ，L (941.241.152. Herb. 

Kützing, on Sphaerococcus coronopi fo l ius ) 

[Chamberlain, 1994b: 141].

タイプ標本の図解：Chamberlain (1983) fig. 24; 

Penrose and Woelkerling (1991) fi g. 1. 

　体はアマモ Zostera marina，コアマモ Zostera 

japonica，タチアマモ Zostera caulescensの葉上に

着生し，殻皮状で円形から不規則な扇形に広がり，

直径0.2～2.1 mm，厚さ41 µmまでになり，隣接す

る体との境界部は不明瞭である（第6図A，B）。

　体構造は二組織性であり，栄養組織は基層，中

層，表層の3層からなる（第6図C）。基層は1層か

らなり，細胞は長さ3～8 µm，直径5～11 µmの正

方形，長方形である。中層は1～2層からなり，細

胞は長さ8～18 µm，直径5～8 µmの四角形，長方

形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合が

みられる。表層は1層からなり，細胞は長さ2～4 

µm，直径4～8 µmの三角形，楕円形である。生毛

細胞はまれにみられ，長さ10～21 µm，直径5～10 

µmである（第6図D）。

　四分胞子嚢生殖器巣は，体表面に対して突出す

ることなく平坦であり，巣底は体表面から2～3細

胞下に位置する（第6図E）。生殖器巣の屋根は2

～3細胞層からなり，厚さ8～14 µmである。巣孔

は長さ12～19 µmであり，巣孔内壁には体表面に

対して水平方向に配列する細胞が形成される（第

6図F）。四分胞子嚢生殖器巣は巣内の直径86～
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A B

第6図　シロモカサ Pneophyllum fragile　A: 生態写真（勝浦市吉尾，アマモの葉上に着生，2019年6月）。B: アマモ上の
体。C: 体の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（星印），中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融
合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。D: 体の縦断面。生毛細胞（矢印）を示す。E: 四分胞子嚢生殖器巣の
縦断面。四分胞子嚢は巣底周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）がある。F: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根
縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）がある。G: 雄性生殖器巣の縦断面。
H: 雌性生殖器巣の縦断面。I: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）は巣底面に盤状に広がる。[使
用標本 B: 19-203; C-I: 19-231。スケールバー B: 250 µm; C, D: 10 µm; E: 30 µm; F-I: 10 µm]
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A B

第7図　モカサ Pneophyllum zostericola　A: 生態写真（千葉県御宿町小波月，スガモの葉上に着生，2019年4月）。B: ス
ガモ上の体。C: 体の縦断面。D: 体下部の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（矢印）を示す。E: 
体の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（黒の矢印），生毛細胞（白の矢印），表層細胞（矢尻）
を示す。F: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底周辺部に形成され，小柱（矢印）が中央部にある。
星印は着生基質のスガモの組織。G: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，表面に対して水平
方向に配列する細胞（矢印）が形成される。H: 雄性生殖器巣の縦断面。I: 雌性生殖器巣の縦断面。J: 果胞子
嚢生殖器巣の縦断面。巣底面に薄く広がる盤状の融合細胞（矢印）が形成される。[使用標本 B-J: 19-246。
スケールバー B: 500 µm; C: 400 µm; D, E, G-I: 10 µm; F: 50 µm; J: 30 µm]
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127 µm，高さ22～35 µmで縦断面は長楕円形であ

り，巣底面の中央部に小柱があり，その周辺部に

四分胞子嚢が形成される（第6図E）。四分胞子嚢

は長さ24～41 µm，直径17～29 µmである。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径30～51 µm，高さ12～19 µmであり，単純な

形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第6図

G）。雌性生殖器巣は巣内の直径26～42 µm，高さ

13～20 µmである（第6図H）。果胞子嚢生殖器巣

は巣内の直径68～88 µm，高さ19～29 µmであり，

巣底面に盤状の融合細胞が発達し，その周辺部か

ら4～5細胞からなる造胞糸が切り出され，先端に

果胞子嚢を生ずる（第6図I）。果胞子嚢は直径17

～24 µmである。

分布域：標本に基づくシロモカサの分布域は，九

州北岸，四国南岸，本州太平洋岸全域，本州日本

海岸中部，北海道東岸である（付図1E，付表

1-2）。国外では，世界各地の熱帯から寒帯まで広

く分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：アマモ属の種の葉上にみられる。シロモカ

サのタイプ標本の分子系統解析は実施されていな

いが，スペイン東岸Almadraba産のタイプ産地標

本からDNA塩基配列が得られている（Žuljević et 

al ., 2016; Caragnano et al. , 2018）。

モカサ　Pneophyllum zostericola (Foslie) D.Fujita 

1988: 50. [藤田(1988)で新組合せを提案] 

（第7図，付図1F，付表1-2）

藤田 1993: 257, 図127. 吉田・馬場 1998: 610, 図

3-33. 馬場 2000b: 41, 第74, 75図. 吉田ら 2015: 

154. 馬場ら 2020: 8, 第2図D-F. 

基礎異名：Lithophyllum zostericolum Foslie 1900c: 

5. 遠藤 1902: 100. Yendo 1902b: 188.

同タイプ異名：Melobesia zostericola (Foslie) Foslie 

1907b: 25. Masaki and Tokida 1960a: 286, pl. 1, fi g. 

5, 6, pl. 3, 6-8.  

Heteroderma zostericola  (Foslie) Foslie 1909: 56. 

遠藤 1916: 125. 岡村 1936: 507. Masaki 1968: 27.

Fosliella zostericola  (Foslie) Segawa in Yoshida 

1976: 143 [吉田(1976)で新組合せを提案]. 瀬川 

1956: 70, pl. 40, no. 311. 

タイプ産地：Marine Laboratory at Sagami Prov. (現

在の神奈川県三浦市三崎).  

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (A15-985, Yendo 

collection 1899 No. 1, viii.1899 on Zostera ) 

[Woelkerling et al. , 2005: 136].

タイプ標本の図解：公表されていない。

　体はスガモ Phyllospadix iwatensis，エビアマモ 

Phyllospadix japonicusの葉上に着生し，殻皮状で

直径0.4～1.4 mm，厚さ89 µmまでになり，はじめ

円形ですぐに隣接する体と融合して広がる（第7

図A，B）。融合する体の縁辺部は明瞭である。

　体構造は二組織性であり，栄養組織は基層，中

層，表層の3層からなる（第7図C，E）。基層は1

層からなり，細胞は長さ7～13 µm，直径4～8 µm

の正方形，長方形である（第7図D）。中層は1～2

細胞からなり，細胞は長さ5～23 µm，直径5～10 

µmの縦方向に長い長方形であり，隣接する細胞

糸の細胞間に細胞融合がみられる（第7図E）。表

層は1～2層からなり，細胞は長さ3～7 µm，直径5

～9 µmの三角形，四角形である。生毛細胞はまれ

にみられ，長さ7～20 µm，直径4～8 µmである。

　四分胞子嚢生殖器巣は，体表面に対して突出す

ることなく平坦であり，巣底は体表面から5～7細

胞下に位置する（第7図C，F）。生殖器巣の屋根

は2～3細胞層からなり，厚さ14～20 µmである。

巣孔は長さ14～30 µmであり，巣孔内壁には体表

面に対して水平方向に配列する細胞が形成される

（第7図G）。四分胞子嚢生殖器巣は巣内の直径117

～194 µm，高さ52～101 µmで縦断面は長楕円形で

あり，巣底面の中央部に小柱があり，その周辺部

に四分胞子嚢が形成される（第7図F）。四分胞子

嚢は長さ35～76 µm，直径25～52 µmである。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径49～96 µm，高 さ30～47 µmであり，単純な

形の精子嚢が巣内の底面のみに形成される（第7

図H）。雌性生殖器巣は巣内の直径41～61 µm，高

さ22～44 µmである（第7図I）。果胞子嚢生殖器巣

は巣内の直径100～139 µm，高さ51～76 µmであり，

巣底面に盤状の融合細胞が発達し，その周辺部か

ら3～4細胞からなる造胞糸が切り出され，先端 に

果胞子嚢を生ずる（第7図J）。果胞子嚢は直径33

～56 µmである。

分布域：標本に基づくモカサの分布域は，本州太

平洋岸中部・北部，北海道南岸である（付図1F，

付表1-2）。国外では，北太平洋西岸（中国，韓国，

ロシア）および東岸（アラスカ，ブリティッシュ

コ ロ ン ビ ア） に 分 布 す る（Guiry and Guiry, 

2022）。　

備考：スガモやエビアマモの葉上に普通に生育す

る。北海道および本州太平洋岸北部では，アバタ

モカサ Melobesia tomitaroi と混生することがある
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（藤田, 1993）。モカサのタイプ標本の分子系統解

析は実施されていない。

コブイシモ亜科　Hydrolithoideae A.Kato & M.Baba 

in Kato et al . 2011: 669. 

タイプ属：Hydrolithon (Foslie) Foslie 1909: 55. 

　コブイシモ亜科には3属が含まれ（Guiry and 

Guiry, 2022），日本ではフォズリエラ属，コブイ

シモ属の2属が報告されている（第1表）。

フォズリエラ属　Fosliella M.Howe 1920: 587.

タイプ種：Fosliella farinosa  (J.V.Lamouroux) M.

Howe 1920: 587.

　本属のタイプ種 F. farinosa （イボモカサ）は，

現在，形態・解剖学的特徴によりコブイシモ属へ

移され Hydrolithon farinosum の学名が適用されて

いる（Penrose and Chamberlain, 1993）。そのため

本属の和名とされているイボモカサ属（吉田ら, 

1990）の名称が使用できないことから，ここでは

属名を片仮名表記している。 

　フォズリエラ属には26種が世界から記載され，

そのうち6種が命名規約上，有効な種であると認

められている (Guiry and Guiry, 2022)。これまで

に日本産フォズリエラ属の種は，日本海藻誌（岡

村，1936）に記載がなく，新日本海藻誌のサンゴ

モ目（吉田・馬場，1998）において1種が記載さ

れた。本研究では，日本産標本の形態学的特徴がイ

ボモカサと区別できず同種であることを報告する。

イボモカサモドキ　Fosliella paschalis sensu Masaki 

1968: 24, pl. 13, fi g. 1, 3-8, pl. 51.

（第8図，付表2-1）

吉田・馬場 1998: 560.

　Masaki（1968）は和歌山県産イボモカサモドキ

を日本新産種として報告した際に，近縁種である

イボモカサとの区別点として，より小型の生殖器

巣をもつことのほか，種の検索表において体が重

畳しないことを挙げた。その後，吉田・馬場（1998）

は新日本 海藻誌において，イボモカサと類似する

点が多いことから，その所属を検討する必要があ

ることを指摘した。

　HAK所蔵のイボモカサモドキの 標本を調査し

た結果から，Masaki (1968) に引用された和歌山

県白浜臨海浦（HAK無番号）のほかに，高知県

室戸岬（1964年6月11日採集，HAK 無番号）があ

ることが確認できた（付表2-1）。Masaki (1968, 

pl. 13, fi g. 1) に図示されたイボモカサモドキの標

本は，この高知県産である（第8図A）。これらの

標本から一部を分与したと考えられる標本がTNS

に 所 蔵 さ れ て い る（TNS-AL 38825, TNS-AL 

38827）。他機関の標本庫において調査した範囲で

は，本種に該当する標本は確認できなかった。な

お，Masaki（1968）以外に国内においてイボモカ

サモドキが記録されている文献は，Masaki（1968）

を産地として目録に引用した山本（1982）のほか，

千葉県を生育地とした宮田（1998）がある。

　Fosliella paschalis (Me.Lemoine) Setchell & N.

A B

第8図　イボモカサモドキ Fosliella paschalis  A: Masaki（1968, pl. 13, fi g. 1）にMelobesia paschalisとして図示された高
知県室戸岬産の標本。 B: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔内壁に巣孔細胞（矢印）が形成される。BはA
に示したHAK所蔵の標本に付随するプレパラートを観察した。[使用標本 A, B: HAK (無番号)。スケールバー 
A: 1 cm; B: 30 µm]
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L.Gardner (1930) は，イースター島産の標本をも

とにLemoine (1920) がMelobesia paschalisとして

新種記載した植物着生性の無節サンゴモである。

この種のホロタイプは，Afonso-Carrillo（1989）

により観察され栄養組織と生殖器巣の構造が報告

された。それによると，四分（二分）胞子嚢生殖

器巣は，巣孔開口部が窪むことはなく，巣孔内壁

に形成される巣孔細胞もない。日本産イボモカサ

モドキの四分胞子嚢生殖器巣は，巣孔を取り囲む

上縁部がやや窪み，巣孔内壁に巣孔細胞が形成さ

れる（Masaki, 1968, pl. 5, fi g. 4）。この特徴は

HAK所蔵のイボモカサモドキに付随する組織プ

レパラートから確認することができた（第8図B）。

　したがって，イボモカサモドキとして報告され

た標本は，F. paschalis とは別種であることが明

らかになり，形態・解剖学的観察において日本産

イボモカサと区別することができないことから，

イボモカサに統合することが妥当であると考えら

れる。

コブイシモ属　Hydrolithon (Foslie) Foslie 1909: 55. 

タイプ種：Hydrolithon reinboldii  (Weber Bosse & 

Foslie) Foslie 1909: 55.

　コブイシモ属には22種が分類学的に認められて

いる（Guiry and Guiry, 2022）。これまでに日本産

コブイシモ属の種は，日本海藻誌（1936）には記

載がなく，新日本海藻誌のサンゴモ目（吉田・馬

場）において7種が記載されている。本研究では，

日本からすでに報告のある4種を確認し，日本新

産種として1種を報告する。

　アイルランドをタイプ産地とする Hydrolithon 

boreale が沖縄県与那国島と熊本県苓北町富岡か

ら 報 告 さ れ て い る が（Titlyanov et al., 2016, 

2019），種名のみであり詳細は分からないことか

ら，本研究では扱わない。コブイシモ属の種のう

ち，イボモカサのように体が薄い植物着生性種は，

分子系統解析による研究がほとんど未着手である

ことから，コブイシモ属あるいはコブイシモ亜科

に所属するかどうか疑問視されている（Rösler et 

al ., 2016)。

コブイシモ属の種の検索表

1. 体は岩上性である････････････････････････2

1. 体は植物着生性である････････････････････3

2. 体はこぶ状で四分胞子嚢生殖器巣は体表面

に盛り上がる･････････････････コブイシモ

2. 体は殻皮状で四分胞子嚢生殖器巣は目立た

ない･････････････････････ムラコシイシモ

3. 体は厚さ38 µm以上で，生殖器巣以外の栄養組

織は5～9層である･･･････････････モクゴロモ

3. 体は厚さ25 µm以下で，生殖器巣以外の栄養組

織は3層である･･･････････････････････････4

4. 生毛細胞は稀にみられ単独で生ずる

 ･････････････････････････････イボモカサ

4. 生毛細胞は普通にみられ斑状に生ずる

 ･････････････････････････ジュウジモカサ

コブイシモ Hydrolithon boergesenii  (Foslie) Foslie 

1909: 56.

（第9，10図，付図2A，付表2-1）

基礎異名：Goniolithon boergesenii Foslie 1901a: 19. 

同タイプ異名：Porolithon boergesenii (Foslie) 

Me.Lemoine in Børgesen 1917: 178. 

異タイプ異名：Lithophyllum reinboldii  Web er 

Bosse & Foslie in Foslie 1901c: 5.

Goniolithon reinboldii  (Weber Bosse & Foslie) 

Weber Bosse & Foslie in Foslie 1904b: 49.

Hydrolithon reinboldii (Weber Bosse & Foslie) 

Foslie 1909: 55. 瀬川 1956: 70, pl. 40, no. 310. 吉

田・馬場 1998: 561, 図3-22E-H. 馬場 2000b: 29, 

第50, 51図. 吉田ら 2015: 153.

Porolithon reinboldii (Weber Bosse & Foslie) 

Me.Lemoine 1911: 166.

Spongites reinboldii (Weber Bosse & Foslie) Penrose 

& Woelkering 1988: 173.

タイプ産地：St Croix, the U.S. Virgin Islands. 

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (A14-720, Børgesen, 

i-iii.1892) [Woelkerling et al ., 2005: 107]. 

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 52, fi g. 9. 

　体は殻皮状で，すぐにこぶ状になり岩やサンゴ

片に固着し，時に基質から離れサンゴモ球を形成

する（第9図A-C）。こぶ状突起は先端が鈍頭で，

長さ0.9～1.8 cm，直径0.5～1.1 cmになる。

　体構造は二組織性であり，基層は1層からなり，

細胞は長さ12～19 µm，直径8～16 µmの正方形，

長方形，台形である（第9図D）。中層は厚く，細

胞は長さ7～33 µm，直径7～21 µmの正方形，長方

形，多角形であり（第9図E），隣接する細胞糸の

細胞間に細胞融合が多数みられる（第9図F）。表

層下始原細胞は直下の中層細胞に比べ著しく小型

であり，長さ7～15 µm，直径6～9 µmの正方形，

長方形である（第9図F）。表層は1層からなり，
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第9図　コブイシモ Hydrolithon boergesenii   A，B: 生態写真（A: 糸満市米須，礁原のタイドプール底面の岩上，1996年
9月;  B: 阿嘉島クシバル，水深3 mでサンゴモ球になる体，1996年9月）。C: 岩に着生するこぶ状の体。D: 体
下部の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（矢印）を示す。E: 体上部の縦断面。大きさが異なる
中層細胞（星印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の細胞糸の細胞間の細胞融合（矢尻），生毛細胞（星印），
表層細胞（矢印）を示す。G：体の縦断面。中層に残る生毛細胞（矢印）を示す。H: 体の表面。四分胞子嚢
生殖器巣（矢印）と斑状の生毛細胞群（矢尻）を示す。I: 体の縦断面。中層には胞子放出後の古い生殖器巣（矢
印）が多数残る。J: 体の縦断面。中層に残る生殖器巣の拡大。K: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢
は巣底面に散在する。L: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して垂直（黒の矢印）
あるいは水平（白の矢印）方向に配列する巣孔細胞が形成され，巣孔を取り囲む上縁部（矢尻）が窪む。[使
用標本 C-L: KA-8-84-64。スケールバー C: 1 cm; D,  F, G: 20 µm; E, J: 40 µm; H: 500 µm; I: 400 µm; K: 50 µm; L: 
10 µm]
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細胞は長さ3～6 µm，直径6～10 µmの三角形，楕

円形である。生毛細胞は普通にみられ，単独また

は3～6個が体表面に対して水平方向に集まり配列

し，各細胞は長さ19～41 µm，直径13～24 µmであ

り，中層に残る（第9図F，G）。

　二分（四分）胞子嚢生殖器巣は体全面に形成さ

れ，生殖器巣の屋根が体表面に緩やかに盛り上が

る（第9図H）。胞子放出後の古い生殖器巣は組織

内に残り，巣内が細胞で満たされることが多い（第

9図I, J）。成熟した生殖器巣は外径182～342 µm，

巣底は体表面から9～15細胞下に位置する（第9図

K）。生殖器巣の屋根は3～6細胞層からなり，厚

さ28～46 µmである。巣孔を取り囲む上縁部は窪

み，巣孔は長さ30～43 µmであり，巣孔内壁に体

表面に対して垂直あるいは水平方向に配列する巣

孔細胞が形成される（第9図L）。巣内は直径192

～266 µm，高さ114～164 µmで縦断面は円形，楕

円形であり，巣底面の中央部に位置する小柱は成

熟とともに退化して不明瞭になり，二分（四分）

胞子嚢は巣底面に散在する（第9図K）。二分胞子

嚢は長さ106～127 µm，直径61～89 µm，四分胞子

嚢は長さ99～180 µm，直径71～116 µmである。配

偶体と果胞子体は知られていない。

分布域：標本に基づくコブイシモの分布域は南西

諸島，小笠原諸島である（付図2A，付表2-1）。

瀬川（1956）は本種の分布域として表日本南部，

八丈島，南西諸島，小笠原島を挙げている。

SAP，TNS，九州大学の各標本庫に所蔵されてい

る瀬川宗吉博士の標本を調査したところ，SAPと

TNSにおいて，それぞれ小笠原諸島母島産のコブ

イシモ標本が確認できたが（第10図，付表2-1），

それ以外の地域の標本の所在は不明である。この

ほか，千葉県から採集記録があるが（宮田, 1998; 

Miyata et al., 1999)，本研究ではその証拠標本を

確認していない。国外では，インド洋・太平洋の

熱帯・亜熱帯域，大西洋西岸の熱帯・亜熱帯域に

広く分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：漸深帯上部の岩上，死んだ枝サンゴ上に生

育する。サンゴモ球になることがあり，サイパン，

グアム，パラオ，インドネシアからも記録されて

いる（Kato et al ., 2017）。Rösler et al.（2016）は，

コブイシモのタイプ産地であるアメリカ領Virgin 

Islandsから400km離れたフランス領La Desirade産

の標本を使用して分子系統解析を実施した。その

結果から確認されたコブイシモの分布域は，日本，

ハワイ諸島，ニューカレドニア，カリブ海である。

また，コブイシモの異タイプ異名として扱われて

いるLithophyllum reinboldiiのタイプ標本からの分

子系統解析は実施されていない。

ジュウジモカサ（新称）Hydrolithon cruciatum  

(Bressan) Y.M.Chamberlain 1994b: 120.

（第11図，付図2B，付表2-1）

基礎異名：Fosliella cruciata Bressan in Bressan et 

al.  1977: 43. 

タイプ産地：Golfo di Trieste, Italy.  

タイプ標本：ホロタイプ，TSB (G.Bressan, A52) 

[Chamberlain, 1994b: 120].

タイプ標本の図解：公表されていない。

　体は薄く殻皮状でベニアマモ Cymodocea 

rotundata，ウミジグサ Halodule uninervis，リュウ

キュウスガモ Thalassia hemprichiiの葉上に着生

し，不規則に広がり幅0.9～2.1 mm，厚さ9～18 

µmになる（第11図A-C）。

　体構造は二組織性であり，栄養組織は生殖器巣

の周囲を除き基層と表層の2層からなる（第11図

D）。基層は1層からなり，細胞は長さ11～18 µm，

直径6～11 µmの正方形，長方形である。表層は1

層からなり，細胞は長さ2～4 µm，直径8～12 µm

の四辺形，長楕円形である。中層の隣接する細胞

糸の細胞間に細胞融合がみられる（第11図E）。

生毛細胞は斑状に多数形成され，直径37～76 µm，

断面で3～6細胞が水平方向に配列し，各細胞は長

第10図　小笠原諸島母島産コブイシモ。1933年4月に
瀬川により採集された標本 [SAP (瀬川 
14512)，Goniolithon reinboldi として]。標本に
は組織プレパラート（右）が1枚添付されて
いる。[スケールバー 2 cm]
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さ12～22 µm，直径7～19 µmである（第11図C, F）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，胞子嚢原基の外

側および内側の細胞から形成される（第11図G）。

成熟した四分胞子嚢生殖器巣は体表面に半球形に

突出し，外径172～247 µm，巣内の直径108～196 

µm，高さ47～90 µmで楕円形であり，巣底面の中

央部に小柱がありその周辺部に四分胞子嚢が形成

される（第11図C, H）。四分胞子嚢は長さ37～69 

µm，直径16～46 µmである。生殖器巣の屋根は2

細胞層からなり，厚さ10～20 µmである。巣孔は

長さ19～30 µmであり，巣孔内壁に体表面に対し

て垂直方向に配列する巣孔細胞がみられる（第11

図I）。

　配偶体は雌雄同株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径24～50 µm，高さ12～20 µmであり，単純な

形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第11図

J）。雌性生殖器巣は巣内の直径41～63 µm，巣内

の高さ16～35 µmである（第11図K）。果胞子嚢生

殖器巣は体表面に突出し，巣内の直径93～137 

µm，巣内の高さ44～63 µmであり，巣底面に小型

で長方形の融合細胞が発達し，その周辺部から5

～6細胞からなる造胞糸が切り出され，先端に果

胞子嚢を生ずる（第11図L）。果胞子嚢は直径24

～35 µmである。

分布域：標本に基づくジュウジモカサの分布域は

南西諸島で ある（付図2B，付表2-1）。おそらく

南西諸島に生育する海草の葉上に広く分布するも

のと考えられる。国外では，地中海，ヨーロッパ

沿岸，カナリア諸島，中東，ペルシア湾，オース

トラリアに分布し（Guiry and Guiry, 2022），より

広域に分布する可能性が示唆されている

（Chamberlain, 1994b）。

備考：海草類の葉上に着生する。ジュウジモカサ

は植物着生性のコブイシモ属の種のなかで，斑状

の生毛細胞群を形成することが特徴的であり，容

易に区別できる。日本産の標本はイギリス産

（Chamberlain, 1994b）の形態によく一致するほか，

四分胞子嚢生殖器巣の屋根の形成過程は，コブイ

シモ属の特徴を示すことが確認された。ここに，

日本新産種として報告する。本種をイボモカサの

異タイプ異名とする見解があるが（Penrose, 

1996a; Harvey et al ., 2006），その根拠は示されて

いない。ここでは，Chamberlain（1994b）に従い

これら2種を別種として扱った。本種のタイプ標

本の分子系統解析は実施されていない。

イボモカサ　Hydrolithon farinosum(J.V.Lamouroux) 

Penrose & Y.M.Chamberlain 1993: 295.

（第12図，付図2C，付表2-2）

吉田・馬場 1998: 559. 馬場 2000b: 27, 第46, 47図. 

吉田ら 2015: 153.

基礎異名：Melobesia farinosa J.V.Lamouroux 1816: 

315, pl. 12, fi g. 3. 遠藤 1902: 97, 1916: 125. Yendo 

1902b: 186. 岡 村 1936: 506. Masaki and Tokida 

1960b: 39, pl. 1, fi g. 4, 5, pl. 2, fi g. 8-12, pl. 6, 7. 

同タイプ異名：Fosliella farinosa (J.V.Lamouroux) 

M.Howe 1920:  587. Masaki 1968: 21.

タイプ産地：Mediterranean.

タイプ標本：レクトタイプ，CN (Herb. Lamouroux, 

on Sargassum linifolium) [Chamberlain, 1994b: 123]. 

タイプ標本の図解：Chamberlain (1983) fi g. 19. 

　体はホンダワラ類，アラメ Eisenia bicyclis，ツ

ルアラメ Ecklonia cava subsp. stolonifera，ウミウ

チワなど様々な海藻の葉上に着生し，殻皮状で直

径2～8 mm，厚さ23 µmまでになり，はじめ円形

で大きくなると隣接する体と融合し，その境界部

は不明瞭である（第12図A, B）。

　体構造は二組織性であり，栄養組織は基層，中

層，表層の3層からなる（第12図C）。基層は1層

からなり，細胞は長さ10～18 µm，直径6～9 µmの

長方形である。中層は1～2層からなり，細胞は長

さ7～12 µm，直径6～10 µmの円形，正方形，縦方

向に長い長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間

に細胞融合がみられる（第12図D）。表層は1層か

らなり，細胞は長さ3～5 µm，直径4～9 µmの三角

形，四角形である。生毛細胞はまれにみられ，長

さ11～22 µm，直径5～9 µmである（第12図D）。

　四分胞子嚢生殖器巣は体表面に対して半球形に

突出し，外径144～270 µm，巣底は体表面から3～

5細胞下に位置する（第12図E）。生殖器巣の屋根

は2細胞層からなり，厚さ13～25 µmである。巣孔

は長さ14～25 µmで，巣孔上縁はやや窪み，巣孔

内壁に体表面に対して垂直方向に配列する巣孔細

胞がある（第12図F）。巣内は直径103～154 µm，

高さ44～88 µmで縦断面は楕円形であり，巣底面

の中央部の小柱は成熟とともに不明瞭になり，そ

の周辺部に四分胞子嚢が形成される（第12図E）。

四分胞子嚢は長さ37～59 µm，直径23～44 µmであ

る。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径42～73 µm，高さ17～27 µmであり，単純な

形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第12図
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A B

第11図　ジュウジモカサ Hydrolithon cruciatum　A: 生態写真（竹富島北岬, リ  ュウキュウスガモの葉上に着生，1999
年3月）。B: ベニアマモ上の体。C: 体の表面。四分胞子嚢生殖器巣（矢印）と斑状に形成される生毛細胞群（矢
尻）を示す。D: 体の縦断面。基層細胞（矢印）と表層細胞（矢尻）を示す。星印は着生基質のベニアマモ
の組織。E: 体の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合（矢印）がみられる。F: 体の縦断面。
生毛細胞群（矢印）を示す。星印は着生基質のベニアマモの組織。G: 発達途中の四分胞子嚢生殖器巣の縦
断面。生殖器巣の屋根は胞子嚢原基（矢尻）の外側および内側に位置する細胞（矢印）から形成される。H: 
四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底周辺部に形成され，小柱（矢印）が中央部にある。I: 四
分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，表面に対して垂直方向に配列する巣孔細胞（矢印）が形
成される。J: 雄性生殖器巣の縦断面。K: 雌性生殖器巣の縦断面。L: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢
印）は楕円形で巣底面に形成される。[使用標本 B, C, G-I: 97-292; D-F, J-L: 97-291。スケールバー B: 400 
µm; C: 100 µm; D, E, G, J-L: 10 µm; F, H, I: 30 µm]
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第12図　イボモカサ Hydrolithon farinosum  A: 生態写真（輪島市アタケ岬, 水深2 mでツルアラメの体上に着生，2008
年7月）。B: イソモク Sargassum hemiphyllum 上の体。C: 体の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（矢
印），中層細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。D: 体の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞
融合（矢印），生毛細胞（矢尻）を示す。E: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底周辺部に形成
され，中央部の小柱（矢印）はしだいに退化し不明瞭になる。F: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣
孔内壁には，体表面に対して垂直方向に配列する巣孔細胞（矢印）が形成され，巣孔を取り囲む上縁部（矢
尻）が窪む。G: 雄性生殖器巣の縦断面。H: 雌性生殖器巣の縦断面。I: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細
胞（矢印）は楕円形で巣底面に形成される。[使用標本 B: 12-80; C-I: 19-14。スケールバー B: 1 mm; C, D, 
F-H: 10 µm; E, I: 30 µm]
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第13図　ムラコシイシモ Hydrolithon murakoshii  A: 生態写真（沖永良部島西原，水深3 mの礁斜面岩上，1993年4月）。
B: 岩に着生する殻皮状の体。C: 体の表面。四分胞子嚢生殖器巣の屋根（矢印）は体表面からわずかに盛り
上がる。D: 体下部の縦断面。多層になる基層を示す。E: 体の縦断面。胞子放出後の古い生殖器巣（矢印）
は中層に残る。F: 体上部の縦断面。隣接する中層の細胞糸の細胞間の細胞融合（白の矢印），表層細胞（黒
の矢印）を示す。生毛細胞は単独（星印）または体表面に対して垂直方向に重なる（矢尻）。G: 四分胞子嚢
生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）がある。H: 四分胞子嚢生
殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して垂直方向に配列する細長い巣孔細胞（矢印）が形成
される。I: 雄性生殖器巣の縦断面。J: 雌性生殖器巣の縦断面。K: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢
印）は巣底面に盤状に薄く広がる。[使用標本 B-H: KA-7-85-39; I: KA-7-85-9; J, K: KA-7-85-40。スケール
バー B: 1 cm; C: 100 µm; D, I: 50 µm; E: 200 µm; F, H, J: 20 µm; G: 40 µm; K: 30 µm]
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A B

第14図　モクゴロモ Hydrolithon sargassi   A: 生態写真（下田市田牛，イソモクの体上に着生，2019年6月）。B: イソモ
クの枝に着生する体。C: 体の縦断面。矢印は四分胞子嚢生殖器巣を示す。星印は着生基質のイソモクの組織。
D: 体の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（矢印），中層細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。
E: 体の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印）を示す。F: 体上部の縦断面。生毛細胞（星
印）を示す。G: 四分胞子体の表面。体全体が四分胞子嚢生殖器巣に覆われる。生殖器巣の屋根はドーム状
に盛り上がり，巣孔はやや窪む。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底周辺部に形成され，
中央部の小柱（矢印）は退化している。I: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に
対して垂直方向に配列する巣孔細胞（矢印）が形成され，巣孔を取り囲む上縁部が窪む（矢尻）。J: 雄性生
殖器巣の縦断面。K: 雌性生殖器巣の縦断面。L: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（星印）は矩形で巣
底面の中央部に形成される。[使用標本 B: 19-166; C-L: 12-224。スケールバー B: 4 mm; C: 200 µm; D, F, 
I-K: 10 µm; E: 15 µm; G: 500 µm; H: 30 µm; L: 20 µm]
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G）。雌性生殖器巣は巣内の直径47～73 µm，高さ

15～29 µmである（第12図H）。果胞子嚢生殖器巣

は巣内の直径95～132 µm，高さ25～51 µmであり，

巣底面に四角形の融合細胞が発達し，その周辺部

から3～5細胞からなる造胞糸が切り出され，先端

に果胞子嚢を生ずる（第12図I）。果胞子嚢は直径

20～42 µmである。

分布域：標本に基づくイボモカサの分布域は，南

西諸島，九州西岸・東岸，瀬戸内海，本州太平洋

岸南部・中部，小笠原諸島，本州日本海岸中部，

北海道南岸・西岸である（付図2C，付表2-2）。

国外では，世界各地に分布する汎存種である

（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：イボモカサはホンダワラ類，アラメ，ツル

アラメによく着生する。タイプ標本の分子系統解

析は実施されていない。なお，遠藤（1916）は本

種が日本に産することを疑問視する見解を述べ，

岡村（1936）はそれを引用している。

ムラコシイシモ（新称）Hydrolithon murakoshii  

Iryu & Matsuda 1996: 528, fi g. 1-14.

（第13図，付図2D，付表2-2）

吉田・馬場 1998: 560. 吉田ら 2015: 153.

タイプ産地：Off Kabira, Ishigaki-jima, Ryukyu 

Islands (沖縄県石垣島川平沖).

タイプ標本：ホロタイプ，IGPS (東北大学大学院

理学研究科地学専攻; coll. cat. no. 102674, Matsuda, 

5.v.1979) [Iryu and Matsuda, 1996: 529].

タイプ標本の図解：Iryu and Matsuda (1996) fi g. 1.

　体は殻皮状で岩に固着し，幅6 cmまで広がり，

厚さ0.4～2.1 mmになる（第13図A，B）。体表面

にモザイク状の模様があり，生殖器巣は目立たな

い（第13図C）。

　体構造は一組織性であり，基層は6～14層の非

共軸構造であり，細胞は長さ18～30 µm，直径6～

9 µmの長方形である（第13図D）。中層はよく発

達し（第13図E），細胞は長さ5～13 µm，直径6～

9 µmの正方形，長方形であり，隣接する細胞糸の

細胞間に細胞融合がみられる（第13図F）。表層

下始原細胞は直下の中層細胞よりも長く，長さ7

～16 µm，直径5～9 µmの長方形である。表層は1

層からなり，細胞は長さ4～6 µm，直径5～8 µmの

正方形，楕円形である。生毛細胞は普通にみられ，

長さ16～23 µm，直径8～14 µmであり，単独ある

いは体表面に対して垂直方向に数細胞が重なり配

列する（第13図F）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面に対して

水平あるいは緩やかに盛り上がり（第13図C），

  巣底は体表面から8～15細胞下に位置する（第13

図G）。生殖器巣の屋根は4～6細胞層からなり，

厚さ19～37 µmである。巣孔は長さ19～37 µmであ

り，内壁には体表面に対して垂直方向に配列する

細長い巣孔細胞が形成される（第13図H）。四分

胞子嚢生殖器巣は巣内の直径125～177 µm，高さ

52～68 µmで縦断面は楕円形であり，巣底面の中

央部に小柱があり，その周辺部に四分胞子嚢が形

成される（第13図G）。四分胞子嚢は長さ42～73 

µm，直径24～41 µmである。胞子放出後の古い生

殖器巣は体内に残る（第13図E）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径142～272 µm，高さ27～41 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第13図

I）。雌性生 殖器巣は巣内の直径44～79 µmである

（第13図J）。果胞子嚢生殖器巣は巣内の直径364～

476 µm，高さ78～94 µmであり，巣底面に薄い盤

状の融合細胞が発達し，その周辺部から6～9細胞

からなる造胞糸が切り出され，先端に果胞子嚢を

生ずる（第13図K）。果胞子嚢は直径23～29 µmで

ある。

分布域：標本に基づくムラコシイシモの分布域

は，南西諸島であり（付図2D，付表2-2），石垣

島がタイプ産地である。本研究ではタイプ標本は

観察していない。国外では，ポリネシア，フィジー

に分布する（Guiry and Guiry, 2022）。 

備考：サンゴ礁域の波当たりの強い礁斜面の漸深

帯上部に生育する。種小名 murakoshii は沖縄県水

産試験場次長の村越正慶博士（当時）を記念した

ものである。タイプ標本の分子系統解析は実施さ

れていないが，沖縄県本部町産の標本からDNA塩

基配列が得られている（Kato et al ., 2011）。

　

モクゴロモ　Hydrolithon sargassi (Foslie) Y.M.

Chamberlain 1994b: 128.

（第14図，付図2E，付表2-2）

吉田・馬場 1998: 563. 馬場 2000b: 31, 第54, 55図. 

吉田ら 2015: 153. 馬場ら 2020: 8, 第3図A-C.  

基礎異名：Melobesia margarinata f. sargassi Foslie 

1904a: 22. 

同タイプ異名：Lithophyllum sargassi (Foslie) Foslie 

1906b: 26.

Melobesia sargassi (Foslie) Foslie 1908a: 6. Masaki 

and Tokida 1963: 4, pl. 4, fi g. 5, pl. 5, fi g. 4-9, pl. 9, 
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10.

Heteroderma sargassi (Foslie) Foslie 1909: 57. 遠藤 

1916: 125. 岡村 1936: 507, 237図. Masaki 1968: 25.

Pneophyllum sargassi (Foslie) Y.M.Chamberlain 

1983: 445, fi g. 84-89.

Fosliella sargassi  (Foslie) Athanasiadis 1996: 52.

タイプ産地：Misaki (神奈川県三浦市三崎). 

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (A16-1010, Yendo, 

April 1903, on air bubbles especially of Sargassum 

serratifolium) [Woelkerling et al ., 2005: 141]. 

タイプ標本の図解：Masaki and Tokida (1963) pl. 

4, fi g. 6.

　体はホンダワラ類，ウミウチワ，テングサ類等

の葉上に着生し，不規則に広がり，殻皮状で厚さ

38～89 µmになる（第14図A, B）。

　体構造は二組織性であり，生殖器巣の周辺部の

ほか栄養組織でも厚くなる（第14図C）。基層は1

層からなり，細胞は長さ9～15 µm，直径5～8 µm

の長方形である (第14図D)。中層は3～7層からな

り，細胞は長さ4～1 3 µm，直径4～8 µmの四角形，

長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融

合がみられる（第14図E）。表層は1層からなり，

細胞は長さ3～5 µm，直径4～7 µmの偏圧した四辺

形，楕円形である。生毛細胞はまれにみられ，長

さ14～26 µm，直径5～9 µmである（第14図F）。

　四分胞子嚢生殖器巣は体表面に半球形に突出

し，外径169～237 µm，巣底は体表面から3～7細

胞下に位置する（第14図G, H）。生殖器巣の屋根

は2細胞層からなり，厚さ14～22 µmである。巣孔

は長さ14～29 µmであり，巣孔上縁はやや窪み，

巣孔内壁に体表面に対して垂直方向に配列する巣

孔細胞が形成される（第14図I）。四分胞子嚢生殖

器巣は巣内の直径121～159 µm，高さ49～68 µmで

縦断面は楕円形であり，巣底面の中央部の小柱は

成熟とともに退化し不明瞭になり，その周辺部に

四分胞子嚢が形成される（第14図H）。四分胞子

嚢は長さ35～68 µm，直径25～44 µmである。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径47～69 µm，高さ13～20 µmであり，単純な

形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第14図

J）。雌性生殖器巣は巣内の直径47～66 µm，高さ

20～25 µmである（第14図K）。果胞子嚢生殖器巣

は巣内の直径91～140 µm，高さ39～47 µmであり，

巣底面に小型で四角形の融合細胞が発達し，その

周辺部から4～5細胞からなる造胞糸が切り出さ

れ，先端に果胞子嚢を生ずる（第14図L）。果胞

子嚢は直径27～34 µmである。

分布域：標本に基づくモクゴロモの分布域は，九

州西岸，四国南岸，本州太平洋岸南部・中部であ

る（付図2E，付表2-2）。 国外では，韓国，ロシ

ア日本海岸，フランス，イギリスに分布する（Guiry 

and Guiry, 2022）。

備考：モクゴロモは潮間帯下部から漸深帯上部に

生育するホンダワラ類，テングサ等の体上に着生

し，しばしばイボモカサと混生することがあるた

め，注意を払う必要がある。タイプ標本の一部を

図示したMasaki and Tokida (1963) によると，標

本はホンダワラ Sargassum fulvellum の気胞の表面

に着生したものであり，その生殖器巣を含む横断

面を観察した結果から，イボモカサであると述べ

ている。これまでに，タイプ標本の分子系統解析

は実施されていない。
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イシゴロモ亜科　Lithophylloideae Setchell 1943: 

134. (Lithophylleaeとして)

タイプ属：Lithophyllum Philippi 1837: 387.  

　イシゴロモ亜科には無節サンゴモ4属が含まれ，

日本ではシズクイシゴロモ属，イシゴロモ属，ノ

リマキ属の3属が報告されている（Guiry and 

Guiry, 2022； 第1表）。Campbell and Woelkerling

（1990）はノリマキ属とイシゴロモ属を区別する

形態学的な分類形質が明確ではないことを根拠に

して，ノリマキ属をイシゴロモ属に含める提案を

行った。その後，Bailey（1999）により分子系統

解析の結果から，これら2属の独立性が認められ

た。本研究ではBaileyの見解に従い，イシゴロモ

属およびノリマキ属を区別する。

シズクイシゴロモ属　Ezo W.H.Adey, T.Masaki & 

H.Akioka 1974: 331. 

　シズクイシゴロモ属は1属1種である（Guiry and 

Guiry, 2022）。これまでに日本産シズクイシゴロ

モ属の種は，新日本海藻誌のサンゴモ目（吉田・

馬場，1998）において1種が記載されている。本

研究では，日本産として1種を確認し報告する。

シズクイシゴロモ　Ezo epiyessoense W.H.Adey, 

T.Masaki & H.Akioka 1974: 332, fi g. 25-30, 32-39.

（第15図，付図3A，付表3-1）

Woelkerling 1988: 92, fi g. 55-64. 吉田・馬場 1998: 

555, 図3-21A-G. 吉田ら 2015: 153.  

タイプ産地：12m，northeast coast of Shiretoko 

Peninsula, Hokkaido (北海道知床半島北東岸水深

12 m).

タイプ標本：ホロタイプ USNC (JA-101-10); ア

イソタイプ HAK (JA-101-10) [Adey et al ., 1974: 

332].

タイプ標本の図解：公表されていない。アイソタ

イプを第15図Aに示す。 

　体は殻皮状で宿主のエゾイシゴロモ Lithophyllum 

yessoense の体上に固着し，直径0.5～2.1 mmにな

る（第15図A，B）。生殖器巣は体表面からやや隆

起する（第15図C）。

　体構造は二組織性である。基層は矩形の細胞1

層からなり柵状にはならず，細胞は長さ4～6 µm，

直径6～8 µmである（第15図D）。基層の末端細胞

から吸根（haustorium）が形成され，宿主の組織

に穿入する（第15図D）。基層から斜上し体表面

に伸びる中層は，方形から長方形，細胞は長さ5

～9 µm，直径5～8 µ mであり，隣接する細胞糸の

細胞間に2次的原形質連絡がみられ，細胞融合は

みられない。表層は1層からなり，細胞は長さ2～

5 µm，直径5～8 µmの楕円形，四角形である。生

毛細胞はみられない。

　二分胞子嚢生殖器巣は体表面にやや突出し，巣

底は体表面から4～7細胞下に位置する（第15図

E）。生殖器巣の屋根は2～3細胞層からなり，厚

さ18～40 µmである。巣孔内壁には体表面に対し

て垂直方向に配列する細胞が形成される。二分胞

子嚢生殖器巣は巣内の直径120～170 µm，高さ40

～80 µmで縦断面は楕円形であり，巣底面の中央

部に小柱があり，その周辺部に二分胞子嚢が形成

される（第15図E）。二分胞子嚢は長さ44～66 µm，

直径26～36 µmである。四分胞子体は確認されて

いない。

　配偶体は雌雄異株であり，生殖器巣は体表面か

ら僅かに突出する。雄性生殖器巣は巣内の直径60

～95 µm，高さ25～55 µmであり，単純な形の精子

嚢が巣底面のみに形成される（第15図F）。雌性

生殖器巣は巣内の直径75～80 µm，高さ31～50 µm

である（第15図G）。果胞子嚢生殖器巣は巣内の

直径100～150 µm，高さ45～70 µmであり，巣底面

に盤状の融合細胞が発達し，その周辺部から4～5

細胞からなる造胞糸が切り出され，先端に果胞子

嚢を生ずる（第15図H）。果胞子嚢は直径24～38 

µmである。

分布域：標本に基づくシズクイシゴロモの分布域

は，北海道西岸・南岸・東岸である（付図3A，

付表3-1）。国外では極東ロシア，イギリスに分布

する（Chamberlain, 1999; Guiry and Guiry, 2022）。

備考：漸深帯上部の岩上に生育するエゾイシゴロ

モの体上にみられる。イギリスではヒラノリマキ 

Titanoderma pustulatumの 体 上 に 生 育 す る

（Chamberlain, 1999）。本種のタイプ標本の分子系

統解析は実施されていない。

イシゴロモ属　Lithophyllum Philippi 1837: 387. 

レクトタイプ種：Lithophyllum incrustans  Philippi 

1837: 388. 

　イシゴロモ属には160種が分類学的に認められ

ている（Guiry and Guiry, 2022）。現行のイシゴロ

モ 属 の 属 概 念（Woelkerling，1988; Chamberlain 

and Irvine，1994b）では，体構造は二組織性であ

り基層細胞が柵状に配列することはなく，中層の

細胞連絡様式は2次的原形質連絡を持ち細胞融合
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を持たないことが特徴とされる。

　これまでに日本産イシゴロモ属の種は，日本海

藻誌（岡村，1936）で12種が，新日本海藻誌のサ

ンゴモ目（吉田・馬場，1998）において12種1品

種がそれぞれ記載されている。これらの種には，

中層の隣接する細胞糸の細胞間の連絡様式におい

て，2次的原形質連絡を持ち細胞融合を持たない

種，および2次的原形質連絡を持たず細胞融合を

持つ種の両者が含まれる。このことから，これま

でに報告されている日本産イシゴロモ属の種に

は，イシゴロモ属の属概念に一致する形質を持つ

種と持たない種に分けられ，持たない種はイシゴ

ロモ属ではない可能性がある。

　本研究では，「イシゴロモ属の属概念に一致す

る種」について，日本から報告のある種のうち10

種を確認し，1種を他種に統合，1種を日本に生育

するかどうか不明としたほか，日本新産種として

2種を報告する。

　次いで，イシゴロモ属の属概念に一致しない種

を 「イシゴロモ属に所属しない可能性が高い種」

として区別し5種2品種を報告する。なおクサノカ

キモドキは基層が柵状に配列する細胞を持つこと

から，この後者の区分に含まれる。これら5種2品

種は，今後，分子系統解析と形態・解剖学的研究

を実施し，その結果をもとにイシゴロモ属以外の

属に移すとともに，種の実態を明らかにすること

が望まれる。このほか，「日本産から除外するイ

シゴロモ属の種」として2種を挙げる。

イシゴロモ属の種の検索表

（検索表にカノコモチ，Lithophyllum grumosum 

は含めない）

1. 中層の隣接する細胞糸の細胞間に2次的原形質

連絡がある･･････････････････････････････2

1. 中層の隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合が

ある･･･････････････････････････････････14

2. 体は半寄生的に無節サンゴモの表面に生育

する･･･････････････････クサビイシゴロモ

2. 体は基物の表面に生育する･･････････････3

3. 体は植物着生性で，テングサ類の枝を取り巻

く･･･････････････････････クサノカキモドキ

3. 体は岩上性である････････････････････････4

4. 体は殻皮状で，微小ないぼ状突起を生ずる

ことがある････････････････････････････5

4. 体はこぶ状，低木状，葉状の突起を生ずる

 ･･････････････････････････････････････8

5. 四分胞子嚢生殖器巣は剥離し，体内に残らな

い･･････････････････････････････････････6

5. 四分胞子嚢生殖器巣は剥離することなく，体

内に残る････････････････････････････････7

6. 四分胞子嚢生殖器巣の屋根は 窪む

 ･･･････････････････････クボミイシゴロモ

6. 四分胞子嚢生殖器巣の屋根は窪むことはな

い･･･････････････････ハンテンイシゴロモ

7. 体表面にテラス状の模様があり，厚さ0.8 mm

以下である･･･････････････カスミイシゴロモ

7. 体表面は白亜質であり，厚さ2 mm以上である 

 ･･･････････････････････････エゾイシゴロモ

8. 体は葉状の突起を生ずる････････････････9

8. 体はこぶ状，低木状，葉状の突起を生ずる

 ･････････････････････････････････････10

9. 体は葉状，扇状になり，又状分岐する

 ･･･････････････････････････ヒライタイシモ

9. 体は葉状で蜂巣状になり，分岐することはな

い･･･････････････････････････ハチノスイシ

10. 突起部の先端は尖る･･･････モルッカイシモ

10. 突起部の先端は鈍頭である･････････････11

11. 体は生毛細胞を生ずる･･･････････････････12

11. 体は生毛細胞を欠く･････････････････････13

12. 生毛細胞は少ない･･･････････ミナミイシモ

12. 生毛細胞は多数みられる

 ･････････････････････カイザーイシゴロモ

13. 四分胞子嚢生殖器巣は内径250～380 µmであ

り，巣底中央部の小丘は顕著に発達する

 ･････････････････････････････シンヒライボ

13. 四分胞子嚢生殖器巣は内径170～310 µmであ

り，巣底中央部の小丘はあまり発達しない

 ･････････････････････････････････ヒライボ

14. 体は一組織性である･･･････････････････15

14. 体は二組織性である･･･････････････････18

15. 体は殻皮状で平滑である･････････････････16

15. 体は突起がある･････････････････････････17

16. 体表面は粗く，厚さ80～175 µmである

 ･････････････････････････ウミサビモドキ

16. 体表面は滑かで，厚さ130～250 µmである

 ･････････････････キタニセウミサビモドキ

17. 体はこぶ状突起を生じ，四分胞子嚢生殖器巣

は体表面に突出する･････････････イワノサビ

17. 体は微小な隆起を生じ，四分胞子嚢生殖器巣

は目立たない･････････････コトゲコブイシモ

18. 体縁辺部は顕著に隆起し，表面に多数の突

起を持つ･･･････････････ミサキイシゴロモ
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18. 体縁辺部はやや隆起することがあり，表面

の突起は顕著ではない

 ･･･････････････････キタミサキイシゴロモ

【イシゴロモ属の属概念に一致する種】

ヒライタイシモ　Lithophyllum bamleri  (Heydrich) 

Heydrich 1897c: 412. 

（第16図，付図3B，付表3-1）

吉田・馬場 1998: 574. 馬場 2000b: 14, 第20, 21図. 

吉田ら 2015: 154. 

基礎異名：Lithothamnion bamleri  Heydrich 1897b: 4, 

pl. 1, fi g. 1-3.

タイプ産地：Tami Island, Gulf of Huon, Papua New  

Guinea.

タイプ標本：レクトタイプ，PC (Bamler, General 

Herbarium) [Woelkerling, 1998: 331].

タイプ標本の図解：公表されていない。

　体は殻状部より扇状の枝を形成し低木状で，

所々で又状分岐し融合する。先端に切れ込みがあ

り，長さ3 cmまでになる（第16図A，B）。生殖器

巣は枝の裏側に形成されることが多い（第16図C

～ E）。

　体構造は二組織性である。基層は1層からなり，

細胞は長さ7～13 µm，直径4～10 µmの長方形，台

形であり，柵状には配列しない（第16図F）。中

層の細胞は長さ5～16 µm，直径7～12 µmの正方形，

長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に2次的

原形質連絡がみられ，細胞融合はみられない（第

16図G）。枝の中層は層状に配列する細胞からな

り，長い細胞（長さ29～44 µm，直径7～9 µm）と

短い細胞（長さ9～23 µm，直径7～9 µm）の列が

交互に層をなす（第16図H）。表層下始原細胞は，

長さ6～15 µm，直径6～10 µmの正方形，長方形で

ある。表層は1層からなり，細胞は長さ2～3 µm，

直径7～10 µmの長方形，楕円形である。生毛細胞

は単独に生じ，普通にみられ，長さ15～29 µm，

直径8～11 µmであり，中層に残存することはない

（第16図G）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面からやや

突出し，巣内は直径273～326 µm，高さ73～99 µm

で縦断面は鉄亜鈴形であり，巣底は体表面から7

～19細胞下に位置する（第16図E, I）。巣底面の中

央部に小柱とその下に2～5細胞からなる石灰化し

た小丘があり，その周辺部に四分胞子嚢が形成さ

れる。四分胞子嚢は長さ59～86 µm，直径27～54 

µmである。生殖器巣の屋根は6～8細胞層からな

り，厚さ40～66 µmであり，巣孔は断面では三角

形であり，巣孔内壁には体表面に対して水平方向

に配列する細胞が形成される（第16図J）。胞子放

出後の古い生殖器巣は体内に残る。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径324～468 µm，高さ25～46 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第16図

K）。雌性生殖器巣は巣内の直径141～159 µm，高

さ20～32 µmである（第16図L）。果胞子嚢生殖器

巣は巣内の直径218～268 µm，高さ58～94 µmであ

り，巣底面に薄く広がる融合細胞が発達し，その

周辺部から5～7細胞からなる造胞糸が切り出さ

れ，先端に果胞子嚢を生ずる（第16図M）。果胞

子嚢は直径20～35 µmである。

分布域：標本に基づくヒライタイシモの分布域は

南西諸島の石垣島である（付図3B，付表3-1）。

国外では，インド洋西岸Comoro Islands，スリラ

ンカ，インドネシア，フィジーに分布する（Guiry 

and Guiry, 2022）。

備考：漸深帯上部の波が穏やかな岩上，死んだサ

ンゴ片上に生育する。タイプ標本はPC所蔵標本

からレクトタイプが選ばれたが（Verheij，1994），

その標本は所在不明であり紛失したと考えられて

いる（Woelkerling，1998）。本種の分子系統解析

は実施されていない。

クサビイシゴロモ（新称）Lithophyllum cuneatum 

Keats 1995: 152.

（第17図，第3表，付図3C，付表3-1）

タイプ産地：Suva Lagoon, Makaluva Island fringing 

reef, Fiji, on Porolithon onkodes  (as Hydrolithon 

onkodes), 6 m deep. 

タイプ標本：ホロタイプ，L (0535514, D. Keats, 

94/1135, 19.iv.1994) [Guiry and Guiry, 2022]. 

タイプ標本の図解：Keats (1995) fi g. 1.

　体はムラコシイシモの表面に半内生的（semi-

endophytic）に生育し，断面はクサビ状で厚さ179

～600 µm，表面は低いドーム状で直径0.1～1.5 

mmである（第17図A ～ D）。古い体は宿主のムラ

コシイシモに覆われるようになる。

　体構造は基層が確認できないため，一組織性ま

たは二組織性の区別ができない。体は一細胞由来

の直立細胞列からなり（第17図C），中層は放射

状に配列し，細胞は長さ5～15 µm，直径5～10 µm

の四角形，長方形であり，隣接する細胞糸の細胞

間に2次的原形質連絡がみられ，細胞融合はみら
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A B

第15図　シズクイシゴロモ Ezo epiyessoense　A: アイソタ  イプ （HAK所蔵，JA-101-10）。B: エゾイシゴロモに寄生す
る体（矢印）。標本はAに示す標本のうち右下のもの。C：体の表面。生殖器巣の屋根（矢印）は体表面にや
や盛り上がる。D: 体下部の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層（星印），中層の隣接する細胞糸の細
胞間の2次的原形質連絡（矢尻），糸状の吸根（矢印）を示す。Yは宿主エゾイシゴロモの殻状部を示す。E: 
二分胞子嚢生殖器巣の縦断面。二分胞子嚢は生殖器巣の底面周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）があ
る。巣孔内壁には，体表面に対して垂直方向に配列する細胞（矢尻）が形成される。Yは宿主エゾイシゴロ
モの殻状部を示す。F: 雄性生殖器巣の縦断面。G: 雌性生殖器巣の縦断面。H: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。
融合細胞（星印）は厚く巣底面の中央部に形成される。[使用標本 A-H: HAK (JA-101-10)。スケールバー A: 
2 cm; B: 5 mm; C: 500 µm; D: 15 µm; E-H: 25 µm]
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A

第16図　ヒライタイシモ Lithophyllum bamleri　A: 生態写真（石垣島白保，礁池底面のサンゴ片上，1999年3月）。B: 
低木状の体。C, D: 枝上部の表面。生殖器巣は枝の表側（C）にはなく ，裏側（D，矢印）に形成される。E: 
枝の表面。四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，表面に緩やかに盛り上がるか（矢印），平坦である。F: 殻状部の
縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（矢印），中層（星印）を示す。G: 体上部の縦断面。中層の
隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢尻），生毛細胞（星印），表層細胞（矢印）を示す。H: 枝の
縦断面。層状に配列する中層細胞を示す。I: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底周辺部に形
成され，中央部に小柱（矢印）と石灰化した小丘（星印）がある。J: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。
巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。K: 雄性生殖器巣の縦断面。
屋根は体表面に突出する。L: 雌性生殖器巣の縦断面。M: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）は
巣底面全体に広がる。[使用標本 B: 06-4; C-M: 99-109B。スケールバー B: 1 cm; C, D: 4 mm, E: 1 mm; F, G: 10 
µm; H, I, K, M: 50 µm; J, L: 30 µm]
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A B

第17図　クサビイシゴロモ Lithophyllum cuneatum　A: 宿主のムラコシイシモの表面に半内生的に生育する体（矢印）。
B: 体の拡大。生殖器巣（矢印）は小さく目立たない。C: 体の縦断面。宿主に穿入する若い体（矢印）を示す。
D: クサビ状の体（矢印）の縦断面。体表面の四分胞子嚢生殖器巣（白の矢尻），体内に残る胞子放出後の生
殖器巣（黒の矢尻）を示す。E: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢印），
表層細胞（矢尻）を示す。F: 体上部の縦断面。生毛細胞（矢印）を示す。G: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。
四分胞子嚢（矢印）は巣内の底面から側面に形成される。H: 雄性生殖器巣の縦断面。I: 雌性生殖器巣の縦
断面。J: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）は巣底面全体に広がり，その周辺部および上部か
ら造胞糸が形成される。[使用標本 A-G: KA-7-85-26; H-J: KA-7-85-38。スケールバー A: 2 mm; B: 0.5 mm; C, 
H, I: 20 µm; D: 100 µm; E, F: 10 µm; G, J: 30 µm]
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第3表　クサビイシゴロモの分類形質の比較
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れない（第17図E）。表層は1～2層からなり，細

胞は長さ2～4 µm，直径5～9 µmの四角形，楕円形

である。生毛細胞はまれにみられ，長さ9～12 

µm，直径3～10 µmである（第17図F）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面と同じ高

さにあり目立たない（第17図B）。四分胞子嚢生

殖器巣は巣内の直径77～170 µm，高さ24～48 µm

で縦断面は楕円形であり，巣底に小柱はみられず，

四分胞子嚢が巣内底面から側面に形成される（第

17図G）。四分胞子嚢は長さ24～46 µm，直径8～

12 µmである。生殖器巣の屋根は5～9細胞層から

なる。巣孔内壁には体表面に対して水平に配列す

る細胞が形成される。胞子放出後の古い生殖器巣

は体内に残る（第17図D）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径46～109 µm，高さ12～48 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第17図

H）。雌性生殖器巣は巣内の直径53～82 µm，高さ

14～26 µmである（第17図I）。果胞子嚢生殖器巣

は巣内の直径89～115 µm，高さ31～62 µmであり，

巣底面に薄く広がる融合細胞が発達し，その周辺

部および上部から4～5細胞からなる造胞糸が切り

出され，先端に果胞子嚢を生ずる（第17図J）。果

胞子嚢は直径9～20 µmである。

分布域：標本に基づくクサビイシゴロモの分布域

は南西諸島である（付図3C，付表3-1）。国外では，

フィジー，南東オーストラリアに分布する（Guiry 

and Guiry, 2022）。

備考：漸深帯上部に生育するムラコシイシモの体

上にみられる。本種はフィジーをタイプ産地とし

てKeats（1995）により新種記載され，アナアキ

イシモおよびイシノミモドキ属sp.の体上に半寄

生的に生育することが報告されている。原記載お

よび南東オーストラリア（Harvey et al ., 2009）の

報告から，主要な分類形質を比較した結果を第3

表に示す。南西諸島産の標本は配偶体の生殖器巣

がやや小型であるが，おおむねこれらの既往知見

と一致し，形態学的に同一種であると判断した。

ここに日本新産種として報告する。これまでのと

ころ，タイプ標本の分子系統解析は実施されてい

ない。

カノコモチ　Lithophyllum fasciculatum sensu Yendo 

1902: 99. [遠藤（1902）に記載]

（第18図，付表3-1）

遠藤 1916: 128. 岡村 1936: 511.

　カノコモチは，遠藤（1902）が神奈川県の江ノ

島および三崎を産地として挙げた種である。筆者

の一人，馬場が1998年発行の新日本海藻誌の原稿

を準備していた1997年当時には，本種の標本の所

在を確認することができず，同書には記載されて

いない。その後，2005年12月にSAP所蔵の宮部標

本を調査中にカノコモチの標本2点を確認した（第

18図A，B; 付表3-1）。それらは採集日のデータは

ないが，遠藤吉三郎が神奈川県三崎で採集した標

本（no. 367，481）である。三崎産no. 481の標本

の一部は，HAKに保管されており（第18図C，D），

本研究では，この標本から組織切片を作製して観

察した。

　体は一組織性であり（第18図E），中層の隣接

する細胞糸の細胞間に2次的原形質連絡がみられ，

細胞融合はみられない（第18図F）。表層は1～2

層の平らな細胞である。生毛細胞はみられない。

四分胞子嚢生殖器巣は体表面および体内にみられ

（第18図G），巣底面の中央部に石灰化した小丘が

確認できる（第18図H）。これらの体組織および

四分胞子嚢生殖器巣の形質から，no. 481の標本

はシンヒライボ Lithophyllum neo-okamurae の特

徴に類似する。

　TRHには，遠藤がこれらの標本の同定依頼をす

るためにFoslieへ送った手紙が保管されている

（Thor et al ., 2005）。TRHには，遠藤が1988年に静

岡県下田（A21-1305, A21-1306）および神奈川県

三崎（A21-1319, A21-1322～1324）で採集した標

本6点が所蔵されている。いずれも学名は遠藤が

同定した L. fasciculatum から，Foslieによりヒラ

イボ Lithophyllum okamurae に修正されている

（Woelkerling et al. , 2005）。このうち，A21-1319

およびA21-1322の標本についてKato et al . (2022) 

により分子系統解析が実施された結果，シンヒラ

イボであることが明らかにされ，Kato et al.  

(2022) のfi g. 25とfi g. S5にそれぞれ図示されてい

る。したがって，遠藤がカノコモチとした標本に

は，シンヒライボに統合されることが明らかに

なったが，SAP所蔵の標本についても正確な種の

同定には，分子系統解析が必要とされる。

Lithophyllum grumosum  sensu Yendo 1902: 99. [遠

藤（1902）に記載]

（第19図）

遠藤 1916: 129. 岡村 1936: 512. 

　本種は遠藤（1902）により相州三崎，豆州下田，
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房州館山，三河蒲郡を産地として報告された種で

あり，岡村（1936）に再録されている。それ以外

には遠藤（1935）が下田市周辺の海藻目録に種名

を挙げ，米谷ら（2014）に引用されている。国内

で本種に同定された標本は見当たらず，所属は不

明であるため，新日本海藻誌のサンゴモ目（吉田・

馬場，1998）には掲載されていない。

　遠藤が本種の同定依頼のために，1899年9月25

日付けでFoslieへ送った手紙（Thor et al., 2005）

には，「Number 133 looks like a mammalian brain and 

was already white and sterile when it was collected」

として房州（安房国の異称，現在の千葉県南部）

産No.133の標本の外観が記述されている。その標

本写真のネガティブフィルムは，HAK所蔵の

Foslie関連資料にあることが分かった。現在，こ

の標本はTRHにA6-270として登録されFoslieによ

り，「?L. grumosum ?」と記載されている（第19

図A； Woelkerling et al ., 2005）。このほかTRHには，

遠藤が送付した房州産A21-1304，伊豆産A21-

1305が保管されている。

　房州産No.133の標本（第19図B）は，いぼ状か

らこぶ状の突起を形成するサンゴモ球であり，表

面が磨滅し生殖器巣の痕跡とみられる多数の孔が

ある。内部構造を観察していないため，遠藤がL. 

grumosumとした標本の分類学的な位置は決定で

きない。

　L. grumosum は，Setchellがアメリカのカリフォ

ルニア州Pacifi c Groveで採集した標本を基にイシ

A B

第18図　カノコモチ Lithophyllum fasciculatum　A，B: SAPの宮部標本に保管されている遠藤が同定した標本。C，D: B
の標本の一部でHAK所蔵。標本ラベル（C）と標本（D）を示す。E: 殻状部の縦断面。二組織性構造であり，
基層（矢印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢印），表
層細胞（矢尻）を示す。G: 枝上部の縦断面。中層に残る生殖器巣（矢印）を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣
の縦断面。残存する四分胞子嚢（矢印），巣底中央部の石灰化した小丘（星印）を示す。[使用標本 A: SAP (Yendo 
no.376); B: SAP (Yendo no.481); C-H: HAK (Yendo no.481の一部)。スケールバー A-C: 2 cm; D: 3 mm; E: 100 
µm; F: 15 µm; G: 400 µm; H: 50 µm]
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モ属の新種として記載され（Foslie, 1897），現在

は Lithophyllum grumosum (Foslie) Foslie とされて

いる（Foslie, 1898b; Guiry and Guiry, 2022）。分布

域は，北米太平洋岸でアメリカのオレゴン州から

メキシコまでである。日本に本種が生育するかど

うかは不明である。

カスミイシゴロモ（新称）Lithophyllum insipidum 

W.H.Adey, R.A.Townsend & Boykins 1982: 44, fi g. 

29A-F.

（第20図，第4表，付図3D，付表3-1）

タイプ産地：Waikiki, Oahu, Hawaii, United States.

タイプ標本：ホロタイプ，USNC (71-50-17, D. 

Child, iii.1971) [Adey et al ., 1982: 44].

タイプ標本の図解：Adey et al . (1982) fi g. 29B.

　体は殻皮状で，サンゴ片，岩に固着し，幅0.7

～4.2 cm，厚さ142～769 µmになる（第20図A）。

体表面に光沢がなく，テラス状の模様がある（第

20図B）。表層剥離による白斑がよくみられ，生

殖器巣は目立たない（第20図A，C）。

　体構造は二組織性である（第20図D）。基層は1

層からなり，細胞は長さ9～16 µm，直径11～19 

µmの細長い矩形，平行四辺形であり，著しい柵

状にはならない（第20図E）。中層の細胞は長さ7

～18 µm，直径7～14 µmの正方形，長方形であり，

隣接する細胞糸の細胞間に2次的原形質連絡がみ

られ，細胞融合はみられない（第20図F）。表層

下始原細胞は長さ6～16 µm，直径6～10 µmの長方

形である。表層は1層からなり，細胞は長さ2～5 

µm，直径6～11 µmの長方形，楕円形である。生

毛細胞は普通にみられ，長さ14～28 µm，直径9～

15 µmであり，体内に残らない（第20図G）。

　四分胞子嚢生殖器巣は体表面に対してやや盛り

上がり（第20図C），外径207～344 µmであり，巣

底は体表面から5～13細胞下に位置する。生殖器

巣の屋根は3～6細胞層からなり，厚さ28～51 µm

である。巣孔は長さ28～48 µmであり，縦断面で

三角形，巣孔内壁には体表面に対して水平方向に

配列する細胞が形成される（第20図H，I）。四分

胞子嚢生殖器巣は巣内の直径182～263 µm，高さ

63～89 µmで縦断面は楕円形であり，四分胞子嚢

は巣底面の周辺部に形成され，中央部に小柱およ

びその下に1～4細胞からなる石灰化した小丘があ

る（第20図H）。四分胞子嚢は長さ47～76 µm，直

径22～42 µmである。古い生殖器巣は体内に残る。

　配偶体は雌雄異株であり，生殖器巣は体表面か

ら僅かに突出する。雄性生殖器巣は巣内の直径

187～288 µm，高さ43～99 µmであり，単純な形の

精子嚢が巣底面のみに形成される（第20図J）。雌

性生殖器巣は巣内の直径81～127 µm，高さ25～35 

µmである（第20図K）。果胞子嚢生殖器巣は巣内

の直径192～243 µm，高さ63～114 µmであり，巣

底面に盤状の融合細胞が発達し，その周辺部から

4～7細胞からなる造胞糸が切り出され，先端に果

胞子嚢を生ずる（第20図L）。果胞子嚢は直径30

～51 µmであ る。

分布域：標本に基づくカスミイシゴロモの分布域

は，南西諸島，小笠原諸島である（付図3D，付

表3-1）。国外では，ケニヤ，オーストラリア，太

平洋熱帯域に分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：礁原のタイドプール内，漸深帯上部の岩上

に生育し，体表面に 白い斑状模様があることから，

A B

第19図　Lithophyllum grumosum　正置富太郎博士により撮影されたTRH所蔵標本。A: 標本（K. Yendo 1899，No. 133）
を収容した箱の表面ラベル。No. 3の付箋（右下）は正置の作業番号。B: 標本（TRH A6-270）。[スケールバー 
1 cm]



馬場・加藤：日本産無節サンゴモの分類と分布

― 40 ―

A B

第20図　カスミイシゴロモ Lithophyllum insipidum　A: 生態写真（沖永良部島西原，水深3 mの礁斜面の岩上，1991年9
月）。B: 体の表面。表面にモザイク状模様がある。C: 体の表面。表層剥離（星印）が頻繁にみられる。生殖
器巣の屋根は体表面に突出（矢印）するか，水平あるいは窪む（矢尻）。D: 体の縦断面。二組織性構造であり，
基層（矢印），中層（星印）を示す。矢尻は四分胞子嚢生殖器巣を示す。E: 体下部の縦断面。一層の基層細
胞（矢印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢印），表層
細胞（矢尻）を示す。G: 体上部の縦断面。生毛細胞（星印）を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四
分胞子嚢は巣底面の周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）と石灰化した小丘（星印）がある。I: 四分
胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成さ
れる。J: 雄性生殖器巣の縦断面。K: 雌性生殖器巣の縦断面。L: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）
は厚くなり巣底面の中央部に広がる。[使用標本 B, C: 99-240; D-G, L: 99-95; H-J: KA-7-84-192; K: KA-7-85-
60。スケールバー B: 1 mm; C: 500 µm; D: 200 µm; E, I, K: 30 µm; F, G: 15 µm; H, J, L: 50 µm]
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第4表　カスミイシゴロモの分類形質の比較
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A B

第21図　カイザーイシゴロモ Lithophyllum kaiseri　A: 生態写真（石垣島白保，水深1 mのサンゴ片上，1999年3月）。B: 
低木状突起を作る体。C: 枝の表面。生殖器巣の屋根は，表面に対して隆起（矢印）するか，水平（矢尻）
である。D: 殻状部の縦断面。二組織性構造であり，基層（矢印）を示す。E: 殻状部下部の縦断面。1層の基
層細胞（矢印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢尻），
体表面（星印）および中層（t）に残存する生毛細胞，表層細胞（矢印）を示す。G: 枝の縦断面。層状に配
列する中層細胞を示す。H: 枝の縦断面。体表面（矢印）および中層（矢尻）に残存する二分胞子嚢生殖器
巣を示す。I: 二分胞子嚢生殖器巣の縦断面。二分胞子嚢は巣底面の周辺部に形成され，中央部に小柱（白
の矢印）があり，その下部に石灰化した小丘（黒の矢印）がある。J: 二分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。
巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。[使用標本 B, C: 06-2; D-J: 
99-55。スケールバー B: 2 cm; C: 1 mm; D, G, I: 50 µm; E, J: 25 µm; F: 20 µm，H: 400 µm]
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B

第22図　ミナミイシモ Lithophyllum kuroshioense　A, B: 生態写真（A: 沖永良部島西原，水深2 mの岩上，1993年4月; B: 
高知県大月町西泊，水深4 mの岩上，2014年10月）。C: 枝の表面。生殖器巣の屋根は表面に対して隆起（矢印）
するか，水平，あるいは窪む（矢尻）。D: 殻状部の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（矢印）
を示す。E: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢印），生毛細胞（星印），
表層細胞（矢尻）を示す。F: 体上部の縦断面。中層に残る生毛細胞（星印）を示す。G: 枝の縦断面。層状
に配列する中層細胞を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底の周辺部に形成され，中
央部に小柱（矢印）があり，その下部に石灰化した小丘（矢尻）がある。I: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の
縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。J: 雄性生殖器巣
の縦断面。K: 雌性生殖器巣の縦断面。L: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）は巣底面に薄く広
がる。[使用標本 C-I: KA-7-84-142; J: 14-262; K, L: 14-301。スケールバー C: 1.5 mm; D, G-L: 50 µm; E: 15 
µm; F: 30 µm]
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A B

第23図　クボミイシゴロモ Lithophyllum neoatalayense　A: タイプ標本（HAK所蔵）。B: 小石に着生する殻皮状の体。C: 
体の表面。隣接する体の縁辺部は不明瞭であり，生殖器巣が剥離した後の窪み（矢尻）が多数みられる。D: 
体表面の拡大。生殖器巣の屋根部分（矢印）は窪む。E: 体の縦断面。体表面の生殖器巣（矢尻），三日月形
になる生殖器巣の痕跡（矢印）を示す。F: 体下部の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（矢印），
中層細胞（星印）を示す。G: 体上部の縦断面。中層および表層下始原細胞の隣接する細胞糸の細胞間の2次
的原形質連絡（矢印），表層細胞（星印）を示す。H: 体上部の縦断面。生毛細胞（星印）を示す。I: 体上部
の縦断面。中層に残る生毛細胞（星印）を示す。J: 形成途中の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底周辺部
の胞子嚢原基（矢印），中央部の小柱（星印），巣孔上部から伸長する細胞（矢尻）を示す。K: 四分胞子嚢
生殖器巣の縦断面。屋根は窪み（矢尻），四分胞子嚢は巣底面の周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）
がある。L: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する巣孔
細胞（矢印）があり，巣孔開口部は内壁上部から棍棒状の細胞（星印）が伸びる。[使用標本 A: HAK (Masaki 
49-5); B-L: 14-106。スケールバー A: 2 cm; B: 1 cm; C: 5 mm; D, E: 200 µm; F-I: 15 µm; J: 30 µm; K: 50 µm; L: 
25 µm]
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コブイシモと間違えやすい。本種はハワイ諸島の

オアフ島をタイプ産地として，Adey et al . (1982) 

により新種記載された種であり，Keats（1997）

がフィジー産標本をもとに詳細な観察結果を報告

している。本種の主要な分類形質を比較した結果

を第4表に示す。日本産標本の形態は，これらの

既往知見とほぼ一致することから，形態学的に同

一種であると判断した。ここに日本新産種として

報告する。なお，井龍・松田（1987）および

M atsuda（1989）は石垣島での無節サンゴモの生

態調査において，L. insipidum の種名を挙げてい

る。カスミイシゴロモのタイプ標本の遺伝子解析

は実施されていないが，鹿児島県 沖永良部島産の

標本からDNA塩基配列が得られている（Kato et 

al ., 2011）。

カイザーイシゴロモ（新称）Lithophyllum kaiseri  

(Heydrich) Heydrich 1897c: 412.

（第21図，付図3E，付表3-1）

Kato and Baba 2019: 652, fi g. 4-10.

基礎異名：Lithothamnion kaiseri Heydrich 1897a: 64.

異タイプ異名：Goniolithon congestum Foslie 1899b: 

13.

Lithophyllum congestum (Foslie) Foslie 1900d: 20.

Lithophyllum daedaleum Foslie & M.Howe 1906: 133.

タイプ産地：El Tor, Sinai Peninsula, Egypt.

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (A20-1264, A. 

Kaiser, on coral) [Basso et al ., 2015: 188]; アイソ

レクトタイプ，NY (00945463) [Hernandez-Kantzun 

et al ., 2016: 625].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 65, fi g. 2; 

Basso et al . (2015) fi g. 4D.  

　体は殻皮状，いぼ状，灌木状になり，枝は長さ

10 mmまでになり，こぶ状か先端がやや広がり直

径2～7 mm，又状分岐か融合する（第21図A，B）。

生殖器巣は殻状部，突起部に形成され，体表面に

やや隆起する（第21図C）。

　体構造は二組織性である（第21図D）。基層は1

層からなり，細胞は長さ10～16 µm，直径7～13 

µmの四角形であり，やや伸びるか広がるが柵状

には配列しない（第21図E ）。中層の細胞は，長

さ7～18 µm，直径7～10 µmの矩形，長方形であり，

隣接する細胞糸の細胞間に2次的原形質連絡がみ

られ，細胞融合はみられない（第21図F）。表層

下始原細胞は，長さ7～15 µm，直径7～12 µmの長

方形，正方形である。表層は1層からなり，細胞

は長さ2～5 µm，直径7～12 µmの四角形である。

枝あるいは突起の中層は層状に配列する細胞から

なり（第21図H），長さ14～27 µm，直径7～11 µm

の長方形である（第21図G）。生毛細胞は単独に

生じ豊富にみられ，長さ21～43 µm，直径7～15 

µmであり，中層に残存する（第21図F）。

　二分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面と同じ高

さにあるかやや突出し，巣底は体表面から11～19

細胞下に位置する（第21図I）。生殖器巣の屋根は

4～8細胞層からなり，厚さ38～83 µmであり，縦

断面は三角形であり，巣孔内壁には体表面に対し

て斜上あるいは水平方向に配列する細胞が形成さ

れる（第21図J）。二分胞子嚢生殖器巣は巣内の直

径268～390 µm，高さ81～162 µmで，縦断面は鉄

亜鈴形，長楕円形であり，二分胞子嚢は巣底面の

周辺部に形成され，中央部には小柱とその下に2

～5細胞からなる小丘がある（第21図I）。二分胞

子嚢は長さ54～88 µm，直径20～49 µmである。胞

子放出後の古い生殖器巣は体内に残る（第21図

H）。

　国内から二分胞子体のみが採集され，四分胞子

体，配偶体，果胞子体は採集されていない。

分布域：標本に基づくカイザーイシゴロモの分布

域は南西諸島である（付図3E，付表3-1）。国外

では，大西洋の熱帯・亜熱帯域，アフリカ，中東，

オーストラリアに分布する（Guiry and Guiry, 

2022）。

備考：サンゴ礁域のタイドプール内，漸深帯上部

の岩上に生育する。本種は南西諸島に分布する枝

状のイシゴロモ属の種のなかで，生毛細胞が多産

し大きく目立つことが特徴的である。外部形態が

極 め て 類 似 す る ミ ナ ミ イ シ モ Lithophyllum 

kuroshioense は，生毛細胞が稀である。しかし，

現場でカイザーイシゴロモとミナミイシモを区別

するのは困難であり，必ず内部形態の違いを確認

することが重要である。

　カイザーイシゴロモは，分子系統解析および形

態・解剖学的観察の結果に基づき，日本新産種と

して報告され（Kato and Baba, 2019），南西諸島

の石垣島米原，沖縄島（糸満市大渡，瀬底島，今

帰仁村，古宇利島）での分布が確認されている。

本種のタイプ標本の遺伝子解析結果はBasso et 

al .（2015）により報告されているほか，分子系統

解析情報に基づきインド太平洋域西岸，紅海，カ

リブ海，南大西洋西岸での分布が確認されている

（Hernandez-Kantun et al ., 2016; Kato and Baba, 
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2019）。

ミナミイシモ　Lithophyllm kuroshioense A.Kato & 

M.Baba 2019: 652, fi g. 11-21.

（第22図，付図3F，付表3-1, 3-2）

Lithophyllum kotschyanum auct. japon. 吉田・馬場 

1998: 575. 馬場 2000b: 15, 第22, 23図. 吉田ら 

2015: 154. 

タイプ産地：Bise-zaki, Okinawajma Island, Okinawa 

(沖縄県本部町備瀬崎).

タイプ標本：ホロタイプ，SAP (SAP 109760, A. 

Kato and M. Baba,  15.v.2007); アイソタイプ，

RYU (RYU A0006) [Kato and Baba, 2019: 653].

タイプ標本の図解：Kato and Baba (2019) fi g. 11. 

　体は殻皮状，いぼ状，葉状，低木状になり，枝

は長さ10 mmまでになり，円柱状か先端が膨らむ

か（直径2～5 mm），板状（幅7 mmまで，厚さ1～

2 mm）になり，又状分岐か融合する（第22図A，B）。

生殖器巣は殻状部，突起部に形成され，目立たな

い（第22図C）。

　体構造は二組織性である（第22図D）。基層は1

層からなり，細胞は長さ9～18 µm，直径9～14 µm

の四角形であり，やや伸びるか広がるが柵状には

配列しない。中層の細胞は，長さ7～18 µm，直径

7～10 µmの矩形であり，隣接する細胞糸の細胞間

に2次的原形質連絡がみられ，細胞融合はみられ

ない（第22図E）。表層下始原細胞は，長さ6～15 

µm，直径6～11 µmの正方形，長方形である。表

層は1～2層からなり，細胞は長さ2～5 µm，直径7

～11 µmの四角形，楕円形である。枝あるいは突

起の中層は層状に配列する細胞からなり，長さ10

～30 µm，直径7～10 µmの長方形である（第22図

G）。生毛細胞は単独で稀に生じ（第22図E），長

さ12～24 µm，直径7～14 µmであり，中層に残存

する（第22図F）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は体表面に対して窪

むか，水平，あるいはやや隆起する（第22図C）。

生殖器巣の巣底は体表面から10～18細胞下に位置

する（第22図H）。生殖器巣の屋根は5～8細胞層

からなり，厚さ40～71 µmであり，縦断面は三角

形であり，巣孔内壁には体表面に対して斜上ある

いは水平方向に配列する細胞が形成される（第22

図I）。四分胞子生殖器巣は巣内の直径263～400 

µm，高さ104～185 µmで縦断面は長楕円形または

鉄亜鈴形であり，巣底面の周辺部に四分胞子嚢が

位置し，巣底中央部の小柱は形成されるか未形成

であり，その下に1～4細胞からなる小丘がある（第

22図H）。四分胞子嚢は長さ66～113 µm，直径24

～54 µmである。胞子放出後の古い生殖器巣は体

内に残る。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径263～455 µm，高さ48～104 µmであり，単

純な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第22

図J）。雌性生殖器巣は巣内の直径91～192 µm，高

さ38～53 µmである（第22図K）。果胞子嚢生殖器

巣は巣内の直径283～344 µm，高さ94～172 µmで

あり，巣底面に盤状の融合細胞が発達し，その周

辺部から6～8細胞からなる造胞糸が切り出され，

先端に果胞子嚢を生ずる（第22図L）。果胞子嚢

は直径34～59 µmである。

分布域：標本に基づくミナミイシモの分布域は，

南西諸島，四国南岸，本州太平洋岸南部，小笠原

諸島である（付図3F，付表3-1，3-2）。国外では，

フィリピンに分布する（Gui ry and Guiry, 2022）。

備考：潮間帯下部から漸深帯上部の岩上，死んだ

枝サンゴ上に生育する。本種は分子系統解析およ

び形態・解剖学的知見により新種記載され（Kato 

and Baba, 2019），遺伝子情報に基づく分布域は，

フィリピンのルソン島Cagayan，沖縄島（本部町

備瀬崎および瀬底島，古宇利島），沖永良部島，

徳之島，高知県大月町である。

　新日本海藻誌にミナミイシモ Lithophyllum 

kotschyanum として記載された種（吉田・馬場，

1998）は，本種に該当する。L. kotschyanum はペ

ルシャ湾西岸のBahrain湾がタイプ産地であり，

紅海からインド太平洋熱帯域に広く分布するとさ

れていたが（Silva et al ., 1996），そのタイプ標本

の分子系統解析の結果から，分布域がタイプ産地

に限定されることが明らかにされた（Basso et 

al ., 2015）。

クボミイシゴロモ　Lithophyllum neoatalayense T.

Masaki 1968: 34, pl. 17, 18, pl. 57, fi g. 1-5, pl. 59.

（第23図，付図4A，付表3-2）

吉田・馬場 1998: 576. 馬場 2000b: 16, 第24, 25図. 

吉田ら 2015: 154. 馬場ら 2020: 9, 第4図D-F.

タイプ産地：Kominato Town, Chiba Pref. (千葉県

小湊町; 現在の千葉県鴨川市内浦).

タイプ標本：HAK (Masaki 49-5, T. Masaki, 2 June 

1961) [Masaki, 1968: 35].

タイプ標本の図解：Masaki 1968, pl. 17, fi g. 1; 第

23図A.
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　体は殻皮状で，小石，岩に固着し，円形で直径

2～9 mm，隣接する体との区別が不明瞭になり幅

4～6 cm，厚さ228～486 µmになる（第23図A，B）。

体表面には生殖器巣による窪みが多数みられる

（第23図C，D）。

　体構造は二組織性である（第23図E）。基層は1

層からなり，細胞は長さ10～15 µm，直径7～11 

µmの長方形であり，直上の中層細胞との違いが

少なく柵状にはならない（第23図F）。中層の細

胞は長さ7～11 µm，直径6～10 µmの球形，正方形，

長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に2次的

原形質連絡がみられ，細胞融合はみられない（第

23図G）。表層下始原細胞は長さ6～10 µm，直径5

～8 µmの長方形である。表層は2～4層からなり，

細胞は長さ3～5 µm ，直径4～7 µmの長方形，楕円

形である。生毛細胞は普通にみられるか無く，長

さ11～23 µm，直径6～9 µmであり，中層に残る（第

23図H，I）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面に対して

水平かやや窪む（第23図D，K），生殖器巣の屋根

は，巣底周辺部の胞子嚢原基の内側および外側に

位置する細胞から作られる（第23図J）。生殖器巣

は外径169～279 µm，巣底は体表面から13～19細

胞下に位置する（第23図K）。生殖器巣の屋根は4

～6細胞層からなり，厚さ22～39 µmである。巣孔

は長さ24～44 µmであり，縦断面で三角形，巣孔

内壁には体表面に対して水平方向に配列する巣孔

細胞とともに，開孔部に伸びる棍棒状の細胞が形

成される（第23図L）。四分胞子嚢生殖器巣は巣

内の直径162～220 µm，高さ57～100 µmで縦断面

は楕円形であり，四分胞子嚢は巣底面の周辺部に

形成され，中央部に小柱がある（第23図J，K）。

四分胞子嚢は長さ54～69 µm，直径25～37 µmであ

る。成熟後に古い生殖器巣は剥離するため体内に

残らず，三日月形の痕跡が中層にみられる（第23

図E）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径112～152 µm，高さ24～30 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される。雌性生

殖器巣は巣内の直径56～86 µm，高さ15～25 µmで

ある。果胞子嚢生殖器巣は巣内の直径172～223 

µm，高さ69～91 µmであり，巣底面に盤状の融合

細胞が発達し，その周辺部から5～7細胞からなる

造胞糸が切り出され，先端に果胞子嚢を生ずる 。

果胞子嚢は直径29～47 µmである。

分布域：標本に基づくクボミイシゴロモの分布域

は，九州西岸・南岸，四国南岸，本州太平洋岸南

部・中部である（付図4A，付表3-2）。国外では，

アフリカ南部（ナミビヤ，南アフリカ）に分布す

る（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：潮間帯のタイドプール内，漸深帯上部の転

石上，岩上にみられる。本研究 では，四分胞子嚢

生殖器巣の巣孔上縁に棍棒状の巣孔細胞の存在が

観察された。この巣孔細胞は，Masaki（1968）の

原 記 載 で は 明 確 に 記 載 さ れ て い な い が，

Chamberlain (1996, fi g. 55) によるタイプ標本の観

察において確認され図示されている。本種のタイ

プ標本の分子系統解析は実施されていない。

シンヒライボ（新称）Lithophyllum neo-okamurae 

A.Kato, D.Basso, Caragnano, Rodondi, V.Peña & 

M.Baba 2022: 122, fi g.  25-37. 　  

（第24，25図，付図4B，付表3-2，3-3）

Lithophyllum okamurae f. japonicum として [Masaki 

and Tokida 1963: 1, pl. 1-3. Masaki 1968: 36, pl. 

62, fi g. 6].

Lithophyllum okamurae として [吉田・馬場 1998: 

577, 図3-25A-G. 馬場 2000b: 18, 第28, 29図. 馬場

ら 2020: 9, 第5図A-C].

タイプ産地：Misaki, Miura City, Kanagawa Prefecture 

(神奈川県三浦市三崎).

タイプ標本：ホロタイプ，SAP (SAP 115594, A. Kato 

and M. Baba, 9 June 2013) [Kato et al ., 2022: 124]. 

タイプ標本の図解：Kato et al. (2022) fi g. 29.

　体は殻皮状，いぼ状，こぶ状から低木状である。

突起は長さ12 mmまでになり，こぶ状，円柱状（長

さ20 mmまで）あるいは先端が膨らみ（直径2～6 

mm），又状分岐するか融合する（第24図A ～ C）。

生殖器巣は殻状部および突起部に形成され，表面

観は形成途中で白斑状，成熟時に点状である（第

24図D ～ F）。

　体構造は二組織性である。基層は1層からなり，

細胞は長さ8～22 µm，直径6～14 µmの台形，縦方

向に伸びる平行四辺形であるが，柵状には配列し

ない（第24図G）。中層の細胞は，長さ8～19 µm，

直径6～9 µmの矩形であり，隣接する細胞糸の細

胞間に2次的原形質連絡がみられ，細胞融合はみ

られない（第24図H）。突起部の中層は層状に配

列する細胞からなり，長さ12～22 µm，直径6～14 

µmの長方形である（第24図I）。表層下始原細胞は，

長さ6～12 µm，直径7～10 µmの長方形，正方形で

ある。表層は1～2層であり，細胞は長さ2～5 µm，
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A B

第24図　シンヒライボ Lithophyllum neo-okamurae  A: 生態写真（三浦市三崎町諸磯，タイドプール内の岩上，2012年
5月），B, C: サンゴモ球になる体。D: いぼ状突起の表面。白点は発達途中の生殖器巣。E: 突起部の表面。生
殖器巣の屋根は体表面に対してやや窪むか（矢尻），水平あるいはやや盛り上がる（矢印）。F: 突起部の縦
断面。体表面（矢印）および体内に残る（星印）生殖器巣を示す。G: 体下部の縦断面。二組織性構造であり，
1層の基層細胞（矢印），中層細胞（星印）を示す。H: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の2
次的原形質連絡（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。I: 突起部の縦断面。層状に配列する中層細胞を示す。J: 
四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）があり，その下
部に石灰化した小丘（星印）がある。K: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対
して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。L: 雄性生殖器巣の縦断面。M: 雌性生殖器巣の縦断面。
N: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）は巣底面に薄く広がる。[使用標本 B: 14-76; C: 01-6; D-K: 
12-218; L: 15-77; M: 12-217; N: 11-59。スケールバー A: 1 cm; B, C: 2 cm; D: 1 mm; E: 500 µm; F: 2 mm; G, K, L, M: 
30 µm; H: 15 µm; I, J, N: 50 µm]
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直径7～11 µmの扁平な長方形である。生毛細胞は

みられない。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面からやや

隆起するか，同じ高さにあるか，やや窪み，巣底

は体表面から10～16細胞下に位置する（第24図E，

J）。生殖器巣の屋根は4～8細胞層からなり，厚さ

43～78 µmであり，縦断面は三角形であり，巣孔

内壁には体表面に対して水平方向に配列する細胞

が形成される（第24図K）。四分胞子生殖器巣は

巣内の直径248～380 µm，高さ86～121 µmで縦断

面は鉄亜鈴形であり，四分胞子嚢は巣底面の周辺

部に形成され，中央部には小柱とその下に4～7細

胞からなる小丘が発達する（第24図J）。四分胞子

嚢は長さ47～79 µm，直径20～34 µmである。胞子

放出後の古い生殖器巣は体内に残る（第24図F）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径119～182 µm，高さ15～46 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第24図

L）。雌性生殖器巣は巣内の直径94～200 µm，高

さ23～53 µmである（第24図M）。果胞子嚢生殖器

巣は巣内の直径218～339 µm，高さ73～144 µmで

あり，巣底面に盤状の融合細胞が発達し，その周

辺部から5～7細胞からなる造胞糸が切り出され，

先端に果胞子嚢を生ずる（第24図N）。果胞子嚢

は直径37～51 µmである。

分布域：標本に基づくシンヒライボの分布域は，

九州全域，四国南岸，本州太平洋岸南部・中部，

本州日本海岸中部，北海道西岸・南岸である（付

図4B，付表3-2，3-3）。また，遺伝子解析による

本種の分布域は，四国，瀬戸内海，本州太平洋岸

中部，本州日本海岸中部である（Kato et al ., 

2022）。これまでのところ，国外からの報告はな

い（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：潮間帯下部から漸深帯上部の岩上，小石上，

貝殻上等に生育し，サンゴモ球になることがあ

る。シンヒライボは日本から記載されたヒライボ

の品種について，タイプ標本，タイプ産地を含む

日本各地からの採集標本を分子系統解析と形態・

解剖学的観察により調査した結果から，ヒライボ

と異なることが明らかになり新種記載された

（Kato et al ., 2022）。ヒライボの品種に関する命名

規約上の問題点は，Kato et al . (2022) に詳細な解

説がある。

　これまでにヒライボとして報告された標本を観

察した結果から，Masaki and Tokida（1963）およ

びMasaki（1968），吉田・馬場 （1998），馬場（2000b）, 

馬場ら（2020）のものはシンヒライボに一致する

ことが分かった。このうち，Masaki and Tokida

第25図　シンヒライボ Lithophyllum neo-okamurae　A: 標本 [HAK所蔵。矢印の標本がMasaki and Tokida (1963, pl. 1，
fi g. 3) に図示されている]。B: 突起部の縦断面。層状に配列する中層細胞，体表面（矢尻）および中層（矢印）
に残る四分胞子嚢生殖器巣を示す。C: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底周辺部に形成され，
中央部に小柱（矢印）があり，その下部に石灰化した小丘（星印）がある。[使用標本 A-C: HAK (Masaki 
17-13)。スケールバー A: 2 cm; B: 400 µm; C: 50 µm]
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第26図　ヒライボ Lithophyllum okamurae　A, B: 生態写真（A: 三浦市三崎町諸磯，水深2 mで小石上に生育，2013年9月; 
B: 下田市爪木崎，水深1 mで海底に集まるサンゴモ球，2015年8月），C: 葉状になる突起の表面。白い点は生
殖器巣。D: 突起部（星印）と殻状部（矢尻）の縦断面。E: 突起部の縦断面。体表面（矢印）および中層（矢
尻）に残る生殖器巣を示す。F: 体下部の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（矢印），中層細胞（星
印）を示す。G: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢印），表層細胞（矢
尻）を示す。H: 突起部の縦断面。層状に配列する中層細胞を示す。I: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分
胞子嚢は巣底周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）とその下部に石灰化した小丘（星印）がある。J: 
四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形
成される。K: 雌性生殖器巣の縦断面。L: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）は巣底面に薄く広
がる。[使用標本 C, D: 13-86; E: 15-125; F-J: 13-56; K, L: 94-30。スケールバー B: 2 cm; C, D: 2 mm; E: 400 
µm; F: 30 µm; G: 15 µm; H, I, L: 50 µm; J, K: 25 µm]
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（1963）に図示された函館近郊の茂辺地産標本（第

25図A ～ C）では，四分胞子嚢生殖器巣の巣内は

縦断面で鉄亜鈴形であり，巣底に小丘が発達する

ことから（第25図B，C），シンヒライボと同定し

た。これ以外にこれまで日本から報告されている

ヒライボの分布情報（馬場ら，2020，付表1を参照）

はすべて見直す必要がある。一般向けに出版され

た図鑑に生態写真や標本写真として掲載されてい

るヒライボについても，参考にする場合は注意す

べきである。

ヒライボ　Lithophyllum okamurae Foslie 1900c: 4.

（第26，27図，付図4C，付表3-3）

遠藤 1902: 99, 1916: 128. Yendo 1902b: 187. 岡村 

1936: 512, 241図. Kato et al . 2022: 121, fi g. 4-24, 

S1-S4. 

異タイプ同名：Lithophyllum okamurae  f. angulare 

Foslie 1901f: 18. [タイプ産地：Misaki (神奈川県

三崎); タイプ標本: ホロタイプ，TRH (A21-1327, 

Yendo no. 642, viii. 1900); タイプ標本の図解: 

Foslie (1904b) pl. 11, fi g. 12; Printz (1929) pl. 64, 

fi g. 7; Kato et al . (2022) fi g. 11]. 

タイプ産地：Marine Laboratory at Sagami Prov. (現

在の神奈川県三浦市三崎). 

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (A21-1318, Yendo 

no. 408, 1899); アイソレクトタイプ，HAK (M-

179, a fragment of Yendo specimen no. 408) [Kato 

et al. , 2022: 121].

タイプ標本の図解：レクトタイプ，Foslie (19 04b) 

pl. 11, fi g. 11; Kato et al . (2022) fi g. 5, fi g. S1; アイ

ソレクトタイプ，Kato et al . (2022) fi g. 6.  

　体は殻皮状，いぼ状，こぶ状，葉状から低木状

である。突起は長さ10 mmまで，先端は細くなる

か板状（幅10 mmまで，厚さ1～2 mm），あるいは

先端が膨らみ（直径2～5 mm），又状分岐するか

融合する（第26図A，B）。生殖器巣は殻状部および

突起部に形成され，白い点状である（第26図C，D）。

　体構造は二組織性である。基層は1層からなり，

細胞は長さ11～19 µm，直径7～19 µmの台形，縦

方向に伸びる平行 四辺形であるが，柵状には配列

しない（第26図F）。中層の細胞は，長さ7～19 

µm，直径6～11 µmの正方形，長方形であり，隣

接する細胞糸の細胞間に2次的原形質連絡がみら

れ，細胞融合はみられない（第26図G）。突起部

の中層は層状に配列する細胞からなり（第26図

E），長さ10～27 µm，直径6～10 µmの長方形であ

る（第26図H）。表層下始原細胞は，長さ7～17 

µm，直径6～10 µmの正方形，長方形である。表

層は1～2層からなり，細胞は長さ2～4 µm，直径8

～10 µmの扁平な長方形である（第26図G）。生毛

細胞はみられない。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面からやや

隆起するか，同じ高さにあるか，やや窪み，巣底

は体表面から8～13細胞下に位置する（第26図C, 

I）。生殖器巣の屋根は4～7細胞層からなり，厚さ

30～71 µmであり，縦断面は三角形であり，巣孔

内壁には体表面に対して水平方向に配列する細胞

が形成される（第26図J）。四分胞子嚢生殖器巣は

巣内の直径167～314 µm，高さ63～109 µmで縦断

面は長楕円形あるいは鉄亜鈴形であり，四分胞子

嚢は巣底面の周辺部に形成され，中央部には小柱

とその下に2～5細胞からなる小丘がある（第26図

I）。四分胞子嚢は長さ47～69 µm，直径20～30 µm

である。胞子放出後の古い生殖器巣は体内に残る

（第26図D，E）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

第27図　ヒライボ Lithophyllum okamurae　A，B: SAPの
宮部標本に保管されている遠藤が同定した標
本 [A: 三崎（現在の神奈川県三浦市三崎町）
で1900年9月採集，B: 相模城ヶ島（現在の神
奈川県三浦市城ヶ島）で1899年8月採集]。[使
用標本 A: SAP (Yendo 118, 119, 122); B: SAP 
(Yendo 121)。スケールバー A, B: 3 cm]
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の直径86～116 µm，高さ18～30 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される。雌性生

殖器巣は巣内の直径94～139 µm，高さ18～30 µm

である（第26図K）。果胞子嚢生殖器巣は巣内の

直径207～243 µm，高さ76～109 µmであり，巣底

面に盤状の融合細胞が発達し，その周辺部から5

～9細胞からなる造胞糸が切り出され，先端に果

胞子嚢を生ずる（第26図L）。果胞子嚢は直径29

～78 µmである。

分布域：標本に基づくヒライボの分 布域は，九州

西岸・北岸，四国南岸，本州太平洋岸中部，本州

日本海岸中部である（付図4C，付表3-3）。また，

分子系統解析により確認されたヒライボの分布域

は，九州西岸，四国，瀬戸内海，本州太平洋岸中

部， 本 州 日 本 海 岸 中 部 で あ る（Kato et al ., 

2022）。国外では，韓国，中国，東南アジア，太

平洋熱帯域，紅海，インド洋に分布するが（Guiry 

and Guiry, 2022），すべて分子系統解析による確

認が必要である。

備考：潮間帯下部から漸深帯上部の岩上，小石上，

貝殻上等に生育し，サンゴモ球になることが多

い。また，本種を含む数種の無節サンゴモは，サ

ンゴモ球として海底に堆積することがあり，三重

県座賀島（倉島ら，2015），長崎県南島原や天草

諸島（Kato et al ., 2017）からその生態に関する報

告がある。千原（1967）はヒライボの異タイプ同

名であるL. okamurae f. angulare に対してモンシ

イシゴロモの和名を使用した。

　SAP所蔵の宮部標本には，遠藤吉三郎が同定し

たヒライボの標本が保管されている。1900年9月

に神奈川県三崎（第27図A）および1899年8月に

三崎市の城ヶ島（第27図B）で採集されたサンゴ

モ球になる標本であり，枝の先端部が扁平か細く

なることから，形態学的な特徴によりヒライボと

同定した。

ハンテンイシゴロモ　Lithophyllum punctatum 

Foslie 1906a: 22.

（第28図，付図4D，付表3-3）

馬場 2007: 90. 吉田ら 2015: 154.

タイプ産地：Trincomalie, Sri Lanka. 

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (A6-314, Svedelius, 

17.iv.1903) [Woelkerling et al ., 2005: 59].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 57, fi g. 17.

　体は殻皮状で岩に固着し，幅1～3 cm，厚さ0.4

～1.6 mmになり，隣接する体の縁辺部は隆起して

厚さ2.3 mmまでになる（第28図A，B）。体表面に

は生殖器巣が剥離した後の痕跡が多数みられる

（第28図C）。

　体構造は二組織性である（第28図D）。基層は1

層からなり，細胞は長さ8～17 µm，直径5～14 µm

の長方形であり，柵状にはならない（第28図E）。

中層の細胞は長さ8～15 µm，直径6～10 µmの正方

形，長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に2

次的原形質連絡がみられ，細胞融合はみられない

（第28図F）。表層下始原細胞は長さ7～11 µm，直

径7～10 µmの四角形，長方形である。表層は1～3

層からなり，細胞は長さ2～5 µm，直径5～10 µm

の長方形である。生毛細胞は普通にみられ，長さ

19～34 µm，直径8～13 µmであり，中層に残る（第

28図G，H）。

　四分胞子嚢生殖器巣は体表面に対して水平かや

や盛り上がり（第28図C，I），外径182～268 µmで

あり，巣底は体表面から6～11細胞下に位置する。

生殖器巣の屋根は3～5細胞層からなり，厚さ30～

43 µmである。巣孔は長さ32～46 µmであり，断面

で三角形，巣孔内壁には体表面に対して水平方向

に配列する細胞が形成される（第28図J）。四分胞

子嚢生殖器巣は巣内の直径167～233 µm，高さ71

～106 µmで縦断面は楕円形であり，四分胞子嚢は

巣底面の周辺部および中央部に形成され，その間

に中性細胞糸がある（第28図I）。四分胞子嚢は長

さ56～96 µm，直径30～51 µmである。胞子放出後，

古い生殖器巣の屋根部分が剥離してクレーター状

の窪みを作り，体内に残存しない（第28図K）。

　配偶体は雌雄異株であり，生殖器巣は体表面か

ら僅かに突出する。雄性生殖器巣は巣内の直径58

～101 µm，高さ18～35 µmであり，単純な形の精

子嚢が巣底面のみに形成される（第28図L）。雌

性生殖器巣は巣内の直径81～119 µm，高さ23～35 

µmである（第28図M）。果胞子嚢生殖器巣は巣内

の直径162～207 µm，高さ61～106 µmであり，巣

底面に薄く広がる盤状の融合細胞が発達し，その

周辺部から4～7細胞からなる造胞糸が切り出さ

れ，先端に果胞子嚢を生ずる（第28図N）。果胞

子嚢は直径38～53 µmである。

分布域：標本に基づくハンテンイシゴロモの分布

域は，南西諸島，小笠原諸島である（付図4D，

付表3-3）。国外では，スペイン，スリランカ，ハ

ワイ諸島に分布する（Adey et al ., 1982; Guiry and 

Guiry, 2022）。

備考: 潮間帯下部から漸深帯上部の岩上に生育す
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第28図　ハンテンイシゴロモ Lithophyllum punctatum  A: 生態写真（沖永良部島西原，礁原のタイドプール底面，転石
上に生育，2004年7月）。B: 岩に着生する殻皮状の体。C: 体の表面。生殖器巣の屋根は体表面にやや盛り上
がり（矢印），のちに剥離し痕跡 （矢尻）を残す。D: 体の縦断面。二組織性構造であり，基層（矢印）と中
層（星印）を示す。E: 体下部の縦断面。1層の基層細胞（矢印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層および表
層下始原細胞の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢印），表層細胞（星印）を示す。G: 体上部
の縦断面。生毛細胞（星印）を示す。H: 体上部の縦断面。中層に残る生毛細胞（星印）を示す。I: 四分胞
子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底周辺部および中央部に形成され，その間に中性細胞糸（矢印）が
ある。J: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢
印）が形成される。K: 胞子放出後の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。退色する屋根部分（矢印）は，やがて
剥離する。L: 雄性生殖器巣の縦断面。M: 雌性生殖器巣の縦断面。N: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底面に
薄く広がる融合細胞（矢印）を示す。[使用標本 B, C: 04-112; D-N: KA-7-93-33。スケールバー B: 5 mm; C: 
500 µm; D: 100 µm; E: 20 µm; F-H, M: 15 µm; I: 50 µm; J: 30 µm; K: 40 µm; L: 25 µm; N: 60 µm]
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第29図　モルッカイシモ Lithophyllum pygmaeum　A: 生態写真（竹富島北岬，水深1 mの岩上，1999年3月）。B: 枝先端
が尖る低木状の体。C: 枝先端がやや丸みを帯びる低木状の体。D: 枝の表面。生殖器巣の屋根（矢印）は，
体表面にやや隆起する。E: 殻状部下部の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（矢印），中層（星印）
を示す。F: 体上部の縦断面。中層および表層下始原細胞の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢
印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 体上部の縦断面。体表面の生毛細胞（星印）を示す。H: 体上部の縦断面。
中層に残る生毛細胞（星印）を示す。I: 枝の縦断面。層状に配列する中層細胞を示す。J: 枝の縦断面。体
表面（矢印）および中層（矢尻）に残る四分胞子嚢生殖器巣を示す。K，L: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。
四分胞子嚢は巣底周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）があり，その下部に石灰化した小丘を持つか（K
の星印），持たない（L）。M: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向
に配列する細胞（矢印）が形成される。[使用標本 B: OK-96-160A; C, D: 91-62; E-M: OK-8-83-17。スケール
バー B, C: 1 cm; D: 1 mm; E-H: 10 µm; I, K, L: 50 µm; J: 200 µm; M: 30 µm]
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る。SAP所蔵の瀬川標本には，1933年3月に母島

で採集され Lithophyllum shioense と同定された標

本5点があり，いずれも形態学的特徴が本種に一

致することが分かった（付表3-3）。ハンテンイシ

ゴロモのタイプ標本の分子系統解析は実施されて

いない。

モルッカイシモ　Lithophyllum pygmaeum(Heydrich) 

Heydrich 1897c: 412.

（第29図，付図4E，付表3-4）

吉田・馬場 1998: 577. 馬場 2000b: 19, 第30, 31図. 

吉田ら 2015: 154.

基礎異名：Lithothamnion pygmaeum Heydrich 1897

b: 3, fi g. 1, pl. 1, fi g. 8-10.

同タイプ異名：Lithophyllum moluccense f. pygmaeum 

(Heydrich) Foslie 1901d: 24 (pygmaea として).

異タイプ異名：Lithothamnion moluccense Foslie 1897

: 12.

Lithothamnion tamiense Heydrich 1897b: 1, pl. 1, 

fi g. 4-7.

Lithophyllum moluccense (Foslie) Foslie 1901a: 12.

Lithophyllum torquescens Foslie 1901a: 11.

Lithophyllum tamiense  (Heydrich) Verheij 1994: 

103.

タイプ産地：Tami Islands, Huon Gulf, Papua New 

Guinea. 

タイプ標本：レクトタイプ，PC(Bamler)[Woelkerling, 

1998: 361]. 

タイプ標本の図解：公表されていない。

　体は低木状で，又状分岐し所々で融合し，先端

は尖るか鈍頭で，直径1.1～2.8 mm，高さ2.4～3.9 

cmまでになる（第29図A ～ C）。生殖器巣は枝の

全面に形成され，ドーム状に盛り上がる（第29図

D）。

　体構造は二組織性である。基層は1層からなり，

細胞は長さ9～14 µm，直径7～10 µmの長方形，台

形であり，柵状には配列しない（第29図E）。中

層の細胞は長さ5～15 µm，直径6～11 µmの正方形，

長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に2次的

原形質連絡がみられ，細胞融合はみられない（第

29図F）。枝の中層は層状に配列する細胞からな

り，長い細胞（長さ25～40 µm，直径7～10 µm）

と短い細胞（長さ9～21 µm，直径7～11 µm）の列

が交互に層をなす（第29図I）。表層下始原細胞は，

長さ6～14 µm，直径7～9 µmの長方形である。表

層は1層からなり，細胞は長さ2～3 µm，直径7～

10 µmの長方形，楕円形である。生毛細胞は普通

にみられ，長さ13～24 µm，直径7～11 µmであり，

中層に残存する（第29図G，H）。

　四分胞子体生殖器巣の屋根は，体表面からやや

突出し，外径290～380 µmであり，巣内は直径230

～324 µm，高さ48～94 µmで縦断面は鉄亜鈴形ま

たは長楕円形であり，巣底は体表面から5～10細

胞下に位置する（第29図J ～ L）。巣底面の中央部

に小柱があり，その下に2～5細胞からなる石灰化

した小丘があるかこれを欠き，その周辺部に四分

胞子嚢が形成される（第29図K，L）。四分胞子嚢

は長さ39～64 µm，直径18～32 µmである。生殖器

巣の屋根は3～5細胞層からなり，厚さ30～56 µm

であり，巣孔は断面では三角形であり，巣孔内壁

には体表面に対して水平方向に配列する細胞が形

成される（第29図M）。胞子放出後の古い生殖器

巣は体内に残る（第29図J）。

　配偶体および果胞子体の形態は，吉田・馬場

（1998）に記載されている。

分布域：標本に基づくモルッカイシモの分布域

は，南西諸島である（付図4E，付表3-4）。国外

では，インド洋，太平洋熱帯域，オーストラリア

に分布する（Guiry and Guiry，2022）。

備考：礁池の海底から，波の穏やかな漸深帯上部

の岩上，サンゴ片上に生育する。モルッカイシモ

のタイプ標本に関して，Verheij(1994)によりPC所

蔵標本から指定されたが，Woelkerling (1998)は

それを確認することができず紛失であると指摘し

ている。本種の分子系統解析に関する報告はない。

　モルッカイシモに外部形態が類似する種とし

て，西オーストラリアLong Reefをタイプ産地とす

る Lithophyllum longense が新種記載され（Townsend 

and Huisman, 2018a），分子系統解析によりインド

洋西岸のタンザニアでの分布が報告されている

（Maneveldt et al ., 2019）。モルッカイシモはパプ

アニューギニアがタイプ産地であり，インド洋か

らも報告されていることから，今後，L. longense

との関係を検討する必要がある。

ハチノスイシ　Lithophyllum tortuosum auct. japon. 

（第30，31図，付図4F，付表3-4）

Lithophyllum tortuosum (Esper) Foslie 1900d: 20 と

して [瀬川 1956: 71, pl. 40, no.318. Masaki 1968: 

40, pl. 24, fi g. 2-5, pl. 26, pl. 64, pl. 65, fi g. 1, 2. 吉

田・馬場 1998: 580. 馬場 2000b: 21, 第34, 35図. 

吉田ら 2015: 154]. 
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A B

第30図　ハチ ノスイシ Lithophyllum tortuosum　A, B: 生態写真[下田市田牛，2019年3月，A: 潮間帯下部の岩垂直面に
広がる群落，B: 殻状の縁辺部（矢尻）が目立つ若い体]。C: 直立する板状部の先端。ハチの巣状になる。D: 
体の腹面。小柱状突起（矢印）を示す。E: 板状部の側面。生殖器巣（矢印）は先端からやや下方に形成さ
れる。F: 体の 表面。生殖器巣の屋根（矢印）は体表面にやや突出する。G: 殻状部下部の縦断面。二組織性
構造であり，1層の基層細胞（矢印），中層細胞（星印）を示す。H: 板状部先端部の縦断面。板状部は先端（矢
印）で融合し，断面ではアーチ状になる。矢尻は生殖器巣を示す。I: 殻状部上部の縦断面。中層の隣接す
る細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢印），生毛細胞（矢尻），表層細胞（星印）を示す。J: 四分胞子嚢
生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）と石灰化した小丘（星印）
がある。K: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢
印）が形成される。[使用標本  C-F: 12-288; G, H, J, K: 12-290; I: 17-16。スケールバー B: 2 cm; C: 3 mm; D, H: 
500 µm; E: 2 mm; F: 250 µm; G, I: 10 µm; J: 50 µm; K: 30 µm]
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　体は殻皮状，葉状であり，殻状部から葉状の直

立枝を形成し，すぐに互いに融合し蜂巣状の外観

になり，幅6 cm以上に広がる（第30図A ～ C，H）。

直立枝は高さ1.0～2.3 cm，幅0.6～1.5 mmであり，

体の腹面から小柱状突起を形成する（第30図D）。

生殖器巣は直立枝の側面に形成され，小さく，わ

ずかに隆起する（第30図E，F）。

　体構造は二組織性である。基層は再生した殻状

部の組織にまれにみられ，1層からなる細胞は長

さ7～11 µm，直径7～13 µmの長方形，台形であり，

柵状には配列しない（第30図G）。中層の細胞は

長さ5～10 µm，直径4～7 µmの正方形，長方形で

あり，隣接する細胞糸の細胞間に2次的原形質連

絡がみられ，細胞融合はみられない（第30図I）。

表層下始原細胞は，長さ7～14 µm，直径4～8 µm

の長方形である。表層は3～5層からなり，細胞は

長さ2～5 µm，直径3～6 µmの正方形，楕円形であ

る。生毛細胞は単独に生じ，普通にみられ，長さ

15～32 µm，直径4～8 µmである（第30図I）。

　四分胞子体生殖器巣の屋根は，体表面からやや

突出し，巣内は直径182～248 µm，高さ83～139 

µmで縦断面は楕円形または鉄亜鈴形であり，巣

底は体表面から9～18細胞下に位置する（第30図

J）。生殖器巣の屋根は4～6細胞層からなり，厚さ

33～46 µmであり，巣孔は縦断面で三角形であり，

巣孔内壁には体表面に対して水平方向に配列する

細胞が形成される（第30図K）。巣底面の中央部

に小柱とその下に1～5細胞からなる石灰化した小

丘があり，その周辺部に四分胞子嚢が形成され

る。四分胞子嚢は長さ63～106 µm，直径29～54 

µmである。胞子放出後の古い生殖器巣は体内に

残ることがある。

　配偶体の形態はMasaki（1968）に記載されてい

る。果胞子体は採集されていない。

分布域：標本に基づくハチノスイシの分布域は，

静岡県下田市周辺である（付図4F，付表3-4）。

瀬川（1956）はハチノスイシの標本を日本新産種

として原色日本海藻図鑑に掲載し，分布域を表日

本中部としたが，標本写真の産地を記録していな

い。この図鑑の図版に使用された証拠標本は九州

大学農学研究院の海藻類標本庫に保管されている

が，サンゴモ関係の標本のみ所在が特定できてい

ない（馬場，未発表資料）。本研究ではTNS所蔵

の瀬川標本を調査し，ハチノスイシに該当する下

田市須崎産の標本を確認した（第31図A）。

　このほか本研究では，ハチノスイシと同定され

たTNS所蔵標本（TNS無番号，千原光雄，千葉県

鴨川市太海，1966年），東京海洋大学藻類研究室

所蔵標本（TUF 101061およびTUF 101062，千葉

県鴨川市内浦（小湊），採集者不明，1974年）を

調査したが，いずれもサビモドキ Corallina 

berteroiであった。サビモドキはハチノスイシに

外部形態が類似し（第31図B），ときに混生する

ことがあることから，内部形態を観察しない場合

にはハチノスイシと誤同定する可能性がある。こ

れまでに確認できたハチノスイシの分布域は，下

田市の岩礁域に限られる。

備考：潮間帯下部で波当たりの強い場所に群落を

作り生育する。瀬川（1956）は，おそらくハチノ

ス状をした外部形態が類似することから L. 

tortuosum と同定し，それ以降はこの学名に従っ

てきた。L. tortuosumは地中海がタイプ産地であ

B

第31図　ハチノスイシとサビモドキの標本。A: ハチノ
スイシの標本 [TNS所 蔵（Tenareaとして，瀬
川宗吉 No. 1-4，下田市須崎，1940年6月）]。B: 
サビモドキの生態写真（勝浦市吉尾，潮間帯
下部の岩上，2019年5月）。[スケールバー A, B：
2 cm]
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A B

第32図　エゾイシゴロモ Lithophyllum yessoense　A: 岩に着生する殻皮状の体。B: 体の表面。生殖器巣の屋根は，体
表面と同じ高さ（矢印）か，やや窪む（矢尻）。C: 体の縦断面。二組織性構造であり，基層（矢印），中層
内に残る生殖器巣（星印）を示す。D: 体下部の縦断面。1層の基層細胞（矢印），中層の隣接する細胞糸の
細胞間の2次的原形質連絡（矢印）を示す。E: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原
形質連絡（矢印），多層になる表層細胞（星印）を示す。F: 体上部の縦断面。生毛細胞（矢印）を示す。G: 
体上部の縦断面。中層に残る生毛細胞（矢印）を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣
底周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）と石灰化した小丘（星印）がある。I: 四分胞子嚢生殖器巣の
屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。J: 果胞子
嚢生殖器巣の縦断面。巣底面に薄く広がる融合細胞（矢印）を示す。[使用標本  A-F, H, I: 97-216; G: 08-
167; J: 95-196。スケールバー A: 5 mm; B: 500 µm; C: 400 µm; D: 30 µm; E-G: 15 µm; H, J: 50 µm; I: 25 µm]
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り， 現 在，Tenarea tortuosa (Esper) Me.Lemoine 

の同タイプ異名とした扱われている（Guiry and 

Guiry, 2022）。したがって，日本産ハチノスイシ

の所属については，分子系統解析を含め検討する

ことが重要である。

エゾイシゴロモ　Lithophyllum yessoense  Foslie 

1909: 17. 

（第32，33図，付図5A，付表3-4）

遠藤 1916: 130. 岡村 1936: 514. Adey et al . 1974: 

331, fi g. 1-23. 野呂 1993: 255, 図126. 吉田・馬場 

1998: 580. 馬場 2000b: 22, 第36, 37図. 吉田ら 

2015: 154. 馬場ら 2020: 9, 第6図A-C.

タイプ産地：Yoichi, Shiribeshi Prov., Yezo (現在

の北海道余市).

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (A6-317; comm. 

by Prof. K. Miyabe no. 6, viii.1895) [Woelkerling et 

al ., 2005: 59].

タイプ標本の図解：公表されていない。

　体は殻皮状で小石，岩，貝殻に固着し，幅6 

cm，厚さ2～9 mmになり，体表面は白亜質である

（第32図A，B）。生殖器巣は小さく目立たない。

　体構造は二組織性である（第32図C）。基層は1

層からなり，細胞は長さ10～15 µm，直径9～14 

µmの台形，矩形であり，柵状にはならない（第

32図D）。中層はよく発達し，細胞は長さ8～22 

µm，直径6～9 µmの正方形，長方形であり，隣接

する細胞糸の細胞間に2次的原形質連絡がみられ，

細胞融合はみられない（第32図E）。表層下始原

細胞は長さ7～12 µm，直径5～8 µmの四角形，長

方形である。表層は2～4層からなり，細胞は長さ

2～5 µm，直径5～8 µmの長方形，楕円形である。

生毛細胞はまれにみられ，長さ14～20 µm，直径6

～10 µmであり，中層に残ることはない（第32図

F）。なお，本州日本海岸中部産の標本では，生

毛細胞は普通にみられ，中層に残る（第32図G）。

　四分胞子嚢生殖器巣は体表面に対して水平かや

や窪み（第32図B），外径152～237 µmであり，巣

底は体表面から11～17細胞下に位置する（第32図

H）。生殖器巣の屋根は5～7細胞層からなり，厚

さ35～56 µmである。巣孔は長さ29～51 µmであり，

縦断面で三角形，巣孔内壁には体表面に対して水

平方向に配列する細胞が形成される（第32図I）。

四分胞子嚢生殖器巣は巣内の直径181～235 µm，

高さ74～93 µmで縦断面は鉄亜鈴形であり，巣底

面の中央部に小柱とその下に3～6細胞からなる小

丘があり，その周辺部に四分胞子嚢が形成される

（第32図H）。四分胞子嚢は長さ57～81 µm，直径

34～52 µmである。胞子放出後，古い生殖器巣は

体内に残る（第32図C）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径91～122 µm，高さ14～29 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される。雌性生

殖器巣は巣内の直径71～83 µm，高さ17～19 µmで

ある。果胞子嚢生殖器巣は巣内の直径126～156 

µm，高さ54～70 µmであり，巣底面に薄く広がる

盤状の融合細胞が発達し，その周辺部から5～6細

胞からなる造胞糸が切り出され，先端に果胞子嚢

を生ずる（第32図J）。果胞子嚢は直径31～42  µm

である。

分布域：標本に基づくエゾイシゴロモの分布域は，

九州西岸・南岸，四国南岸，本州太平洋岸中部，

本州日本海岸中部，北海道南岸・西岸である（付

図5A，付表3-4）。国外では中国，韓国，極東ロシア，

地中海に分布する（Guiry and Guiry , 2022）。本種

は1994年に南フランスThau lagoonで日本の養殖

カキとともに持ち込まれたことが確認されている

（Verlaque, 2001; Wallentinus and Nyberg, 2007）。

備考：潮間帯下部のタイドプール内から漸深帯上

部の岩上，カキ殻上等に生育し，北海道南西岸に

みられる磯焼け海域で優占種になる（野呂，

1993; 藤田，2002）。SAP所蔵の宮部標本には，

Lithophyllum incrustans に同定された標本が保管

されている（第33図）。これは，カキ殻上に生育

する体であり，採集地，採集年および標本番号が

第33図　エゾイシゴロモ Lithophyllum yessoense アイソ
タイプに相当する標本（SAP所蔵の宮部標本，
Lithophyllum incrustans として，Fosl. No. 6，
後志地方余市，1895年）。[スケールバー 2 
cm]
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エゾイシゴロモのホロタイプと一致することか

ら，この標本はエゾイシゴロモであり，そのアイ

ソタイプに相当すると考えられる。なお，採集者

は「M. Matsumura」である。

　このほか，Tokida and Masaki（1959b）は忍路

湾産海藻リストを公表した際に，L. yessoenseに

対してエゾウミサビの和名を提案したが，これま

でにこの和名を使用した文献はみられない。エゾ

イシゴロモのタイプ標本の分子系統解析は実施さ

れていない。

【イシゴロモ属に所属しない可能性が高い種】

イワノサビ　Lithophyllum absimile Foslie & M.Howe 

in Foslie 1907b: 27. 

（第34図，付図5B，付表3-5）

Masaki 1968: 29, pl. 14, fi g. 1-3, pl. 15, 52-54. 吉

田・馬場 1998: 573. 吉田ら 2015: 153.

同タイプ異名：Pseudolithophyllum absimile (Foslie 

& M.Howe) W.H.Adey 1970: 12.

Neogoniolithon absimile (Foslie & M.Howe) Cabioch 

1972: 272.

Spongites absimile  (Foslie & M.Howe) Afonso-

Carillo 1988: 98.

タイプ産地：Sandy Bay, near Montego Bay, Jamaica.

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (A3-132, Howe no. 

4965, 9.i.1907) [Woelkerling et al ., 2005: 39]. 

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 54, fi g. 4.

　体は殻皮状で表面にいぼ状突起を持つ（第34図

A，B）。体構造は一組織性であり，基層は基質に

沿って平行に8～14層の細胞が配列する（第34図

C）。中層の隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合

がみられ，時に柱状の細長い細胞が集まって形成

される（第34図D）。表層細胞は2～3層からなり，

生毛細胞が普通にみられる。四分胞子嚢生殖器巣

は体表面に散在し，屋根はやや突出する。四分胞

子嚢生殖器巣の巣孔内壁には，体表面に対して水

平方向に配列する細胞が形成される（第34図E）。

巣底面の中央部に小柱があり，その周辺部に四分

胞子嚢が形成される。生殖器巣は体内に残らない。

　配偶体および果胞子体の形態は，Masaki（1968）

に記載されている。

分布域：標本に基づくイワノサビの分布域は，北

海道南岸の函館である（付図5B，付表3-5）。国

外では，ヨーロッパ，西大西洋熱帯・亜熱帯域，

メキシコ太平洋岸に分布する（Guiry and Guiry, 

2022）。

備考：イワノサビに該当すると考えられる無節サ

ンゴモは，函館市の志海苔および函館山周辺にお

A B

第34図　イワノサビ Lithophyllum absimile  A: 標本（HAK所蔵，函館市志海苔）。B: Aの矢印で示した標本。Masaki (1968, 
pl. 14., fi g. 1) の標本に一致する。C: 体の縦断面。一組織性であり，基質に平行に配列する多層の細胞から
なる基層（星印）を示す。D: 体上部の縦断面。中層にみられる柱状細胞（矢印）を示す。E: 四分胞子嚢生
殖器巣の縦断面。巣底面の周辺部に形成される四分胞子嚢（星印），中央部の小柱（矢尻），巣孔内壁の体表
面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）を示す。[使用標本 A-E: HAK (Masaki 19-3), B-EはMasaki 19-3
の標本に付随するプレパラートより撮影。スケールバー A: 2 cm; B: 1 cm; C: 100 µm; D, E: 50 µm]
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いて，潮間帯下部の日陰になる岩垂直面に多数生

育し，厚くなる部分が着生基質から離れ，脱落し

やすい（馬場，未発表資料）。

　イワノサビはMasaki（1968）が函館市銭亀沢（現

在の函館市志海苔）産の標本に基づき日本新産種

として報告した。その際に，中層での細胞配列と

柱状細胞の存在を理由に，日本産標本にこの学名

を当てることをやや疑問視している。その後，千

葉県のみから本種の記録があるが（Ohba et al., 

1988; 宮田ら, 2002），本研究ではその証拠標本を

確認していない。

　本研究では，Masaki (1968) で引用されたHAK

所蔵のイワノサビ標本および付随するプレパラー

トを観察した結果，中層での柱状細胞を確認した

ほか，その他の内部構造および四分胞子嚢生殖器

巣の特徴がウミサビ Spongites yendoi に類似する

ことが明らかになった。

　Afonso-Carrillo（1988）はジャマイカがタイプ

産地である本種のホロタイプおよび日本産イワノ

サビの形態を比較した結果から，四分胞子嚢生殖

器巣の特徴（内径，巣底面での小柱の有無，屋根

の形態），中層細胞の構造，表層細胞の数において，

日本産標本はホロタイプと異なることを指摘し

た。さらに，本種をオニガワライシモ属に移して

いる。

　イワノサビはイシゴロモ属以外の別属に移る可

能性が高く，今後，分子系統学的解析によりウミ

サビとの違いがあるかを検討したうえで，所属を

検討することが重要である。

コトゲコブイシモ　Lithophyllum acanthinum Foslie 

1907a: 26. 

（第35図，付図5C，付表3-5）

遠藤 1916: 130. 岡村 1936: 514. 吉田・馬場 1998: 

573. 吉田ら 2015: 154. 馬場ら 2020: 8, 第4図A-C.  

同タイプ異名：Neogoniolithon acanthinum (Foslie) 

W.H.Adey 1970: 8. 

タイプ産地：Misaki (現在の神奈川県三浦市三崎).

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (A2-70, K. Yendo 

no. 614, iv.1900) [Woelkerling et al ., 2005: 32]. 

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 53, fi g. 13.

　体は殻皮状で岩に固着し，厚さ0.6～1.7 mmの

体が数層重なりあう（第35図A，B）。体表面は若

い体で平滑であり，次第に小さな突起を形成する

ようになる。生殖器巣は小さく目立たない（第35

図C，D）。

　体構造は一組織性である（第35図E）。基層は

非共軸構造であり，基質に沿って平行に7～14層

が配列し，細胞は長さ18～36 µm，直径8～14 µm

の長方形である（第35図F）。中層はよく発達し，

細胞は長さ8～15 µm，直径6～9 µmの正方形，長

方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合

がみられる（第35図G）。表層下始原細胞は長さ

10～24 µm ，直径5～8 µmの長方形である。表層は

1層からなり，細胞は長さ5～8 µm，直径6～9 µm

の四角形，楕円形である。生毛細胞は普通にみら

れ，長さ14～21 µm，直径7～14 µmであり，中層

に残存することはない（第35図H）。

　胞子体には二分胞子体と四分胞子体がみられ

る。二分（四分）胞子嚢生殖器巣の屋根は，巣底

面の周辺部にある胞子嚢原基の外側に位置する細

胞から形成される（第35図I）。完成した生殖器巣

の屋根は，体表面と同じ高さかやや隆起し，巣底

は体表面から7～13細胞下に位置する（第35図J，

K）。生殖器巣の屋根は3～4細胞層からなり，厚

さ37～64 µmである。巣孔は長さ35～68 µmであり，

縦断面では三角形であり，巣孔内壁には体表面に

対して水平方向に配列する細胞が形成される（第

35図L）。二分胞子嚢生殖器巣は巣内の直径106～

216 µmおよび高さ71～120 µm，また四分胞子嚢生

殖器巣は巣内の直径154～250 µmおよび高さ73～

98 µmで，縦断面は円形から楕円形である。二分（四

分）胞子嚢は巣底面の周辺部および中央部に形成

され，胞子嚢のあいだに中性細胞糸が散在する（第

35図J，K）。二分胞子嚢は長さ47～78 µmおよび

直径25～35 µm，四分胞子嚢は長さ44～71 µmおよ

び直径24～41 µmである。成熟後の古い生殖器巣

は体内に残る（第35図D, E）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径83～135 µm，高さ20～32 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される。雌性生

殖器巣は巣内の直径59～115 µm，高さ22～39 µm

である。果胞子嚢生殖器巣は巣内の直径137～189 

µm，高さ73～96 µmで縦断面は楕円形であり，巣

底面に薄く広がる融合細胞を形成し，その周辺部

から5～6細胞からなる造胞糸が切り出され，頂端

に果胞子嚢を生ずる。果胞子嚢は直径22～37 µm

である。

分布域：標本に基づくコトゲコブイシモの分布域

は，九州南岸，四国南岸，本州太平岸南部・中部，

日本海岸中部である（付図5C，付表3-5）。国外

からの報告はなく（Guiry and Guiry, 2022），日本
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A B

第35図　コトゲコブイシモ Lithophyllum acanthinum　A, B: 生態写真（A: 勝浦市吉尾，タイドプール底面の岩上，
2019年5月; B: 鴨川市内浦，水深2 mの岩上，1994年5月）。C: 体の表面。生殖器巣の屋根は体表面に盛り上が
るか（矢印），水平あるいは窪む（矢尻）。D: 体の縦断面。多数の生殖器巣（矢印）が体内に残る。E: 体の
縦断面。一組織性構造であり，基層（星印），中層内に残る生殖器巣（矢尻）を示す。F: 体下部の縦断面。
多層になる基層細胞（矢印）を示す。G: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），
表層細胞（星印）を示す。H: 体上部の縦断面。生毛細胞（星印）を示す。I: 形成途中の二分胞子嚢生殖器
巣の縦断面。生殖器巣の屋根は胞子嚢原基（矢尻）の外側の細胞（矢印）により形成される。J，K: 四分胞
子嚢（J）および二分胞子嚢（K）生殖器巣の縦断面。四分（二分）胞子嚢は巣底面の周辺部と中央部に形成
され，その間に中性細胞糸（矢尻）がある。L: 二分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表
面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。[使用標本 C, D: 14-58; E-I, K, L: 19-282; J: 94-
61。スケールバー A: 2 cm; C: 400 µm; D: 2 mm; E: 200 µm; F, J, K: 50 µm; G, H: 15 µm; I: 30 µm; L: 25 µm]
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固有種である。

備考：潮間帯下部から漸深帯上部の岩上，小石上

に生育する。本種は，一組織性構造を持ち基層が

多層になるほか，中層の隣接する細胞糸の細胞間

に細胞融合がみられ，2次的原形質連絡がみられ

ないことから，イシゴロモ属の特徴には一致せず

別属に移る可能性が高い。二分（四分）胞子嚢生

殖器巣の屋根の形成過程，および精子嚢の形成位

置に関する観察結果から，本種はチャンバレン亜

科のチャンバレン属あるいはイシノミモドキ亜科

のオニガワライシモ属の特徴を示すことが明らか

になった。しかし，現在の属概念では，これらの

2属を形態・解剖学的特徴のみで区別することは

困難であり，分子系統解析が必須になる

（Caragnano et al ., 2018）。コトゲコブイシモのタ

イプ標本の分子系統解析は実施されていない。

クサノカキモドキ　Lithophyllum amplexifrons sensu 

Masaki 1968: 30, pl. 14, fi g. 4-6, pl. 16, 55, 56. 

（第36, 37図，付図5D，付表3-5）

Lithophyllum amplexifrons (Harvey) Heydrich 1901: 

536 として [吉田・馬場 1998: 574. 吉田ら 2015: 

154].

　クサノカキモドキはMasaki（1968）により下田

市白浜産の標本に基づき日本新産種として報告さ

れた。その後，千葉県から本種が記録されたが

（Konno et al ., 1988; 宮田ら, 2002），種名のみで記

載を伴っていないため不明な点が多い。

　そこで本研究では，Masaki (1968) で引用され

たHAK所蔵のクサノカキモドキ標本および付随

するプレパラートを観察した。標本は L. 

amplexifrons のジーナスカバー内に9枚の押し葉標

本とともに収められ，そのうちのひとつが，Masaki

（1968，pl. 14, fi g. 4, 5）に図示された標本に一致

する（第36図A ～ C）。Masaki（1968）ではヒラクサ 

Ptilophora subcostata （Gelidium subcostatum として）

に着生すると記載されているが，保管標本は，す

べてオバクサに着生していることが分かった。そ

の観察結果は次の通りである。

　体はオバクサに着生し（第36図A），殻皮状で

宿主の体を部分的に取り囲むようになり，時に盤

状になり縁辺部が盾状に張り出す（第36図B，C）。

生殖器巣の屋根は体表面に平行か，やや突出する

（第36図D）。体構造は二組織性であり，基層は1

層からなり，細胞は長さ7～11 µm，直径11～24 

µmの柵状である（第36図E，F）。中層の隣接する

細胞糸の細胞間に2次的原形質連絡がみられ，細

胞融合はみられない（第36図G）。表層は1～2層

からなり，細胞は四角形，楕円形である。生毛細

胞はみられない。四分胞子嚢生殖器巣は巣内の直

径174～218 µm，高さ78～98 µmで縦断面は楕円形

であり，巣底は体表面から9～13細胞下に位置す

る（第36図H）。巣底面の小柱は不明瞭であり，

四分胞子嚢は底面に散在する。四分胞子嚢は長さ

51～91 µm，直径27～42 µmである。生殖器巣の屋

根は3～5細胞層からなり，厚さ32～42 µmである。

巣孔は長さ32～41 µmであり，巣孔内壁に体表面

に対して水平方向に配列する細胞が形成される

（第36図I）。巣孔上部の細胞の形態は，不明瞭で

ある。胞子放出後の生殖器巣は体内に残存する（第

36図E）。配偶体および果胞子体の形態はMasaki

（1968）に記載されている。

　本研究では，Masaki（1968）の記載に使用され

たクサノカキモドキの採集地である下田市白浜を

含め，和歌山県，高知県等において本種に同定さ

れる標本を採集することができた。以下にその観

察結果を示す。

　体はオバクサ，カタオバクサ Pterocladiella 

capillacea に着生し（第37図A，B），殻皮状で宿

主の体を部分的に取り囲むようになり，時に盤状

になり縁辺部が盾状に張り出し（第37図C，D），

幅1.8～4.8 mm，厚さ91～329 µmである。体構造

は二組織性であり，基層は1層からなり，細胞は

長さ8～11 µm，直径11～20 µmの柵状である（第

37図E）。中層の細胞は長さ8～16 µm，直径7～9 

µmの四角形，長方形であり，隣接する細胞糸の

細胞間に2次的原形質連絡がみられ，細胞融合は

みられない（第37図F）。表層は1～2層からなり，

細胞は長さ3～7 µm，直径5～10 µmの四角形，楕

円形である。生毛細胞はまれにみられ，長さ7～8 

µm，直径3～5 µmである（第37図G）。四分胞子嚢

生殖器巣の屋根は体表面からやや盛り上がるか，

水平であり，巣内は直径145～211 µm，高さ76～

120 µmで縦断面は楕円形であり，巣底は体表面か

ら8～12細胞下に位置する（第37図H）。巣底面の

小柱は不明瞭であり，四分胞子嚢は底面に散在す

る。四分胞子嚢は長さ57～90 µm，直径29～37 µm

である。生殖器巣の屋根は3～4細胞層からなり，

厚さ27～39 µmである。巣孔は長さ30～44 µmであ

り，巣孔内壁に体表面に対して水平方向に配列す

る細胞が形成される（第37図I）。巣孔上部の細胞

は開口部を塞ぐように突出する。胞子放出後の生
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A B

第36図　クサノカキモドキ Lithophyllum amplexifrons　A: HAK所蔵標本。オバクサに着生する体（矢印）。B, C: Aの右
側にある標本の下部を拡大して示し，さらに，Bの盾状の体（矢印）をCに示す。CはMasaki（1968，pl. 14, 
fi g. 4）に図示された標本に一致する。D: 体表面の生殖器巣（矢尻）を示す。E: 体の縦断面。オバクサ（星印）
を取り巻く体。体表面（黒の矢印）および中層内に残る四分胞子嚢生殖器巣（白の矢印）を示す。F: 体下
部の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（星印）を示す。G: 体上部の縦断面。中層の隣接する細
胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢尻），表層細胞（矢印）を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四
分胞子嚢は巣底面に散在する。I: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して，
水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。[使用標本 A-D: HAK（無番号）, E-I: Aに示した所蔵標本に
付随するプレパラートを観察。スケールバー A: 5 cm; B: 1 cm; C: 5 mm; D: 500 µm; E: 200 µm; F: 25 µm; G, I: 
30 µm; H: 50 µm]
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A B

第37図　クサノカキモドキ Lithophyllum amplexifrons　A: オバクサに着生する体（矢印）。B: カタオバクサに着生する
体（矢印）。C: オバクサの枝に着生する盾状の体（矢印）。D: 体の縦断面。オバクサ（星印）を取り巻く四
分胞子体。E: 体縁辺部の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（矢印）を示す。星印は着生基質の
オバクサの組織。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢印），表層細
胞（矢尻）を示す。G: 体上部の縦断面。生毛細胞（矢尻）を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分
胞子嚢は巣底面に散在する。I: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平
方向に配列する細胞（矢印）が形成される。巣孔上縁には巣孔を塞ぐように伸びる細胞（矢尻）がみられる。
[使用標本 A, D-I: 14-121, B: 15-47, C: 95-297。スケールバー A: 2 cm; B, C: 5 mm; D: 100 µm; E, I: 25 µm; F: 
30 µm; G: 15 µm; H: 50 µm]
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殖器巣は体内に残存する。

分布域：標本に基づくクサノカキモドキの分布域

は，九州東岸，四国南岸・東岸，本州太平洋岸南

部・中部である（付図5D，付表3-5）。

備考：潮間帯下部から漸深帯上部に生育するオバ

クサ，カタオバクサ等のテングサ類に着生するが，

量は多くない。Masaki (1968) が本種の学名とし

た L. amplexifrons は南アフリカPort Natalがタイプ

産地であり，そのタイプ標本およびタイプ産地標

本の観 察結果（Woelkerling and Champbell, 1992; 

Chamberlain and Norris, 1994）から，現在は，モ

カ サ 属 の Pneophyllum amplexifrons (Harvey) Y.

M.Chamberlain & R.E.Norris とされている。この

種は中層の隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合が

あり，2次的原形質連絡がないことから，明らか

に日本産クサノカキモドキとは異なる。このこと

は，Chamberlain and Norris (1994) によりMasaki 

（1968）の記載を根拠に，日本産種は P. amplexifrons 

と異なりイシゴロモ類であると予測されていた。

　本研究の結果はこの予測を裏付けるものであ

る。日本産の標本は，中層の隣接する細胞糸の細

胞間において，2次的原形質連絡があり細胞融合

がなく，このことはイシゴロモ属の特徴と一致す

るが，基層の細胞が柵状に配列することから，イ

シゴロモ亜科のノリマキ属の特徴を示す。した

がって，クサノカキモドキはイシゴロモ属の特徴

には一致せず別属に移る可能性が高い。

　本研究で観察された四分胞子嚢生殖器巣の巣孔

部の細胞配列は，これまで報告された日本産ノリ

マキ属の種にはみられない構造である。今後，ク

サノカキモドキの分子系統解析，国外のノリマキ

属の種と比較することにより，その実体を把握す

ることが必要である。

B

第38図　キタニセウミサビモドキ Lithophyllum caribaeum f. boreale　A: HAK所蔵で，タイプ標本が入った標本箱のラ
ベル。学名が Lithophyllum neoyendoi，和名がウミサビモドキであることに注意。B: Masaki (1968, pl. 20, fi g.１) 
に図示されたタイプ標本。C: 体の縦断面。一組織性構造であり，多層になる基層細胞（星印）を示す。D: 
体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）
を示す。[使用標本 A-D: HAK (Masaki 17-7)。スケールバー A, B: 1 cm; C: 50 µm; D: 15 µm]
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A B

第39図　ウミサビモドキ Lithophyllum decipiens  A, B: Masaki（1968, pl. 19, fi g. 1, 2）に図示された標本（HAK所蔵，A: 
高知県須崎，B: 和歌山県白浜）。C: Aに示す標本の表面。D: 体の縦断面。二組織性構造であり，基層（矢印）
と中層（星印）を示す。E: 体下部の縦断面。1層の基層細胞（矢印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣
接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 四分胞子嚢生
殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底面の周辺部に形成され，中央に退化した小柱（矢印）がある。H: 四分
胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成さ
れる。巣孔上部の細胞（星印）は巣孔の外側に伸長する。[使用標本 A, C-H: HAK (Masaki 60-3), B: HAK 
(Masaki 61-4)。スケールバー A, B: 1 cm; C: 5 mm; D: 30 µm; E, F: 15 µm; G: 50 µm; H: 25 µm]



馬場・加藤：日本産無節サンゴモの分類と分布

― 68 ―

A B

第40図　ウミサビモドキ Lithophyllum decipiens  A: 生態写真（和歌山県潮岬，潮間帯の浅いタイドプール内の岩上，
2017年5月）。B: 岩に固着する殻皮状の体。C: 体の表面。生殖器巣の痕跡が多数みられる。D: 体の表面。生
殖器巣の屋根（矢印）は体表面にやや盛り上がる。E: 体下部の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細
胞（矢印）と中層（星印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），
生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底面の周辺
部に形成され，中央部に退化した小柱（矢印）がある。H: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁
には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。巣孔上部の細胞（星印）は巣孔の外
側にやや伸長する。[使用標本 B-H: 17-82。スケールバー A, B: 1 cm; C: 5 mm; D: 300 µm; E, F: 15 µm; G: 50 
µm; H: 25 µm]
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キタニセウミサビモドキ　Lithophyllum caribaeum 

(Foslie) Foslie f. boreale T.Masaki 1968: 31, pl. 20, 

fi g. 1, 2, pl. 21, fi g. 6-9, pl. 60, pl. 61, fi g. 1, 2. 

（第38図，付図5E，付表3-5）

吉田・馬場 1998: 575. 吉田ら 2015: 154.

タイプ産地：Moheji, near Hakodate City (北海道

北斗市茂辺地).

タイプ標本：HAK (Masaki 17-7, T. Masaki, 18 June 

1958) [Masaki, 1968: 32].

タイプ標本の図解：Masaki (1968) pl. 20, fi g. 1, 2; 

第38図B.  

　体は殻皮状で平滑であり（第38図B），厚さ132

～248 µmである。体構造は一組織性であり，基層

は基質に沿って羽状に4～8層が配列し，細胞は長

さ13～18 µm，直径5～8 µmである（第38図C）。

中層の細胞は長さ3～8 µm，直径5～8 µmの円形，

長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融

合がみられる（第38図D）。表層下始原細胞は長

さ3～7 µm，直径4～7 µmの四角形である。表層は

1～2層からなり，細胞は長さ2～4 µm，直径5～7 

µmの四角形，楕円形である。生毛細胞は普通に

見られ，長さ9～15 µm，直径7～9 µmであり，中

層に残存することはない（第38図D）。生殖器巣

は体表面および体内で確認できなかった。

分布域：標本に基づくキタニセウミサビモドキの

分布域は，北海道南岸の北斗市茂辺地である（付

図5E，付表3-5）。これまで国外からの報告ない

（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：本種は，Masaki (1968) によりL. caribaeum 

の新品種として記載された。そのタイプ標本（第

38図A，B）はHAK所蔵の正置標本に保管されて

いる。標本ラベルにはタイプライターで学名が

「Lithophyllum neoyendoi Masaki」と印字され，正

置の筆跡により「ウミサビモドキ（正置）」と記

録されている。その採集場所，標本番号は原記載

に一致するが，採集日は原記載が「18 June 

1958」，標本ラベルが「7 Oct. 1958」であり一致

しない。本品種の原記載には，生殖器巣は体表面

に多いと記載されているが，タイプ標本の表面に

生殖器巣はみられない。本研究では，タイプ標本

より組織切片を作製して観察した結果を上記に示

している。

　この観察結果から，タイプ標本の形態は，

Masaki（1968）が示した原記載，組織写真および

そのスケッチとは異なることが明らかになった。

この原記載と図解を根拠にManeveldt et al .（2015）

は，形態学的にキタニセウミサビモドキがオニガ

ワライシモ属に所属し，ウミサビあるいは

Spongites decipiens に近いことを指摘している。

　キタニセウミサビモドキは一組織性構造を持ち

基層が多層になるほか，中層の隣接する細胞糸の

細胞間に細胞融合がみられ，2次的原形質連絡が

みられないことから，イシゴロモ属の特徴には一

致せず別属に移る可能性が高い。このように，本

品種は，タイプ標本と原記載に相違がみられ，さ

らに未発表の学名が標本ラベルに表示されている

ことから，今後，命名規約上の問題点を含め整理

していくことが重要である。

ウミサビモドキ　Lithophyllum decipiens  sensu 

Masaki 1968: 33, pl. 19, pl. 21, fi g. 1-5, pl. 57, fi g. 

6-8, pl. 58. 

（第39，40図，付図5F，付表3-5）

Hydrolithon decipiens sensu Masaki として [吉田ら 

2015: 154]. 

　吉田・馬場（1998）は，Masaki (1968)の記載

から判断して日本産ウミサビモドキをウミサビと

同種として扱った。本種はMasaki（1968）以降に

生育を確認した報告はなく，山本（1982）が白浜

海域産藻類目録において引用したMasaki（1968）

の記録に限られる。その実体には不明な点が多い

ことから，本研究では，HAK所蔵の正置標本お

よび付随するプレパラートを観察した。その結果，

Masaki (1968)が採集した2産地からの標本のう

ち，高知県須崎産標本（Masaki 1968, pl. 19, fi g. 1; 

第39図A） の 体 構 造 が ウ ミ サ ビ で は な くL. 

decipiens に類似すること，和歌山県白浜産標本

（Masaki 1968, pl. 19, fi g. 2; 第39図B）にはウミサ

ビを含む数種が混在することが分かった。

　Masaki（1968）では前者の須崎産標本をもとに

種の記載がなされ，基層が3～6層の矩形の細胞で

あるとされている。一方，体構造を図示した

Masaki (1968, pl. 57，fi g. 6) では基層が1層の細胞

からなる。この違いを確認するため，須崎産標本

とそのプレパラートを観察した結果は次の通りで

あり，ウミサビの体構造の特徴とは異なることが

分かった。

　須崎産標本では，体表面の生殖器巣は小さく目

立たない（第39図C）。体構造は二組織性で，基

層は1層の細胞からなる（第39図D, E）。中層の隣

接する細胞糸の細胞間に細胞融合があり，生毛細

胞がみられる（第39図F）。四分胞子嚢生殖器巣
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の屋根は盛り上がり，巣内の底面中央部に退化し

た小柱があり，その周辺部に四分胞子嚢が形成さ

れる（第39図G）。巣孔内壁には体表面に対して

水平方向に配列する細胞があり，巣孔上部の細胞

が外側に伸長する（第39図H）。配偶体および果

胞子体の形態はMasaki（1968）に記載されている。

　本研究では，上述した須崎産ウミサビモドキに

形態が一致する標本を国内数ヵ所で採集できた。

その結果を以下に示す。

　体は殻皮状で，岩に固着し，直径1～4 mm，厚

さ78～175 µmの体が隣接して境界が不明瞭になる

（第40図A，B）。生殖器巣は体表面にドーム状に

盛り上がり，古い生殖器巣は剥離して円形の窪み

になる（第40図C，D）。

　体構造は二組織性である。基層は1層からなり，

細胞は長さ8～14 µm，直径7～9 µmの細長い矩形

である（第40図E）。中層の細胞は長さ4～8 µm，

直径4～6 µmの正方形，長方形であり，隣接する

細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる（第40図

F）。表層下始原細胞は長さ6～10 µm，直径4～6 

µmの正方形，長方形である。表層は1～2層から

なり，細胞は長さ3～7 µm，直径5～6 µmの楕円形，

四角形である。生毛細胞は普通にみられ，長さ11

～18 µm，直径6～11 µmである（第40図F）。

　四分胞子嚢生殖器巣は外径171～254 µmであり，

巣底は体表面から7～12細胞下に位置する（第40

図G）。生殖器巣の屋根は4～6細胞層からなり，

厚さ24～34 µmである。巣孔は長さ32～41 µmであ

り，縦断面で三角形，巣孔内壁には体表面に対し

て水平方向に配列する細胞が形成され，巣孔上部

の細胞は外側に伸長する（第40図H）。巣内の直

径110～155 µm，高さ63～96 µmで縦断面は楕円形

であり，巣底面中央部に退化した小柱があり，そ

の周辺部に四分胞子嚢が形成される（第40図G）。

四分胞子嚢は長さ46～71 µm，直径25～46 µmであ

る。胞子放出後の古い生殖器巣は体内に残らない。

分布域：標本に基づくウミサビモドキの分布域は，

四国南岸，本州太平洋岸南部・中部である（付図

5F，付表3-5）。

備考：潮間帯のタイドプール内の岩上に生育し，

干出する場所にはみられない。本研究では，ウミ

サビモドキの関連標本を観察した結果から，

Masaki (1968) で扱われた標本は複数種を含み，

そのうち記載に使用された高知県須崎産標本の形

態が，L. decipiens に類似することが明らかになっ

た。Lithphyllum decipiens (Foslie) Foslie（1900d）

はアメリカのカリフォルニア州San Diegoがタイプ

産地であり，そのアイソレクトタイプ（UC 736372）

からの分子系統解析がvan der Merwe et al . (2015) 

により実施され，現在の所属はChamberlainium 

decipiens (Foslie) Caragnano, Foetisch, Maneveldt 

& Payri とされている（Caragnano et al ., 2018）。

　日本産ウミサビモドキは，中層の隣接する細胞

糸の細胞間に細胞融合がみられ，2次的原形質連

絡がみられないことから，イシゴロモ属以外の別

属に移る可能性が高い。今後は分子系統解析を行

い，分類学的位置を明らかにすることが必要であ

る。

ミサキイシゴロモ　Lithophyllum shioense  Foslie 

1906a: 23.

（第 41図，付図6A，付表3-5）

遠藤 1916: 130. 岡村 1936: 513. Masaki 1968: 38, 

pl. 22, fi g. 1-3, pl. 23, fi g. 5-8, pl. 63. 吉田・馬場 

1998: 579. 馬場 2000b: 20, 第32, 33図. 吉田ら 

2015: 154. 馬場ら 2020: 9, 第5図D-F.

Lithophyllum farlowiiと し て [Yendo 1902b: 188. 

Foslie（1906a）より記載を抜粋].

タイプ産地：Cape of Shio, Kii Prov. (和歌山県潮

岬).

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (A3-150, K. Yendo, 

1902) [Woelkerling et al ., 2005: 41]. 

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 54, fi g. 12, 13.

　体は殻皮状で，小石や貝殻に固着し円形，直径

3～8 mm，厚さ180～800 µmであり，密生し縁辺

部が鈍鋸歯状になり，隣接する体との境界が隆起

する（第41図A ～ C，F）。体表面に明瞭な突起を

形成することがあり，生殖器巣は小さく目立たな

い（第41図D，E）。

　体構造は二組織性である（第41図F）。基層は1

層からなり，細胞は長さ12～16 µm，直径8～9 µm

の台形，長方形である（第41図G）。中層の細胞

は長さ5～12 µm，直径4～8 µmの円形，正方形，

長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融

合がみられる（第41図H）。表層下始原細胞は長

さ7～12 µm，直径4～6 µmの長方形である。表層

は2～5層からなり，細胞は長さ3～5 µm，直径4～

6 µmの楕円形である。生毛細胞は普通にみられ，

長さ19～40 µm，直径4～7 µmであり，体内に残る

（第41図H，I）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面に対して

わずかに盛り上がるか水平であり，外径152～203 
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A B

第41図　ミサキイシゴロモ Lithophyllum shioense  A，B: 生態写真 [和歌山県潮岬，潮間帯のタイドプール内の小石上（矢
印）に生育（A），小石を覆うように着生する体（B），2017年5月]。C: 小石上の殻皮状の体。D: 体の表面。
体の境界部（矢印）は顕著に盛り上がる。E: 生殖器巣の表面。生殖器巣の屋根は体表面に対して水平か（矢
印），やや盛り上がる（矢尻）。F: 体の縦断面。隆起する体の境界部（矢印）を示す。胞子放出後の生殖器
巣（矢尻）は体内に残る。G: 体下部の縦断面。二組織性構造で，1層の基層細胞（矢印）と中層（星印）を
示す。H: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），生毛細胞（星印），表層細
胞（矢尻）を示す。I: 体上部の縦断面。中層に残る生毛細胞（星印）を示す。J: 形成途中の四分胞子嚢生
殖器巣の縦断面。胞子嚢原基（矢印）は屋根を形成する細胞の内外に位置し，中央部に未発達の小柱（矢尻）
がある。K: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底面の周辺部に形成され，中央部に退化した小
柱（矢印）がある。L: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。成熟が進むと四分胞子嚢が巣底の全面を占めるよう
にみえる。M: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細
胞（矢印）が形成される。[使用標本 C-M: 17-54。スケールバー B: 2 cm; C: 1 cm; D: 4 mm; E: 500 µm; F: 40 
µm; G-I: 15 µm; J, M: 30 µm; K, L: 50 µm]
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A B

第42図　キタミサキイシゴロモ Lithophyllum shioense f. tenue  A，B: 生態写真 [函館市入船町，潮間帯の干出する岩上
（矢印）に生育（A），岩上に薄く広がる体（B），2017年9月]。C: 体の表面。密生する体の縁辺部（矢印）は，
顕著に盛り上がらない。D: 体の表面。生殖器巣の屋根は体表面からわずかに盛り上がるか（矢印），水平（矢
尻）である。E: 体の縦断面。体表面（矢印）および中層に埋在（矢尻）する四分胞子嚢生殖器巣を示す。F: 
体下部の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層細胞（矢印）と中層（星印）を示す。G: 体上部の縦断面。
中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。H: 体上
部の縦断面。中層に残る生毛細胞（星印）を示す。I: 発達初期の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。胞子嚢原
基（矢尻）は屋根を形成する細胞（矢印）の内側とその間に位置する。J: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。
四分胞子嚢は巣底面の周辺部に形成され，中央部に退化した小柱（矢印）がある。K: 四分胞子嚢生殖器巣
の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。[使用標
本 C, D: 17-116B; E-K: 17-115。スケールバー B: 2 cm; C: 2 mm; D: 500 µm; E: 400 µm; F, I, K: 30 µm; G, H: 15 
µm; J: 50 µm]
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µmである（第41図E）。形成途中の四分胞子嚢生

殖器巣では，巣底の中央部に小柱が形成され，そ

の周辺部に胞子嚢原基が位置する（第41図J）。成

熟した四分胞子嚢生殖器巣では，巣底は体表面か

ら15～21細胞下に位置し，生殖器巣の屋根は6～9

細胞層からなり，厚さ35～56 µmである(第41図K，

L)。巣孔は長さ38～68 µmであり，縦断面で四角

形，巣孔内壁には体表面に対して水平方向に配列

する細胞が形成される（第41図M）。四分胞子嚢

生殖器巣は内径140～186 µm，高さ76～105 µmで

縦断面は楕円形であり，巣底中央部に位置する小

柱は成熟に伴い退化し，その周辺部に四分胞子嚢

が形成される。巣底中央部の小柱の退化に伴い，

四分胞子嚢が巣底全面に広がるようにみえる（第

41図L）。四分胞子嚢は長さ44～74 µm，直径20～

46 µmである。胞子放出後の生殖器巣は体内に残

る（第41図F）。

　配偶体および果胞子体の形態はMasaki（1968）

に記載されている。

分布域：標本に基づくミサキイシゴロモの分布域

は，九州西岸・南岸・東岸，四国南岸，本州太平

洋岸全域である（付図6A，付表3-5）。国外では

韓国に分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：低潮線付近の干出しない岩上，タイドプー

ル底面の小石上に生育する。体は黄土色であり，

縁辺部を縁取る隆起が特徴的である。Masaki

（1968）は中層の組織内に細長い細胞が散在する

様子を観察し，本種の原記載にその記載がないこ

とから，タイプ標本を調査するまでは仮の同定で

あるとした。本研究では，体上部に生ずる顕著に

細長い生毛細胞とそれが中層内に残存する様子が

観察され（第41図H，I），Masaki（1968）の結果

が確認された。また，本種では，中層の隣接する

細胞糸の細胞間の連絡様式が細胞融合であること

から，この連絡様式が2次的原形質連絡であるイ

シゴロモ属とは異なることも確認できた。

　したがって，ミサキイシゴロモは，中層の隣接

する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられ，2次的

原形質連絡がみられないことから，イシゴロモ属

以外の別属に移る可能性が高い。今後は，タイプ

標本の分子系統解析と形態・解剖学的観察を実施

し，本種の所属を明らかにする必要がある。

A B

第43図　キタミサキイシゴロモ Lithophyllum shioense f. tenue   A，B: HAK所蔵のタイプ標本。Masaki (1968, pl. 22, fi g. 
4,  5) に図示された標本であり，Aがpl. 22, fi g. 4に，Bがpl. 22, fi g. 5に，それぞれ対応する。C: Aに示す標本
の体表面の拡大。D: 体の縦断面。果胞子嚢生殖器巣（矢印）を示す。E: 体下部の縦断面。二組織性構造で
あり，1層の基層細胞（矢印）と中層（星印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間
の細胞融合（矢印），生毛細胞（黒の矢尻），表層細胞（白の矢尻）を示す。[使用標本 A-F: HAK (無番号)。
スケールバー A, B: 2 cm; C: 1 cm; D: 50 µm; E: 25 µm; F: 30 µm]



馬場・加藤：日本産無節サンゴモの分類と分布

― 74 ―

キタミサキイシゴロモ　Lithophyllum shioense  f. 

tenue Masaki 1968: 39, pl. 22, fi g. 4, 5.

（第42，43図，付図6B，付表3-6）

吉田・馬場 1998: 580. 

タイプ産地：Yamasedomari, Hakodate City (北海

道函館市山背泊;  山背泊は，現在の函館市入船町

から船見町である).

タイプ標本：HAK (無番号，T. Masaki, 10 Oct. 

1961) [Masaki, 1968: 39].

タイプ標本の図解：Masaki (1968) pl. 22, fi g. 4, 5; 

第43図A, B.

　体は殻皮状で，小石や岩上に固着し，円形，直

径1.2～4.2 mm，厚さ180～700 µmであり，密生し

縁辺部はやや隆起する（第42図A，B）。体表面に

形成される突起は不明瞭であり，生殖器巣は小さ

く目立たない（第42図C，D）。

　体構造は二組織性である（第42図E）。基層は1

層からなり，細胞は長さ10～14 µm，直径6～8 µm

の台形，四辺形である（第42図F）。中層の細胞

は長さ5～10 µm，直径4～8 µmの円形，正方形，

長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融

合がみられる（第42図G）。表層下始原細胞は長

さ6～12 µm，直径4～6 µmの正方形，長方形であ

る。表層は1～4層からなり，細胞は長さ4～5 µm，

直径5～6 µmの四角形，楕円形である。生毛細胞

は普通にみられ，長さ19～29 µm，直径5～7 µmで

あり，体内に残る（第42図G，H）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面に対して

わずかに盛り上がるか水平であり，外径177～206 

µmである（第42図D）。形成初期の四分胞子嚢生

殖器巣では，巣底面の中央部に未発達の小柱があ

り，その周辺部に位置する胞子嚢原基は屋根を形

成する細胞の内側および外側に形成される（第42

図I）。成熟した四分胞子嚢生殖器巣では，巣底は

体表面から14～19細胞下に位置し，生殖器巣の屋

根は6～8細胞層からなり，厚さ29～47 µmである

(第42図J)。巣孔は長さ39～29 µmであり，縦断面

で三角形，巣孔内壁には体表面に対して水平方向

に配列する細胞が形成される（第42図K）。四分

胞子嚢生殖器巣は巣内の直径144～196 µm，高さ

88～103 µmで縦断面は楕円形であり，巣底面の中

央部に小柱が形成され，その周辺部に四分胞子嚢

が位置する（第42図J）。四分胞子嚢は長さ47～73 

µm，直径25～41 µmである。胞子放出後の生殖器

巣は体内に残存する（第42図E）。

分布域：標本に基づくキタミサキイシゴロモの分

布域は，北海道南岸の函館である（付図6B，付

表3-6）。国外からの報告はなく（Guiry and Guiry, 

2022），日本固有種である。

備考：キタミサキイシゴロモのタイプ産地である

函館市入船町の沿岸では，潮間帯下部の干出する

岩上を幅1 m以上にわたり覆う様子が確認できた

（第42図A）。体色はミサキイシゴロモと同じ黄土

色であり目立つ。

　本種はMasaki（1968）によりミサキイシゴロモ

の品種として新記載され，体が小さく薄く，不明

瞭な突起部を持つことで区別された。原記載以降

にキタミサキイシゴロモの分布は報告されていな

いほか，原記載では内部形態の記載がないことか

ら，本研究ではタイプ標本を観察した。HAK所

蔵の正置標本に含まれる標本（第43図A，B）に

は標本ラベルがなく，Masaki（1968，pl. 22, fi g. 4, 

5）に図示された写真と一致することから，これ

がタイプ標本であると判断した。Masaki（1968）

が図示したタイプ標本の写真は，幅15 cmになる

小石の表面，裏面をそれぞれ別に撮影したもので

あることが分かった。タイプ標本の観察結果は次

の通りである。

　体は殻皮状で，小石に固着し，円形，直径1～5 

mm，厚さ90～300 µmであり，密生し縁辺部はや

や隆起することがある（第43図A，B）。体表面の

突起は顕著ではない（第43図C）。体構造は二組

織性である（第43図D）。基層は1層からなり細胞

は台形である（第43図E）。中層の隣接する細胞

糸の細胞間に細胞融合がみられる（第43図F）。

表層は1～3層からなり，四角形，楕円形である。

細長い生毛細胞が普通にみられ体内に残る。

　このようにキタミサキイシゴロモのタイプ標本

の内部構造は，ミサキイシゴロモに類似すること

が確認できた。生育場所がこれらの分類群では異

なり，潮間帯下部の干出する場所にキタミサキイ

シゴロモが，干出しないタイドプール内にミサキ

イシゴロモが生育する。

　キタミサキイシゴロモはミサキイシゴロモと同

様に，中層の隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合

がみられ，2次的原形質連絡がみられないことか

ら，イシゴロモ属以外の別属に移る可能性が高

い。今後は，タイプ標本の詳細な観察とともに，

遺伝子解析を実施して品種の独立性および所属を

検討することが重要である。
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【日本産から除外するイシゴロモ属の種】

Lithophyllum incrustans  Philippi 1837: 388.

遠藤 1902: 99, 1916: 129. Yendo 1902b: 188. 岡村 

1936: 512.

　本種は遠藤（1902）が産地を「余市（札幌農学

校）」として報告し，Yendo（1902b）では「Yoichi, 

Hokkaido (Prof. Miyabe)」と記録された。次いで，

遠藤（1916）がエゾイシゴロモ（L. yessoense と

し て） を 記 載 し た 際 に「前 ニ 挙 ゲ タ ル 

Lithophyllum incrustans ハ之ト同ク随テ前者ハ除

クベキモノナラン」と注意事項を加え，この見解

が岡村（1936）に再掲されている。日本から報告

された L. incrustans は，遠藤（1916）によりエゾ

イシゴロモに含まれることが示唆された。その証

拠標本は TRHのFoslie標本およびSAPの宮部標本

にそれぞれ保管され，現在はエゾイシゴロモの学

名が充てられている。したがって，L. incrustans

は日本産無節サンゴモから除外する。

Lithophyllm racemus (Lamarck) Foslie 1901a: 17.

遠藤 1902: 99, 1916: 128. 岡村 1936: 511. 

　本種は遠藤（1902）により，伊豆下田，相模三

崎，安房洲ノ崎，越後海府浦，越後粟生島を産地

として報告された種であり，岡村（1936）が引用

している。また，遠藤（1935）が下田市周辺海藻

目録に種名を挙げ，それを米谷ら（2014）が引用

している。形態は「全形ハ金平糖形ヲナス（遠藤，

1916）」と記載されていることから，サンゴモ球

を意味する。国内で本種に同定された証拠標本は

見当たらない。また，TRHのFoslie標本にも，遠

藤がFoslieに送付した関連標本は存在しない

（Woelkerling et al ., 2005）。したがって，遠藤が報

告した証拠標本が確認できないことから，L. 

racemus は日本産無節サンゴモから除外する。

　L. racemus は，イタリアのナポリ湾Capri島が

タイプ産地であり，これまでに，ヨーロッパ，南

米大西洋岸，アフリカ，中東から報告されている

（Guiry and Guiry, 2022）。Basso et al .（1996）は，

ヒライボ（L. okamuraiとして）は，L. racemusの

分断分布により種分化した類似の種の可能性を示

唆した。その後，L. racemusのネオタイプを含む

標本を分子系統解析した結果から，地中海西部で

の 分 布 が 確 認 さ れ て い る（Caragnano et al. , 

2020）。

ノリマキ属　Titanoderma Nägeli 1858: 532.

タイプ種：Titanoderma pustulatum(J.V.Lamouroux) 

Nägeli 1858: 532.

　本研究では分子系統解析の結果（Bailey, 1999）

に従い，ノリマキ属とイシゴロモ属を別々の属と

して区別している。ノリマキ属には少なくとも14

種が分類学的に認められている（Woelkerling et 

al ., 1985）。 な お，Algaebase (Guiry and Guiry，

2022）では，ノリマキ属をイシゴロモ属の異名と

する見解（Campbell and Woelkerling, 1990）を採

用している。

　これまでに日本産ノリマキ属の種は，日本海藻

誌（岡村，1936）に記載がなく，新日本海藻誌の

サンゴモ目（吉田・馬場，1998）において6種が

記載されている。本研究では，日本産として6種

を確認し報告する。

ノリマキ属の種の検索表

1. 四分胞子嚢生殖器巣は体表面に突出する

 ････････････････････････････････････････2

1. 四分胞子嚢生殖器巣は体表面に突出すること

はない･･････････････････････････････････4

2. 体表面に渦巻き状の模様がある

 ･･･････････････････････ウズマキフチシロ

2. 体表面に渦巻き状の模様はない

 ･･････････････････････････････････････3

3. 体縁辺部は隆起する･･･････････････ソウハン

3. 体縁辺部は隆起しない･････････ヒラノリマキ

4. 体は他の海藻の表面に広がり，乾燥すると

脆くなる･････････････････ノリマキモドキ

4. 体は他の海藻を取り巻き，堅い･･････････5

5. 体はハリガネ，マタボウ等の枝を取り巻き，

体表面に光沢がある･･･････････････ノリマキ

5. 体はピリヒバ等のサンゴモ属の節間部を取り

巻き，体表面に光沢はない･･･････ヒメゴロモ

ソウハン　Titanoderma canescens (Foslie)Woelkerling, 

Y.M.Cha mberlain & P.C.Silva 1985: 333.

（第44，45図，付図6C，付表3-6）

吉田・馬場 1998: 617. 馬場 2000b: 23, 第38, 39図. 

吉田ら 2015: 154. 

基礎異名：Melobesia canescens Foslie 1900c, 6. 遠

藤 1902: 97. Yendo 1902b: 186.

同タイプ異名：Lithophyllum canescens (Foslie) 

Foslie 1905b: 8. Foslie 1909: 48. 遠藤 1916: 128. 

岡村 1936: 511. 
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A B

第44図　ソウハン Titanoderma canescens  A，B: 生態写真 [三浦市三崎町荒井浜，低潮線付近に生育するウミウチワの
体下部（Aの矢印）に着生するソウハンとその拡大（Bの矢印），2017年5月]。C: 殻皮状の体。隣接する体と
の境界（矢印）は隆起する。D: 半球形に隆起する生殖器巣。E: 体の縦断面。星印は着生基質のウミウチワ
の組織。F: 体の縦断面。基層細胞（星印）と表層細胞（矢尻）を示す。矢印は隣接する基層細胞糸の細胞
間の1次的原形質連絡を示す。G: 生殖器巣の屋根の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質
連絡（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢
は巣底面の周辺部に形成され，中央部に退化した小柱（矢印）がある。I: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦
断面。3細胞層からなる屋根（星印）を示す。J: 四分胞子嚢生殖器巣の巣孔の縦断面。巣孔内壁には，体表
面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。K: 雄性生殖器巣の縦断面。L: 雌性生殖器巣の
縦断面。M: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）は巣底面に薄く広がる。[使用標本 C-K: 19-103; L, 
M: 19-105。スケールバー B: 1 cm; C: 1 mm; D, E: 500 µm; F, H, K, M: 50 µm; I, J, L: 30 µm; G: 10 µm]
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Dermatolithon canescens (Foslie) Foslie 1909 : 58. 

Masaki and Tokida 1960b: 38, pl. 1, fi g. 2, 3, pl. 2, 

fi g. 4-7, pl. 5. Masaki 1968: 49. 

Tenarea canescens (Foslie) W.H.Adey 1970: 7.

タイプ産地：Marine Laboratory at Sagami Prov. (現

在の神奈川県三浦市三崎). 

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (A17-1023, K. Yendo, 

1899) [Woelkerling et al ., 2005: 143]. 

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 72, fi g. 3. 

　体はウミウチワの葉中部から下部に着生し（第

44図A，B），殻皮状で直径3～7 mm，厚さ61～228 

µmであり，隣接する体との境界 が明瞭でやや隆

起し，生殖器巣が目立つ（第44図C，D）。表面は

平滑で，やや光沢がある。

　体構造は二組織性であり，栄養組織は生殖器巣

の周囲以外では基層，表層からなる（第44図E，

F）。基層は1層からなり，細胞は長さ9～14 µm，

直径20～104 µmの柵状である。中層は生殖器巣の

周囲で1～2層であり，細胞は長さ12～42 µm，直

径9～10 µmの四角形，長方形であり，隣接する細

胞糸の細胞間に2次的原形質連絡がみられる（第

44図G）。表層は1層からなり，細胞は長さ3～5 

µm，直径5～11 µmの三角形，四角形である。生

毛細胞はまれにみられ，長さ9～20 µm，直径5～9 

µmである（第44図G）。

　四分胞子嚢生殖器巣は，屋根が体表面にドーム

状に突出し（第44図D），外径334～531 µm，巣内

の直径248～306 µm，高さ78～109 µmで縦断面は

楕円形であり，巣底は体表面から2～3細胞下に位

置し，巣床は1細胞からなる（第44図H）。巣底面

の中央部に小柱があり，その周辺部に四分胞子嚢

が形成される。四分胞子嚢は長さ42～71 µm，直

径22～37 µmである。生殖器巣の屋根は2～3細胞

層からなり，厚さ46～58 µmである（第44図I）。

巣孔は長さ40～71 µmであり，巣孔内壁に体表面

に対して水平方向に配列する細胞が形成される

（第44図J）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径167～291 µm，高さ46～78 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第44図

K）。雌性生殖器巣は巣内の直径90～96 µm，高さ

15～22 µmである（第44図L）。果胞子嚢生殖器巣

は体表面に突出し，巣内の直径230～374 µm，高

さ71～119 µmであり，巣底面に薄く広がる融合細

胞が発達し，その周辺部から5～6細胞からなる造

胞糸が切り出され，先端に果胞子嚢を生ずる（第

44図M）。果胞子嚢は直径16～37 µmである。

分布域：標本に基づくソウハンの分布域は，本州

太平洋岸中部である（付図6C，付表3-6）。国外

では，韓国，カリフォルニア，メキシコ太平洋岸

に分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：低潮線付近に生育するウミウチワの葉上に

みられ，特に葉中部から下部に多い（第45図A）。

この着生状況は，遠藤吉三郎が1900年4月に三浦

市三崎（相州三崎として）で採集した標本でも確

第45図　ソウハンの標本。A: ウミウチワの体中部から
下部に着生するソウハン（矢印）。B: ウミウ
チワの体下部に着生するソウハン（矢印）。
遠藤吉三郎が相州三崎（現在の神奈川県三浦
市三崎町）で1900年4月に採集。[使用標本 
A:19-103; B: SAP（無 番 号，Melobesia 
canescens として）。[スケールバー A, B: 2 
cm]
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認できた（第45図B）。タイプ産地である神奈川

県三浦市三崎町において，2019年5月にウミウチ

ワの体上に出現する植物着生性の無節サンゴモを

確認したところ，ソウハンは稀であり，ノリマキ

モドキ，カンムリモカサ，イボモカサ，モクゴロ

モが多数を占めることが分かった。ソウハンは同

じノリマキ属のヒラノリマキTitanoderma pustulatum

に類似するが，体縁辺部の隆起が目立つことによ

り区別できる。

　日本産ソウハンの形態と構造は，北海道尻岸内

町産でチガイソ Alaria crassifolia の付着器に着生

する標本から詳細に報告されている（Masaki and 

Tokida, 1960b; Masaki, 1968）。本研究では，HAK

所蔵標本でその証拠標本の所在を確認できなかっ

た。Masaki and Tokida（1960b）が示した四分胞

子嚢生殖器巣の形態は，本研究で観察したタイプ

産地である三崎産ソウハンの生殖器巣の形態とは

異なることから，ソウハンではなく別種であるこ

とが示唆される。なお、本種について，タイプ標

本あるいはタイプ産地標本による分子系統解析は

実施されていない。

ヒメゴロモ　Titanoderma corallinae (P.Crouan & 

H.Crouan) Woelkerling, Y.M.Chamberlain & 

P.C.Silva 1985: 333.

（第46図，付図6D，付表3-6）

吉田・馬場 1998 : 618. 吉田ら 2015: 154. 馬場ら 

2020: 14, 第6図D-F.

基礎異名：Melobesia corallinae P.Crouan & H.Crouan 

1867: 150, 252, pl. 20, genera 133 bis, fi g. 6-11. 

同タイプ異名：Lithophyllum corallinae (P.Crouan & 

H.Crouan) Heydrich 1897a: 47.

Dermatolithon corallinae  (P.Crouan & H.Crouan) 

Foslie in Børgesen 1902: 402. Masaki and Tokida 

1960a: 285, pl. 1, fi g. 1-4, pl. 2, 4, 5. Masaki 1968: 

50. 

Lithophyllum pustulatum (Lamouroux) Foslie f. 

corallinae  (P.Crouan & H.Crouan) Foslie 1905a: 

118.

タイプ産地：France. 

タイプ標本：レクトタイプ，Co (unnumbered) 

[Chamberlain, 1991：66].

タイプ標本の図解：Chamberlain (1991), fi g. 208; 

Woelkerling and Champbell (1992), fi g. 22A.

　体はピリヒバ Corallina pilulifera，サンゴモ属sp. 

に着生し（第46図A），殻皮状で宿主の体を部分

的あるいは完全に取り囲むようになり（第46図

B），時に盤状になり縁辺部が盾状に張り出し，

幅1～6 mm，厚さ86～749 µmである。表面には微

細な起伏があり，光沢はない（第46図C）。

　体構造は二組織性であり，栄養組織は基層，中

層，表層からなる。基層は1層からなり，細胞は

長さ6～11 µm，直径11～56 µmの柵状である（第

46図D）。中層は厚く3～10層以上になり，細胞は

長さ6～46 µm，直径6～11 µmの四角形，長方形で

あり，隣接する細胞糸の細胞間に2次的原形質連

絡がみられる（第46図D, E）。盾状になる体の縁

辺部は，中層細胞が層状に配列する（第46図F）。

表層は1層からなり，細胞は長さ3～5 µm，直径6

～10 µmの四角形，楕円形である（第46図G）。生

毛細胞は普通にみられ，長さ10～21 µm，直径4～

7 µmである（第46図H）。

　四分胞子嚢生殖器巣は，屋根が体表面とほぼ同

じ高さか，やや盛り上がり（第46図B，C），外径

202～304 µm，巣内の直径157～240 µm，高さ58～

106 µmで縦断面は楕円形であり，巣底は体表面か

ら4～8細胞下に位置する（第46図I）。巣底面の中

央部に小柱があり，その周辺部に四分胞子嚢が形

成される。四分胞子嚢は長さ34～71 µm，直径22

～39 µmである。生殖器巣の屋根は2～3細胞層か

らなり，厚さ23～51 µmである（第46図J）。巣孔

は長さ25～53 µmであり，巣孔内壁に体表面に対

して斜上あるいは水平方向に配列する細胞が形成

される（第46図J, K）。成熟後の古い生殖器巣は

体内に残る。まれに二分胞子嚢生殖器巣が観察さ

れ，巣内の直径149～205 µm，高さ76～99 µmであ

り，二分胞子嚢は長さ44～69 µm，直径24～42 µm

である（第46図K）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径83～118 µm，高さ17～32 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第46図

L）。雌性生殖器巣は巣内の直径92～125 µm，高

さ50～85 µmである。果胞子嚢生殖器巣は巣内の

直径159～213 µm，高さ63～83 µmであり，巣底面

に薄く広がる融合細胞が発達し，その周辺部から

5～6細胞からなる造胞糸が切り出され，先端に果

胞子嚢を生ずる（第46図M）。果胞子嚢は直径20

～41 µmである。

分布域：標本に基づくヒメゴロモの分布域は，本

州太平洋岸中部・北部，北海道南岸である（付図

6D，付表3-6）。国外では，大西洋，アフリカ，

中東，中国，韓国に分布する（Guiry and Guiry, 
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A B

第46図　ヒメゴロモ Titanoderma corallinae  A: ピリヒバに着生する体（矢印）。B, C: 体の表面。体は円柱状（B）また
は盾状（C）になり，生殖器巣（矢印）は体表面に突出しない。D: 体下部の縦断面。柵状に配列する基層細
胞（矢印），中層の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢尻）を示す。E: 円柱状になる体の縦断面。
体はピリヒバ（星印）を取り巻く。F：盾状になる体の縦断面。中層細胞（星印）は層状に配列する。矢印
は四分胞子嚢生殖器巣を示す。G: 体上部の縦断面。表層細胞（矢尻），表層下始原細胞の細胞間の2次的原
形質連絡（矢印）を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。生毛細胞（星印）を示す。I: 四分胞子
嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底面の周辺部に形成され，中央部に退化した小柱（矢印）がある。J: 
四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁の細胞（矢印）は不明瞭であり，屋根は3～4細胞層からなる。
K: 二分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底中央部の小柱（矢印）は明瞭であり，巣孔内面には体表面に対して
水平方向に配列する細胞（矢尻）がみられる。L: 雄性生殖器巣の縦断面。M: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。
融合細胞（矢印）は巣底面に薄く広がる。[使用標本 A-C: 15-109; D-M: 95-203。スケールバー A: 1 cm; B, C: 
1 mm; D: 300 µm; E: 100 µm; F, K-M: 30 µm; G, H: 10 µm; I: 50 µm; J: 25 µm] 
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A B

第47図　ノリマキモドキ Titanoderma dispar  A: 生態写真 [クロハギンナンソウに着生する体（矢印），函館市南茅部
町臼尻，2015年7月]。B: クロハギンナンソウに着生する殻皮状の体。C: 体の表面。生殖器巣（矢印）は体
表面に突出しない。D: 体の縦断面。四分胞子嚢生殖器巣（矢印）と12～14細胞層になる体を示す。星印は
着生基質のクロハギンナンソウの組織。E: 体縁辺部の縦断面。縁辺部は基層細胞（星印）と表層細胞（矢尻）
の2層からなる。矢印は基層の細胞間の1次的原形質連絡を示す。F: 体の縦断面。柵状の基層細胞（矢印），
矩形の中層細胞（星印）を示す。G: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（矢
印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底面
の周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）と石灰化した小丘（星印）がある。I, J: 四分胞子嚢生殖器巣
の屋根（I）および巣孔（J）の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平あるいは垂直方向に配列する細
胞（矢印）が形成される。K: 雄性生殖器巣の縦断面。L: 雌性生殖器巣の縦断面。M: 果胞子嚢生殖器巣の縦
断面。融合細胞（矢印）は巣底面に薄く広がる。[使用標本 B-J: 15-114; K-M: 95-222。スケールバー B: 2 
mm; C: 500 µm; D: 100 µm; E, G: 10 µm; F, I, K-M: 30 µm; H, J: 50 µm] 
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A B

第48図　ウズマキフチシロ Titanoderma prototypum  A, B: 生態写真（A: 下田市大浦，水深1 mの岩上，1995年5月; B: 
横須賀市荒崎，潮間帯最下部の岩上, 2016年6月）。C: 体の表面。ウズマキ状の模様を示す。D: 体の表面。生
殖器巣の屋根（矢印）は体表面にドーム状に盛り上がる。E: 体の縦断面。9～12層に重なり合う体。生殖器
巣は体内に残る（矢尻）。F: 体上部の縦断面。基層（星印）と表層（矢尻）からなり，基層の隣接する細胞
間に1次的原形質連絡（矢印）がみられる。G: 生殖器巣の屋根の縦断面。中層は生殖器巣の周辺および屋根
部分（星印）に形成され，隣接する中層の細胞糸の細胞間に2次的原形質連絡（矢印）がみられる。H: 四分
胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底面の周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）がある。I: 四
分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成
される。J: 雄性生殖器巣の縦断面。K: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）は巣底面に薄く広がる。
[使用標本 C, D: 92-558; E-I: 08-131; J, K: NA-2-83-2。スケールバー B: 1 cm; C: 5 mm; D: 1 mm; E: 200 µm; F: 
15 µm; G, H, J, K: 50 µm; I: 25 µm]
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A B

第49図　ヒラノリマキ Titanoderma pustulatum  A: 生態写真 [千葉県御宿町小波月，カバノリに着生する体（矢印），
2019年4月]。B, C: 殻皮状の体。カバノリ（B），カキ殻（C）に着生する体。D: 盤状に広がる体。E: 体の表面。
隣接する体の境界（矢印）は隆起しない。F: 生殖器巣（矢印）は突出して目立つ。G: 体の縦断面。生殖器
巣周辺（星印）の中層は厚くなる。H: 体下部の縦断面。柵状の基層細胞（矢印），中層の隣接する細胞糸の
細胞間の2次的原形質連絡（矢尻）を示す。I: 体上部の縦断面。表層細胞（矢尻），生毛細胞（星印）を示す。
J: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底面の周辺部に形成され，中央部の小柱（矢印）は不明
瞭になる。K: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平あるいは斜上に配
列する細胞（矢印）が形成される。L: 雄性生殖器巣の縦断面。M: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢
印）は巣底面に薄く広がる。[使用標本 B, D, F: 16-1; C: 07-32; E, G-K: 19-202; L, M: 19-75。スケールバー 
A-C: 1 cm; D, E: 2 mm; F: 1 mm; G: 200 µm; H, K: 30 µm; I: 10 µm; J: 100 µm; L: 60 µm; M: 50 µm]
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2022）。

備考：低潮線付近から漸深帯上部に生育する有節

サンゴモのピリヒバなどに着生する。体縁辺部が

盤状から盾状になる形態はヨーロッパ産ヒメゴロ

モ（Suneson，1943; Chamberlain，1991） に お い

ても報告されている。日本産種のなかで，クサノ

カキモドキがヒメゴロモに類似する体構造を持つ

が，四分胞子嚢生殖器巣にみられる巣孔細胞の構

造の違いにより区別できる。

　Masaki（1968）は，日本産ノリマキ属の種の検

索表において，体の厚さ，基層細胞の大きさ，表

層細胞の縦断面での形状，無性生殖器巣の大きさ

に関する形質により種を区別した。ヒメゴロモは

表層の細胞は三角形とされ，これが平たく長方形

であるノリマキモドキと区別している。本研究の

観察結果から，これらの形質では，種を区別でき

ないことが多く，ノリマキ属の他種も含め，有用

な分類形質を検討すべきである。ヒメゴロモにつ

いて，タイプ標本あるいはタイプ産地標本による

分子系統解析は実施されていない。

ノリマキモドキ　Titanoderma dispar (Foslie) 

Woelkerling, Y.M.Chamberlain & P.C.Silva 1985: 

333.

（第47図，付図6E，付表3-6）

吉田・馬場 1998: 619. 馬場 2000b: 24, 第40, 41図. 

吉田ら 2015: 154. 馬場ら 2020: 14, 第7図A-C.

基礎異名：Lithophyllum tumidulum f. dispar Foslie 

1907b: 29.

同タイプ異名：Lithophyllum dispar (Foslie) Foslie 

1909: 50.

Dermatolithon dispar  (Foslie) Foslie 1909: 58. 

Masaki and Tokida, 1960b, 37, pl. 1, fi g. 1, pl. 2, fi g. 

1-3, pl. 3, 4. Masaki, 1968, 52. 

Tenarea dispar (Foslie) W.H.Adey 1970: 7.

タイプ産地：West coast of  Whidbey Is land, 

Washington, United States. 

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (A18-1186, 打

ち上げ標本，Gymnogongrus durvillei  [Ahnfeltia 

concinna として] の体上，N. L. Gardner, 28.vii.

1901) [Woelkerling et al ., 2005: 161].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 72, fi g. 14.

　体はクロハギンナンソウ Chondrus yendoi，ア

カバギンナンソウ Mazzaella japonica，ヒトツマツ 

Grateloupia chiangii  などの様々な海藻類に着生し

（第47図A），殻皮状で宿主の体上に広がり，幅4

～10 mm，厚さ71～577 µmである。体表面は平滑

で光沢があり，生殖器巣は目立たない（第47図B, 

C）。乾燥すると脆くなる。

　体構造は二組織性であり，栄養組織は基層，中

層，表層からなる。基層は1層からなり，細胞は

長さ7～13 µm，直径12～57 µmの柵状である（第

47図D ～ F）。中層は厚く4～30層になり，細胞は

長さ8～36 µm，直径6～11 µmの四角形，長方形で

あり，隣接する細胞糸の細胞間に2次的原形質連

絡がみられる（第47図G）。表層は1層からなり，

細胞は長さ3～5 µm，直径4～8 µmの三角形，四角

形である。生毛細胞はまれにみられ，長さ5～14 

µm，直径4～8 µmである（第47図G）。

　四分胞子嚢生殖器巣は，屋根が体表面とほぼ同

じ高さか，やや盛り上がり（第47図C，D），外径

266～354 µm，巣内の直径248～306 µm，高さ81～

109 µmで縦断面は鉄亜鈴形であり，巣底は体表面

から5～7細胞下に位置する（第47図H）。巣底面

の中央部に小柱と1～2細胞からなる石灰化した小

丘があり，その周辺部に四分胞子嚢が形成され

る。四分胞子嚢は長さ42～76 µm，直径24～46 µm

である。生殖器巣の屋根は2～3細胞層からなり，

厚さ33～48 µmである（第47図I）。巣孔は長さ38

～58 µmであり，巣孔内壁に体表面に対して斜上

あるいは水平方向に配列する細胞が形成される

（第47図J）。成熟後の古い生殖器巣は体内に残る。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径68～149  µm，高さ20～35 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第47図

K）。雌性生殖器巣は巣内の直径79～130 µm，高

さ20～39 µmである（第47図L）。果胞子嚢生殖器

巣は巣内の直径167～248 µm，高さ76～96 µmであ

り，巣底面に薄く広がる融合細胞が発達し，その

周辺部から5～6細胞からなる造胞糸が切り出さ

れ，先端に果胞子嚢を生ずる（第47図M）。果胞

子嚢は直径25～51 µmである。

分布域：標本に基づくノリマキモドキの分布域は，

本州太平洋岸中部，北海道南岸である（付図6E，

付表3-6）。国外では，韓国，極東ロシア，北太平

洋東岸に分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：潮間帯下部から漸深帯上部に生育する様々

な海藻類の体上に着生する。ここでは，Masaki 

and Tokida（1960b）の見解に従い同定を行った。

ノリマキモドキのタイプ標本は，これまでに詳細

に観察されたことが無く，分子系統解析も実施さ

れていない。日本産ノリマキモドキの所属につい
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ては，今後の研究課題となる。

ウズマキフチシロ　Titanoderma prototypum  

(Foslie) Woelkerling, Y.M.Chamberlain & P.C.Silva 

1985: 333. 

（第48図，付図6F，付表3-6）

吉田・馬場 1998: 619, 図3-36A, B. 馬場 2000b: 

25, 第42, 43図. 吉田ら 2015: 154. 馬場ら 2020b: 

14, 第7図D-F.  

基礎異名：Lithothamnion prototypum Foslie 1897: 

18.

同タイプ異名：Melobesia prototypus (Foslie) Foslie 

1898b: 11.

Dermatolithon prototypus (Foslie) Foslie 1900d: 22. 

Lithophyllum prototypum (Foslie) Foslie 1905a: 

129. 

Tenarea prototypa (Foslie) W.H.Adey 1970: 7.

異タイプ異名：Lithophyllum tessellatum Me.Lemoine 

1930: 68, pl. 1, fi g. 3, 6, pl. 4, fi g. 7. 

Goniolithon tessellatum (Me.Lemoine) Setchell & 

Mason 1943a: 89.  

Dermato l i t hon  te s se l l a tum (Me.Lemo ine) 

Me.Lemoine 1971: 556. 

Tenarea tessellatum (Me.Lemoine) Littler ex W.

H.Adey et al ., 1982: 35. 

Titanoderma tessellatum (Me.Lemoine) Woelkerling, 

Y.M.Chamberlain & P.C.Silva 1985: 333. 

タイプ産地：Danish West Indies (現在のアメリカ

領Virgin諸島). 

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (A18-1226, F. 

Børgesen, 1892) [Woelkerling et al ., 2005: 164]. 

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 72, fig. 8; 

Woelkerling and Champbell (1992) fi g. 42A. 

　体は殻皮状で岩，サンゴ片，貝殻等に固着し，

厚さ345～1164 µmの体が重なり合う（第48図A，

B）。体表面は平滑であり，段丘状の渦巻き模様

がある。生殖器巣は体表面に散在する（第48図C, 

D）。

　体構造は二組織性であり，栄養組織は生殖器巣

とその周辺以外は基層，表層の2層からなる。基

層は1層からなり，細胞は長さ8～15 µm，直径21

～89 µmの柵状である（第48図E，F）。中層は生

殖器巣の周辺のみにみられ，隣接する細胞糸の細

胞間に2次的原形質連絡がみられる（第48図G）。

表層は1層からなり，細胞は長さ4～8 µm，直径7

～11 µmの四角形，楕円形である。生毛細胞はみ

られない。

　四分胞子嚢生殖器巣は，屋根が体表面にドーム

状に盛り上がり（第48図D），外径258～481 µm，

巣内の直径273～423 µm，高さ94～137 µmで縦断

面は楕円形であり，巣底は体表面から3～4細胞下

に位置する（第48図H）。巣底面の中央部に小柱

があり，その周辺部に四分胞子嚢が形成される。

四分胞子嚢は長さ63～91 µm，直径29～44 µmであ

る。生殖器巣の屋根は2～3細胞層からなり，厚さ

30～40 µmである。巣孔は長さ23～38 µmであり，

巣孔内壁に体表面に対して水平方向に配列する細

胞が形成される（第48図I）。成熟後の古い生殖器

巣は体内に残る（第48図E）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径120～162 µm，高さ17～29 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣内の底面のみに形成される（第

48図J）。雌性生殖器巣は巣内の直径86～103 µm，

高さ41～54 µmである。果胞子嚢生殖器巣は巣内

の直径334～387 µm，高さ78～114 µmであり，巣

底面に薄く広がる融合細胞が発達し，その周辺部

から5～6細胞からなる造胞糸が切り出され，先端

に果胞子嚢を生ずる（第48図K）。果胞子嚢は直

径30～44 µmである。

分布域：標本に基づくウズマキフチシロの分布域

は，南西諸島，九州西岸，本州太平洋岸南部・中

部，小笠原諸島である（付図6F，付表3-6）。国

外では，インド洋，太平洋熱帯域，オーストラリ

ア，アメリカ西岸，カリブ海，南アメリカ東岸に

分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：低潮線付近から漸深帯上部の岩上，小石上，

貝殻上等に生育する。体の表面に渦巻き模様があ

ることから，現場での種同定に役立つ。ウズマキ

フチシロのタイプ標本の分子系統解析は実施され

ていない。

ヒラノリマキ　Titanoderma pustulatum  (J.V.

Lamouroux) Nägeli 1858: 532.

（第49図，付図7A，付表3-7）

吉田・馬場 1998: 620, 図3-36C-G. 馬場 2000b: 

26, 第44, 45図. 吉田ら 2015: 154. 馬場ら 2020: 

14, 第8図A-C.

基礎異名：Melobesia pustulatum  J.V.Lamouroux 

1816: 315, pl. 12, fi g. 2. 遠 藤, 1902: 97. Yendo 

1902b: 186.

同タイプ異名：Dermatolithon pustulatum  (J.V.

Lamouroux) Foslie 1898b: 11.
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A B

第50図　ノリマキ Titanoderma tumidulum  A: 生態写真 [千葉県御宿町小波月，マタボウに着生する体（矢印），2019年
6月]。B，C: 標本。マタボウに着生する体。D: 体の表面。生殖器巣の屋根はやや盛り上がるか（矢印），水
平（矢尻）である。E: 体の縦断面。マタボウの枝（星印）を取り囲み厚くなる。F: 体下部の縦断面。基層（矢
印）は柵状に配列し，中層の隣接する細胞糸の細胞間に2次的原形質連絡（矢尻）がみられる。G: 体上部の
縦断面。表層細胞（矢尻），生毛細胞（矢印）を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底
面の周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）と石灰化した小丘（星印）がある。I: 四分胞子嚢生殖器巣
の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して垂直方向に配列する細胞（矢印）が形成される。J: 雄性
生殖器巣の縦断面。K: 雌性生殖器巣の縦断面。L: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）は巣底面
に薄く広がる。[使用標本 B-L: 17-28。スケールバー A, B: 3 cm; C: 5 mm; D: 0.7 mm; E: 200 µm; F, J-L: 30 µm; 
G: 10 µm; H: 50 µm; I: 20 µm]
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Lithophyllum pustulatum (J.V.Lamouroux) Foslie 

1904c: 8. 遠藤 1916: 127. 岡村 1936: 511. 　 

Epilithon pustulatum (J.V.Lamouroux) Me.Lemoine 

1921: 10.

タイプ産地：France.

タイプ標本：レクトタイプ，CN (unnumbered) 

[Woeklerling et al ., 1985: 332].

タイプ標本の図解：Woelkerling et al . (1985) fi g. 

29; Woelkerling and Champbell (1992) fi g. 50. 

　体はカバノリ Gracilaria textorii 等の海藻，貝殻

等に着生し，殻皮状で宿主の体を部分的に取り囲

むように広がり，カバノリ上で幅4～10 mm，カ

キ殻上では幅22 mmまでになり，厚さ35～233 µm

である（第49図A ～ C）。隣接する体との境界は

明瞭ではなく，表面は平滑であり，生殖器巣が縁

辺部を除く体全面に広がる（第49図D ～ F）。

　体構造は二組織性であり，栄養組織は基層，中

層，表層からなる。基層は1層からなり，細胞は

長さ8～21 µm，直径19～57 µmの柵状である（第

49図G，H）。中層は2～6層になり，細胞は長さ9

～49 µm，直径9～20 µmの四角形，長方形であり，

隣接する細胞糸の細胞間に2次的原形質連絡がみ

られる。表層は1層からなり，細胞は長さ5～9 

µm，直径7～13 µmの三角形，四角形である（第

49図I）。生毛細胞はまれにみられ，長さ15～26 

µm，直径6～12 µmである。

　四分胞子嚢生殖器巣は，屋根が体表面にドーム

状に盛り上がり（第49図F，G），外径364～577 

µm，巣内の直径268～390 µm，高さ94～139 µmで

縦断面は長楕円形であり，巣底は体表面から2～4

細胞下に位置する（第49図J）。巣底面の中央部に

小柱があり，その周辺部に四分胞子嚢が形成され

る。四分胞子嚢は長さ69～86 µm，直径32～49 µm

である。生殖器巣の屋根は3細胞層からなり，厚

さ43～61 µmである（第49図K）。巣孔は長さ51～

78 µmであり，巣孔内壁に体表面に対して斜上あ

るいは水平方向に配列する細胞が形成される。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径154～286 µm，高さ38～94 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第49図

L）。雌性生殖器巣は巣内の直径106～154 µmであ

る。果胞子嚢生殖器巣は巣内の直径207～293 µm，

高さ61～121 µmであり，巣底面に薄く広がる融合

細胞が発達し，その周辺部から5～7細胞からなる

造胞糸が切り出され，先端に果胞子嚢を生ずる（第

49図M）。果胞子嚢は直径29～52 µmである。

分布域：標本に基づくヒラノリマキの分布域は，

九州西岸，四国南岸，本州太平洋岸全域，本州日

本海岸中部である（付図7A，付表3-7）。国外では，

台湾，ベトナム，太平洋熱帯域，オーストラリア，

北アメリカ，カリブ海，南アメリカ，大西洋，ヨー

ロッパ，アフリカ，インド洋に分布する（Guiry 

and Guiry, 2022）。

備考：潮間帯下部から漸深帯上部に生育する紅藻

類，貝殻上にみられる。 本種について遠藤（1916）

は備考に「Martens採集横浜産並ニ台湾産Warburg

採集ノ二者ハてんぐさノ基部ニ着生セルモノニシ

テ或ハLithophyllum tumidulum ヲ誤レルモノヲ混

ズルガ如シ」と記載している。これまでに，ヒラ

ノリマキのタイプ標本による分子系統解析は実施

されていない。

ノリマキ　Titanoderma tumidu lum (Fos l ie)  

Woelkerling, Y.M.Chamberlain & P.C.Silva 1985: 

333. 

（第50, 51図，付図7B，付表3-7）

吉田・馬場 1998: 620. 吉田ら 2015: 154. 馬場ら 

2020: 15, 第8図D-F.

基礎異名: Lithophyllum tumidulum Foslie 1901e: 5. 

Yendo 1902b: 188. 遠藤 1916: 129. 岡村  1936: 512.

同タイプ異名：Dermatolithon tumidulum (Foslie) 

Foslie 1909: 58. 瀬 川 1956: 71, pl. 40, no. 315. 

Tokida an d Masaki 1959a: 83, pl. 1-4. Masaki 1968: 

53. 

Tenarea tumidula (Foslie) W.H.Adey 1970: 7. 

タイプ産地：Shimoda, Izu Prov. (静岡県下田市).

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (A18-1243, K. 

Yendo, 1899) [Woelkerling et al ., 2005: 167].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 72, fi g. 13. 

　体はハリガネ Bese paradoxa，マタボウ Polyopes 

polyideoides等の海藻類に着生し（第50図A，B），

殻皮状で宿主の体を完全に取り囲むようになり

（第50図C，E）， 長 さ3.7～19.1 mm， 幅1.8～7.7 

mm，厚さ0.2～1.5 mmである。表面は平滑で光沢

があり，生殖器巣は目立たない（第50図D）。

　体構造は二組織性であり，栄養組織は基層，中

層，表層からなる。基層は1層からなり，細胞は

長さ8～11 µm，直径11～56 µmの柵状である（第

50図F）。中層は厚く8～24層になり，細胞は長さ

9～34 µm，直径5～9 µmの四角形，長方形であり，

隣接する細胞糸の細胞間に2次的原形質連絡がみ

られる。表層は1層からなり，細胞は長さ3～6 
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µm，直径5～10 µmの四角形，楕円形である（第

50図G）。生毛細胞はまれにみられ，長さ8～17 

µm，直径5～8 µmである。

　四分胞子嚢生殖器巣は，屋根が体表面とほぼ同

じ高さか，やや盛り上がり（第50図D，E），外径

223～405 µm，巣内の直径185～291 µm，高さ76～

137 µmで縦断面は鉄亜鈴形であり，巣底は体表面

から4～8細胞下に位置する（第50図H）。巣底面

の中央部に小柱と石灰化した1～2細胞からなる小

丘があり，その周辺部に四分胞子嚢が形成され

る。四分胞子嚢は長さ56～91 µm，直径29～47 µm

である。生殖器巣の屋根は2～3細胞層からなり，

厚さ27～43 µmである（第50図I）。巣孔は長さ25

～51 µmであり，巣孔内壁に体表面に対して斜上

あるいは垂直方向に配列する細胞が形成される。

成熟後の古い生殖器巣は体内に残る。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径73～117 µm，高さ20～35 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第50図

J）。雌性生殖器巣は巣内の直径54～106 µm，高さ

22～32 µmである（第50図K）。果胞子嚢生殖器巣

は巣内の直径152～235 µm，高さ78～111 µmであ

り，巣底面に薄く広がる融合細胞が発達し，その

周辺部から5～7細胞からなる造胞糸が切り出さ

れ，先端に果胞子嚢を生ずる（第50図L）。果胞

子嚢は直径30～54 µmである。

分布域：標本に基づくノリマキの分布域は，四国

東岸，本州太平洋岸中部・北部である（付図7B，

付表3-7）。国外では，極東ロシア，韓国，台湾，

中国，ベトナムに分布する（Guiry and Guiry, 

2022）。

備考：潮間帯下部に生育する紅藻類の葉上に着生

する。本種は遠藤吉三郎が1899年に静岡県下田で

採集したテングサ類に着生する標本に基づき，

Foslie（1901e）が新種記載した。遠藤が1906年7

月に千葉県の犬吠埼で採集した標本が，SAP所蔵

の宮部標本に保管されている（第51図）。その後，

Tokida and Masaki（1959a）により，函館市およ

びその近郊4ヵ所で採集されたマクサ Gelidium 

elegans （Gelidium amansii と し て）， ウ ラ ソ ゾ 

Laurencia nipponica（オオソゾLaurencia glandulifera 

として），フジマツモ Neorhodomela aculeata

（Rhodomela larix として）に着生するノリマキに

ついて，詳細な形態が報告された。本研究ではこ

れらの標本を観察していない。本種のタイプ標本

について分子系統解析は実施されていない。

第51図　ノリマキの標本。A: ハリガネに着生する体。
遠藤吉三郎が犬吠埼で1906年7月に採集。B: A
の標本の一部拡大。[使用標本 A，B: SAP（無
番号，Lithophyllum tumidulum として）。スケー
ルバー A: 2 cm; B: 1 cm]
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イシノハナ亜科　Mastophoroideae (Setchell) A.Kato 

& M.Baba in Kato et al . 2011: 669. 

タイプ属：イシノハナ属 Mastophora Decaisne 

1842a: 365.

　イシノハナ亜科には4属が含まれ（Guiry and 

Guiry，2022），日本ではイシノハナ属が報告され

ている（第1表）。

イシノハナ属 Mastophora Decaisne 1842a: 365.

タイプ種：Mastophora licheniformis Decaisne 1842a: 

359.

　イシノハナ属には5種が分類学的に認められて

いる（Guiry and Guiry, 2022）。これまでに日本産

イシノハナ属の種は，日本海藻誌（岡村，1936）

および新日本海藻誌のサンゴモ目（吉田・馬場，

1998）において，それぞれ2種が記載されている。

本研究では，日本産として報告のある2種を確認

して報告し，日本産から除外する種として1種を

挙げる。

イシノハナ属の種の検索表

1. 体はリボン状で又状分岐する･････イシノハナ

1. 体は殻状で層状に重なり合う･･･コシカイシモ

コシカイシモ　Mastophora pacifica  (Heydrich) 

Foslie 1903: 25.

（第52図，付図7C，付表4）

吉田・馬場 1998: 593. 馬場 2000b: 34, 第60, 61図. 

吉田ら 2015: 154.

Lithoporella sp. 瀬川 1956: 70, pl. 40, No. 313 (ウ

ロコイシ).

Lithoporella melobesioides sensu Masaki 1968: 55, 

pl. 38, pl. 79, fi g. 2-4.

基礎異名：Melobesia pacifi ca Heydrich 1901: 529. 

タイプ産地：Hawaiian Islands, United States. 

タイプ標本：ホロタイプ, PC (Heydrich no. 49a); 

holotype fragment,  TRH (A1-45 ,  no. 49a) 

[Woelkerling et al., 2005: 29].

タイプ標本の図解：Woelkerling (1996b) fi g. 111A. 

　体は殻皮状，層状（第52図A），葉状（第52図B）

になり岩，サンゴ片，他の海藻にゆるく付着し重

なり合い6層以上になることがあり（第52図C），

幅7 cm，厚さ2 cmまでになる。

　体構造は二組織性であり，基層は柵状に配列す

る細胞1層からなり（第52図D），細胞は長さ13～

27 µm，直径21～47 µmであり，基層の細胞間に細

胞融合が多数みられる（第52図E）。中層は生殖

器巣の周辺部および2次的な分岐部にみられ，縦

方向に長い長方形からなり，細胞は長さ10～29 

µm，直径10～20 µmである。表層は平らな四角形，

扁平な楕円形の細胞1層からなり，細胞は長さ3～

6 µm，直径12～20 µmである。生毛細胞はまれに

みられ，長さ15～31 µm，直径10～24 µmである（第

52図D）。重なり合う体のあいだには，体腹面よ

り仮根が作られることがある（第52図F）。

　四分胞子嚢生殖器巣は体表面に対して半球形に

突出し，外径739～1027 µm，巣内の直径511～815 

µm，高さ233～435 µmで縦断面は三角形，楕円形

であり，巣底面の中央部に小柱があり成熟ととも

に不明瞭になり，その周辺部に四分胞子嚢が形成

される（第52図G）。四分胞子嚢は長さ248～374 

µm，直径147～248 µmである。生殖器巣の屋根は

3～4細胞層からなり，厚さ86～127 µmである。巣

孔は長さ86～182 µmで，巣孔内壁には体表面に対

して水平方向に配列する細胞が形成される（第52

図H）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径546～648 µm，高さ116～218 µmであり，単

純な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第52

図I）。雌性生殖器巣は巣内の直径278～390 µm，

高さ86～182 µmである（第52図J）。果胞子嚢生殖

器巣は巣内の直径395～612 µm，高さ101～329 µm

であり，巣底面に盤状の融合細胞が発達し，その

周辺部から3～5細胞からなる造胞糸が切り出さ

れ，先端に果胞子嚢を生ずる（第52図K）。果胞

子嚢は直径86～172 µmである。

分布域：標本に基づくコシカイシモの分布域は，

南西諸島，九州南岸，四国南岸，瀬戸内海，本州

太平洋岸南部・中部，八丈島，小笠原諸島，本州

日本海岸南部・中部である（付図7C，付表4）。

文献上は千葉県（宮田ら，2002）から記録があり，

標本の確認が必要である。国外では，北太平洋西

岸の熱帯から温帯域，太平洋熱帯域，メキシコ太

平洋岸，オーストラリア，ニュージーランド，南

アフリカに分布する（Guiry and Guiry，2022）。

備考：波が直接当たらない静穏域，礁原のタイド

プールなどの漸深帯上部に植物着生性，岩上性と

して生育する。日本海沿岸では有節サンゴモのマ

ガリカニノテ Corallina declinata，ヘリトリカニノ

テ Corallina crassissima の枝に着生することが多

い。和名は，本種が日本新産種として報告された

際に，証拠標本が採集された三重県志摩市越賀の
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A B

第52図　コシカイシモ Mastophora pacifi ca　A: 生態写真（波照間島北浜，礁原のタイドプール壁面，1999年10月）。B: 
層状の体。C: 層状に重なる体の縦断面。D: 体の縦断面。柵状に配列する基層細胞（星印），生毛細胞（矢印），
表層細胞（矢尻）を示す。E: 体の横断面。隣接する基層の細胞間の細胞融合（矢印）を示す。F: 体の縦断面。
体腹面から形成される仮根 （矢印）を示す。G: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底面中央部の小柱（矢印）
と周辺部の四分胞子嚢を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水
平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。I: 雄性生殖器巣の縦断面。J: 雌性生殖器巣の縦断面。K: 果
胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞 （矢印）は巣底面に薄く広がる。[使用標本 B: KA-9-84-3; C-F: KA-7-
84-9; G-K: 94-226。スケールバー B: 1 cm; C, J: 300 µm; D: 30 µm; E: 20 µm; F, H: 50 µm; G, K: 100 µm; I: 200 
µm]
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A B

第53図　イシノハナ Mastophora rosea　A: 生態写真（沖永良部島西原，礁原のタイドプール内，1993年4月）。B: キク
ヒオドシ Amansia rhodantha に着生する体。C: 体の縦断面。柵状に配列する基層細胞（星印），表層細胞（矢
尻）を示す。D: 体の横断面。隣接する基層の細胞間の細胞融合（矢印）を示す。E: 体の縦断面。生毛細胞（矢
印）を示す。F: 四分胞子嚢生殖器巣（矢印）は体表面に突出する。G: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底
面の中央部の小柱（矢印）と周辺部の四分胞子嚢を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根縦断面。巣孔内壁
には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。I: 雄性生殖器巣の縦断面。J: 雌性
生殖器巣の縦断面。K: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）は厚く凸レンズ状である。[使用標本 B, 
F: KA-7-85-174; C-E, G-K: KA-7-82-455。スケールバー B: 1 cm; C-E: 30 µm; F: 1 mm; G, I: 200 µm; H: 50 µm; J, 
K: 100 µm]
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地名に由来する（Masaki，1968）。

　瀬川（1956）は原色日本海藻図鑑において，ウ

ロコイシ Lithoporella sp. として八丈島採集品を

図示した。TNSには，Lithoporella sp. として瀬川

が1936年5月に八丈島で採集した標本が所蔵され

ている（付表4）。この標本は瀬川（1956）に図示

された標本とは異なるが，おそらく同時期に採集

されたものと考えられ，栄養組織の構造からコシ

カイシモと同定できる。なお，Segawa (1959) は

八丈島産 Lithoporella sp. の体組織および生殖器

巣の特徴は，イシノハナ属のものとほぼ同じであ

ると記載している。

　コシカイシモのタイプ標本を使用した分子系統

解析は実施されていないが，鹿児島県沖永良部島

産および沖縄県本部町産の標本からDNA塩基配

列が得られている（Kato et al ., 2011）。

イシノハナ　Mastophora rosea (C.Agardh) Setchell 

1943: 129.

（第53図，付図7D，付表4）

瀬川: 1956, 71, pl. 40, no. 314. 吉田・馬場 1998: 

594, 図3-28A-G. 馬場 2000b: 35, 第62, 63図. 吉田

ら 2015: 154.

基礎異名：Zonaria rosea C.Agardh 1824: 264.   

異物同名：Mastophora licheniformis Decaisne 1842a: 

359, pl. 17, fi g. 11.

Mastophora macrocarpa Montagne 1845: 149. 遠藤 

1902: 98, 1916: 130. Yendo 1902b: 186. 岡村 1936: 

514, 243 図.  

タイプ産地：Guam, Mariana Islands.

タイプ標本：レクトタイプ，LD (50714) [Verheij, 

1994: 111].

タイプ標本の図解：Turner and Woelkerling (1982) 

fi g. 5. 

　体は叉状，掌状に分岐する扁平なリボン状で，

他の海 藻に着生するか岩上に生育し，高さ2～5 

cmになる（第53図A, B）。枝は幅1.5～3.4 mmであ

り，先端部は円い。

　体構造は二組織性であり，基層は柵状に配列す

る細胞1層からなり（第53図C），細胞は長さ18～

36 µm，直径50～102 µmであり，基層の細胞間に

細胞融合が多数みられる（第53図D）。表層は平

らな四角形，三角形の細胞1層からなり，細胞は

長さ5～13 µm，直径11～32 µmである。生毛細胞

は普通にみられ，長さ18～36 µm，直径14～25 µm

である（第53図E）。

　四分胞子嚢生殖器巣は体表面に対して半球形に

突出し，外径668～845 µm，巣内は直径531～693 

µm，高さ213～486 µmで縦断面は円形，楕円形で

あり，巣底面の中央部はやや盛り上がり小柱があ

り，その周辺部に四分胞子嚢が形成される（第53

図F, G）。四分胞子嚢は長さ293～415 µm，直径

177～253 µmである。生殖器巣の屋根は4～7細胞

層からなり，厚さ116～157 µmである。巣孔は長

さ127～228 µmで，巣孔内壁には体表面に対して

水平方向に配列する細胞が形成される（第53図

H）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径541～729  µm，高さ121～187 µmであり，

単純な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第

53図I）。雌性生殖器巣は巣内の直径283～349 µm，

高さ132～197 µmである（第53図J）。果胞子嚢生

殖器巣は巣内の直径385～552 µm，高さ187～309 

µmであり，巣底面に盤状か三角形の融合細胞が

発達し，その周辺部から3～4細胞からなる造胞糸

が切り出され，先端に果胞子嚢を生ずる（第53図

K）。果胞子嚢は直径147～258 µmである。

分布域：標本に基づくイシノハナの分布域は，南

西諸島，八丈島，小笠原諸島である（付図7D，

付表4）。文献上では，愛媛県（八木，1964; 新崎，

1965），高知県（吉崎，1981），和歌山県（大阪市

立自然史博物館，1990）から記録があるが，本研

究ではこれらの証拠標本を確認していない。国外

では，北太平洋西岸熱帯・亜熱帯域，太平洋熱帯

域，オーストラリアに分布する（Guiry and Guiry, 

2022）。

備考：サンゴ礁域の礁池から礁縁にかけての岩の

垂直面に多産する。着生基質を離れた体が球状の

塊になり，礁地の海底で寄り藻状態になることが

あり，インドネシアではfree-living ballと報告され

ている（Verheij, 1994; Kato et al ., 2017）。

　タイプ標本を使用した分子系統解析は実施され

ていないが，Guam産のタイプ産地標本による結

果が公表されている（Mills et al ., 2022）。日本産

イシノハナでは，鹿児島県沖永良部島，沖縄県本

部町および糸満市大渡，石垣島からの採集標本に

よりDNA塩基配列が得られている（Kato et al ., 

2011）

【日本産から除外するイシノハナ属の種】

Mastophora pygmaea  Heydrich 1894: 300, pl. 15, 

fi g. 16 (pygmea として).
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遠藤 1902: 98, 1916: 131. Yendo 1902b: 186. 岡村 

1936: 515. 

　本種は，遠藤（1902，1916）および日本海藻誌

（岡村，1936）に収録されている。産地が台湾で

あることから，日本産無節サンゴモから除外す

る。なお，本種のタイプ産地は台湾の基隆である

（Guiry and Guiry，2022）。原記載のほかは報告が

なく，タイプ標本およびタイプ産地標本の調査が

必要である（Fan, 1974)。

メタゴニオリトン亜科　Metagoniolithoideae (H.W.

Johansen) A.Rösler, Perfectti, V.Peña & J.C.Braga 

in Rösler et al . 2016: 422.

タイプ属：Metagoniolithon Weber-van Bosse 1904: 

86, 101.

　メタゴニオリトン亜科には無節サンゴモ4属が

含まれ（Rösler et al. , 2016），日本ではハイイロ

イシモ属，ハーベイリトン属，アナアキイシモ属

の3属が報告されている（第1表）。

ハイイロイシモ属（新称）Dawsoniolithon Caragnano, 

Foetisch, Maneveldt & Payri 2018: 396.

タイプ種：Dawsoniolithon conicum (E.Y.Dawson) 

Caragnano, Foetisch, Maneveldt & Payri 2018: 396. 

　ハイイロイシモ属は2018年に分子系統解析と形

態・解剖学観察の結果に基づき新属として設立さ

れ（Caragnano et al ., 2018），3種が分類学的に認

められている（Guiry and Guiry, 2022）。これまで

に日本産ハイイロイシモ属の種は，新日本海藻誌

のサンゴモ目（吉田・馬場，1998）において，モ

カサ属あるいはコブイシモ属として2種が記載さ

れている。本研究では，日本産として2種を確認

し報告する。

ハイイロイシモ属の種の検索表

1. 体は円形で縁辺部が隆起しハス状になり，生

殖器巣は目立たない･････････オニハスイシモ

1. 体は円形にならず縁辺部は隆起せず，生殖器

巣は円錐状に突出し目立つ

 ･･･････････････････････････ハイイロイシモ

ハイイロイシモ　Dawsoniolithon conicum (E.Y.

Dawson) Caragnano, Foetisch, Maneveldt & Payri 

2018: 396.

（第54図，付図7E，付表5-1）

基礎異名：Hydrolithon conicum E.Y.Dawson 1960b: 

27, pl. 19, fi g. 1-3.

同タイプ異名：Neogoniolithon conicum (E.Y.Dawson) 

G.D.Gordon, T.Masaki & H.Akioka 1976: 259. 

Paragoniolithon conicum (E.Y.Dawson) W.H.Adey, 

R.A.Townsend & Boykins 1982: 13.

Pneophyl lum conicum  (E.Y.Dawson)  Keats, 

Y.M.Chamberlain & M.Baba 1997: 264. 吉田・馬場 

1998: 609. 馬場 2000b: 40, 第72, 73図. 吉田ら 

2015: 154.  

Oztralia conica (E.Y.Dawson) R.A.Townsend & 
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Huisman 2018a: 119.

タイプ産地：Binners Cove, Isla Socorro, Revillagigedo 

Archipelago, Mexico.

タイプ標本：ホロタイプ, US (Dawson 12148, 19.

Nov.1953); アイソタイプ, UC 1883778 [Caragnano 

et al ., 2018: 397].

タイプ標本の図解：ホロタイプ, Dawson (1960b) 

pl. 19, fi g. 1; アイソタイプ，Caragnano et al. (2018) 

fi g. 3A.  

　体は殻皮状で，岩，サンゴ片に固着し，幅9 

cm，厚さ1.9 mmまでになる（第54図A, B）。体表

面には生毛細胞群による小さな斑点が目立つ（第

54図C）。

　体構造は一組織性であり，基層は13～33層の細

胞からなる共軸あるいは非共軸構造であり，細胞

は長さ13～30 µm，直径7～10 µmの長方形である

（第54図D, E）。中層はよく発達し，細胞は長さ6

～10 µm，直径5～10 µmの円形，四角形，長方形

であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみ

られる（第54図F）。表層下始原細胞は長さ6～11 

µm，直径5～9 µmの四角形，長方形である。表層

は1層からなり，細胞は長さ3～5 µm，直径5～8 

µmの楕円形，レンズ状である。生毛細胞は体表

面に直径96～159 µmの斑状に作られ，断面では体

表面に対して水平方向に6～13個の細胞が配列し，

各細胞は長さ14～25 µm，直径7～15 µmであり，

中層に残存する（第54図G, H）。

　四分胞子嚢生殖器巣は屋根が体表面に円錐状に

突出し，巣底は体表面から7～17細胞下に位置す

る（第54図D, J）。生殖器巣の屋根は，巣底周辺

部にある胞子嚢原基の内側および外側に位置する

細胞より形成される（第54図I）。屋根は6～9細胞

層からなり，厚さ51～94 µmである。巣孔は長さ

81～159 µmであり，巣孔内壁には体表面に対して

水平方向に配列する細胞が形成される（第54図

K）。四分胞子嚢生殖器巣は内部の直径288～410 

µm，高さ99～159 µmで縦断面は楕円形であり，

巣底面の中央部に小柱があり，その周辺部に四分

胞子嚢が形成される（第54図J）。四分胞子嚢は長

さ49～90 µm，直径20～41 µmである。成熟後に生

殖器巣は剥離するため，体内に古い生殖器巣が残

ることはない。二分胞子嚢生殖器巣がみられるこ

とがある。

　配偶体および果胞子体の形態は吉田・馬場

（1998）に記載されている。

分布域：標本に基づくハイイロイシモの分布域は，

南西諸島，本州太平洋岸南部，小笠原諸島である

（付図7E，付表5-1）。国外では中国，太平洋熱帯域，

メキシコ太平洋岸，オーストラリア，ブラジル，

南アフリカに分布し（Guiry and Guiry, 2022），こ

れは形態分類に基づく分布域である。一方，

Caragnano et al .（2018）はアイソタイプからDAN

抽出を試みたが未達成であるものの，その他の地

域から採集された標本による分子系統解析により

確認されたハイイロイシモの分布域を，インド洋

でEuropa Islandおよびモルジブ，太平洋で日本，

フィジー，フランス領ポリネシアGambier Islands

およびMarquesas Islands，パプアニューギニア，

ニューカレドニア，バヌアツとしている。

備考：タイドプール，漸深帯上部の岩上に生育す

る。分子系統解析に基づきハイイロイシモ属への

所属が確定している種は，属のタイプ種であるハ

イイロイシモの1種のみである（Caragnano et al ., 

2018）。日本産ハイイロイシモでは，鹿児島県沖

永良部島，沖縄県本部町備瀬および石垣島吉原の

3ヵ所で採集された標本からDNA塩基配列が得ら

れ，多系統になることが報告されている（Kato 

et al ., 2011）。

オニハスイシモ　Dawsoniolithon orbiculatum (T.

Masaki) R.A.Townsend & Huisman 2018b: 1.

（第55図，付図7F，付表5-1，5-2）

馬場ら 2020: 15, 第9図A-C. 

基礎異名：Porolithon orbiculatum T.Masaki 1968: 44, 

pl. 29, 30, 69, pl. 70, fi g. 1-3. 吉田・馬場 1998: 

564. 馬場 2000b: 33, 第58, 59図. 吉田ら 2015: 

154.

同タイプ異名：Spongite s orbiculatus  (T.Masaki) 

Maneveldt & D.W.Keats 2016: 30 [orbicularisとし

て].

Oztralia orbiculata (T.Masaki) R.A.Townsend & 

Huisman 2018a: 121.

タイプ産地：Muroto-misaki, Kochi Pref. (高知県室

戸岬).

タイプ標本：HAK（Masaki 60-27, T. Masaki, 7 June 

1963）[Masaki, 1968: 45]. 

タイプ標本の図解：Masaki (1968) pl. 29, fi g. 1. 

　体は殻皮状で，岩や小石に固着し，直径3～16 

mm，厚さ233～536 µmの円形であり，密生し互い

に接した体の縁辺部は裂片状になり隆起する（第

55図A, B）。

　体構造は一組織性である。基層は16～25層の細
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A
B

第54図　ハイイロイシモ Dawsoniolithon conicum  A: 生態写真（沖永良部島西原，水深2 mの礁斜面の岩上，1991年9月）。
B: 岩に着生する殻皮状の体。C: 体の表面。表面に突出する生殖器巣（矢印）および白い斑点状の生毛細胞
群（矢尻）を示す。D: 体の縦断面。一組織性構造であり，基層（矢印）と中層（星印）を示す。E: 体下部
の縦断面。共軸状に配列する基層細胞を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞
融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 体の表面。生毛細胞群（矢印）を示す。H: 体上部の縦断面。体
表面（矢印）および中層（矢尻）にみられる生毛細胞群を示す。I: 形成途中の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。
生殖器巣の屋根は胞子嚢原基（矢尻）の外側および内側の細胞により形成される。J: 四分胞子嚢生殖器巣
の縦断面。四分胞子嚢は巣底面の周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）がある。K: 四分胞子嚢生殖器
巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。[使用
標本 B: 01-345; C, G: 92-538; D-F, H-K: 01-333。スケールバー B: 1 cm; C, E: 100 µm; D, G: 200 µm; F: 15 µm; H, K: 
50 µm; I: 30 µm; J: 70 µm]
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B

第55図　オニハスイシモ Dawsoniolithon orbiculatum  A: 生態写真（日南市南郷町目津井, タイドプール内の岩上，
2012年4月）。B: 小石に着生する殻皮状の体。体の縁辺部（矢印）は隆起する。C: 体の縦断面。一組織性構
造であり，共軸状に配列する基層細胞（星印），体内に残る生殖器巣（矢尻）を示す。D: 体上部の縦断面。
中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。E: 体の表面。斑状の生毛細
胞群（矢印）を示す。F: 体上部の縦断面。体表面（矢印）および中層（矢尻）にみられる生毛細胞群を示す。
G: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底面の周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）がある。
H: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して斜上する方向に配列する細長い巣
孔細胞（矢印）が形成される。I: 雄性生殖器巣の縦断面。J: 雌性生殖器巣の縦断面。K: 果胞子嚢生殖器巣
の縦断面。巣底面には薄く広がる融合細胞（矢印）が形成される。[使用標本 B-D, F-K: 15-45; E: 96-652。
スケールバー B: 1 cm; C, E: 100 µm; D, H: 15 µm; F: 50 µm; G: 40 µm; I-K: 20 µm]
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A B

第56図　サモアイシゴロモ Harveylithon samoënse  A: 生態写真（下田市白浜, 潮間帯下部の岩上，2017年3月）。B: 岩
に着生する殻皮状の体。C: 体の表面。四分胞子嚢生殖器巣（矢印），表層および中層から剥離する組織（矢尻）
を示す。D: 体の縦断面。体表面の四分胞子嚢生殖器巣（矢尻），中層に残る三日月形の生殖器巣の痕跡（矢印）
を示す。E: 体下部の縦断面。多層になる基層細胞（星印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細
胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 四分胞子嚢生殖器巣の
縦断面。四分胞子嚢は巣底面に散在し，中央部の小柱は退化してみられない。H: 四分胞子嚢生殖器巣の屋
根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して垂直方向に配列する巣孔細胞（矢印）が形成される。屋根は3
細胞層からなり，表層細胞の下の細胞（矢尻）が細長くなる。I: 雄性生殖器巣の縦断面。J: 雌性生殖器巣
の縦断面。K: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底面に薄く広がる融合細胞（矢印）を示す。[使用標本 B, C: 
97-173; D-I: 18-70; J, K: 18-78。スケールバー B: 1 cm; C: 40 µm; D: 100 µm; E, G, I, K: 30 µm; F, H: 15 µm; J: 
70 µm]
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胞からなる共軸あるいは非共軸構造であり，細胞

は長さ19～33 µm，直径6～9 µmの長方形である（第

55図C）。中層は薄く，細胞は長さ5～11 µm，直

径4～6 µmの四角形，長方形であり，隣接する細

胞糸の細胞間に細胞融合がみられる（第55図D）。

表層下始原細胞は長さ7～12 µm，直径4～7 µmの

長方形である。表層は1層からなり，細胞は長さ3

～6 µm，直径4～7 µmの楕円形である。生毛細胞

は体表面に直径78～144 µmの斑状に作られ，断面

では体表面に対して水平方向に8～12個の細胞が

配列し，長さ18～28 µm，直径8～15 µmであり，

中層に残存する（第55図E，F）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面に対して

水平またはやや隆起し，巣底は体表面から9～16

細胞下に位置する（第55図G）。生殖器巣の屋根

は4～5細胞層からなり，厚さ22～30 µmである。

巣孔は長さ24～35 µmであり，巣孔内壁には体表

面に対して斜上あるいは垂直方向に配列する細長

い巣孔細胞が形成される（第55図H）。四分胞子

嚢生殖器巣は内部の直径119～152 µm，高さ59～

95 µmで縦断面は楕円形であり，巣底面の中央部

に形成される小柱は成熟に伴い不明瞭になり，そ

の周辺部に四分胞子嚢が形成される。四分胞子嚢

は長さ35～59 µm，直径17～39 µmである。成熟後

の古い生殖器巣は体内に残る（第55図C）。

　配偶体は雌雄同株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径56～78 µm，高さ17～24 µmであり，単純な

形の精子嚢が巣底面に形成される（第55図I）。雌

性生殖器巣は巣内の直径44～66 µm，高さ12～22 

µmである（第55図J）。果胞子嚢生殖器巣は巣内

の直径115～140 µm，高さ52～74 µmであり，巣底

面に矩形の融合細胞が形成される（第55図K）。

融合細胞の周辺部から6～9細胞からなる造胞糸が

切り出され，先端に果胞子嚢を生ずる。果胞子嚢

は直径32～47 µmである。

分布域：標本に基づくオニハスイシモの分布域は，

九州南岸・西岸・東岸，四国南岸，本州太平洋岸

南部・中部，八丈島，本州日本海岸中部である（付

図7F，付表5-1，5-2）。国外では，韓国の済州島

から記録されているが（Lee，2008），図示された

基層の構造が日本産オニハスイシモとは異なるこ

とから，再検討が必要である。

備考：タイドプール，漸深帯上部で小石を覆うよ

うに生育するか，岩上に広がる。本種の分子系統

解析は実施されておらず，形態・解剖学的な知見

（Masaki, 1968）を根拠に属の変更が行われている

（Maneveldt and Keats, 2016; Townsend and 

Huisman, 2018a, 2018b）。今後，タイプ標本の分

子系統解析を実施して，ハイイロイシモ属への所

属の妥当性を検討する必要がある。

ハーベイリトン属（新称）Harveylithon A.Rösler, 

Perfectti, V.Peña & J.C.Braga 2016: 424.

 タイプ種：Harveylithon rupestre (Foslie) A.Rösler, 

Perfectti, V.Peña & J.C.Braga 2016: 426.

　ハーベイリトン属は2016年に分子系統解析と形

態・解剖学観察の結果に基づき新属として設立さ

れ（Rösler et al ., 2016），10種が分類学的に認め

られている（Guiry and Guiry, 2022）。これまでに

日本産ハーベイリトン属の種は，新日本海藻誌の

サンゴモ目（吉田・馬場，1998）において，コブ

イシモ属として1種が記載されている。本研究で

は，日本産として1種を確認し報告する。

サモアイシゴロモ　Harveylithon samoënse (Foslie) 

A.Rösler, Perfectti, V.Peña & J.C.Braga 2016: 425.

（第56図，付図8A，付表5-2，5-3）

馬場ら 2020b: 15, 第9図D-F. 

基礎異名：Lithophyllum samoënse Foslie 1906b: 20. 

Masaki 1968: 37, pl. 20, fi g. 3, 4, pl. 23, fi g. 1-4, pl. 

61, fi g. 3-6, pl. 62, fi g. 1-5.

同タイプ異名：Pseudolithophyllum samoënse(Foslie) 

W.H.Adey 1970: 13.

Hydrol i thon samoënse  (Fosl ie)  Keats & Y.

M.Chamberlain 1994a: 15. 吉田・馬場 1998: 563. 

馬場 2000b: 30, 第52, 53図. 吉田ら 2015: 153.

タイプ産地：Samoa, Savai’i Island, Western Samoa.

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (A2-111, Rechinger, 

July 1905) [Woelkerling et al., 2005: 36]. 

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 53, fi g. 19.

　体は殻皮状で平滑，岩や小石に固着し，幅7 cm

までになり，厚さ0.1～1.5 mmである（第56図A，

B）。体表面は表層および中層剥離により，まだ

ら模様にみえることが多い（第56図A，C）。

　体構造は一組織性である。基層は非共軸構造で

あり基質に沿って平行に4～9層の細胞が配列し，

細胞は長さ9～15 µm，直径5～8 µmの長方形であ

る（第56図D，E）。中層の細胞は，長さ3～8 µm，

直径4～8 µmの角張った四角形，横長の長方形で

あり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみら

れる（第56図F）。表層下始原細胞は長さ5～9 µm，

直径4～6 µmの長方形である。表層は1～2層から
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なり，細胞は長さ3～5 µm，直径4～6 µmの四角形，

楕円形である。生毛細胞はまれにみられ，長さ9

～18 µm，直径6～11 µmである（第56図F）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面からやや

隆起し，外径93～127 µm，巣底は体表面から7～

15細胞下に位置する（第56図C，G）。生殖器巣の

屋根は2～3細胞層からなり，厚さ14～21 µmであ

る。巣孔は長さ17～29 µmであり，巣孔内壁には

体表面に対して垂直方向に配列する巣孔細胞が形

成される（第56図H）。四分胞子嚢生殖器巣は巣

内の直径81～108 µm，高さ35～64 µmで縦断面は

楕円形であり，巣底面の中央部に位置する小柱は

成熟ともに退化して不明瞭になり，巣底面に四分

胞子嚢が散在する（第56図G）。四分胞子嚢は長

さ29～54 µm，直径18～33 µmである。成熟後の古

い生殖器巣は剥離するため体内に残らず，三日月

形の痕跡が中層に多数みられる（第56図D）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径54～106 µm，高さ15～39 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面に形成される（第56図I）。

雌性生殖器巣は巣内の直径49～63 µm，高さ15～

20 µmである（第56図J）。果胞子嚢 生殖器巣は巣

内の直径85～98 µm，高さ39～44 µmであり，巣底

面に薄く盤状に広がる融合細胞が形成される（第

56図K）。融合細胞の周縁部から4～5細胞からな

る造胞糸が切り出され，先端に果胞子嚢を生ず

る。果胞子嚢は直径22～30 µmである。

分布域：標本に基づくサモアイシモの分布域は，

九州全域，四国南岸，本州太平洋岸全域，八丈島，

本州日本海岸中部，北海道西岸・南岸である（付

図8A，付表5-2，5-3）。国外では，北太平洋西岸，

ポリネシア，メキシコ太平洋岸，オーストラリア，

ニュージーランド，ヨーロッパ，南米，南アフリ

カ， イ ン ド 洋 に 分 布 す る（Guiry and Guiry, 

2022）。

備考：潮間帯下部から漸深帯上部の岩上に生育す

る。本種はMa saki (1968)が小樽市忍路産の標本

を基に日本新産種として報告した。HAK所蔵の

正置標本には，本種の標本が2点含まれるが（付

表5-3），Masaki (1968) に図示された標本の所在

は特定できなかった。サモアイシゴロモのタイプ

標本の分子系統解析は実施されていないが，オー

ストラリア産の標本からDNA塩基配列が得られ

ている（Bailey et al ., 2004; Hydrolithon samoënse

として）。

アナアキイシモ属 Porolithon Foslie 1909: 57.

タイプ種：Porolithon onkodes  (Heydrich) Foslie 

1909: 57.

　アナアキイシモ属には16種が分類学的に認めら

れている（Guiry and Guiry, 2022）。これまでに日

本産アナアキイシモ属の種は，日本海藻誌（1936）

に記載がなく，新日本海藻誌のサンゴモ目（吉田・

馬場）においてコブイシモ属として2種が記載さ

れている。本研究では，日本産として2種を確認

し報告する。

アナアキイシモ属の種の検索表

1. 体は薄く，二組織性である

 ･･･････････････････････････セトイボイシモ

1. 体は厚くなり，一組織性である

 ･･･････････････････････････アナアキイシモ

セトイボイシモ　Porolithon boergesenii sensu Masaki 

1968: 42, pl. 27, 28, 67, 68.

（第57図，付図8B，付表5-3）

吉田ら 2015: 154.   

Hydrolithon boergesenii (Foslie) Foslie として [吉

田・馬場 1998: 558].

　体は殻皮状，いぼ状で岩や貝殻にゆるく着生し，

幅2 cmまでになり，厚さ167～531 µmである（第

57図A，B）。

［→ 反対側のページ］
第57図　セトイボイシモ Porolithon boergesenii   A: 岩に着生する殻皮状からいぼ状の体（HAK所蔵標本，和歌山県白

浜町瀬戸）。B: 貝殻に着生する殻皮状の体。C: 体の表面。四分胞子嚢生殖器巣（矢印）と生毛細胞群（矢尻）
を示す。D: 体の縦断面。二組織性構造であり，1層の基層（矢印），体表面および中層にみられる生毛細胞
群（矢尻），中層に残る生殖器巣（星印）を示す。E: 体下部の縦断面。1層の基層細胞（矢印）を示す。F: 
体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（星印）を示す。G: 体上部
の縦断面。生毛細胞群（矢印）を示す。 H: 形成途中の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。生殖器巣の屋根は，
胞子嚢原基（矢印）の外側および内側の細胞により形成される。I: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞
子嚢は巣底面の周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）がある。J: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。
巣孔内壁には，体表面に対して垂直方向に配列する細長い巣孔細胞（矢印）が形成される。[使用標本 A: 
HAK (Masaki 61-12); B-J: 97-203。スケールバー A: 2 cm; B: 5 mm; C: 250 µm; D: 100 µm; E, G, J: 20 µm; F: 15 
µm; H, I: 30 µm]
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第58図　アナアキイシモ Porolithon onkodes  A: 生態写真（沖永良部島西原, 水深5 mの礁斜面岩上，1991年9月）。B: 
岩に着生する殻皮状の体。C: 体の表面。四分胞子嚢生殖器巣（矢印）と生毛細胞群（矢尻）を示す。D: 体
の縦断面。胞子放出後の古い生殖器巣（矢尻）は体内に残る。E: 体下部の縦断面。多層になる基層細胞（星
印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を
示す。G: 体の表面。生毛細胞群（矢印）を示す。H: 体上部の縦断面。体表面（矢印）および中層（矢尻）
にみられる生毛細胞群を示す。I: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底面の周辺部に形成され，
中央部に小柱（矢印）がある。J: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して垂
直方向に配列する巣孔細胞（矢印）が形成される。K: 雄性生殖器巣の縦断面。L: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。
融合細胞（矢印）は巣底面に薄く広がる。[使用標本 B, C: KA-7-85-135; D-J: OK-5-83-30; K: 99-230; L: 
KA-7-85-128。スケールバー B: 2 cm; C, L: 40 µm; D: 300 µm;  E, H, I: 50 µm; F: 10 µm; G: 120 µm; J: 30 µm; K: 
20 µm]
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　体構造は二組織性である。基層は1層からなり，

細胞は長さ13～24 µm，直径7～13 µmの長方形で

ある（第57図D，E）。中層の細胞は長さ5～13 

µm，直径5～9 µmの円形，正方形，長方形であり，

隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる

（第57図F）。表層下始原細胞は長さ6～10 µm，直

径4～6 µmの長方形である。表層は1～2層からな

り，細胞は長さ2～5 µm，直径5～7 µmの平らな四

角形，円形である。生毛細胞は斑状に形成され，

直径53～104 µm，体表面に対して水平方向に5～

10細胞が配列し，各細胞は長さ16～26 µm，直径6

～12 µmであり，中層に残る（第57図C，D，G）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面からやや

隆起し，外径144～220 µm，巣底は体表面から7～

13細胞下に位置する（第57図C，I）。生殖器巣の

屋根は，巣内の底面周辺部に位置する四分胞子嚢

原基の内側および外側の細胞から形成される（第

57図H）。生殖器巣の屋根は4～5細胞層からなり，

厚さ20～37 µmである。巣孔は長さ22～37 µmであ

り，巣孔内壁には体表面に対して垂直方向に配列

する細長い巣孔細胞が形成される（第57図J）。四

分胞子嚢生殖器巣は巣内の直径127～177 µm，高

さ46～96 µmで縦断面は楕円形であり，巣底面の

中央部に小柱があり，その周辺部に四分胞子嚢が

形成される（第57図I）。四分胞子嚢は長さ37～86 

µm，直径14～49 µmである。成熟後の生殖器巣は

中層に残る（第57図D）。

　配偶体および果胞子体の形態はMasaki（1968）

に記載されている。

分布域：標本に基づくセトイボイシモの分布域は，

南西諸島，本州太平洋岸南部である（付図8B，

付表5-3）。国外からは，南シナ海西沙諸島から

Masaki（1968）の記載に一致する標本が報告され

ている（Zhou and Zhang, 1985; Xia, 2013）。

備考：潮間帯下部の岩上あるいは貝殻上に生育す

る。本種は和歌山県白浜町産の標本をもとに，日

本新産種 Porolithon boergesenii （Foslie）Lemoine 

として報告された（Masaki, 1968）。現在，P.  

boergesenii は Hydrolithon boergesenii  Foslieの同タ

イプ異名とされており，H. boergesenii は栄養組

織及び四分胞子嚢生殖器巣の構造において，コブ

イシモの学名とされている。Masaki（1968）が記

録したセトイボイシモはコブイシモと異なること

から，本研究ではそれぞれ区別して記載した。今

後，分子系統解析により本種の所属を明らかにす

る必要がある。

アナアキイシモ　Porolithon onkodes  (Heydrich) 

Foslie 1909: 57.

（第58図，付図8C，付表5-3）

吉田ら 2015: 154. 馬場ら 2020: 15, 第10図A-D.

基礎異名：Lithothamnion onkodes Heydrich 1897b: 

6.

同タイプ異名：Goniolithon onkodes  (Heydrich) 

Foslie 1898b: 8.

Lithophyllum onkodes  (Heydrich) Heydrich 1901: 

533.

Spong i tes  onkodes  (Heydr ich)  Penrose  & 

Woelkerling 1988: 173.

Hydrolithon onkodes (Heydrich) Penrose & 

Woelkerling 1992: 83. 吉田・馬場: 1998, 561, 図

3-22A-D. 馬場: 2000b, 28, 第48, 49図.  

タイプ産地：Tami Island, Bismarck Archipelago, 

Papua New Guinea. 

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (A26-1494, 

Heydrich no. 97, Bamler, March 1892) [Woelkerling 

et al ., 2005: 207]. 

タイプ標本の図解：Penrose and Woelkerling(1988) 

fi g. 10; Maneveldt and Keats (2014) fi g. 1. 

　体は殻皮状で岩に固着し，幅8.5 cmまでになり，

厚さ0.7～1.4 mmの体が重なりあい，0.6～1.7 cm

の厚さに達する（第58図A，B）。体表面は白亜質

で光沢がなく粗い。

　体構造は一組織性である。基層は非共軸構造で

あり，9～15層の細胞が羽状に配列し，細胞は長

さ14～30 µm，直径6～11 µmの長方形である（第

58図D，E）。中層はよく発達し，細胞は長さ6～

13 µm，直径5～8 µmの正方形，長方形であり，隣

接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる（第

58図F）。表層下始原細胞は長さ5～9 µm，直径4

～6 µmの長方形である。表層は2～4層からなり，

細胞は長さ2～4 µm，直径4～7 µmの偏圧な四角形，

楕円形である。生毛細胞は体表面に直径61～119 

µmの斑状に作られ，断面では体表面に対して水

平方向に7～11個の細胞が配列し，各細胞は長さ

17～24 µm，直径8～12 µmであり，中層に残存す

る（第58図G，H）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面と同じ高

さかやや窪み，巣底は体表面から9～15細胞下に

位置する（第58図C，I）。生殖器巣の屋根は4～7

細胞層からなり，厚さ22～39 µmである。巣孔は

長さ32～42 µmであり，巣孔内壁には体表面に対

して垂直方向に配列する巣孔細胞が形成される
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（第58図J）。四分胞子嚢生殖器巣は巣内の直径167

～256 µm，高さ74～108 µmで縦断面は楕円形であ

り，巣底面の中央部に小柱があり成熟とともに不

明瞭になり，その周辺部に四分胞子嚢が形成され

る（第58図I）。四分胞子嚢は長さ37～68 µm，直

径20～32 µmである。成熟後の古い生殖器巣は体

内に残る（第58図D）。

　配偶体は雌雄同株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径59～83 µm，高さ12～25 µmであり，単純な

形の精子嚢が巣底面に形成される（第58図K）。

雌性生殖器巣は巣内の直径54～78 µm，高さ17～

27 µmである。果胞子嚢生殖器巣は巣内の直径154

～194 µm，高さ56～73 µmであり，巣底面に薄く

盤状に広がる融合細胞が形成され，その周縁部か

ら6～9細胞からなる造胞糸が切り出され，先端に

果胞子嚢を生ずる（第58図L）。果胞子嚢は直径

29～46 µmである。

分布域：標本に基づくアナアキイシモの分布域は，

南西諸島，九州南岸，四国南岸，本州太平岸南部・

中部，小笠原諸島である（付図8C，付表5-3）。

国外では，世界各地の熱帯・亜熱帯に分布する

（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：潮間帯下部から漸深帯の岩上に生育する。

Gabrielson et al . (2018) はアナアキイシモのタイ

プ標本，世界各地の熱帯域から採集され形態的に

本種と同定される標本について分子系統解析を

行った。その結果から，アナアキイシモの分布は，

タイプ産地であるパプアニューギニアTami Island

のほかフィジーのみであること，そして少なくと

も20種の隠蔽種が存在することが示唆された。南

西諸島産アナアキイシモの分子系統解析の結果で

は，沖縄県の本部町備瀬と糸満市米須，および鹿

児島県沖永良部島の大津勘と古里からの採集標本

において多系統性が確認されている（Kato et al ., 

2011）。

イシノミモドキ亜科　Neogoniolithoideae (A.Kato & 

M.Baba) A.Rösler, Perfectti, V.Peña & J.C.Braga in 

Rösler  2016: 420. 

タイプ属：Neogoniolithon  Setchell & L.R.Mason 

1943a: 89. 

　イシノミモドキ亜科には3属が含まれ（Guiry 

and Guiry，2022），日本ではイシノミモドキ属，

オニガワライシモ属の2属が報告されている（第1

表）。

イシノミモドキ属　Neogoniolithon Setchell & L.R.

Mason 1943a: 89. 

タイプ種：Neogoniolithon fosliei (Heydrich) Setchell 

＆ L.R.Mason 1943a: 90.

　イシノミモドキ属は43種が分類学的に認められ

ている（Guiry and Guiry，2022）。これまでに日

本産イシノミモドキ属の種は，日本海藻誌（岡村，

1936）でGoniolithon 属として5種，新日本海藻誌

のサンゴモ目（吉田・馬場，1998）において6種

がそれぞれ記載されている。本研究では，「イシ

ノミモドキ属の属概念に一致する種」について，

日本産として10種を確認し，3種を他種に統合と

して報告する。その際，フォズリーイシモ類似種

（Kato et al ., 2013）はクレード別に独立した種と

して扱う。

　このほか，イシノミモドキ属の属概念に一致し

ない種を「イシノモドキ属に所属しない可能性が

高い種」として区別し1種を，「日本産から除外す

るイシノミモドキ属の関連種」として2種をそれ

ぞれ報告する。

イシノミモドキ属の種の検索表

1. 四分胞子嚢生殖器巣は嘴状突起を持つ

 ････････････････････････････････････････2

1. 四分胞子嚢生殖器巣は嘴状突起を持たない

 ････････････････････････････････････････5

2. 体は低木状である･･･････トガリエダイシモ

2. 体は殻皮状である･･････････････････････3

3. 四分胞子嚢生殖器巣は体内に残る

 ･････････････････････････････････イシノミ

3. 四分胞子嚢生殖器巣は体内に残らず剥離する

 ････････････････････････････････････････4

4. 四分胞子嚢生殖器巣の巣底は，体表面から4

～9細胞下に位置する

 ･････････････････ヒュウガイシノミモドキ

4. 四分胞子嚢生殖器巣の巣底は，体表面から3
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細胞上から5細胞下に位置する

 ･･･････････････････････････ハモンイシモ

5. 体は殻皮状，葉状である･･････････････････6

5. 体はこぶ状，低木状である･･･････････････10

6. 体は葉状で薄く重なり合う･･･カサネイシモ

6. 体は殻皮状である･･････････････････････7

7. 四分胞子嚢生殖器巣は目立ず，外径560～740 

µmである ･･････････････････ウスカワイシモ

7. 四分胞子嚢生殖器巣は目立ち，外径530～2030 

µmである ･･･････････････････････････････8

8. 四分胞子嚢生殖器巣の屋根は黄色を帯び，

基層は非共軸構造である

 ････････････････ フォズリーイシモclade A

8. 四分胞子嚢生殖器巣の屋根は黄色を帯びず，

基層は共軸構造である･･････････････････9

9. 四分胞子嚢生殖器巣は円錐状に盛り上がり目

立つ･･････････････フォズリーイシモ clade B

9. 四分胞子嚢生殖器巣は円錐状に盛り上がるこ

とはない･･････････フォズリーイシモ clade C

10. 体はこぶ状である･････コブハイイロイシモ

10. 体は低木状である･･･････････キブリイシモ

【イシノミモドキ属の属概念に一致する種】

フォズリーイシモ　Neogoniolithon fosliei (Heydrich) 

Setchell ＆ L.R.Mason 1943a: 90.

吉田・馬場 1998: 601, 図3-31A-G. 馬場 2000b: 

36, 第64, 65図. Kato et al. 2013: 18 (clade A, B, C

として). 吉田ら 2015: 154 .

基礎異名：Lithothamnion fosliei Heydrich 1897a: 58, 

fi g. 1, pl. 3, fi g. 9-11.

同タイプ異名：Archaeolithothamnion fosliei (Heydrich) 

Foslie 1898b: 4.

タイプ産地：El Tor, Red Sea, Egypt.

タイプ標本：レクトタイプ，TRH(A14-742, Heydrich 

no. 59, Kaiser, no date) [Woelkerling et al ., 2005: 

110].

タイプ標本の図解：Foslie (1904b) pl. 9, fi g. 1; Printz 

(1929) pl. 46, fig. 1; Woelkerling (1985) fig. 49, 

(1988) fi g. 135; Penrose (1992) fi g. 1; Mateo-Cid 

and Pedroche (2004) fi g. 3.

分布域：標本に基づくフォズリーイシモの分布域

は，南西諸島である（付図8D-F，付表6-1; clade 

A ～ Cとして）。国外では，中東，インド洋，中国，

太平洋熱帯域，オーストラリア，カリブ海に分布

する（Guiry and Guiry，2022）。

備考：Kato et al.（2013）は南西諸島に生育する

フォズリーイシモ類似種を分子系統解析および形

態観察により比較したところ，3つのクレードに

分かれ，それぞれが種レベルの遺伝的変異と形態

的特徴を持つことを明らかにした。紅海がタイプ

産地であるフォズリーイシモのタイプ標本につい

て分子系統解析が実施されていないことから，南

西諸島に分布するかどうかは判断できない。この

理由から，Kato et al.（2013）では南西諸島産の

標本を1つの種の複合体として扱い，N. fosliei 

clade A, N. fosliei  clade B, N. fosliei  clade Cとして

区別した。本研究では各クレードが種レベルに相

当する特徴を示すことから，クレード別に記載す

る。

　なお，新日本海藻誌に記載・図示されている

フォズリーイシモ（吉田・馬場，1998）は，形態

学的特徴によりN. fosliei  clade Cに該当する。

フォズリーイシモ clade A Neogoniolithon fosliei  

clade A

（第59図，付図8D，付表6-1）

　体は殻皮状で岩に固着し（第59図A，B），厚さ0.7

～1.3 mmになる。体表面に生ずる四分胞子嚢生殖

器巣の屋根は黄色を帯び目立つ（第59図C）。

　体構造は一組織性である（第59図D）。基層は

非共軸構造であり，基質に沿って平行に6～8層の

細胞が配列し，細胞は長さ23～45 µm，直径9～13 

µmである（第59図E）。中層はよく発達し，細胞

は長さ10～19 µm，直径9～14 µmの円形，正方形，

長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融

合がみられる（第59図F）。表層下始原細胞は直

下の中層細胞よりも長く，長さ11～24 µm，直径

10～12 µmの長方形である。表層は1層からなり，

細胞は長さ5～7 µm，直径9～14 µmの楕円形，四

角形である。生毛細胞は多数みられ，細胞は長さ

17～36 µm，直径19～28 µmであり，単独に生ずる

ことが多く，体表面に対して垂直方向に2～4細胞

が並ぶことがあるが少ない（第59図G）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面に対して

ドーム状に盛り上がり，外径526～1113 µm，巣底

は体表面から6～11細胞下に位置する（第59図

H）。生殖器巣の屋根は5～8細胞層からなり，厚

さ71～106 µmである。巣孔は長さ111～182 µmで

ある。四分胞子嚢生殖器巣は巣内の直径486～840 

µm，高さ127～213 µmで縦断面は長楕円形であり，

四分胞子嚢は巣底面に散在し，その間に中性細胞

糸がある（第59図H）。四分胞子嚢は長さ81～123 
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µm，直径30～47 µmである。胞子放出後に生殖器

巣は中層に残る。

分布域：標本に基づくフォズリーイシモ clade A

の分布域は，南西諸島である（付図8D，付表

6-1）。分子系統解析により，石垣島の3地点の標

本で分布が確認されている（Kato et al ., 2013）。

備考：サンゴ礁域の礁池内から礁斜面の岩上に生

育する。このクレードAは，四分胞子嚢生殖器巣

の屋根が黄色を帯び，基層が非共軸構造で薄いこ

とにより，他クレードと形態学的に区別できる。

フォズリーイシモ clade B Neogoniolithon fosliei 

clade B

（第60図，付図8E，付表6-1）

　体は殻皮状で岩，サンゴ片に緩く固着し（第60

図A，B），厚さ0.5～1.2 mmになる。体表面に生

ずる四分胞子嚢生殖器巣は大きく円錐状に盛り上

がり，目立つ（第60図C）。

　体構造は一組織性である（第60図D）。基層は

共軸構造であり，14～22層からなり細胞は長さ26

～49 µm，直径10～14 µmである（第60図E）。基

層の腹面末端に表層細胞が形成される（第60図

第59図　フォズリーイシモ clade A Neogoniolithon fosliei clade A  A: 生態写真（石垣島米原，礁池内の岩上，水深1 m，
1999年10月）。B: 岩に着生する殻皮状の体。C: 体の表面。生殖器巣の屋根（矢印）は黄色を帯び，体表面に
やや突出する。D: 体の縦断面。一組織性構造で基層（矢印），中層（星印）を示す。E: 体下部の縦断面。非
共軸状に配列する基層細胞（矢印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融
合（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 体上部の縦断面。体表面に対して垂直方向に
配列する生毛細胞（星印）を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢（矢印）は巣底面に散在し，
その間に中性細胞糸（星印）がある。 [使用標本 B-H: 07-127。スケールバー B: 1 cm; C: 2 mm; D: 400 µm; E: 
50 µm; F, G: 15 µm; H: 100 µm]
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F）。中層はよく発達し，細胞は長さ9～19 µm，

直径10～13 µmの円形，正方形，長方形であり，

隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる

（第60図G）。表層下始原細胞は，長さ9～17 µm，

直径8～14 µmの正方形，長方形である。表層は1

層からなり，細胞は長さ3～6 µm，直径9～14 µm

の楕円形，四角形である。生毛細胞は多数みられ，

細胞は長さ19～33 µm，直径16 ～28 µmであり，単

独あるいは表面に対して垂直方向に4～12細胞が

並ぶ（第60図H）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面に対して

円錐状に盛り上がり，外径1083～2034 µm，巣底

は体表面から6～21細胞下に位置する（第60図C，

I）。生殖器巣の屋根は10～18細胞層からなり，厚

さ101～243 µmである。巣孔は長さ253～460 µmで

ある。四分胞子嚢生殖器巣は巣内の直径739～

1427 µm，高さ202～374 µmで縦断面は長楕円形で

あり，四分胞子嚢は巣底面に散在し，その間に中

性細胞糸がある（第60図I）。四分胞子嚢は長さ86

～140 µm，直径32～64 µmである。胞子放出後に

生殖器巣は中層に残る（第60図D）。

分布域：標本に基づくフォズリーイシモ clade B

第60図　フォズリーイシモ clade B Neogoniolithon fosliei  clade B  A: 生態写真（石垣島米原，礁池内の岩垂直面，水深
1 m，1999年3月）。B: 岩に着生する殻皮状の体。C: 体の表面。生殖器巣の屋根（矢印）は体表面に突出する。
D: 体の縦断面。一組織性構造で基層（矢印），中層（星印）を示す。E: 体下部の縦断面。共軸状に配列する
基層細胞を示す。F: 体下部の縦断面。腹面側に形成される表層細胞（矢印）を示す。G: 体上部の縦断面。
中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。H: 体上部の縦断面。体表面
に対して垂直方向に配列する生毛細胞（矢印）を示す。I: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。生殖器巣の巣孔（白
の矢印）が長く伸び，四分胞子嚢（黒の矢印）は巣底面に散在し，その間に中性細胞糸（星印）がある。[使
用標本 B-I: 06-1。スケールバー B: 1 cm; C: 2 mm; D: 400 µm; E: 100 µm; F, I: 30 µm; G: 15 µm; H: 200 µm]
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の分布域は，南西諸島である（付図8E，付表

6-1）。分子系統解析により，石垣島，沖縄県糸満

市大渡，沖永良部島の標本で分布が確認されてい

る（Kato et al ., 2013）。

備考：サンゴ礁域の波の穏やかな礁池内の岩上に

生育する。このクレードBは，基層が共軸構造で

あり腹面に表層細胞を形成し，四分胞子嚢生殖器

巣が体表面に突出し巣孔が長いことにより，他ク

レードと形態学的に区別できる。

フォズリーイシモ clade C Neogoniolithon fosliei 

clade C

（第61図，付図8F，付表6-1）

Neogoniolithon fosliei  (Heydrich) Setchell ＆ L.R.

Mason として [吉田・馬場 1998: 601，図3-31A-

G. 馬場 2000b: 36, 第64，65図. 吉田ら，2015: 

154]. 

　体は殻皮状で岩，サンゴ片に固着し（第61図A，

B），厚さ1.6～2.7 mmになる。体表面に生ずる四

分胞子嚢生殖器巣は大きく，屋根は平坦で目立つ

（第61図C）。

　体構造は一組織性である（第61図D）。基層は

共軸構造であり，10～25層からなり細胞は長さ31

～61 µm，直径11～16 µmである（第61図E）。基

層の腹面末端に表層細胞が形成されないことが多

い（第61図F）。中層はよく発達し，細胞は長さ

11～21 µm，直径10～14 µmの正方形，長方形であ

り，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられ

る（第61図G）。表層下始原細胞は，長さ8～25 

µm，直径6～12 µmの正方形，長方形である。表

層は1層からなり，細胞は長さ4～9 µm，直径8～

14 µmの楕円形，四角形である。生毛細胞は多数

みられ，細胞は長さ24～41 µm，直径17～25 µmで

あり，単独あるいは表面に対して垂直方向に3～

19細胞が並ぶ（第61図H，I）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面に対して

緩やかに盛り上がり，外径901～1204 µm，巣底は

体表面から12～26細胞下に位置する（第61図C，

J）。生殖器巣の屋根は11～22細胞層からなり，厚

さ182～288 µmである。巣孔は長さ248～314 µmで

ある。四分胞子嚢生殖器巣は巣内の直径668～941 

µm，高さ162～273 µmで縦断面は長楕円形である

（第61図J）。四分胞子嚢は巣底面に散在し，その

間に中性細胞糸がある。四分胞子嚢は長さ96～

144 µm，直径35～73 µmである。胞子放出後に生

殖器巣は中層に残る（第61図D）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径578～1175  µm，高さ53～179 µmであり，

単純な形の精子嚢が巣内全面に形成される（第61

図K）。雌性生殖器巣は巣内の直径504～998 µm，

高さ42～173 µmである（第61図L）。果胞子嚢生

殖器巣は巣内の直径473～1050 µm，高さ126～210 

µmであり，巣底面に薄く広がる融合細胞が発達

し，その周辺部および表面から3～4細胞からなる

造胞糸が切り出され，先端に果胞子嚢を生ずる（第

61図M）。果胞子嚢は直径38～74 µmである。

分布域：標本に基づくフォズリーイシモ clade C

の分布域は，南西諸島である（付図8F，付表

6-1）。分子系統解析により，沖縄県本部町備瀬，

沖永良部島の標本で分布が確認されている。

備考：サンゴ礁域の礁池内から礁斜面の岩上に生

育する。これまで日本産として報告されたフォズ

リーイシモ（吉田・馬場，1998; 馬場，2000b）

はこのクレードCに該当し，基層が共軸構造であ

り腹面に表層細胞が形成されないことが多く，四

分胞子嚢生殖器巣は体表面に突出せず平坦である

ことにより，他クレードと形態学的に区別できる。

キブリイシモ　Neogoniolithon frutescens (Foslie) 

Setchell & L.R.Mason 1943a: 91.

（第62図，付図9A，付表6-1）

吉田・馬場 1998: 603. 馬場 2000b: 37, 第66，67図. 

Kato et al . 2013: 22. 吉田ら 2015: 154.

基礎異名：Goniolithon frutescens Foslie 1900b: 9.

タイプ産地：Funafuti, Tuvalu. 

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (A12-652, Anon., 

1899) [Woelkerling et al ., 2005: 98].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 48, fi g. 2. 

　体は岩に固着し，殻状部より直立する枝を形成

し低木状で，不規則に又状分岐し所々で融合し，

高さ4～7 cm，直径4～8 cmの塊状になる（第62図

A ～ C）。枝は断面で偏圧あるいは円柱状，直径

は下部で3～5 mmおよび上部で2～3 mmになり，

先端は鈍頭である（第62図D，E）。サンゴモ球に

なるものは先端が尖ることがある（第62図C）。

　体構造は一組織性である。殻状部は厚さ425～

941 µmである。基層は非共軸構造であり，基質に

沿って平行に配列する4～11細胞からなり，厚さ

40～139 µm，細胞は長さ20～41 µm，直径8～12 

µmの長方形である（第62図F）。中層の細胞は長

さ9～18 µm，直径9～13 µmの円形，正方形，長方

形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合が
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第61図　フォズリーイシモ clade C Neogoniolithon fosliei  clade C  A: 生態写真（沖永良部島西原，水深2 mの礁斜面の
岩上，1991年9月）。B: 岩に着生する殻皮状の体。C: 体の表面。生殖器巣の屋根は，体表面にやや盛り上が
るか（矢印），水平（矢尻）である。D: 体の縦断面。一組織性構造で，基層（矢印），中層（星印）を示す。
E: 体下部の縦断面。共軸状に配列する基層細胞（矢印）を示す。F: 体下部の縦断面。腹面側に表層細胞は
形成されない（矢印）。G: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢
尻）を示す。H: 体上部の縦断面。体表面に対して垂直方向に配列する生毛細胞（星印）を示す。I: 体上部
の縦断面。中層に残存する垂直方向に配列する生毛細胞（矢印）を示す。J: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。
四分胞子嚢（矢印）は巣底面に散在し，その間に中性細胞糸（矢尻）がある。K: 雄性生殖器巣の縦断面。L: 
雌性生殖器巣の縦断面。M: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。[使用標本 B-J: 91-13; K: KA-7-82-318; L, M: KA-7-
84-229。スケールバー B: 1 cm; C: 2 mm; D: 400 µm; E, L, M: 100 µm; F, I: 50 µm; G: 15 µm; H: 30 µm; J, K: 200 
µm]
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第62図　キブリイシモ Neogoniolithon frutescens  A: 生態写真（沖永良部島古里，礁池内の岩上，1997年3月）。B: 枝が
よく発達する低木状の体。C: サンゴモ球になる体。D: 枝上部で先端の横紋（矢印）を示す。E: 枝先端部の
生殖器巣（矢印）を示す。F: 殻状部下部の縦断面。一組織性構造であり，非共軸構造の基層（矢印）を示す。
G: 殻状部上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢
尻）を示す。H: 枝状部の縦断面。層状に配列する中層細胞を示す。I: 枝上部の縦断面。体表面（矢印）お
よび中層（矢尻）に残る四分胞子嚢生殖器巣を示す。J: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢（矢印）
は巣内の底面と側面に形成され，胞子嚢間に中性細胞糸がある。K: 雄性生殖器巣の縦断面。L: 果胞子嚢生
殖器巣の縦断面。巣底面に薄い融合細胞（矢印）が形成される。[使用標本 B, D: KA-7-82-Fu-67; C: OK-6-
83-3; E-J: KA-7-82-440; K, L: KA-7-82-430。スケールバー B, C: 1 cm; D, E: 400 µm; F, L: 50 µm; G: 30 µm; H: 
200 µm; I: 400 µm; J, K: 100 µm]



馬場・加藤：日本産無節サンゴモの分類と分布

― 109 ―

A B

第63図　ハモンイシモ Neogoniolithon megalocystum  A: 生態写真（沖永良部島西原，1993年4月，礁原のタイドプール
内の岩上）。B: 葉状の体。C: 体の側面。生殖器巣（矢印）と体腹面に形成される小柱状突起（矢尻）を示す。
D: 体表面に突出する四分胞子嚢生殖器巣と長く伸びる巣孔（矢印）を示す。E: 体の縦断面。体表面に突出
する生殖器巣（矢印）を示す。F: 体の縦断面。体腹面から伸びる小柱状突起（矢印）を示す。G: 体の縦断面。
一組織性構造で，共軸状に配列する基層細胞（星印），体背面（矢尻）および体腹面（矢印）に形成される
生毛細胞を示す。H: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），生毛細胞（星印），
表層細胞（矢尻）を示す。I: 体下部の縦断面。腹面に形成される表層細胞（矢印）および生毛細胞（星印）
を示す。J: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢（矢印）は巣内の底面と側面に散在し，胞子嚢間に
中性細胞糸（矢尻）がある。K: 雄性生殖器巣の縦断面。L: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面の一部。融合細胞（矢
印）は巣底面全体に広がる。[使用標本 B-D: KA-7-82-Ya-10; E-J: KA-7-93-1; K: KA-7-93-10; L: 91-53。ス
ケールバー B: 1 cm; C: 2 mm; D: 1 mm; E: 500 µm; F: 400 µm; G, J, K: 100 µm; H, L: 50 µm; I: 30 µm]
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A B

第64図　カサネイシモ Neogoniolithon misakiense  A, B: 生態写真（A: 館山市沖ノ島，潮間帯下部の岩上，2016年5月; B: 
下田市大浦，潮間帯下部の岩上，2019年6月）。C: 体の表面。体表面に突出する生殖器巣（矢印），鱗状に形
成される新しい殻状部（矢尻）を示す。D: 体の縦断面。4～5層に重なる体を示す。E: 体の縦断面。一組織
性構造であり，非共軸状に配列する基層細胞（矢印），薄い中層（星印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層
の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 形成途中
の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。胞子嚢原基（矢印）は巣底面に散在し，その外側に位置する細胞により生
殖器巣の屋根が形成される。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣内の底面に散在し，胞子嚢
間に中性細胞糸がある。I: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向
に配列する細胞（矢印）が形成される。J: 雄性生殖器巣の縦断面。K: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細
胞（矢印）は巣底面に薄く広がる。[使用標本 C: 14-129; D-I: 16-8; J, K: 16-11。スケールバー A: 2 cm; B: 10 
cm; C: 500 µm; D, H: 100 µm; E, G, I-K: 50 µm; F: 30 µm]
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みられる（第62図G）。枝の中層は層状に配列し，

中央部の細胞は長さ21～44 µm，直径9～15 µmの

長方形である（第62図H）。表層下始原細胞は長

さ8～19 µm，直径8～15 µmの正方形，長方形であ

る。表層は1層からなり，細胞は長さ3～7 µm，直

径8～14 µmの楕円形，四角形である。生毛細胞は

多数みられ，細胞は長さ20～39 µm，直径18～35 

µmであり，単独あるいは体表面に対して垂直方

向に配列する（第62図G）。

　生殖器巣は殻状部，枝の先端と側面に形成され

る（第62図E）。四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体

表面に対してドーム状，円錐状に盛り上がり，外

径896～956 µm，巣底は体表面から10～16細胞下

に位置する（第62図I，J）。生殖器巣の屋根は7～

10細胞層からなり，厚さ127～192 µmである。巣

孔は長さ228～435 µmである。四分胞子嚢生殖器

巣は巣内の直径440～658 µm，高さ187～293 µmで

縦断面は楕円形であり，四分胞子嚢は巣底面から

側面に散在し，その間に中性細胞糸がある（第62

図J）。四分胞子嚢は長さ79～130 µm，直径37～57 

µmである。胞子放出後に生殖器巣は中層に残る。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径278～430 µm，高さ157～187 µmであり，単

純な形の精子嚢が巣内全面に形成される（第62図

K）。雌性生殖器巣は巣内の直径374～425 µm，高

さ91～101 µmである。果胞子嚢生殖器巣は巣内の

直径359～567 µm，高さ116～207 µmであり，巣底

面に薄く広がる融合細胞が発達し，その周辺部お

よび表面から3～4細胞からなる造胞糸が切り出さ

れ，先端に果胞子嚢を生ずる（第62図L）。果胞

子嚢は直径41～54 µmである。

分布域：標本に基づくキブリイシモの分布域は南

西諸島である（付図9A，付表6-1）。国外では，

中東，インド洋，フィリピン，中国，オーストラ

リア，太平洋熱帯域に分布する（Guiry and Guiry, 

2022）。

備考：礁池のタイドプール内に多く生育し，サン

ゴモ球になることがある。タイプ標本の分子系統

解析は実施されていないが，沖永良部島産および

沖縄県糸満市大渡産の標本からDNA塩基配列が

得られている（Kato et al ., 2013）。

ハモンイシモ　Neogoniolithon megalocystum (Foslie) 

Setchell & L.R.Mason 1943a: 90. 

（第63図，付図9B，付表6-1）

吉田・馬場 1998: 603. 吉田ら 2015: 154.

基礎異名：Goniolithon megalocystum Foslie 1904b: 

48, fi g. 20, pl. 9, fi g. 8. 

タイプ産地：Kawio and Kamboling Islands, Indonesia.

タイプ標本：本種のタイプ指定に関して2つの見

解が発表されている。Verheij and Woelkerling (1992)

は，L 991.239-234（Siboga Expedition collection 

965, Weber-van Bosse, 22-23.vii.1899）をホロタ

イプに指定し，TRH標本（A10-488）をlectotype 

fragmentとした。その際，Foslie（1904b）に図示

された標本の99％がLeidenに所蔵されていると記

載した。一方，Woelkerling et al .（2005）は，Verheij 

and Woelkerling (1992) によりlectotype fragmentと

された標本をホロタイプに指定した。

タイプ標本の図解：Foslie (1904b) pl. 9, fig. 8; 

Printz (1929) pl. 46, fi g. 9.  

　体は殻皮状，層状，葉状で岩にゆるく固着し数

層が重なりあい，幅10 cmまでになる（第63図A）。

縁辺部は波打ち，腹面から多数の小柱状突起を出

す（第63図B，C）。

　体構造は一組織性であり，体の大部分を基層が

占める（第63図G）。基層は共軸構造であり，10

～22層の細胞が配列し，細胞は長さ34～60 µm，

直径10～17 µmの長方形である。腹面側に表層細

胞（第63図I）および小柱状突起が形成される（第

63図C，F）。中層は薄く2～6層からなり，細胞は

長さ10～24 µm，直径9～14 µmの正方形，長方形

であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみ

られる（第63図H）。表層下始原細胞は長さ9～20 

µm，直径9～13 µmである。表層は1層からなり，

細胞は長さ4～8 µm，直径9～14 µmの楕円形，四

角形である。生毛細胞は体の背面と腹面に多数み

られ，細胞は長さ23～45 µm，直径16～26 µmであ

り，単独あるいは表面に対して垂直方向に並んで

形成される（第63図H，I）。

　四分胞子嚢生殖器巣は体表面から円錐状に突出

し，巣孔部分が細長く伸びる（第63図D）。生殖

器巣は外径668～1356 µm，巣底は体表面から3細

胞上から5細胞下に位置する（第63図E, J）。生殖

器巣の屋根は4～8細胞層からなり，厚さ81～192 

µmである。巣孔は嘴状に著しく伸長し，長さ335

～936 µmである。四分胞子嚢生殖器巣は巣内の直

径466～1123 µm，高さ167～369 µmで縦断面は楕

円形であり，四分胞子嚢は巣底面から側面に散在

し，その間に中性細胞糸がある（第63図J）。四分

胞子嚢は長さ76～125 µm，直径25～49 µmである。

生殖器巣は中層に残らない。
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　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径425～961 µm，高さ116～253 µmであり，単

純な形の精子嚢が巣内全面に形成される（第63図

K）。雌性生殖器巣は巣内の直径506～648 µm，高

さ91～132 µmである。果胞子嚢生殖器巣は巣内の

直径719～891 µm，高さ137～233 µmであり，巣底

面に薄く広がる盤状の融合細胞が形成され，その

周辺部および表面から4～5細胞からなる造胞糸が

切り出され，先端に果胞子嚢を生ずる（第63図

L）。果胞子嚢は直径39～57 µmである。

分布域：標本に基づくハモンイシモの分布域は，

南西諸島，八丈島である（付図9B，付表6-1）。

国外では，インド洋，東南アジア，中国，太平洋

熱帯域，メキシコ太平洋岸に分布する（Guiry and 

Guiry, 2022）。

備考：礁原のタイドプール内から礁斜面の水深

1mほどの直接波浪の影響を受けない静穏域に生

育する。タイプ 標本の分子系統解析は実施されて

いないが，日本産ハモンイシモのDNA塩基配列

が，沖永良部島産の標本から得られている（Kato 

et al ., 2013）。

　本種に体構造および嘴状の無性生殖器巣の特徴

が類似する無節サンゴモには，インド洋Timor 

Seaおよび西オーストラリアScott Reefから新属新

種として記載された Rhizolamellia colli  があり

（Sheveiko，1982），北西オーストラリアの各地で

記録されている（Huisman et al ., 2009; Huisman, 

2019）。この種には不明な点が多く，イシノハナ

亜科（広義として）での分類学的位置の評価が必

要（Woelkerling，1998）とされる一方，ハパリデ

ウム目に含まれるとする見解（Townsend et al ., 

2018）が発表されている。

カサネイシモ　Neogoniolithon misakiense (Foslie) 

Setchell & L.R.Mason 1943a: 90.

（第64図，付図9C，付表6-2）

Masaki 1968: 47, pl. 35, 78, pl. 79, fi g. 1. 吉田・馬

場 1998: 604. 馬場 2000b: 38, 第68, 69図. 吉田ら 

2015: 154. 馬場ら 2020: 20, 第10図E-G.

基礎異名：Goniolithon misakiense Foslie 1905b: 4. 

遠藤 1916: 127. 岡村 1936: 509, 239図.   

異タイプ異名：Goniolithon versabile Foslie 1907a: 

4. 遠藤 1916: 127. 岡村 1936: 509. 吉田ら 2015: 

154. [タイプ産地：Amakusa (天草); タイプ標本：

ホロタイプ，TRH (A10-540, J. Petersen, 9.vi.1882) 

[Woelkerling et al ., 2005: 84]; タイプ標本の図解：

Printz (1929), pl. 45, fi g. 25, 26].

Neogoniolithon versabile  (Foslie) Setchell & 

L.R.Mason 1943a: 90. 

タイプ産地：Misaki (現在の神奈川県三浦市三崎).

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (A10-488, K. Yendo, 

iv.1905) [Woelkerling et al ., 2005: 78].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 45, fi g. 22-24; 

岡村 (1936) 239図 [Printz (1929) pl. 45, fi g. 22 を

引用].

　体は殻皮状，層状で，岩にゆるく固着し，厚さ

98～496 µmで7層まで鱗状に重なり合い，直径2～

4 cmの体が密集し幅20 cm以上になる（第64図A，

B）。縁辺は裂片状になり，体表面あるいは生殖

器巣の周囲から新しい鱗状の殻状部を作る（第64

図C，D）。

　体構造は一組織性であり，体の大部分を基層が

占める（第64図E）。基層は非共軸構造であり，

基質に沿って平行に5～17層の細胞が配列し，細

胞は長さ27～52 µm，直径7～11 µmの長方形であ

る。中層は薄く2～4層からなり，細胞は長さ10～

19 µm，直径7～12 µmの正方形，長方形であり，

隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる

（第64図F）。表層下始原細胞は長さ10～29 µm，

直径7～13 µmである。表層は1層からなり，細胞

は長さ5～11 µm，直径8～12 µmの楕円形，四角形

である。生毛細胞は多数みられ，細胞は長さ18～

43 µm，直径11～20 µmであり，単独あるいは表面

に対して垂直方向に並んで形成される（第64図

F）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は体表面からドーム

に突出する（第64図C）。生殖器巣の屋根は巣底

周辺部に位置する細胞から形成される（第64図

G）。生殖器巣は外径342～531 µm，巣底は体表面

から3細胞上から3細胞下に位置する（第64図H）。

生殖器巣の屋根は5～8細胞層からなり，厚さ53～

109 µmである。巣孔は長さ53～124 µmであり，巣

孔内壁には体表面に対して水平に配列する細胞が

形成される（第64図I）。四分胞子嚢生殖器巣は巣

内の直径192～314 µm，高さ106～157 µmで縦断面

は楕円形であり，四分胞子嚢は巣内の底面から側

面に散在し，その間に中性細胞糸がある（第64図

H）。四分胞子嚢は長さ59～93 µm，直径25～47 

µmである。生殖器巣は中層に残らない。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径159～281 µm，高さ58～114 µmであり，単

純な形の精子嚢が巣内全面に形成される（第64図
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A B

第65図　ヒュウガイシノミモドキ Neogoniolithon pacifi cum  A: 生態写真（日南市南郷町贄波，水深2 mの岩上，1992年
4月）。B: 殻皮状の体。C: 体の表面。体表面に突出する生殖器巣（矢印）および中層剥離（星印）により白
化した部分を示す。D: 体の表面に突出する生殖器巣。白化した生殖器巣（星印）はやがて剥離する。E: 体
腹面から伸びる小柱状突起（矢印）を示す。F: 体の縦断面。一組織性構造であり，基層（星印）と生殖器
巣（矢印）を示す。G: 体上部の縦断面。中層から剥離する組織（矢印）を示す。H: 体下部の縦断面。腹面
から形成される小柱状突起（矢印）を示す。I: 体の縦断面。共軸状に配列する基層細胞（星印）を示す。J: 
体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）
を示す。K: 体下部の縦断面。体の腹面に形成される表層細胞（矢尻）を示す。L: 四分胞子嚢生殖器巣の縦
断面。生殖器巣の巣孔（黒の矢印）は嘴状に伸長する。四分胞子嚢は巣内の底面と側面に散在し，胞子嚢間
に中性細胞糸（白の矢印）がある。M: 雄性生殖器巣の縦断面。[使用標本 B-E, G-L: 12-341; F: 92-44; M: 12-
354。スケールバー B: 5 mm; C: 2 mm; D: 500 µm; E: 1 mm; F: 400 µm; G, L: 200 µm; H, I, M: 100 µm; J: 30 µm; K: 
30 µm]
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J）。雌性生殖器巣は巣内の直径119～157 µm，高

さ46～73 µmである。果胞子嚢生殖器巣は巣内の

直径205～278 µm，高さ104～154 µmであり，巣底

面に薄く広がる盤状の融合細胞が形成され，その

周辺部および表面から3～4細胞からなる造胞糸が

切り出され，先端に果胞子嚢を生ずる（第64図

K）。果胞子嚢は直径25～41 µmである。

分布域：標本に基づくカサネイシモの分布域は，

九州南岸・西岸・北岸，四国南岸，本州太平洋岸

南部・中部，本州日本海岸中部である（付図9C，

付表6-2）。国外では，インド洋に分布する（Guiry 

and Guiry, 2022）。

備考：潮間帯下部に生育し，九州南部，四国南部，

本州太平洋岸南部では大きな群落がみられる。

2012年から2018年にタイプ産地である三浦市三崎

町の海岸数ヵ所でカサネイシモを探したが，生育

は確認できなかった。タイプ産地にもっとも近い

採集場所は千葉県館山市の沖ノ島であり，わずか

な個体数であった（第64図A）。本種のタイプ標

本の分子系統解析は実施されていない。

　Foslie (1907a)は熊本県天草産の標本に基づき

Goniolithon versabile を記載し，のちに本種は

Setchell and Mason (1943a)によりイシノミモドキ

属に移された。この日本産の種は，新日本海藻誌

のサンゴモ目（吉田・馬場，1998）において，カ

サネイシモの異タイプ異名として扱われている。

本研究では，この見解に従い，G. versabile をカ

サネイシモに統合される種として報告する。

ヒュウガイシノミモドキ（新称）Neogoniolithon 

pacifi cum (Foslie) Setchell & L.R.Mason 1943a: 90.

（第65図，付図9D，付表6-2）

基礎異名：Goniolithon notarisii  f. pacifi cum Foslie 

1907a: 12.

同タイプ異名：Goniolithon pacifi cum (Foslie) Foslie 

1908b: 6. 遠藤 1916: 126. 岡村 1936: 509. 

タイプ産地：Hinga Province (現在の宮崎県).

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (A10-533, K. 

Yendo, no. 783, viii.1900) [Woelkerling et al ., 2005: 

83].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 45, fi g. 16.

　体は殻皮状で岩にゆるく固着し，幅7 cmまで，

厚さ486～972 µmになる（第65図A，B）。体表面

には中層剥離による白斑が多く，生殖器巣が目立

つ（第65図C，D，G）。体腹面から多数の小柱状

突起を出す（第65図E）。

　体構造は一組織性である。基層は共軸構造であ

り，12～23層の細胞が配列し，細胞は長さ22～45 

µm，直径11～16 µmの長方形である（第65図I）。

腹面側に表層細胞（第65図K）および小柱状突起

（第65図E，H）を作る。中層はしだいに厚くなり，

細胞は長さ9～18 µm，直径9～16 µmの正方形，長

方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合

がみられる（第65図J）。表層下始原細胞は長さ9

～19 µm，直径6～9 µmである。表層は1層からなり，

細胞は長さ4～9 µm，直径7～11 µmの楕円形であ

る。生毛細胞は多数みられ，細胞は長さ19～40 

µm，直径12～24 µmであり，単独あるいは表面に

対して垂直方向に並んで形成される（第65図J）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は体表面からドーム

状，円錐状に突出し，巣孔部分が細長く伸びる（第

65図F，L）。生殖器巣は外径764～1164 µm，巣底

は体表面から4～9細胞下に位置する（第65図F, 

L）。生殖器巣の屋根は7～12細胞層からなり，厚

さ121～228 µmである。巣孔は嘴状に伸長し，長

さ152～607 µmである。四分胞子嚢生殖器巣は巣

内の直径501～860 µm，高さ132～299 µmで縦断面

は楕円形であり，四分胞子嚢は巣底面から側面に

散在し，その間に中性細胞糸がある（第65図L）。

四分胞子嚢は長さ69～132 µm，直径19～44 µmで

ある。生殖器巣は中層に残らず剥離する。

　雄性生殖器巣は巣内の直径410～663 µm，高さ

96～137 µmであり，単純な形の精子嚢が巣内全面

に形成される（第65図M）。雌性体および果胞子

体は知られていない。

分布域：標本に基づくヒュウガイシノミモドキの

分布域は，九州南岸・西岸，四国南岸，本州太平

洋岸南部・中部である（付図9D，付表6-2）。国

外では，中国，オーストラリア，マリアナ諸島に

分布する (Guiry and Guiry, 2022)。

備考：漸深帯上部の岩上に生育する。本種は1900

年8月に宮崎県で遠藤吉三郎が採集した標本をも

とに，Foslieによりフランス南部の地中海がタイ

プ産地であるG. notarisii  の新品種として記載され

（Foslie，1907a），翌年に種のランクとして発表さ

れた（Foslie，1908b）。ヒュウガイシノモモドキは，

吉田・馬場（1998）においてハモンイシモの異タ

イプ同名と された。本研究では，体構造および四

分胞子嚢生殖器巣の特徴の違いを重視して，独立

した種として扱う。これまで，タイプ標本の分子

系統解析は実施されておらず，その結果と併せハ

モンイシモとの比較検討が必要である。
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A B

第66図　イシノミ Neogoniolithon setchellii   A，B: 生態写真（A: 日南市南郷町目井津，タイドプール内の岩上，2012年
4月； B: 三浦市三崎町荒井浜，潮通しのよい低潮線付近の岩上，2019年5月）。C: 岩に着生する殻皮状の体。D: 
小石を取り巻く殻皮状からこぶ状になる体。E: 体の表面。表面に突出する生殖器巣（矢印）を示す。F: 体
の縦断面。一組織性構造であり，基層（矢印）と厚くなる中層（星印），表面および中層（矢尻）に残る生
殖器巣を示す。G: 体下部の縦断面。非共軸状に配列する基層細胞（星印）を示す。腹面（矢印）に表層細
胞は形成されない。H: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）
を示す。I: 体上部の縦断面。生毛細胞（星印）を示す。J: 形成途中の二分胞子嚢生殖器巣の縦断面。胞子
嚢原基（矢印）は巣底面に散在して形成され，その間に中性細胞糸（矢尻）がある。K: 二分胞子嚢生殖器
巣の縦断面。二分胞子嚢は巣内の底面と側面に散在し，胞子嚢間に中性細胞糸がある。巣孔（矢印）が長く
伸びる。L: 雄性生殖器巣の縦断面。M: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）は巣底面に薄く広がる。
[使用標本 C: 12-52; D, E: 08-67; F-K: 19-97; L: KU-1-83-118; M: 93-142。スケールバー A, B: 2 cm; C, D: 1 cm; 
E: 1 mm; F: 400 µm; G, J, L, M: 50 µm; H, I: 15 µm; K: 200 µm]
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イシノミ　Neogoniolithon setchellii (Foslie) W.H.

Adey 1970: 9.

（第66図，付図9E，付表6-2，6-3）

吉田・馬場 1998: 604. 馬場 2000b: 39, 第70, 71図. 

吉田ら 2015: 154. 馬場ら 2020: 20, 第11図A-C.

Goniolithon sp. 瀬川 1956: 70, pl. 40, no. 312.

Neogoniolithon accretum sensu Masaki 1968: 46, pl. 

33, 34, 73-75 (リナキイシモ).

Neogoniolithon pacifi cum sensu Masaki 1968: 48, pl. 

36, 37, 76, 77 (スリバチイシモ).  

基礎異名：Lithothamnion setchellii  Foslie 1897: 18. 

同タイプ異名：Hydrolithon setchellii (Foslie) Setchell 

& L.R.Mason 1943b: 97.

タイプ産地：San Pedro, California, United States.

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (A11-616, W.A. 

Setchell, i.1896, in tide pools) [Woelkerling et al ., 

2005: 94].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 47, fi g 2.

　体は殻皮状，疣状で岩に固着し，幅5 cmまで，

厚さ4～24 mmになる。縁辺部は固着するが，時

に体表面に裂片を作る（第66図A ～ C）。生殖器

巣は体表面に密生して作られ目立つ（第66図D）。

　体構造は一組織性である（第66図F）。基層は

非共軸構造であり，基質に沿って平行に4～16層

の細胞が配列し，細胞は長さ17～42 µm，直径8～

15 µmの長方形である（第66図G）。中層はよく発

達し，細胞は長さ9～24 µm，直径8～12 µmの正方

形，長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細

胞融合がみられる（第66図H）。表層下始原細胞

は長さ9～19 µm，直径7～12 µmである。表層は1

層からなり，細胞は長さ5～9 µm，直径9～14 µm

の楕円形である。生毛細胞は多数みられ，細胞は

長さ15～36 µm，直径10～22 µmであり，単独に形

成される（第66図I）。

　二分胞子嚢生殖器巣の屋根は体表面からドーム

状，円錐状に突出する（第66図E，F）。生殖器巣

の屋根は巣底周辺部に位置する細胞から形成さ

れ，巣底面には胞子嚢原基が散在し，その間に中

性細胞糸がある（第66図J）。生殖器巣は外径557

～1113 µm，巣底は体表面から8～25細胞下に位置

する（第66図K）。生殖器巣の屋根は7～13細胞層

からなり，厚さ116～187 µmである。巣孔は嘴状

に伸長することが多く，長さ187～491 µmである。

二分胞子嚢生殖器巣は巣内の直径334～840 µ m，

高さ192～415 µmで縦断面は楕円形であり，二分

胞子嚢は巣底面から側面に散在し，その間に中性

細胞糸がある（第66図K）。二分胞子嚢は長さ73

～178 µm，直径39～69 µmである。胞子放出後の

古い生殖器巣は中層に残る（第66図F）。四分胞

子体は知られていない。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径238～410 µm，高さ106～182 µmであり，単

純な形の精子嚢が巣内全面に形成される（第66図

L）。雌性生殖器巣は巣内の直径180～466 µm，高

さ53～89 µmである。果胞子嚢生殖器巣は巣内の

直径481～779 µm，高さ233～398 µmであり，巣底

面に薄く広がる盤状の融合細胞が形成され，その

周辺部および表面から3～5細胞からなる造胞糸が

切り出され，先端に果胞子嚢を生ずる（第66図

M）。果胞子嚢は直径47～76 µmである。

分布域：標本に基づくイシノミの分布域は，九州

南岸・西岸・北岸，四国南岸，本州太平洋岸南部・

中部，本州日本海岸中部である（付図9E，付表

6-2，6-3）。国外では，中東，中国，北アメリカ

太平洋岸に分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：潮間帯下部から漸深帯上部の岩上に生育し，

有節サンゴモのイソハリ Amphiroa rigida が着生

することがある。瀬川（1956）が観察したように，

本種は潮間帯で水通しが良い岩上にみられ，砂に

覆われることが多い（第66図B）。本種のタイプ

標本の分子系統解析は実施されていない。

　Masaki（1968）は，和歌山県白浜町産の標本に

リンカイイシモ（N. accretumとして），また高知

県土佐市宇佐町産の標本にスリバチイシモ（N. 

pacifi cumとして）の和名を付け，それぞれ日本新

産種として報告した。これらの種は，新日本海藻

誌のサンゴモ目（吉田・馬場，1998）において，

イシノミに含まれる分類群として記載されてい

る。本研究ではHAK所蔵の該当標本（付表6-2）

を再調査した結果から，この見解を支持しリンカ

イイシモとスリバチイシモをそれぞれイシノミに

統合される種としている。

ウスカワイシモ　Neogoniolithon tenuicrustaceum 

Iryu & Matsuda 1994: 441, fig. 2(3), 2(6), 3(3), 

3(6), 3(7), 4(3), 4(7), 5(4), 5(5).

（第67図，付図9F，付表6-3）

吉田・馬場 1998: 605. 吉田ら 2015: 1 54.

タイプ産地：Kabira, Ishigaki-jima, Ryukyu Islands 

(沖縄県石垣島川平).

タイプ標本：ホロタイプ，IGPS (東北大学大学院

理学研究科地学専攻; no. 102459，Y. Iryu and S. 
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Matsuda，1987年7月24日) [Iryu and Matsuda, 

1994: 441].

タイプ標本の図解：Iryu and Matsuda (1994) fi g. 

2(3). 

　体は岩上に薄く広がる殻皮状で，厚さ 359～

933 µmになり，生殖器巣は体表面からやや隆起す

る（第67図A，B）。

　体構造は一組織性である。基層は非共軸構造の

多層であり，5～8層の細胞が基質に沿って平行に

配列し，細胞は長さ30～37 µm，直径10～18 µmの

長方形である。中層の細胞は長さ11～22 µm，直

径10～14 µmの正方形，長方形であり，隣接する

細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる。表層下始

原細胞は長さ22～29 µm，直径8～12 µmの長方形

である。表層は1層からなり，細胞は長さ5～8 

µm，直径9～12 µmの楕円形である。生毛細胞は

多数みられ，細胞は長さ29～42 µm，直径22～25 

µmであり，体表面に対して垂直方向に配列する。

　四分胞子嚢生殖器巣は外径564～738 µm，巣底

は体表面から8～15細胞下に位置する。生殖器巣

の屋根は5～7細胞層からなり，厚さ71～96 µmで

ある。巣孔は長さ134～157 µmである。巣内は直

径415～595 µm，高さ103～195 µmで縦断面は楕円

形であり，四分胞子嚢は巣底面に散在し，その間

に中性細胞糸がある。四分胞子嚢は長さ46～81 

µm，直径18～28 µmである。配偶体，異胞子体は

知られていない。

分布域：標本に基づくウスカワイシモの分布域

は，南西諸島である（付図9F，付表6-3）。国外

からは報告されておらず，日本固有種である。

備考：著者らが南西諸島で採集したイシノミモド

キ属に含まれる標本のなかに，本種に該当するも

のはない。そのため本研究では，Iryu and Matsuda

（1994）において引用された証拠標本のうち石垣

島米原産の2点を東北大学より借り出し（付表

6-3)，その体構造および四分胞子嚢生殖器巣の構

造を観察した結果を示す。

　ウスカワイシモは礁縁から礁斜面の水深5 mよ

りも浅所で，波浪の強いごく限られた環境下に生

育する（Iryu and Matsuda, 1994）。タイプ産地は，

原記載で川平と記載されているが，タイプ標本の

採集地は川平の東側に位置する米原の沖合である

（Iryu and Matsuda, 1994, table 1を参照）。これま

で原記載のほかに報告はなく，タイプ標本の分子

系統解析は実施されていない。

トガリエダイシモ　Neogoniolithon trichotomum 

(Heydrich) Setchell & L.R.Mason 1943a: 92.

（第68図，付図10A，付表6-3）

Kato et al . 2013: 18, fi g. 3-15. 吉田ら 2015: 154.

基礎異名：Lithothamnion trichotomum Heydrich 

1901: 538.

同タイプ異名：Lithophyllum trichotomum (Heydrich) 

Me.Lemoine 1929: 45.

タイプ産地：La Paz, Baja California Sur, Mexico.

タイプ標本：レクトタイプ，PC (Heydrich no. 11, 

L. Diguet, 1894, General Herbarium box collection) 

[Woelkerling, 1998: 364].

A B

第67図　ウスカワイシモ Neogoniolithon tenuicrustaceum  A: 殻皮状の体。B: 体の表面。生殖器巣が表面全体に広がる。
[使用標本 A: IGPS Coll. Cat. No. 102466; B: IGPS Coll. Cat. No. 102465。スケールバー A: 2 cm; B: 5 mm]
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A B

第68図　トガリエダイシモ Neogoniolithon trichotomum  A: 生態写真（石垣島白保，礁原の浅いタイドプール内，2012
年4月）。B: こぶ状から低木状の体。C: 枝がよく発達した低木状の体。D: 枝の先端部および側面に形成され
る四分胞子嚢生殖器巣。生殖器巣は巣孔の先端（矢尻）が尖る。E: 殻状部下部の縦断面。一組織性構造で
あり，非共軸構造の基層細胞（矢印），中層（星印）を示す。F: 殻状部上部の縦断面。中層の隣接する細胞
糸の細胞間の細胞融合（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 枝の縦断面。中層に残る
四分胞子嚢生殖器巣（星印）を取り囲むように枝が形成される。H: 枝状部の縦断面。層状に配列する中層
細胞を示す。I: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣内の底面と側面に散在する。J: 雄性生殖器
巣の縦断面。K: 雌性生殖器巣の縦断面。L: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底面に広がる融合細胞（矢印）
を示す。[使用標本 B, E, H, I, L: 99-297; C, D, F,G: KA-7-85-25A; J: KA-7-84-115; K: KA-7-84-116。スケーバー 
A: 2 cm; B, C: 1 cm; D: 2 mm; E, J-L: 50 µm; F: 15 µm; G: 500 µm; H, I: 100 µm]
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タイプ標本の図解：Woelkerling (1998) fi g. 304.

　体は岩，サンゴ片に固着し，殻状部より直立す

る枝を形成し低木状で，不規則に又状，三叉状分

岐し所々で融合し，高さ2～6 cm，直径4～5 cmの

塊状になる（第68図A ～ C）。枝は断面で円柱状，

直径は下部で2～3 mmおよび上部で1～3 mm，先

端は尖るこ とが多い。生殖器巣は体表面に突出し

て目立つ（第68図D）。

　体構造は一組織性である。殻状部は厚さ101～

658 µmである。基層は非共軸構造であり，基質に

沿って平行に3～7層の細胞が配列し，細胞は長さ

19～45 µm，直径9～15 µmの長方形である（第68

図E）。中層の細胞は長さ8～23 µm，直径8～12 

µmの正方形，長方形であり，隣接する細胞糸の

細胞間に細胞融合がみられる（第68図F）。枝の

中層は層状に配列し，中央部の細胞は長さ18～33 

µm，直径10～14 µmの長方形である（第68図H）。

表層下始原細胞は長さ8～22 µm，直径8～12 µmの

正方形，長方形である。表層は1層からなり，細

胞は長さ6～8 µm，直径8～14 µmの楕円形，四角

形である。生毛細胞は多数みられ，細胞は長さ18

～36 µm，直径16～30 µmであり，単独あるいは体

表面に対して垂直方向に配列する（第68図F）。

　生殖器巣は殻状部，枝の先端および側面に形成

される（第68図D，G）。四分胞子嚢生殖器巣の屋

根は，体表面に対してドーム状に盛り上がり，外

径815～911 µm，巣底は体表面から6～13細胞下に

位置する（第68図I）。生殖器巣の屋根は6～10細

胞層からなり，厚さ96～187 µmである。巣孔は嘴

状に伸長することが多く，長さ253～354 µmであ

る。四分胞子嚢生殖器巣は巣内の直径430～683 

µm，高さ157～253 µmで縦断面は楕円形であり，

四分胞子嚢は巣内の底面から側面に散在し，その

間に中性細胞糸がある（第68図I）。四分胞子嚢は

長さ74～144 µm，直径34～52 µmである。胞子放

出後の古い生殖器巣は中層に残る（第68図G）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径380～410 µm，高さ96～132 µmであり，単

純な形の精子嚢が巣内全面に形成される（第68図

J）。雌性生殖器巣は巣内の直径243～430 µm，高

さ61～106 µmである（第68図K）。果胞子嚢生殖

器巣は巣内の直径349～536 µm，高さ162～218 µm

であり，巣底面に薄く広がる融合細胞が発達し，

その周辺部および表面から3～4細胞からなる造胞

糸が切り出され，先端に果胞子嚢を生ずる（第68

図L）。果胞子嚢は直径39～59 µmである。

分布域：標本に基づくトガリエダイシモの分布域

は，南西諸島である（付図10A，付表6-3）。国外

では，ケニヤ，東南アジア，中国，北アメリカ西

岸，中央アメリカ，ガラパゴス諸島に分布する

（Guiry and Guiry，2022）。

備考：礁原のタイドプール内の岩上，死んだ枝サ

ンゴ上に生育し，砂まじりの場所に多い。本種の

タイプ標本の分子系統解析は実施されていない

が，沖永良部島産の標本からDNA塩基配列が得ら

れている（Kato et al., 2013）。

【イシノミモドキ属に所属しない可能性が高い種】

コブハイイロイシモ（新称）Neogoniolithon variabile 

D.Zhang & J.Zhou 1980: 353, pl. 4.

（第69図，第5表，付図10B，付表6-3）

松田ら 1997: 56.

タイプ産地：Zhaoshudao, Xisha Islands, Guandong 

Province, China.

タイプ標本：ホロタイプ，中国科学院海洋研究所

植物標本室 Herb. Inst. Oc eanol. Acad. Sin. AST 

(AST 76-1751, B. Lu,  11.iv.1976) [Zhang and 

Zhou, 1980: 354].

タイプ標本の図解：Zhang and Zhou (1980) pl. 4, 

fi g. 1.

　体はいぼ状，こぶ状で岩に固着し，殻状部は厚

さ0.2～1.3 mmである（第69図A，B）。突起部は

先端が鈍頭で，高さ3 mmまで，直径2～4 mmであ

る。四分胞子嚢生殖器巣は主に突起部に形成され，

円錐状 に突出し目立つ（第69図C，D）。

　体構造は一組織性である。基層は共軸構造で7

～35層の細胞からなり，細胞は長さ15～27 µm，

直径7～17 µmである（第69図E）。中層の細胞は

長さ4～14 µm，直径5～9 µmの正方形，長方形で

あり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみら

れる（第69図F）。表層下始原細胞は長さ7～14 

µm，直径6～9 µmの正方形，長方形である。表層

は1層からなり，細胞は長さ3～5 µm，直径6～9 

µmの楕円形，四角形である。生毛細胞は多数み

られ，体表面に対して水平方向に5～11細胞また

は垂直方向に4～8細胞が配列し，細胞は長さ10～

19 µm，直径10～12 µmであり，中層に残る（第69

図G，H）。

　四分胞子嚢生殖器巣は，体表面に対して円錐状

に盛り上がり，外径364～511 µm，巣底は体表面

から6～8細胞下に位置する（第69図I）。生殖器巣

の屋根は6～7細胞層からなり，厚さ53～83 µmで
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A B

第69図　コブハイイロイシモ Neogoniolithon variabile  A: 生態写真（竹富島北岬，水深1 mの岩上，1999年3月）。B: サ
ンゴ片を覆うこぶ状の体。C: 突起部に形成される生殖器巣。D: 体表面に突出する生殖器巣（矢印），生毛細
胞群（矢尻）を示す。E: 殻状部下部の縦断面。一組織性構造であり，共軸構造の基層細胞を示す。F: 体上
部の縦断面。中層の隣接する細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 体上部の縦断面。体
表面に水平方向に配列する生毛細胞（矢印）を示す。H: 体上部の縦断面。中層に埋在する水平方向（矢尻）
および垂直方向（矢印）に配列する生毛細胞を示す。I: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底
面の周辺部に形成され，中央部に小柱（矢印）がある。J: 雄性生殖器巣の縦断面。K: 雌性生殖器巣の縦断面。
L: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底面に薄く広がる融合細胞（矢印）を示す。[使用標本 B-D: 99-267; E-I: 
99-148; J: OK-8-83-58; K: OK-4-83-6; L: OK-8-83-20。スケールバー B: 1 cm; C: 4 mm; D: 700 µm; E, H, I-L: 
50 µm; F: 15 µm; G: 25 µm]
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ある。巣孔は長さ104～228 µmである。四分胞子

嚢生殖器巣は巣内の直径263～354 µm，高さ78～

99 µmで縦断面は長楕円形であり，四分胞子嚢は

巣底面の周辺部に形成され，中央部に小柱がある

（第69図I）。四分胞子嚢は長さ54～79 µm，直径25

～41 µmである。胞子放出後の古い生殖器巣は剥

離し，体内に残らない。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径231～347  µm，高さ26～50 µmであり，単

純な形の精子嚢が巣底面のみに形成される（第69

図J）。雌性生殖器巣は巣内の直径137～231 µm，

高さ32～53 µmである（第69図K）。果胞子嚢生殖

器巣は巣内の直径263～336 µm，高さ84～95 µmで

あり，巣底面に薄く広がる融合細胞が発達し，そ

の周辺部から7～10細胞からなる造胞糸が切り出

され，先端に果胞子嚢を生ずる（第69図L）。果

胞子嚢は直径21～41 µmである。

分布域：標本に基づくコブハイイロイシモの分布

域は，南西諸島である（付図10B，付表6-3）。国

外では中国に分布する（Xia, 2013: Guiry and 

Guiry, 2022）。

備考：サンゴ礁域の礁池底面の岩上，死んだ枝サ

第5表　コブハイイロイシモの分類形質の比較
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ンゴ上に生育する。本種は松田ら（1997）により

石垣島の川平，白保からの採集標本に基づき日本

新産種として報告され，四分胞子体と配偶体に形

成された生殖器官の特徴から，イシノミモドキ属

ではなくモカサ属に位置付けるべきとされた。

　本研究では，コブハイイロイシモが示す生殖器

官の特徴（四分胞子嚢の形成は四分胞子嚢生殖器

巣の巣底縁辺部に限定，精子嚢の形成は雄性生殖

器巣の底面に限定，造胞糸の発達は果胞子嚢生殖

器巣に形成される融合細胞の縁辺部に限定）が観

察され（第69図I，J，L），松田ら（1997）の見解

を確認することができた。また，本種の体構造お

よび四分胞子嚢生殖器巣に関する分類形質につい

て，原記載（Zhang and Zhou，1980）と本研究の

結果を比較すると，ほぼ一致することが分かった

（第5表）。

　コブハイイロイシモが所属する属は，生殖器官

の特徴からイシノミモドキ属ではない可能性が高

いことが明らかになった。本種のタイプ標本およ

び日本産標本の分子系統解析は実施されていない

ことから，今後はその結果を踏まえて属名を検討

すべきである。

【日本産から除外するイシノミモドキ属の関連種】

　日本海藻誌（岡村，1936）において，Goniolithon 

属として5種が記載されている。そのうちの3種（G. 

misakiense，G. pacifi cum，G. versabile ）は，現在，

日本産イシノミモドキ属として記録されている。

その他の2種（Goniolithon mamillare，Goniolithon 

propinquum）も，現在，イシノミモドキ属として

扱われているが（Guiry and Guiry，2022），新日

本海藻誌のサンゴモ目（吉田・馬場，1998）にお

いて，おそらく日本に生育せず確認できないと記

載された。以下に，その詳細を示す。

イボイシモ　Goniolithon mamillare (Harvey) Foslie 

1898b: 9.

Yendo 1902b: 189. 遠藤 1 916: 126. 岡村 1936: 508. 

吉田・馬場 1998: 557. 

　本種はYendo (1902b) が函館，小樽で採集した

標本に基づき日本新産種としたものであり，遠藤

（1916）では「本種ノ鑑定ハ多少ノ疑ヲ存ス」と

A B

第70図　Goniolithon propinquum  A, B: 正置富太郎博士により撮影されたTRH所蔵標本 [A: 標本（April 1900，K. Yendo 
No. 507）を収容した箱表面のラベル。No. 1の付箋（左下）は正置の作業番号。B: 標本]。C: HAK所蔵標本。
体表面の生殖器巣（矢印）を示す。D: 体下部の縦断面。多層になる基層（星印），体内に残る生毛細胞（矢印）
を示す。E: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻），生毛
細胞（星印）を示す。F: 体の縦断面。体表面（矢印）および体内（星印）に残る生殖器巣を示す。[使用標
本 A, B: TRH A10-507; C-F: Masaki M-92。スケールバー B: 1 cm; C: 2 mm; D: 30 µm; E: 15 µm; F: 200 µm]
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注意書きが加わった。その証拠標本の所在は不明

であることから，日本産無節サンゴから除外すべ

きである。

　なお，本種の和名イボイシモは，Tokida and 

Masaki（1959b）が忍路湾とその近傍産海藻リス

トを公表した際に，遠藤（1916）の記録を引用し

新称として提案した。その後，イシモ属の

Lithothamnion intermedium が日本新産種として報

告された際に，同じ和名がつけられた（Masaki 

and Tokida，1963）。現在，L. intermediumは，分

子 系 統 解 析 の 結 果 か ら キ タ エ ダ イ シ モ 

Lithothamnion glaciale の異タイプ同名として扱わ

れている（Peña et al ., 2021）。したがって，異な

る分類群に対してそれぞれイボイシモの和名がつ

けられている。

Goniolithon propinquum (Foslie) Foslie 1908b: 4.

（第70図，付表6-3）

遠藤 1916: 126. 岡村 1936: 509. 吉田・馬場 1998: 

557.

Goniolithon notarisii  f. propinqua と し て [Yendo 

1902b: 189].

　Yendo (1902b) は本種を報告する際，自身が採

集したProv.  Hiuga（現在の宮崎県）産の標本を

引用した。しかし，この原記載であるFoslie（1900a）

が示した産地にHiugaは含まれていない。TRHの

Foslie標本には，G. notarisii  f. propinqua の学名に

対応する日本産標本が1点（TRH A10-527）含まれ，

遠藤が1900年4月に神奈川県三崎で採集したもの

である（Woelkerling et al ., 2005）。

　この標本の写真，体の一部と組織プレパラート

が，HAK所蔵のFoslie関連資料に含まれている（付

表6-3）。標本ラベルでは，Foslieにより学名がG. 

notarisii  f. propinquaからG. pacifi cum に修正された

ことが分かる（第70図A）。標本は幅4 cmになり，

こぶ状突起を持ち，生殖器巣は体表面に円錐状に

突出する（第70図B，C）。体は一組織性であり，

基層が基質に沿って平行に配列し，中層の隣接す

る細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる（第70図

D, E）。表層は1層からなり，細胞は楕円形，長方

形であり，生毛細胞が体表面および体内にみられ

る。古い生殖器巣は体内に残存する（第70図F）。

これらの観察結果から，TRH A10-527の標本は，

基層が非共軸構造であり，生殖器巣が体内に残る

特徴から，ヒュウガイシノミモドキではなく，イ

シノミと同定できることが分かった。

　吉田・馬場（1998）において確認できない種と

されたG. propinquum は，本研究において引用標

本がイシノミであると明らかになったことから，

G. propinquumは日本産無節サンゴモから除外す

べきである。

オニガワライシモ属　Spongites Kützing 1841: 30. 

タイプ種：Spongites fruticulosus Kützing 1841: 33.   

　オニガワライシモ属には9種が分類学的に認め

られている（Guiry and Guiry, 2022）。これまでに

日本産オニガワライシモ属の種は，日本海藻誌（岡

村，1936）に記載はなく，新日本海藻誌のサンゴ

モ目（吉田・馬場，1998）において2種が記載さ

れている。本研究では，日本産として3種を確認

し報告する。

オニガワライシモ属の種の検索表

1. 体は殻皮状で，厚さ130～570 µmである

 ･････････････････････････････････ウミサビ

1. 体は多数の突起を生じ，厚さ30 mmに達する

 ････････････････････････････････････････2

2. 体は高さ0.8～2.2 mmのいぼ状突起を生じ，

四分胞子嚢生殖器巣は目立たない

 ･･･････････････････････････････トゲイボ

2. 体は高さ3.7～19.4 mmのこぶ状突起を生じ，

四分胞子嚢生殖器巣は大きく目立つ

 ･･･････････････････････オニガワライシモ

トゲイボ　Spongites colliculosus （T.Masaki）

Maneveldt & Keats 2016: 29.

（第71図，付図10C，付表6-4）

基礎異名：Porolithon colliculosum T.Masaki 1968: 

43, pl. 31, 32, pl. 52, fi g. 4, 5, pl. 71, 72. 吉田・馬

場 1998: 564. 馬場 2000b: 32, 第56, 57図. 吉田ら 

2015: 154.

タイプ産地：Muroto-misaki, Kochi Pref. (高知県

室戸岬).

タイプ標本：HAK (Masaki 60-28 , T. Masaki, 11 

June 1964) [Masaki, 1968: 44].

タイプ標本の図解：Masaki (1968) pl. 31, fi g. 1-4.

　体は殻皮状で表面全体にいぼ状突起を形成し，

古い体の上に新しい殻状部が形成され重なり合い

厚さ3 cmに達し，縁辺部は裂片状になりやや隆起

する（第71図A，B）。突起部は円柱状から扁平，

単純かまれに又状分岐し，先端は鈍頭であり，高

さ0.8～2.2 mm，直径1.0～2.1 mmになる（第71図



馬場・加藤：日本産無節サンゴモの分類と分布

― 124 ―

B

第71図　トゲイボ Spongites colliculosus  A，B: 生態写真 [A: 高知県室戸岬，潮間帯下部に帯状に群生（矢印），2015年
6月; B: 和歌山県潮岬，潮間帯下部に幅5～10 cmで厚さ20 mmになる体が密生，2017年5月]。C: 岩に着生する
いぼ状，こぶ状の体。D: 体の表面。屋根が盛り上がる生殖器巣（矢印）および生毛細胞群（矢尻）を示す。
E: 体の縦断面。生殖器巣（矢印）は体内部に多数残る。F: 殻状部の縦断面。一組織性構造で，基層（矢印），
厚くなる中層，中層に残存する生殖器巣（星印）を示す。G: 体下部の縦断面。非共軸状に配列する基層細
胞を示す。H: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢尻），表層細胞（星印）を示す。
I: 突起部の縦断面。層状に配列する中層細胞を示す。J: 体上部の縦断面。体表面（星印）および中層（矢印）
に残存する生毛細胞群を示す。K: 形成途中の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。胞子嚢原基（矢印）は巣底面
の周辺部に位置し，その外側の細胞（矢尻）から生殖器巣の屋根が形成される。L: 四分胞子嚢生殖器巣の
縦断面。四分胞子嚢は巣内の周辺部に位置し，中央部に小柱（星印）がある。M: 四分胞子嚢生殖器巣の屋
根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。[使用標本 
C-M: 15-39。スケールバー A: 20 cm; B: 5 cm; C: 1 cm; D: 250 µm; E: 1 mm; F: 200 µm; G: 50 µm; H: 15 µm; I-L: 
30 µm; M: 25 µm] 
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A B

第72図　オニガワライシモ Spongites fruticulosus  A, B: 生態写真（A: 下田市爪木崎, 水深1 mの岩上，2015年8月; B: 柏
崎市福浦，水深3 mの岩上，2011年9月）。C-E: 岩に着生する体（C: 殻皮状からいぼ状，D: こぶ状，E: 低木状）。
F: 体表面に半球形に突出する四分胞子嚢生殖器巣。G: 殻状部の縦断面。一組織構造であり，基層（星印），
厚くなる中層，体表面（矢尻）および中層（矢印）に残存する四分胞子嚢生殖器巣を示す。H, I: 体下部の
縦断面。多層になる基層細胞は非共軸状（H）あるいは共軸状（I）に配列する。J: 体上部の縦断面。中層
の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。K: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。
四分胞子嚢（星印）は巣底面の周辺部に形成され，中央部の小柱（矢印）は成熟とともに退化する。L: 四
分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成
される。[使用標本 C: KU-1-82-188; D: 04-127; E: 15-170; F-L: 11-110。スケールバー C-E: 1 cm; F: 1 mm; G: 
400 µm; H, I, L: 50 µm; J: 15 µm; K: 100 µm]
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第73図　ウミサビ Spongites yendoi  A: 生態写真（下田市大浦，潮間帯下部の岩の垂直面，2014年7月）。B: 小石に着
生する殻皮状の体。体の境界部（矢印）は隆起する。C: 体の表面。四分胞子嚢生殖器巣の屋根（矢印）はドー
ム状に隆起し，成熟後は剥離し窪み（矢尻）が残る。D: 体の縦断面。基層（矢印）は薄く，中層（星印）
が発達する。E: 体下部の縦断面。一組織性構造であり，数層からなる基層細胞（矢印）を示す。F: 体上部
の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 体上部の縦断面。
生毛細胞（星印）を示す。H: 形成初期の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。生殖器巣の始原細胞（矢尻）を示す。
I: 形成途中の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。胞子嚢原基（矢尻）は巣底面の周辺部に位置し，屋根はその
外側の細胞（矢印）から形成される。J: 成熟した四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣内の底面周辺部に位置
する四分胞子嚢，中央部の退化した小柱（星印）を示す。K: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔内
壁には，体表面に対して水平方向に配列する細胞（矢印）が形成される。L: 剥離する四分胞子嚢生殖器巣
の縦断面。胞子放出後の古い生殖器巣（星印）は剥離し，その直下に新たな分裂組織（矢印）が形成される。
[使用標本 B: 15-26; C-L: 14-207。スケールバー B: 1 cm; C: 500 µm; D: 100 µm; E, H-J, L: 50 µm; F: 10 µm; G: 
15 µm; K: 25 µm]
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C）。生殖器巣は小さく目立たない（第71図D）。

　体構造は一組織性である。基層は非共軸構造で

あり，基質に沿って平行に6～19層の細胞が配列

し，細胞は長さ14～25 µm，直径6～9 µmである（第

71図F，G）。中層の細胞は長さ5～10 µm，直径4

～7 µmの四角形，長方形であり，隣接する細胞糸

の細胞間に細胞融合がみられる（第71図H）。突

起部は中層細胞が層状に配列し，各細胞は長さ8

～16 µm，直径5～7 µmの長方形である（第71図I）。

表層下始原細胞は長さ5～9 µm，直径4～6 µmの長

方形である。表層は1～5層からなり，長さ2～4 

µm，直径5～7 µmの楕円形である。生毛細胞は長

さ11～19 µm，直径5～8 µmであり，7～13細胞が

表面に対して水平方向に並んで配列し，中層に残

る（第71図J）。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，発達途中の生殖

器巣の周辺部から求心的に形成される（第71図

K）。成熟した生殖器巣の屋根は，体表面に対し

て水平あるいはわずかに盛り上がり（第71図D），

巣底は体表面から12～24細胞下に位置し，屋根は

4～8細胞層からなり，厚さ27～51 µmである（第

71図L）。巣孔は長さ42～51 µmであり，内壁には

体表面に対して水平方向に配列する細胞が形成さ

れる（第71図M）。四分胞子嚢生殖器巣は巣内の

直径127～176 µm，高さ68～110 µmで縦断面は楕

円形であり，巣底面の中央部に小柱があり，その

周辺部に四分胞子嚢が形成される（第71図L）。

四分胞子嚢は長さ52～74 µm，直径27～37 µmであ

る。胞子放出後の古い生殖器巣は体内に残る（第

71図E，F）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径106～215 µm，高さ27～36 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される。雌性生

殖器巣は巣内の直径36～54 µmである。果胞子嚢

生殖器巣は巣内の直径72～104 µm，高さ40～54 

µmであり，巣底面に盤状の融合細胞が発達し，

その周辺部から5～8細胞からなる造胞糸が切り出

され，先端に果胞子嚢を生ずる。果胞子嚢は直径

14～35 µmである。

分布域：標本に基づくトゲイボの分布域は，九州

南岸・西岸，四国南岸，本州太平洋岸南部である

（付図10C，付表6-4）。国外では韓国に分布する

（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：トゲイボは潮間帯下部の岩上に群生する。

本種は，Masaki (1968)が図示した四分胞子嚢生

殖器巣の形成過程の形態学的特徴を根拠に，オニ

ガワライシモ属に移された（Maneveldt and Keats, 

2016)。この生殖器巣の形成過程は，本研究にお

ける室戸岬産の標本でも確認することができた

（第71図K）。これまで，トゲイボのタイプ標本の

分子系統解析は実施されていないことから，本種

のオニガワライシモ属への所属は再検討すべきで

ある。

　本州太平洋岸中部には，外部形態および体構造

がトゲイボに酷似するが，四分胞子嚢生殖器巣の

屋根の形成過程において異なる無節サンゴモが生

育する（加藤・馬場，未発表データ）。千葉県勝

浦産として報告された記録（馬場ら，2020）はこ

の分類群に相当することから，本研究で示すトゲ

イボの分布域に含めていない。

オニガワライシモ　Spongites fruticulosus Kützing 

1841: 33. 

（第72図，付図10D，付表6-4）

吉田・馬場 1998: 614. 馬場 2000b: 42, 第76, 77図. 

吉田ら 2015: 154.

同タイプ異名：Melobesia fruticulosa (Kützing) 

Decaisne 1842b: 126. 

Lithothamnion fasciculatum f. fruticulosum (Kützing) 

Hauck 1883: 274. 

Lithothamnion fruticulosum (Kützing) Foslie 1895: 

46.

Paraspora fruticulosa (Kützing) Heydrich 1900: 315.

異タイプ異名：Lithothamnion ramulosum Philippi 

1837: 388.

Spongites stalactiticus Kützing 1841: 33.

Spongites ramulosus (Philippi) Kützing 1869: 35.

Goniolithon verrucosum Foslie 1900a: 24.

Lithophyllum verrucosum (Foslie) Foslie 1901a: 21.

Neogoniolithon verrucosum (Foslie) W.H.Adey 

1970: 10. 

タイプ産地：Meditteranean.

タイプ標本：レクトタイプ，L (L942.8-134); エ

ピタイプ，GDA (GDA 61338, スペイン東岸) 

[Rösler et al ., 2016: 421]. 

タイプ標本の図解：Woelkerling (1985) fi g. 23, 24; 

Penrose (1991) fi g. 1. 

　体は殻皮状で表面全体にこぶ状突起を形成し，

厚さ1.7～3.4 cmになり，縁辺は平滑である（第

72図A ～ C）。突起部は円柱状で，単純か又状分

岐し，先端は鈍頭であり，高さ3.7～19.4 mm，直

径2.7～6.7 mmになる（第72図D，E）。生殖器巣
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は大きく目立つ（第71図F）。

　体構造は一組織性である（第72図G）。基層は

非共軸構造あるいは共軸構造であり，基質に沿っ

て平行に12～28層の細胞が配列し，細胞は長さ12

～30 µm，直径5～10 µmである（第72図H，I）。中

層はよく発達し，殻状部の細胞は四角形から長方

形であり，長さ7～13 µm，直径6～9 µmであり，

隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる

（第72図J）。突起部の中層は細胞が層状に配列し，

殻状部の中層細胞と同様の大きさである。表層下

始原細胞は長方形であり，長さ8～13 µm，直径7

～9 µmである。表層は1層からなり，細胞は長さ4

～8 µm，直径7～10 µmの楕円形である。生毛細胞

はみられない。

　四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面に対して

ドーム状に盛り上がり，巣底は体表面から9～18

細胞下に位置する（第72図F，K）。生殖器巣の屋

根は10～15細胞層からなり，厚さ86～129 µmであ

る。巣孔は長さ81～157 µmであり，内壁には体表

面に対して水平方向に配列する細胞が形成される

（第72図L）。四分胞子嚢生殖器巣は巣内の直径

420～516 µm，高さ119～192 µmで縦断面は楕円形

であり，巣底面の中央部に小柱があり，その周辺

部に四分胞子嚢が形成される（第72図K）。四分

胞子嚢は長さ86～164 µm，直径52～90 µmである。

胞子放出後の古い生殖器巣は体内に残る（第72図

G）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径266～417 µm，高さ40～78 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される。雌性生

殖器巣は巣内の直径137～235 µmである。果胞子

嚢生殖器巣は巣内の直径263～425 µm，高さ119～

149 µmであり，巣底 面に盤状の融合細胞が発達し，

その周辺部から4～6細胞からなる造胞糸が切り出

され，先端に果胞子嚢を生ずる。果胞子嚢は直径

61～88 µmである。

分布域：標本に基づくオニガワライシモの分布域

は，九州南岸・西岸，本州太平洋岸南部・中部，

本州日本海岸中部である（付図10D，付表6-4）。

国外では，ヨーロッパ，大西洋西岸，アフリカ，

中東，インド洋，東南アジア， 韓国，オーストラ

リア，ニュージーランドに分布する（Guiry and 

Guiry, 2022）。

備考：潮間帯のタイドプール内，漸深帯上部から

水深15mまでの岩上に生育する。オニガワライシ

モのレクトタイプから分子系系統解析が試みられ

たが不成功に終わり，スペイン東岸Almería産の

エピタイプよりDNA塩基配列が得られている

（Rösler et al ., 2016）。

ウミサビ　Spongites yendoi (Foslie) Y.M.Chamberlain 

1993: 102, fi g. 2-25, 29, 31, 32, 34, 37, 38, 41-46.

（第73図，付図10E，付表6-5）

吉田・馬場 1998: 615, 図3-35A-G. 馬場 2000b: 

43, 第78, 79図. 吉田ら 2015: 154. 馬場ら 2020: 

21, 第12図A-C.

基礎異名：Goniolithon yendoi Foslie 1900a: 25.  

同タイプ異名：Lithophyllum yendoi (Foslie) Foslie 

1900d: 20. 遠藤 1902: 100, 1916: 130; Yendo 1902

b: 188. 岡村 1936: 513, 242図. 瀬川 1956: 71, pl. 

40, no. 316. Masaki 1968: 41. pl. 24, fi g. 1, 6, pl. 

25, pl. 65, fi g. 3-6, pl. 66.

Lithothamnion yendoi (Foslie) Me.Lemoine 1965: 

10.

Pseudolithophyllum yendoi (Foslie) W.H.Adey 1970: 

14.

タイプ産地：Shimoda Harbour, Prov. of Izu (現在

の静岡県下田港).

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (A1-53, K. Yendo 

No. 66, iv. 1899) [Woelkerling et al ., 2005: 30]. 

タイプ標本の図解：Foslie (1904b) pl. 11, fi g. 1; 

Printz (1929) pl. 53, fig. 16; Chamberlain (1993) 

fi g. 29; 岡村 (1936) 242図1 [Foslie (1904b, pl. 11, 

fi g. 1) を引用], Puckree-Padua et al . (2020b) fi g. 

S3. 

　体は殻皮状で小石，岩，貝殻等に着生し，厚さ

132～567 µmで，縁辺部は隆起する（第73図A，B）。

生殖器巣は体全面に形成されドーム状に盛り上が

る（第73図C）。

　体構造は一組織性である（第73図D）。基層は

非共軸構造であり，基質に沿って平行に3～10層

の細胞が配列し，細胞は長さ13～27 µm，直径5～

8 µmである（第73図E）。中層の細胞は長さ5～9 

µm，直径4～8 µmの四角形であり，隣接する細胞

糸の細胞間に細胞融合がみられる（第73図F）。

表層下始原細胞は長さ4～8 µm，直径4～6 µmの長

方形である。表層は1～4層からなり，細胞は長さ

3～5 µm，直径4～6 µmの四角形，楕円形である。

生毛細胞は普通にみられ，長さ8～19 µm，直径5

～10 µmである（第73図G）。

　四分胞子嚢生殖器巣の原基は表層下始原細胞に

由来する（第73図H）。生殖器巣の屋根は，巣底
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面の縁辺部に位置する胞子嚢原基の外側の細胞か

ら求心的に形成され，中央部に小柱が発達する（第

73図I）。成熟した四分胞子嚢生殖器巣の巣底は，

体表面から8～18細胞下に位置する（第72図J）。

生殖器巣の屋根は5～8細胞層からなり，厚さ25～

42 µmである。巣孔は長さ41～54 µmであり，内壁

に体表面に対して水平方向に配列する細胞が形成

される（第73図K）。四分胞子嚢生殖器巣は巣内

の直径162～197 µm，高さ74～113 µmで縦断面は

楕円形であり，巣底面の中央部に小柱があり，そ

の周辺部に四分胞子嚢が形成される（第73図J）。

四分胞子嚢は長さ51～85 µm，直径24～47 µmであ

る。胞子放出後，生殖器巣は剥離し体内に残るこ

とはない（第73図L）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径114～177 µm，高さ33～48 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣底面のみに形成される。雌性生

殖器巣は巣内の直径69～122 µmである。果胞子嚢

生殖器巣は巣内の直径159～202 µm，高さ78～96 

µmであり，巣底面に盤状の融合細胞が発達し，

その周辺部から5～6細胞からなる造胞糸が切り出

され，先端に果胞子嚢を生ずる。果胞子嚢は直径

37～54 µmである。

分布域：標本に基づくウミサビの分布域は，九州

全域，四国南岸，本州太平洋岸全域，本州日本海

岸中部，北海道南岸である（付図10E，付表

6-5）。国外では韓国，中国，東南アジア，オース

トラリア，ニュージーランド，北太平洋東岸，大

西洋西岸に分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：潮間帯下部の岩上，貝殻上等に生育し，岩

陰になる垂直面に大きな群落を作る。タイプ標本

か ら の 分 子 系 統 解 析 がPuckree-Padua et al .

（2020b）より試みられたが，標本が小さく薄いこ

と，さらに別の殻状部の被覆があるために不成功

に終わっている。南アフリカでは，Chamberlain 

(1993) により形態・解剖学的特徴によりウミサ

ビ（S. yendoiとして）の分布が報告された。現在

では，Puckree-Padua et al.  (2021, 2022)による詳

細な分子系統解析と形態・解剖学的観察により，

南アフリカにはウミサビは生育せず，チャンバレ

ン属として７種が認識されている。しかし，ウミ

サビのタイプ標本からDNA塩基配列が得られて

いないため，南アフリカでのウミサビの分布は未

決着である。

ハパリデウム目　Hapalidiales W.A.Nelson, J.E.

Sutherland, T.J.Farr & H.S.Yoon in Nelson et al . 

2015: 464. 

ハパリデウム科　Hapalidiaceae Gray 1864: 22.

イシイボ亜科　Choreonematoideae Woelkerling 

1987: 125.

タイプ属：Choreonema F.Schmitz 1889: 455. 

　イシイボ亜科にはイシイボ属の1属が含まれ

（Guiry and Guiry，2022），日本から報告されてい

る（第1表）。

イシイボ属　Choreonema F.Schmitz 1889: 455. 

タイプ種：Choreonema thuretii  (Bornet) F.Schmitz 

1889: 455.

　イシイボ属には1種が分類学的に認められてい

る（Guiry and Guiry, 2022）。日本海藻誌（岡村，

1936）および新日本海藻誌のサンゴモ目（吉田・

馬場，1998）では，それぞれ1種が記載されている。

本研究では，日本産として1種を確認し報告する。

イシイボ　Choreonema thuretii  (Bornet) F.Schmitz 

1889: 455.

（第74図，付図11A，付表7-1）

遠藤 1902: 97, 1916: 124. Yendo 1902a: pl. 3, fi g. 1, 

1902b: 185. 岡村 1936: 506, 236図. 吉田・馬場 

1998: 548, 図3-18A-F.  吉田ら 2015: 154. 馬場ら 

2020: 21, 第12図D-F. 

基礎異名：Melobesia thuretii  Bornet in Thuret & 

Borne 1878: 96, pl. 50, fi g. 1-8. 

タイプ産地：Pointe de Querqueville, France. 

タイプ標本：レクトタイプ，PC (E. Borne, 31 

December 1855 ,  on Hal ipt i lon squamatum , 

unnumbered) [Chamberlain and Irvine, 1994a: 34]. 

タイプ標本の図解：Woelkerling (1987) fi g. 1.  

　体はモサズキ属の節間部表面に生じ，色素を持

たず生殖器巣は球状に突出する（第74図A，B）。

栄養組織は宿主に内生し，細胞は長さ10～26 µm，

直径3～21 µmであり，隣接する細胞糸の細胞間に

細胞融合および2次的原形質連絡を作らない（第

74図C）。生殖器巣は石灰質を沈着し，1個の開口

部を持つ（第74図D，E）。四分胞子嚢生殖器巣は

外径88～125 µm, 巣内の直径69～91 µm，高さ47

～57 µmである。四分胞子嚢は生殖器巣の底面全

体に形成され（第74図F），長さ35～44 µm，直径

8～17 µmであり，各胞子嚢の上部に粘質の頂端栓

を生じ，それらが集まり1個の巣孔をなしている
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（第74図G）。

　配偶体および果胞子体の形態は吉田・馬場

（1998）に記載されている。

分布域：標本に基づくイシイボの分布域は，九州

南岸・東岸・北岸，四国南岸，本州太平洋岸中部，

本州日本海岸中部である（付図11A，付表7-1）。

国外では，大西洋，アフリカ，中東，インドネシ

ア，韓国，オーストラリア，ニュージーランド，

太平洋熱帯域，北米太平洋岸に分布する（Guiry 

and Guiry, 2022）。

備考：本種は遠藤（1902）が相模三崎（現在の神

奈川県三浦市三崎町）を産地とする報告が日本初

記録であり，日本産有節サンゴモ類のモノグラフ

においてヒメモサズキ Jania pedunculata var. 

adhaerens（Corallina decussato-dichotomaとして）

の枝上に寄生する様子が図示された（Yendo, 

1902a, pl. 3, fi g. 1）。この記録の基になった標本

をSAP所蔵の遠藤標本で調査したが，該当するも

のは見当たらなかった。さらに，本種の国内にお

ける分布を把握するために博物館等の標本を調べ

たところ，九州大学海藻類標本庫，CMNH以外で

は確認できなかった。イシイボが着生する有節サ

ンゴモは，モサズキ属のヒメモサズキ，ウラモサ

ズキ Jania nipponica およびモサズキ属sp.であっ

た。イシイボの分子系統解析は，タイプ標本から

は試みられておらず，オーストラリアVictoria産

の標本からDNA塩基配列が得られている（Harvey 

et al ., 2003）。

A B

第74図　イシイボ Choreonema thuretii  A: モサズキ属sp.の枝に生ずる体（矢印）。B: 生きた状態で撮影した体（矢印）。
C: 体の縦断面。宿主の体内に内生する細胞（星印），発達初期の生殖器巣（矢印）を示す。D: 体の縦断面。
四分胞子嚢を形成した体（矢印）は宿主（星印）の体表に突出する。E: 四分胞子嚢生殖器巣の外観。F: 四
分胞子嚢生殖器巣の縦断面。四分胞子嚢は巣底全体に形成される。G: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。
巣孔の頂端栓（矢印）を示す。[使用標本 A, E: 09-49B; B-D, F, G: 18-83。スケールバー A: 2 mm; B, D: 100 
µm; C, G: 10 µm; E: 60 µm; F: 30 µm]
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サビ亜科　Melobesioideae Bizzozero 1885: 109.

タイプ属：Melobesia J.V.Lamouroux 1812: 186.

　サビ亜科は8属が含まれ（Guiry and Guiry，2022），

日本ではイシモ属，サビ属，アッケシイシモ属，

クサノカキ属の4属が報告されている（第1表）。

イシモ属　Lithothamnion Heydrich 1897c: 412, nom. 

et typ. cons.

タイプ種：Lithothamnion muelleri  Lenormand ex 

Rosanoff 1866: 101. 

　イシモ属には79種が分類学的に認 められている

（Guiry and Guiry, 2022）。これまでに，日本産イ

シモ属の種は日本海藻誌（岡村，1936）で11種，

新日本海藻誌のサンゴモ目（吉田・馬場，1998）

で14種がそれぞれ記載されている。本研究では，

「イシモ属の属概念に一致する種」について，日

本から報告ある種のうち4種を確認し，2種を他種

に統合，1種を日本に生育するかどうか不明とし

たほか，日本新産種2種を報告する。

　このほか，イシモ属の属概念に一致しない種を

「イシモ属に所属しない可能性が高い種」として

区別し1種を，「日本産から除外するイシモ属の種」

として2種1品種をそれぞれ報告する。

 イシモ属の種の検索表

1. 体は殻皮状である･･･････････････セトイシモ

1. 体は突起を持つ･･････････････････････････2

2. 突起の先端は細くなる･･････････････････3

2. 突起の先端は鈍頭である････････････････4

3. 突起は高さ6 mmまでになる

 ･････････････････････････アッケシイボイシ

3. 突起は高さ2 mmまでになる･･････イボオコシ

4. 四分胞子嚢生殖器巣の巣孔は窪む

 ･･･････････････････････････チヂミオコシ

4. 四分胞子嚢生殖器巣の巣孔は窪むことはな

い････････････････････････････････････5

5. 四分胞子嚢生殖器巣は剥離し，体内に残らな

い･････････････････････････キタエダイシモ

5. 四分胞子嚢生殖器巣は剥離せず，体内に残る

 ････････････････････････････････････････6

6. 四分胞子嚢生殖器巣は外径700 µm以上であ

る･･･････････････････････ナンカイオコシ

6. 四分胞子嚢生殖器巣は外径500 µm以下であ

る････････････････････････････････････7

7. 四分胞子嚢生殖器巣は外径330～480 µmであ

り，孔板は3～4細胞層である

 ･････････････････････････････ミサキオコシ

7. 四分胞子嚢生殖器巣は外径150～320 µmであ

り，孔板は4～6細胞層である

 ･････････････････････････････ミヤベオコシ

【イシモ属の属概念に一致する種】

チヂミオコシ（新称）Lithothamnion crispatum  

Hauck 1878: 289.

（第75図，第6表，付図11B，付表7-1）

同タイプ異名：Lithophyllum crispatum  (Hauck) 

Hauck 1883: 270. 

Archaeolithothamnion crispatum  (Hauck) Foslie 

1898a: 3.

Lithothamnion philippi  f. crispatum (Hauck) Foslie 

1904d: 13.

異タイプ異名：Lithothamnion superpositum Foslie 

1900a: 8. 

Lithothamnion indicum Foslie 1907a: 7. 

Lithothamnion heteromorphum  (Foslie) Foslie 

1907b: 10. 

Mesophyllum superpositum  (Foslie) W.H.Adey 

1970: 26.

タイプ産地：Rovigno, Adriatic Sea, Italy.

タイプ標本：レクトタイプ，L(943.7-75)[Woelkerling 

and Verheij, 1995: 44].  

タイプ標本の図解：Cabioch and Mendoza (1998) 

fi g. 28. 

　体はいぼ状，こぶ状，低木状で，岩に固着する

か，サンゴモ球になり，幅5 cmまでになる（第75

図A ～ C）。殻状部は厚さ1.1～1.6 mmになり，突

起部は円柱状で分岐することがあり，先端は鈍頭，

長さ2～13 mm，直径3～5 mmである。生殖器巣は

突起部に形成され，屋根は体表から隆起し，隣接

する生殖器巣と融合することが多い（第75図D）。 

　体構造は一組織性である（第75図E）。基層は

非共軸構造であり，基質に沿って4～8層の細胞が

配列し，細胞は長さ16～23 µm，直径6～9 µmであ

る（第75図F）。中層の細胞は長さ6～13 µm，直

径6～9 µmの正方形，長方形であり，隣接する細

胞糸の細胞間に細胞融合がみられる（第75図G）。

突起部の中層細胞は不規則に層状に配列し，細胞

は長さ9～14 µm，直径5～8 µmの長方形である。

表層下始原細胞は長さ6～10 µm，直径6～9 µmの

正方形，長方形である。表層は1層からなり，細

胞は長さ3～4 µm，直径7～10 µmの四角形であり，

細胞の外壁が平たく張り出す（第75図G）。生毛
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A B

第75図　チヂミオコシ Lithothamnion crispatum  A-C: 標本（A: いぼ状で小石を取り巻く体, B: 低木状のサンゴモ球, C: 
放射状に突起が伸びるサンゴモ球）。D: 突起部の表面。体表面の細かな皺（矢印），四分胞子嚢生殖器巣（矢
尻）を示す。E: 体の縦断面。一組織性構造であり，基層（矢印），不規則な層状に配列する中層細胞，中層
に残る胞子放出後の生殖器巣（矢尻）を示す。F: 体下部の縦断面。多層になる基層細胞（星印）を示す。G: 
体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（黒の矢尻），表層細胞（白の矢尻）を示す。H: 
四分胞子嚢生殖器巣の表面。多孔になる孔板（矢印），古い生殖器巣の孔板（星印）を覆うように伸長する
組織（矢尻）を示す。I: 四分胞子嚢生殖器巣の孔板。巣孔（矢尻）はやや窪む。J: 四分胞子嚢生殖器巣の
縦断面。孔板と巣孔（矢尻）を示す。K: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に接する巣孔細胞は，周囲
の屋根細胞と異なる形態であり，表層細胞が退化し窪む（矢印）。L: 中層に残る四分胞子嚢生殖器巣。巣内
は細胞により塞がれることはない。[使用標本 A: 13-60; B, D, E, H, I: 15-157; C: 15-162; F, G, J-L: 15-161。
スケールバー A-C: 1 cm; D: 2 mm; E: 500 µm; F, J, L: 50 µm; G, K: 15 µm; H: 400 µm; I: 200 µm]
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細胞はみられない。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，外径192～

374 µmである（第75図D, H）。生殖器巣の孔板は

体表面から隆起し，巣底は体表面から7～12細胞

下に位置する（第75図I, J）。孔板は4～9細胞層か

らなり，直径230～417 µm，厚さ24～41 µmである。

巣孔内壁に沿って配列する3～4細胞は，孔板の他

の細胞に比較すると小型であり，上端が窪む（第

75図K）。巣内は直径248～438 µm，高さ68～132 

µmで縦断面は楕円形である。四分胞子嚢は長さ

63～113 µm，直径30～68 µmである。胞子放出後

の古い生殖器巣は体内に残存し，巣内は空隙にな

る（第75図E, L）。

　国内では配偶体，果胞子体は採集されていない。

分布域：標本に基づくチヂミオコシの分布域は九

州西岸，本州太平洋岸中部である（付図11B，付

表7-1）。国外では，ヨーロッパ，大西洋西岸，ア

フリカ，中東，オーストラリア，ニュージーラン

第6表　チヂミオコシの分類形質の比較
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A B

第76図　キタエダイシモ Lithothamnion glaciale  A, B: キタエダイシモの異タイプ異名とされるイボイシモの標本 (HAK
所蔵，A: Masaki and Tokida（1963, pl. 4, fi g. 2）に図示された標本; B: 標本のラベル)。C: 突起部の縦断面。
四分胞子嚢生殖器巣の屋根は体表面から盛り上がる（矢印）。中層には三日月形になる生殖器巣の痕跡（矢尻）
が残る。D: 体下部の縦断面。一組織性構造であり，多層になる基層細胞（星印）を示す。E: 体上部の縦断面。
中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印）を示す。F: 体上部の縦断面。表層細胞（矢尻），中層細
胞（星印）を示す。G: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。H: 巣孔の表面。巣孔（星印）
とそれを取り囲むロゼット細胞（矢尻）を示す。I: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に接する巣孔細
胞は，周囲の屋根細胞と類似した形態を示す。 [使用標本 A-I: HAK (Masaki 34-8)，C-Iは標本に付随する
プレパラートより撮影。スケールバー A, B: 2 cm; C: 400 µm; D, G: 50 µm; E, F, H, I: 15 µm]
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ドに分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：漸深帯上部の岩上に生育するか，サンゴモ

球となる。本種は，アドリア海に面したイタリア

Rovingoをタイプ産地としてHauck（1878）が新種

記載した。タイプ標本（Cabioch and Mendoza, 

1998; Basso et al ., 2011）およびイタリア産標本

（Basso et al., 2011）による詳細な形態・解剖学的

な特徴は，日本産標本とよく一致することから（第

6表），日本新産種として報告する。 

　本種は四分胞子嚢生殖器巣の巣孔上縁の細胞に

おいて，成熟とともに退化し窪みを作る性質が特

徴的である（Basso et al ., 2011）。この形態学的特

徴を持つ種は，チヂミオコシの他に3種が報告さ

れている。それらの学名およびタイプ産地は，L. 

superpositum が南アフリカ，L. indicum がオース

トラリア，L. heteromorphum がブラジルである。

現在，これら3種は形態・解剖学的知見に基づき

チヂミオコシの異タイプ異名として扱われた結

果，チヂミオコシは世界各地に分布する汎存種と

されている（Basso et al ., 2011）。

　その後，遺伝子解析手法および形態・解剖学的

観察を併せた研究が進み，スペイン地中海沿岸

（Peña et al ., 2014）, メキシコ大西洋岸（Mateo-Cid 

et al ., 2014），ニュージーランド（Nelson et al ., 

2015）から四分胞子嚢生殖器巣の特徴が本種に類

似する標本の結果が発表され，それぞれが独立し

た種相当であるとされている（Richards et al ., 

2016）。本種のタイプ標本の分子系統解析は未実

施であり，日本産標本の所属を含め，分類学的位

置を確定するために遺伝子解析による再検討が必

要である。

キタエダイシモ　Lithothamnion glaciale  Kjellman 

1883: 123, pl. 2, 3.　

（第76図，付図11C，付表7-1）

秋岡・正置 1993: 89. 吉田・馬場 1998: 584. 吉田

ら 2015: 154.

異タイプ異名：イボイシモ Lithothamnion intermedium 

Kjellman 1883: 127, pl. 4. Masaki and Tokida 1963: 

3, pl. 4, fig. 1-4, pl. 5, fig. 1-3, pl. 6-8. Masaki 

1968: 14. 吉田・馬場 1998: 584. 吉田ら 2015: 

154.

タイプ産地：Mosselbay, Spitsbergen, Norway.

タイプ標本：レクトタイプ， UPS (A-000202, F.R. 

Kjellman, xi-xii.1872) [Peña et al ., 2021: 474].

タイプ標本の図解：Peña et al . (2021) fi g. S3A.

　体は殻皮状からこぶ状，低木状であり，石に固

着する（第76図A）。生殖器巣は体表面から突出

する（第76図C）。

　体構造は一組織性である。基層は非共軸構造の

多層であり，基質に沿って平行に配列する（第76

図D）。中層の隣接する細胞糸の細胞間に細胞融

合がみられる（第76図E）。突起部の中層は不規

則な層状に配列する（第76図C）。表層は1層から

なり，細胞の外壁が平たく張り出す（第76図F）。

生毛細胞はみられない。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，外径278～

430 µmである。生殖器巣の孔板は体表面から隆起

し，巣底は体表面から10～16細胞下に位置する（第

76図G）。孔板は4～6細胞層からなり，直径200～

291 µm，厚さ19～30 µmである。巣孔は6～7個の

ロゼット細胞に囲まれ（第76 図H），巣孔内壁に

沿って3～4 細胞が配列し，孔板の他の細胞に類

似した形態である（第76図I） 。巣内は直径248～

385 µm，高さ116～132 µmで縦断面は長楕円形で

ある（第76図G）。四分胞子嚢は長さ91～117 µm，

直径46～57 µmである。胞子放出後の古い生殖器

巣は体内に残らず，中層に三日月形の痕跡が残る

（第76図C）。[すべてイボイシモの観察結果であ

り，備考を参照]

　雌性体および果胞子体はMasaki and Tokida

（1963）に記載されている。国内から雄性体は採

集されていない。

分布域：標本に基づくキタエダイシモの分布域は，

本州太平洋岸北部の青森県である（付図11C，付

表7-1）。国外では，北大西洋，北極海，北太平洋，

南 大 西 洋 南 岸 に 分 布 す る（Guiry and Guiry, 

2022）。

備考：キタエダイシモは，北海道沿岸に生育する

無節サンゴモの水平垂直分布の調査結果から，北

海道東岸の寒流域の深所に生育する種として記録

された（Adey et al ., 1976）。その後，秋岡・正置

（1993）により日本新産種として報告されたが，

本研究ではその証拠標本をHAKにおいて確認で

きなかった。

　Peña et al.（2021）は，キタエダイシモのレク

トタイプを含む関連標本について分子系統解析を

実施した結果から，本種の分布域を北大西洋各地，

北太平洋東部とした。そして，日本，ロシア北極

圏から報告された関連標本の分子系統解析は行っ

ていないが，キタエダイシモが分布する可能性が

あると指摘している。さらに，Peña et al.  (2021) 
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は，イボイシモ L. intermedium のレクトタイプを

分子系統解析した結果から，イボイシモをキタエ

ダイシモの異タイプ異名とした。本研究では，

Peña et al.  (2021) の見解に従い，イボイシモをキ

タエダイシモに統合される種として報告する。

　本研究では，キタエダイシモの標本を調査でき

なかったため，イボイシモの標本を観察し，その

結果を示した。日本産イボイシモは，青森県今別

産の標本をもとに日本新産種として報告された

（Masaki and Tokida, 1963）。HAKにその証拠標本

が2点保管され，そのうちの1点がMasaki and 

Tokida (1963, pl. 4, fi g. 2) に図示された標本に一

致する（第76図A，B）。今後，本種の国内，特に

北日本での分布域および分子系統解析による種名

の検討を実施すべきである。

ミヤベオコシ　Lithothamnion japonicum Foslie 

1900a: 6.

（第77，78図，付図11D，付表7-1）

遠藤 1902: 98, 1916: 120. Yendo 1902b: 187. 岡村 

1936: 504. 吉田・馬場 1998: 585, 図3-11C, H, 図

3-26A-G. 馬場 2000b: 8, 第8, 9図. 吉田ら 2015: 

154 .

異タイプ異名：カイフオコシ Lithothamnion fretense 

Foslie 1907a: 8. 遠藤 1916: 123. 岡村 1936: 504, 

234図 [タイプ産地：Kaifuura, Etschigo Prov. (現

在の新潟県山北町); タイプ標本：ホロタイプ，TRH 

(C15-3228, Yendo no. 113, 1899) [Woelkerling et 

al. , 2005: 449]; タイプ標本の図解: Printz (1929) 

pl. 14, fi g. 17; Jeong et al . (2018) fi g. 5A]. 

タイプ産地：Mororan，Iburi Prov., Yezo (現在の

北海道室蘭).

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (C16-3267, Miyabe 

No. 7, 21.iii.1897) [Woelkerling et al ., 2005: 456]. 

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 14, fig. 1; 

Jeong et al . (2018) fi g. 1A.

　体ははじめ殻状で，次第に突起を形成し，いぼ

状，こぶ状で，岩に固着し，幅6 cm以上，厚さ40 

mm以上になる。突起は北海道太平洋岸でいぼ状

から低木状（第77図A ～ C），北海道日本海岸で

分岐し樹枝状になる（第77図D）。殻状部は厚さ0.2

～2.5 mm，突起部は円柱状か偏圧で，先端は鈍頭

か尖り，長さ3.1～5.2 mm，直径1.7～3.2 mmであ

る。生殖器巣は殻状部および突起部に形成され，

体表からわずかに隆起する（第77図E）。 

　体構造は一組織性である（第77図F）。基層は

非共軸構造の多層であり，基質に沿って平行に配

列し，細胞は長さ11～27 µm，直径5～9 µmである

（第77図G）。中層の細胞は長さ6～13 µm，直径5

～10 µmの正方形，長方形であり，隣接する細胞

糸の細胞間に細胞融合がみられる（第77図H）。

突起部の中層細胞は層状に配列し，細胞は長さ7

～24 µm，直径5～7 µmの正方形，長方形である（第

77図I，J）。表層下始原細胞は長さ5～13 µm，直

径5～8 µmの長方形である。表層は1層からなり，

細胞は長さ3～5 µm，直径5～7 µmの四角形であり，

細胞の外壁が平たく張り出す（第77図H）。生毛

細胞はみられない。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，外径152～

324 µmである（第77図E，K）。生殖器巣の孔板は

体表面からわずかに隆起し，巣底は体表面から12

～22細胞下に位置する（第77図L）。孔板は4～6

細胞層からなり，直径106～270 µm，厚さ24～35 

µmである。巣孔は6～8個のロゼット細胞に囲ま

れ（第77図M），巣孔内壁に沿って3～5 細胞が配

列し，孔板の他の細胞に類似した形態である（第

77図N）。巣内は直径140～395 µm，高さ76～157 

µmで縦断面は円形，楕円形である（第77図F，L）。

四分胞子嚢は長さ74～130 µm，直径24～50 µmで

ある。胞子放出後の古い生殖器巣は体内に埋存し，

［← 反対側のページ］
第77図　ミヤベオコシ Lithothamnion japonicum  A: 生態写真（室蘭市電信浜，低潮線付近の岩上，2015年5月）。B-D: 

標本 （B: 広い殻状部を持ついぼ状の体, C: 低木状の体, D: 低木状で叉状分岐する体）。E: 突起部の表面。四分
胞子嚢生殖器巣（矢印）を示す。F: 殻状部の縦断面。一組織性構造であり，基層（矢印），体内に残る生殖
器巣（矢尻）を示す。G: 体下部の縦断面。多層になる基層細胞（星印）を示す。H: 体上部の縦断面。中層
の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。I: 突起部の縦断面。中央部（星印）
の中層細胞は不規則な層状構造を示す。J: 突起部縦断面の拡大。中層細胞の配列を示す。K: 四分胞子嚢生
殖器巣の表面。孔板（矢印）の多数の巣孔を示す。L: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。
M: 巣孔の表面。巣孔（星印）はロゼット状に配列する細胞（矢尻）に囲まれる。N: 巣孔の縦断面。巣孔の
頂端栓（星印）に接する巣孔細胞は，周囲の孔板細胞と類似する形態を示す。O: 中層に残る四分胞子嚢生
殖器巣。巣内は大型細胞により塞がれるか（星印），空洞（矢印）である。P: 雄性生殖器巣の縦断面。[使
用標本 B: 15-88; C, E-O: 15-2; D: 92-350; P: 15-13。スケールバー A: 2 cm; B-D: 1 cm; E: 2 mm; F: 200 µm; G, J, 
L, P: 50 µm; H: 15 µm; I, K: 400 µm; M, N: 10 µm; O: 100 µm]
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巣内は大型の細胞で埋まるか空隙になる（第77図

O）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径169～396 µm，高さ60～104 µmであり，巣

内の底面で樹枝状，巣内側面および屋根内側で単

純な形の精子嚢が形成される（第77図P）。雌性

生殖器巣は巣内の直径192～272 µm，高さ56～104 

µmである。果胞子嚢生殖器巣は巣内の直径184～

388 µm，高さ68～168 µmであり，巣底面に形成さ

れる融合細胞は不連続であり，2～3細胞からなる

造胞糸が融合細胞から個別に切り出され，先端に

果胞子嚢を生ずる。果胞子嚢は直径28～50 µmで

ある。

分布域：標本に基づくミヤベオコシの分布域は，

本州太平洋岸北部，本州日本海岸中部，北海道南

岸・西岸である（ 付図11D，付表7-1）。国外では，

韓国，中国に分布する (Jeong et al ., 2018; Guiry 

and Guiry, 2022)。

備考：漸深帯上部の岩上に生育する。ミヤベオコ

シは1897年に室蘭で採集された標本を，札幌農学

校の宮部金吾がFoslieに送付し新種記載された。

SAP所蔵の宮部標本には，その重複品が保管され

（第78図），ミヤベオコシのアイソタイプに相当す

ると考えられる。

　新潟県がタイプ産地であるカイフオコシは，新

日本海藻誌のサンゴモ目（吉田・馬場，1998）に

おいて，ミヤベオコシの異タイプ異名として扱わ

れている。本研究ではこの見解に従い，カイフオ

コシをミヤベオコシに統合される種として報告す

る。カイフオコシのタイプ標本について栄養組織

の形態が報告されている（Jeong et al., 2018）。ミ

ヤベオコシおよびカイフオコシについて，タイプ

標本の分子系統解析は実施されていない。

アッケシイボイシ Lithothamnion pacifi cum (Foslie) 

Foslie 1906b: 10. 

Masaki 1968: 16, pl. 9, fi g. 1, 2, pl. 10, 45, 46. 吉

田・馬場 1998: 587. 吉田ら 2015: 154.

基礎異名：Lithothamnion sonderi  f. pacifi cum Foslie 

1902: 4 (pacifi ca として) 

タイプ産地：Pacifi c Grove, California, United States.

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (B15-2369, W.A. 

第78図　ミヤベオコシのアイソタイプに相当する標本 [SAP所蔵の宮部標本, Miyabe No. 7 of Foslie, 室蘭（Mororanと
して），1897年3月21日]。A: 標本ラベル。B: 標本。C: Bに矢印で示した標本の拡大。[スケールバー A-C: 2 cm]

［→ 反対側のページ］
第79図　ナンカイオコシ Lithothamnion proliferum  A: 生態写真（阿嘉島ウナンジャキ，水深5 mの岩上，1996年9月）。

B, C: 標本 [B: 円柱状の突起部を持つ体, C: 低木状で偏圧になる突起部を持つ体]。D: 突起部の表面。四分胞
子嚢生殖器巣（矢印）を示す。E: 体の縦断面。一組織性構造で，基層（矢印），中層に残る生殖器巣（矢尻），
不規則な層状になる中層細胞を示す。F: 体下部の縦断面。多層になる基層細胞（星印）を示す。G: 体上部
の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。H: 四分胞子嚢生
殖器巣の表面。孔板（矢印）の多数の巣孔を示す。I: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。
J: 巣孔の表面。巣孔（星印）はロゼット状に配列する細胞（矢尻）に囲まれ，やや窪む。K: 巣孔の縦断面。
巣孔の頂端栓（星印）に接する巣孔細胞は，周囲の孔板細胞と同様の形態である。L: 中層に残る四分胞子
嚢生殖器巣。巣内（星印）は大型の細胞により塞がれる。M: 雌雄同株の配偶体の縦断面。中層に残る雄性
生殖器巣（星印）と果胞子嚢生殖器巣（矢印）を示す。N: 雄性生殖器巣の縦断面。O: 果胞子嚢生殖器巣の
縦断面。巣底の造胞糸（矢印）を示す。[使用標本 B: 92-578; C, E-L: KA-7-85-115; D: KA-7-91-240; M-O: 
KA-7-91-146。スケールバー B, C: 1 cm; D: 3 mm; E, O: 500 µm; F, N: 50 µm; G: 15 µm; H, M: 200 µm; I, L: 100 
µm; J: 10 µm; K: 20 µm]
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Setchell no. 1595, i.1897) [Woelkerling et al ., 2005: 

317].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 4, fi g. 14. 

　本種はMasaki（1968）により北海道の厚岸町愛

冠岬および函館市志海苔で採集された標本をもと

に，日本新産種として報告された。HAK所蔵の

正置標本のなかに，本種に該当する標本の所在を

特定することはできなかった。したがって，現状

では日本における本種の記録は明確ではない。

　L. pacifi cum は，現在，アメリカのワシントン

州Whidbey Islandがタイプ産地であるLithothamnion 

phymatodeum Foslie (1902) の異タイプ異名とされ

ている（Steneck and Paine，1986; Guiry and Guiry, 

2022）。

ナンカイオコシ（新称）Lithothamnion proliferum 

Foslie 1904b: 18, fi g. 8, pl. 1, fi g. 17-20 (prolifer と

して). 

（第79図，第7表，付図11E，付表7-1）

同タイプ異名：Mesophyllum proliferum (Foslie) W.

H.Adey 1970: 25.

タイプ産地：Lumi-Lumi shoal, Borneo Bank, 

Indonesia. 

タイプ標本：レクトタイプ，L (943.7-40, Siboga 

Expedition collection 146, Weber-van Bosse, 10-11.

vi.1899) [Verheij and Woelkerling, 1992: 282].

タイプ標本の図解：Foslie (1904b) pl. 1, fi g. 17; 

Printz (1929) pl. 8, fi g. 12; Verheij (1994) fi g. 72. 

　体はいぼ状，こぶ状で岩に固着する（第79図

第7表　ナンカイオコシの分類形質の比較
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A）。殻状部は厚さ0.2～1.1 mm，突起部は円柱状

か偏圧で，分岐することはなく鈍頭であり，長さ

3.5～7.1 mm，直径2.5～4.5 mmである（第79図B，

C）。生殖器巣は殻状部と突起部に形成され，体

表からわずかに隆起する（第79図D）。 

　体構造は一組織性である（第79図E）。基層は

非共軸構造の多層であり，基質に沿って平行に配

列し，細胞は長さ12～22 µm，直径6～9 µmである

（第79図F）。中層の細胞は長さ5～11 µm，直径5

～6 µmの正方形，長方形であり，隣接する細胞糸

の細胞間に細胞融合がみられる（第79図G）。突

起部の中層細胞は層状に配列する（第79図E）。

表層下始原細胞は長さ4～9 µm，直径5～6 µmの長

方形である。表層は1層からなり，細胞は長さ2～

3 µm，直径5～7 µmの四角形であり，細胞の外壁

が平たく張り出す（第79図G）。生毛細胞はみら

れない。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，外径733～

1168 µmである（第79図D，H）。生殖器巣の孔板

は体表面からわずかに隆起し，巣底は体表面から

16～23細胞下に位置する（第79図I）。孔板は8～9

細胞層からなり，直径273～648 µm，厚さ39～64 

µmである。巣孔を囲むロゼット細胞は7～8個で

あり，周辺の細胞よりもやや窪む（第79図J）。巣

孔内壁に沿って6～7 細胞が配列し，孔板の他の

細胞に類似した形態である（第79図K）。巣内は

直径369～652 µm，高さ136～218 µmで縦断面は横

方向に長くなる（第79図I）。四分胞子嚢は長さ

139～215 µm，直径78～121 µmである。胞子放出

後の古い生殖器巣は体内に埋存し，巣内は大型の

細胞で埋まる（第79図E，L）。

　配偶体は雌雄同株である（第79図M）。雄性生

殖器巣は巣内の直径258～496 µm，高さ91～212 

µmであり，巣内の底面で樹枝状，巣内側面およ

び屋根内側で単純な形の精子嚢が形成される（第

79図N）。雌性生殖器巣は巣内の直径187～218 

µm，高さ45～51 µmである。果胞子嚢生殖器巣は

巣内の直径531～749 µm，高さ218～258 µmであり，

巣底面に形成される融合細胞は不連続であり，造

胞糸は底面全体から2～3細胞からなる造胞糸が切

り出され，先端に果胞子嚢を生ずる（第79図O）。

果胞子嚢は直径51～81 µmである。

分布域：標本に基づくナンカイオコシの分布域

は，南西諸島である（付図11E，付表7-1）。国外

では，マダガスカル，インド，インドネシア，オー

ストラリア，ニュージーランド，太平洋熱帯域に

分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：サンゴ礁域の礁縁漸深帯上部で薄暗い垂直

面の岩上に生育する。本種はインドネシアがタイ

プ産地であり，Foslie（1904b）により新種記載さ

れた。Keats et al.  (1996) により，タイプ標本お

よび太平洋熱帯域各地の標本が詳細に観察されて

いる。本種の分類形質を既往知見と本研究の結果

で比較すると（第7表），四分胞子嚢生殖器巣の主

要な形質が一致し，巣孔のロゼット細胞がややへ

こむ特徴も同様に観察された。したがって，日本

新産種として報告する。これまでにタイプ標本の

分子系統解析は実施されていない。

イボオコシ　Lithothamnion sonderi  Hauck 1883: 

273, pl. 3, fi g. 5.

（第80図，付図11F，付表7-1）

Masaki, 1968: 18, pl. 9, fi g. 3, pl. 11, 47, 48. 吉田・

馬場 1998: 588. 馬場 2000b: 10, 第12, 13図. 吉田

ら 2015: 155. 馬場ら 2020: 21, 第13図A-C.

タイプ産地：Helgoland, Germany.

タイプ標本：レクトタイプ，L (943.008-403) 

[Woelkerling and Verheij, 1995: 77].

タイプ標本の図解：Hauck (1883) pl. 3, fi g. 5.

　体は殻皮状，いぼ状であり，岩や貝殻に固着し，

幅5 cmまでになる（第80図A）。殻状部は厚さ0.2

～1.1 mm，突起部は鈍頭か尖り，長さ0.3～1.7 

mm，直径0.6～1.3 mmである。生殖器巣は体表面

全面に形成され，胞子体，配偶体ともに白く目立

ち，体表から隆起する（第80図B, C）。 

　体構造は一組織性である（第80図D）。基層は

非共軸構造で，基質に平行に配列する5～8層の細

胞からなり，細胞は長さ13～18 µm，直径4～7 µm

である（第80図E）。中層の細胞は長さ4～8 µm，

直径4～6 µmの円形，正方形，長方形であり，隣

接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる（第

80図F）。表層下始原細胞は長さ4～9 µm，直径3

～5 µmの正方形，長方形である。表層は1層から

なり，細胞は長さ3～4 µm，直径3～6 µmの四角形

であり，細胞の外壁が平たく張り出す（第80図

F）。生毛細胞はみられない。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，外径192～

299  µmである（第80図B）。生殖器巣の孔板は体

表面から隆起し，巣底は体表面から15～24細胞下

に位置する（第80図G，H）。孔板は3～4細胞層か

らなり，直径120～220 µm，厚さ17～24 µm，巣孔

を囲むロゼット細胞は6～8個である（第80図I）。
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巣孔内壁に沿って3～4細胞が配列し，孔板の他の

細胞に類似した形態である（第80図J）。巣内は直

径170～278 µm，高さ91～111 µmで縦断面は楕円

形である（第80図H）。四分胞子嚢は長さ79～103 

µm，直径37～51 µmである。胞子放出後の古い生

殖器巣は剥離し（第80図K），体内に三日月形の

痕跡を残す（第80図D）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径137～202 µm，高さ68～114 µmであり，巣

内の底面から側面で樹枝状，屋根内側で単純な形

の精子嚢が形成される（第80図L, M）。雌性生殖

器巣は巣内の直径121～233 µm，高さ30～61 µmで

ある（第80図N）。果胞子嚢生殖器巣は巣内の直

径225～326 µm，高さ99～144 µmであり，巣底面

に形成される融合細胞は不連続であり，造胞糸は

底面全体から2細胞からなる造胞糸が切り出され，

先端に果胞子嚢を生ずる（第80図O）。果胞子嚢

は直径30～52 µmである。

分布域：標本に基づくイボオコシの分布域は，九

州西岸・北岸，本州太平洋岸南部・中部である（付

図11F，付表7-1）。国外ではヨーロッパ，中東，

極東ロシア，西オーストラリアに分布する (Guiry 

and Guiry, 2022)。

備考：潮間帯のタイドプール内から漸深帯上部の

岩上，小石上，貝殻上等に生育する。イボオコシ

のタイプ標本について分子系統解析は実施されて

いない。西オーストラリア産でL. sonderiと同定

された標本について遺伝子解析が実施され，ハワ

イ産標本と近縁な関係にあると指摘されている

が，その詳細は未発表のままである（Townsend 

and Huisman, 2018a)。

ミサキオコシ（新称）Lithothamnion spissum Foslie 

1907b: 19.

（第81図，付図12A，付表7-1，7-2）

遠藤 1916: 123. 岡村 1936: 504. 吉田・馬場　

1998: 589. 吉田ら 2015: 155.

タイプ産地：Misaki (現在の神奈川県三浦市三崎).

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (C16-3291, Yendo, 

iv.1903) [Woelkerling et al. , 2005: 460].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 14, fi g. 2.

　体はいぼ状，こぶ状で小石，岩，貝殻に固着す

るか，サンゴモ球になり，幅4.3 cmまでになる（第

81図A，B）。殻状部は厚さ0.7～1.9 mm，突起部

は円柱状か偏圧で，分岐することがあり先端が鈍

頭あるいは尖り，長さ2.1～7.3 mm，直径1.9～4.0 

mmである。生殖器巣は殻状部と突起部に形成さ

れ，体表から隆起し目立ち，隣接する生殖器巣が

融合することが多い（第81図C）。 

　体構造は一組織性である（第81図D）。基層は

非共軸構造で多層であり，基質に沿って平行に配

列し，細胞は長さ15～24 µm，直径5～8 µmである

（第81図E）。中層の細胞は長さ6～12 µm，直径5

～8 µmの円形，正方形，長方形であり，隣接する

細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる（第81図

F）。突起部の中層細胞は層状に配列し，殻状部

の中層細胞よりも細長く，長さ11～19 µm，直径5

～8 µmである（第81図D，G）。表層下始原細胞は

長さ5～9 µm，直径4～7 µmの長方形である。表層

は1層からなり，細胞は長さ3～4 µm，直径5～7 

µmの四角形であり，細胞の外壁が平たく張り出

す（第81図F）。生毛細胞はみられない。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，外径334～

484 µm，隣接する生殖器巣と融合すると幅 534～

885 µmになる（第81図H）。生殖器巣の孔板は体

表面から隆起し，巣底は体表面から8～17細胞下

に位置する（第81図I）。孔板は3～4細胞層からな

り，直径 267～752 µm，厚さ20～29 µmである。

巣孔は6～7個のロゼット細胞に囲まれ（第81図J），

巣孔内壁に沿って3～4細胞が配列し，孔板の他の

［← 反対側のページ］
第80図　イボオコシ Lithothamnion sonderi   A: 生態写真（横須賀市荒崎，低潮線付近のタイドプールの岩上，2016年6

月）。B: 四分胞子体の表面。四分胞子嚢生殖器巣（矢印）を示す。C: 雄性体の表面。雄性生殖器巣（矢印）
を示す。D: 体の縦断面。一組織性構造であり，基層（矢印），中層に残る三日月形の生殖器巣の痕跡（星印）
を示す。E: 体下部の縦断面。多層になる基層細胞（星印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細
胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 四分胞子嚢生殖器巣の表面。孔板（矢印）
の多数の巣孔を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。I: 巣孔の表面。巣孔（星印）
はロゼット状に配列する細胞（矢尻）に囲まれる。J: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に接する巣孔
細胞は，周囲の孔板細胞と類似した形態である。K: 胞子放出後の四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。屋根は剥
離し，巣内から新しい組織（矢印）が形成される。L: 雄性生殖器巣の縦断面。M: 雄性生殖器巣の拡大。巣
内の底面から側面にかけて樹枝状の精子嚢（矢印）が作られる。N: 雌性生殖器巣の縦断面。O: 果胞子嚢生
殖器巣の縦断面。融合細胞はみられず，底面の所々から造胞糸（矢印）が形成される。[使用標本 B, D-F, H, 
J, K: 16-35; C, N, O: 14-75; G, I: 96-499; L, M: 16-39。スケールバー A: 1 cm; B: 150 µm, C, D: 200 µm; E, H, 
K, L, N, O: 50 µm; F, I: 10 µm; G: 100 µm; J, M: 15 µm]
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第81図 ミサキオコシ Lithothamnion spissum  A: 生態写真（鎌倉市七里ガ浜，低潮線付近のタイドプール内，2016年6
月）。B: サンゴモ球になる低木状の体。C: 突起部の表面。四分胞子嚢生殖器巣（矢印）を示す。D: 体の縦断
面。一組織性構造であり，基層（矢印）を示す。E: 体下部の縦断面。多層になる基層細胞（星印）を示す。
F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 突起
部の縦断面。胞子放出後の古い生殖器巣（矢印）が体内に残存する。H: 四分胞子嚢生殖器巣の表面。孔板（矢
印）の多数の巣孔を示す。I: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。J: 巣孔の表面。巣孔（星
印）はロゼット状に配列する細胞（矢尻）に囲まれる。K: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に隣接す
る巣孔細胞は，周囲の孔板細胞と同じ形態である。L: 中層に残る四分胞子嚢生殖器巣。巣内（星印）は大
型の細胞により塞がれる。[使用標本 A: 16-52; B-L: 13-85。スケールバー A, B: 1 cm; C: 200 µm; D, G, H: 400 
µm; E, I, L: 50 µm; F, J, K: 15 µm]
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細胞に類似した形態である（第81図K）。巣内は

直径223～460 µm，高さ94～116 µmで縦断面は横

方向に長くなる（第81図I）。四分胞子嚢は長さ73

～98 µm，直径24～42 µmである。胞子放出後の古

い生殖器巣は体内に埋存し，巣内は大型の細胞で

埋まる（第81図G，L）。

　配偶体，果胞子体は採集されていない。

分布域：標本に基づくミサキオコシの分布域は，

九州西岸，本州太平洋岸中部・北部，本州日本海

中部である（付図12A，付表7-1，7-2）。国外か

らの報告はなく（Guiry and Guiry, 2022），日本固

有種である。

備考：漸深帯上部の岩上，貝殻上などに生育する。

ミサキオコシの原記載以降の採集記録は，静岡県

（千原，1967; Lithothamnion spiosum ? として）か

ら報告があるが，その証拠標本は確認できなかっ

た。本研究ではタイプ産地である三浦市三崎町を

含む日本各地からの標本を観察した。本種はミヤ

ベオコシに外部形態が類似するが ，四分胞子嚢生

殖器巣が大きく，生殖器巣の孔板を構成する細胞

と巣孔細胞の数が少ないことにより区別できる。

ミサキオコシのタイプ標本の分子系統解析は実施

されていない。

【イシモ属に所属しない可能性が高い種】

セトイシモ　Lithothamnion aculeiferum sensu Masaki 

1968: 10, pl. 2, fi g. 1-4, pl. 3, fi g. 1-3, pl. 41.　

（第82，83図，付図12B，付表7-2）

L. aculeiferum L.R.Mason in Setchell & L.R.Mason 

1943b: 94 として [吉田・馬場 1998: 582].

Mesophyllum crassiusculum (Foslie) Lebednik in 

Athanasiadis et al . 2004: 152 として [吉田ら 2015: 

155. 馬場ら 2020: 26, 第14図A-D]. 

　体は殻皮状で岩に固着し，所々に高さ1 mm，

幅2 mmになる鈍頭の突起があり，厚さ230～770 

µmになる（第82図A，B）。生殖器巣は体全面に形

成され，小さな点状にみえる（第82図C）。

　体構造は一組織性である（第82図D）。基層は

非共軸構造で厚く，基質に平行になり，細胞は長

さ7～13 µm，直径3～5 µmである（第82図E）。中

層の細胞は長さ3～7 µm，直径3～5 µmの円形，正

方形，長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に

細胞融合がみられる（第82図F，G）。表層下始原

細胞は長さ3～5 µm，直径3～5 µmの四角形，長方

形である。表層は1層からなり，細胞は長さ2～4 

µm，直径3～5 µmの四角形であり，細胞の外壁が

平たく張り出すことはない（第82図F）。生毛細

胞はみられない。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，外径167～

278 µmである（第82図H）。生殖器巣の孔板は体

表面からやや隆起し，巣底は体表面から11～16細

胞下に位置する（第82図I）。孔板は5～7細胞層か

らなり，直径93～152 µm，厚さ24～34 µmである。

巣孔内壁に沿って4～5細胞が配列し，孔板の他の

細胞に類似した形態である（第82図J）。巣内は直

径124～197 µm，高さ58～78 µmで縦断面は楕円形

である（第82図I）。四分胞子嚢は長さ41～64 µm，

直径20～34 µmである。胞子放出後の古い生殖器

巣は剥離し（第82図K），体内に三日月形の痕跡

が残る（第82図D）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径124～233 µm，高さ43～91 µmであり，巣内

の底面で樹枝状，巣内側面および屋根内側で単純

な形の精子嚢が形成される（第82図L，M）。雌性

生殖器巣は巣内の直径58～104 µm，高さ18～33 

µmである（第82図N）。果胞子嚢生殖器巣は巣内

の直径134～210 µm，高さ81～124 µmであり，巣

底面に形成される融合細胞は不連続であり，融合

細胞から2～3細胞からなる造胞糸が個別に切り出

され，先端に果胞子嚢を生ずる（第82図O）。果

胞子嚢は長さ35～69 µm，直径19～34 µmである。

分布域：標本に基づくセトイシモの分布域は九州

西岸，四国南岸，本州太平洋岸南部・中部である

（付図12B，付表7-2）。

備考：潮間帯下部の日陰になる岩の垂直面に生育

するほか，ヒジキ Sargassum fusiforme に覆われる

場所に生育することがある。Masaki（1968）は和

歌山県白浜町産の標本を観察した結果から，日本

新産種 L. aculeiferum と同定し，セトイシモと名

付けた。その後のセトイシモの記録は，千葉県勝

浦産の四分胞子体を図解した馬場ら（2020）のみ

である。

　本研究では確認のため，HAK所蔵の正置標本

に含まれるセトイシモの標本（Masaki 1968，pl. 2，

fi g. 1, 2) を観察した（第83図A）。体表面には小

さく鈍頭になる突起がある。体構造は一組織性で

あり，基層は非共軸構造の多層である（第83図

B）。中層の隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合

がある。表層の細胞は 長方形，楕円形であり，細

胞の外壁が平たく張り出すことはない（第83図

C）。四分胞子嚢生殖器巣は多孔である（第83図

D）。雄性生殖器巣の巣底面には樹枝状の精子嚢
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が形成される（第83図E）。これらの形態的形質は，

Masaki (1968) の記載，および本研究で新たに観

察した結果（上述）と一致することが分かった。

　タイプ標本を含む北アメリカ太平洋岸産 L. 

aculeiferum について，形態分類学的研究を行った

Athanasiadis et al.（2004）は，L. aculeiferum を M. 

crassiusculumの異タイプ異名とした。その際，日

本産 L. aculeiferum の雄性生殖器巣には，メソフィ

ルム属に形成されることがない樹枝状の精子嚢

（Masaki, 1968）が存在することから，日本での分

布を疑問視した。

　本研究では，HAK所蔵のセトイシモを調査し，

Masaki (1968) の観察結果を確認するとともに，

新たに採集した標本を観察した。その結果から，

日本産セトイシモの栄養細胞および生殖器官の構

造は，表層細胞の外壁が張り出すことがなく，雄

性生殖器巣に樹枝状の精子嚢を持つことが確認で

きた。したがって，本種はイシモ属に所属しない

可能性が高く，メソフィルム属よりもアッケシイ

シモ属に近いことが明らかになった。今後は本種

の所属について，分子系統解析を実施したうえで

検討すべきである。

A B

第83図　セトイシモ Lithothamnion aculeiferum　A: 標本 [HAK所蔵，Masaki（1968, pl. 2, fi g. 2）に図示された標本]。B: 
体の縦断面。一組織性構造であり，多層になる基層細胞（星印），体表面の四分胞子嚢生殖器巣を示す。C: 
体上部の縦断面。表層（矢尻）および中層（星印）の細胞を示す。D: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢
尻），四分胞子嚢（矢印）を示す。E: 雄性生殖器巣の一部で，樹枝状の精子嚢（矢印）を示す。 [使用標本 
A-E: HAK (Masaki 61-14), B-EはAの標本より新たに作製されたプレパラートを使用。スケールバー A: 2 cm; 
B: 100 µm; C: 10 µm; D: 50 µm; E: 15 µm]

［← 反対側のページ］
第82図　セトイシモ Lithothamnion aculeiferum  A: 生態写真（三浦市三崎町諸磯，低潮線付近の岩垂直面，2015年5月）。

B, C: 標本（B: 乾燥前の状態。体表面に広がる白点が四分胞子嚢生殖器巣; C: 殻皮状の体）, D: 体の縦断面。
一組織性構造あり，基層（星印），体表面の生殖器巣（矢印），三日月形の生殖器巣の痕跡（矢尻）を示す。
E: 体下部の縦断面。多層になる基層細胞（星印）を示す。F: 体上部の縦断面。表層（矢尻）および中層（矢
印）の細胞を示す。G: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印）を示す。H: 四
分胞子嚢生殖器巣の表面。孔板の多数の巣孔（矢尻）を示す。I: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）
を示す。J: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に隣接する巣孔細胞は，周囲の孔板細胞と同じ形態である。
K: 胞子放出後の四分胞子嚢生殖器巣（星印）の剥離。L: 雄性生殖器巣の縦断面。精子嚢は巣底が樹枝状（矢
印），屋根内側が単純な形（矢尻）である。M: 樹枝状になる精子嚢の詳細。N: 雌性生殖器巣の縦断面。O: 果
胞子嚢生殖器巣の縦断面。[使用標本 B-K: 12-241; L, M: 18-8; N, O: 12-106。スケールバー B: 5 mm; C: 1 cm; D: 
200 µm; E, I, K, L, O: 50 µm; F, G: 10 µm; H: 2 mm; J, M: 15 µm; N: 25 µm]
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【日本産から除外するイシモ属の種】

イシモ　Lithothamnion laeve (Stromfelt) Foslie f. 

tenue (Kjellman) Foslie 1900d: 15 (tenuis として).  

遠藤 1902: 99, 1916: 121. Yendo 1902b: 187. 岡村 

1936: 503.

　L. laeve f. tenue は，ベーリング海に面したアメ

リカのアラスカ州Port Clarenceがタイプ産地であ

り，現在，Leptophytum tenue (Kjellman) Athanasiadis 

& W.H.Adey として扱われ，タイプ産地のほかア

メリカのワシントン州Orchas Islandに分布する

（Athanasiadis and Adey, 2006）。

　遠藤（1902）は本種の産地を「安房洲ノ崎」（現

在の館山市洲崎)としている。この記録の基になっ

た証拠標本の所在は特定できず，その実体および

所属は不明である。しがたって，本種の分布域が

アメリカであるこの記録は，日本産無節サンゴモ

から除外すべきである。

　なお，吉田・馬場（1998）に記載・図解された

イシモは，この遠藤（1902）の報告との関連はな

く，異なる標本に基づく別の分類群である（レプ

トフィツム属を参照）。

アッケシオコシ　Lithothamnion obtectulum (Foslie) 

Foslie 1900e: 68. 

遠藤 1902: 98, 1916: 120. Yendo 1902b: 187. 岡村 

1936: 503, 233図. 吉田・馬場 1998: 585. 吉田ら 

2015: 154.

基礎異名：Lithothamnion kerguelenun f. obtectula 

Foslie 1899b: 10.

タイプ産地：Royal Sound, south side, one ‘Norwagian 

mile’ from entrance, Kerguelen. 

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (B15-2364, 

Gundersen, 1898) [Woelkerling et al ., 2005: 316].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 5, fi g. 4.

　本種は遠藤（1902）が産地を「厚岸（札幌農学

校）」として学名を記載したものが初出典である。

同年，Yendo（1902b）において，本種の産地を

「Akkeshi, Hokkaido (Prof. Miyabe)」と記載したこ

とから，ここで引用された標本は札幌農学校に在

職していた宮部金吾によるものと推定できる。の

ちに遠藤（1916）が種の記載文を加え，それがそ

のまま岡村（1936）に収録されている。吉田・馬

場（1998）は，日本にこの種が生育するかどうか

不明であるとした。

　SAP所蔵の宮部標本では，本種に該当する標本

の所在を特定できなかった。標本の実態は明らか

でなく，日本産の記録から除外すべきである。な

お，本種のタイプ産地は南インド洋Kerguelen 

Islandで あ り， 現 在 は キ タ イ シ モ 属 の1種，

Clathromorphum obtectulum  (Foslie) W.H.Adey 

(1970)として扱われている（Guiry and Guiry，2022）。

Lithothamnion siamense  Foslie 1901b: 19.

遠藤 1916: 121. 岡村 1936: 502. 吉田・馬場 1998: 

587. 吉田ら 2015: 154.

Lithophyllum siamense Foslie? として [Yendo 1902b: 

188].

タイプ産地：Between Mesan Island and Cheum Island, 

Gulf of Thailand.

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (B2-1729, J. 

Schmitz, 6.ii.1900) [Woelkerling et al ., 2005: 244].

タイプ標本の図解：公表されていない.

　遠藤（1916）は自身が神奈川県三崎で採集した

標本について「Foslie氏ハ上掲ノ種（Lithothamnion 

siamenseのこと）ト鑑定シタレドモ後ニ発表シタ

ル氏ノ報告ニハ之レニ就キテ多少ノ疑ナキ能ハズ

ト記セリ」と説明した。Woelkerling et al .（2005）

のFoslie標本カタログには，それに該当する遠藤

の標本は見当たらない。したがって，日本産 L. 

siamense は実体が明らかでなく，日本産の記録か

ら除外すべきである。現在，L. siamense は

Mesophyllum siamense (Foslie) W.H.Adey (1970) 

として，メソフィルム属に所属している（Guiry 

and Guiry，2022）。

サビ属　Melobesia J.V.Lamouroux 1812: 186.

タイプ種：Melobesia membranacea  (Esper) J.V.

Lamouroux 1812: 186. 

　サビ属には21種が分類学的に認められている

（Guiry and Guiry, 2022）。これまでに，日本産サ

ビ属の種は日本海藻誌（岡村，1936）にサビ属お

よびイシモ属の種としてそれぞれ1種が記載され，

新日本海藻誌のサンゴモ目（吉田・馬場，1998）

において1種が記載され，1種が検討を要する種と

されている。本研究では1種を日本産として確認

し，1種を「日本産から除外するサビ属の種」と

して報告する。
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A B

a

ca
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第84図　アバタモカサ Melobesia tomitaroi  A: スガモの葉上に着生する体。B: 体の表面で生殖器巣を示す。C: 体縁辺
部の縦断面。二組織性構造で，頂端始原細胞 (a)，基層(矢印)，中層 (星印)，表層 (矢尻) を示す。D: 体の
縦断面。基層（矢印）および1～3細胞層の中層（星印）を示す。E: 生殖器巣周辺部の縦断面。中層の隣接
する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印）を示す。F: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔（矢尻）と
巣孔内壁の細胞（矢印）を示す。G: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。H: 雄性生殖器巣
の縦断面。I: 雌性生殖器巣の縦断面。J: 発達途中の果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（星印）の周辺
部から造胞糸（矢印）が切り出され，先端に果胞子嚢（ca）を生ずる。K: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底
中央部の融合細胞（矢印）は不明瞭になる。[使用標本 A: 11-94; B-K: 95-220。スケールバー A: 5 mm; B: 500 
µm; C, H, I: 30 µm; D, F: 15 µm; E: 10 µm; G: 100 µm; J: 25 µm；K: 50 µm]
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アバタモカサ　Melobesia tomitaroi Kloczcova 1987: 

28, fi g. 1.

（第84図，付図12C，付表7-2）

吉田・馬場 1998: 596, 図3-29A-F. 吉田ら 2015: 

155.

同タイプ異名：Melobesia pacifi ca Masaki, nom. illeg. 

1968: 8, pl. 1, 39, 40. 

Melobesia masakii  M.Baba & T.Yoshida in Yoshida 

1997: 166. 

タイプ産地：Shireto-misaki, Kushiro City (北海道

釧路市知人岬).

タイプ標本：HAK(T. Masaki, 14 Feb. 1958)[Masaki, 

1968: 8]. 

タイプ標本の図解：Masaki (1968) pl. 1, fi g. 1, 2.

　体はスガモの葉上に着生し，殻皮状で直径0.5

～1.9 mm，厚さ83～174 µmであり，すぐに隣接す

る体と融合する（第84図A，B）。生殖器巣は体表

面全体に広がるが，小さく目立たない。

　体構造は二組織性であり，栄養組織は基層，中

層，表層からなる（第84図C，D）。基層は1層か

らなり，細胞は長さ7～13 µm，直径4～16 µmの台

形，長方形である（第84図D）。中層は生殖器巣

の周囲を除き1～5層からなり，細胞は長さ6～35 

µm，直径6～9 µmの円形，正方形から長方形であ

り，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられ

る（第84図E）。表層は1層からなり，細胞は長さ

7～10 µm，直径6～10 µmの楕円形，四角形であり，

その外壁は張り出さない（第84図C）。生毛細胞

はみられない。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，孔板は体表

面とほぼ同じ高さにあり（第84図G），巣底は体

表面から7～9細胞下に位置する。生殖器巣の孔板

は4～9細胞層からなり，厚さ34～49 µmである。

巣孔は長さ24～30 µmで，巣孔内壁に沿って4～6

細胞が配列し，孔板の他の細胞に類似した形態で

ある（第84図F）。巣内は直径172～486 µm，高さ

98～128 µmで縦断面は楕円形である（第84図G）。

四分胞子嚢は長さ83～125 µm，直径59～98 µmで

ある。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径76～113 µm，高さ30～61 µmであり，単純

な形の精子嚢が生殖器巣の内面全体に形成される

（第84図H）。雌性生殖器巣は巣内の直径49～71 

µm，高さ25～44 µmである（第84図I）。果胞子嚢

生殖器巣は巣内の直径167～215 µm，高さ76～119 

µmであり，巣底面に形成される融合細胞は発達

途中には明瞭にみられるが（第84図J），成熟とと

もに不明瞭になる（第84図K）。融合細胞の周辺

部から1～2細胞からなる造胞糸が切り出され，先

端に果胞子嚢を生ずる。果胞子嚢は直径30～71 

µmである。

分布域：標本に基づくアバタモカサの分布域は，

本州太平洋岸北部，北海道南岸・東岸である（付

図12C，付表7-2）。国外では，韓国，極東ロシア，

西オーストラリアに分布する（Guiry and Guiry, 

2022）。

備考：スガモの葉上に着生する。原記載の学名 

Melobesia pacifica  Masakiは Melobesia pacifica 

Heydrich （1901） の 後 続 同 名 に 当 た る た め，

Kloczcova（1987）により新名が提案された。こ

の出版物に気づかず Yoshida (1997)においてM. 

masakii が提案された。

　サビ属では果胞子嚢生殖器巣に形成される融合

細胞について，これを欠くか不明瞭だが存在する

かを検討する必要があると指摘されてきた（Wilks 

and Woelkerling, 1991; Chamberlain and Irvine, 

1994c; Woelkerling, 1996a）。本研究において，ア

バタモカサの融合細胞は，果胞子嚢生殖器巣の発

達途上において明瞭であり，その後の成熟に伴い

不明瞭になることが観察された。これは，Masaki 

(1968)，吉田・馬場（1998）の観察結果と一致し

た。

　なお，HAK所蔵の正置標本のなかに，アバタ

モカサのタイプ標本の所在を特定することはでき

なかった。これまでに本種のタイプ標本による分

子系統解析は実施されていない。

【日本産から除外するサビ属の種】

Melobesia membranacea (Esper) J.V.Lamouroux 

1812: 186.

Yendo 1902b: 186. 

Lithothamnion membranaceum として. 遠藤 1916: 

122. 岡村 1936: 501.

　本種はフランスをタイプ産地とするサビ属のタ

イプ種であり，横須賀（Hariot, 1891）および日

本（Holms, 1896）から報告された。Yendo (1902b) 

により日本産サンゴモ類目録に収録され，次いで

遠藤（1916）および岡村（1936）にそれぞれ引用

されている。その後，本種は日本から確実な報告

がないことから，吉田・馬場（1998）において，

日本に産するかどうか検討する必要があると指摘

された。なお，Melobesia corticiformis Kützing（1849）
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も同様に横須賀から記録されているが（Hariot，

1891），本種は現在，M. membranaceaの異タイプ

異名とされている（Guiry an Guiry 2022）。

　本研究では，標本調査の結果から，M. membranacea 

に該当する標本は観察できなかったことから，本

種は日本産無節サンゴモから除外すべきである。

アッケシイシモ属　Phymatolithon Foslie 1898a: 4, 

nom. cons. 

タイプ種：Phymatolithon calcareum (Pallas) W.H.

Adey & D.L.McKibbin ex Woelkering & L.M.Irvine 

1986: 75.

　アッケシイシモ属には22種が分類学的に認めら

れている（Guiry and Guiry, 2022）。これまで日本

産アッケシイシモ属の種は，日本海藻誌（岡村，

1936）で2種1品種，新日本海藻誌のサンゴモ目（吉

田・馬場，1998）において1種がそれぞれ記載さ

れている。本研究では，2種を日本産として確認

したほか，2種1品種を「日本産から除外するアッ

ケシイシモ属の種」として報告する。

アッケシイシモ属の種の検索表

1. 二分胞子嚢生殖器巣は外径180～210 µmであ

り，輪状の隆起がある･･･････モンツキイシモ

1. 二分胞子嚢生殖器巣は外径360～470 µmであ

り，輪状の隆起はない･･･････アッケシイシモ

A B

第85図　アッケシイシモ Phymatolithon lenormandii  A: 小石に着生する殻皮状の体 [HAK所蔵標本，北海道厚岸，左側
の標本（矢印）がMasaki and Tokida (1961b, pl. 1, fi g. 3左側) に図示された標本と一致する]。B: 体の縦断面。
一組織性構造であり，多層になる基層細胞（星印）を示す。C: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の
細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。D: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。
E: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に隣接する巣孔細胞は，周囲の孔板細胞と同じ形態である。F: 雄
性生殖器巣の縦断面。G: 雄性生殖器巣の巣底面の一部。樹枝状の精子嚢（矢印）を示す。H: 果胞子嚢生殖
器巣の縦断面。[使用標本 A-H: HAK (Masaki 31-1), B-Hは標本に付随するプレパラートより撮影。スケール
バー A: 2 cm; B, F, H: 50 µm; C, G: 15 µm; D: 70 µm; E: 30 µm]
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アッケシイシモ　Phymatol ithon lenormandii  

(Areschoug) W.H.Adey 1966: 325.

（第85図，付図12D，付表7-2）

吉田・馬場 1998: 606, 図3-32A-G. 吉田ら 2015: 

155.

基礎異名：Melobesia lenormandii  Areschoug 1852: 

514.

同タイプ異名：Lithophyllum lenormandii(Areschoug) 

Rosanoff 1866: 85.

Lithothamnion lenormandii  (Areschoug) Foslie 1895: 

178. Masaki and Tokida 1961b: 163, pl. 1, fi g. 3-5, 

pl. 2, fi g. 6-9, pl. 4. Masaki 1968: 15.

Squamolithon lenormandii  (Areschoug) Heydrich 

1911: 32.

タイプ産地：Arromanches-les-Bains, Calvados, 

France.

タイプ標本：レクトタイプ，LD (Herb. Agardh, 

no. 50674 (I) A, B, & C) [Düwel and Wegeberg, 

1996: 470]. 

タイプ標本の図解：Düwel and Wegeberg (1996) 

fi g. 2.

　体は殻皮状で小石に固着し，厚さ56～182 µmで

あり，表面はモザイク状，鱗片状になり生殖器巣

が体全面に形成される（第85図A）。

　体構造は一組織性である（第85図B）。基層は

非共軸構造で多層になり基質に平行で，細胞は長

さ16～28 µm，直径7～8 µmである。中層の細胞は

長さ5～10 µm，直径5～9 µmの円形，正方形，長

方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合

がみられる（第85図C）。表層下始原細胞は長さ4

～8 µm，直径4～7 µmの四角形，長方形である。

表層は1～2層からなり，細胞は長さ3～4 µm，直

径4～7 µmの四角形であり，細胞の外壁が平たく

張り出すことはない（第85図C）。生毛細胞はみ

られない。

　二分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，外径357～

468 µmである。生殖器巣の孔板は体表面からやや

隆起し，巣底は体表面から4～11細胞下に位置す

る（第85図D）。孔板は4～6細胞層からなり，直

径233～319 µm，厚さ29～35 µmである。巣孔内壁

に沿って3～5細胞が配列し，孔板の他の細胞に類

似した形態である（第85図E）。巣内は直径250～

344 µm，高さ83～149 µmで縦断面は細長い楕円形

である。二分胞子嚢は長さ89～152 µm，直径43～

89 µmである。四分胞子嚢がわずかに混じること

がある。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径121～170 µm，高さ35～53 µmであり，巣内

の底面で樹枝状，巣内側面および屋根内側で単純

な形の精子嚢が形成される（第85図F，G）。雌性

生殖器巣は巣内の直径99～170 µm，高さ35～53 

µmである。果胞子嚢生殖器巣は巣内の直径190～

319 µm，高さ99～185 µmであり，巣底面に形成さ

れる融合細胞は不連続であり，3細胞からなる造

胞糸が融合細胞から個別に切り出され，先端に果

胞子嚢を生ずる（第85図H）。果胞子嚢は長さ79

～105 µm，直径27～56 µmである。

分布域：標本に基づくアッケシイシモの分布域は，

北海道東岸の厚岸である（付図12D，付表7-2）。

国外では中国，極東ロシア，大西洋両岸，中東に

分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：国内におけるアッケシイシモの報告は，厚

岸以外では，神奈川県真鶴半島での記録（田中，

1994）を収録した神奈川県海藻誌（高橋，2014）

に限られる。日本に本種が生育するかどうか，今

後の検討課題であり，Adey et al . (2018) は，寒

帯域の北東大西洋岸以外での本種の報告は誤って

いると指摘している。本種のタイプ標本の組織と

生殖器官の構造は，Düwel and Wernberg (1996) 

により報告されているほか，アイソレクトタイプ

標本がDr. Peña により遺伝子解析されたと言及さ

れているが（Adey et al. , 2018），これまで公表さ

れていない。日本産アッケシイシモについて，分

子系統解析により種の実態を調査すべきである。

モンツキイシモ（新称）Phymatolithon notatum 

(Foslie) W.H.Adey 1970: 29. 

（第86図，付図12E，付表7-2）

基礎異名：Lithothamnion notatum Foslie 1906b: 4. 

遠藤 1916: 122. 岡村 1936: 502. 吉田・馬場 1998: 

585. 吉田ら 2015: 154.

タイプ産地：Marine Laboratory at Sagami Prov. (現

在の神奈川県三浦市三崎).

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (B-1671, Yendo 

collection No. 352, 1899) [Woelkerling et al ., 2005: 

234].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 1, fi g. 13.

　体は殻皮状で小石に固着し，厚さ223～435 µm

であり，表面に微細な突起を作り，時に無脊椎動

物の採食跡が溝になり表面に残ることがある（第

86図A，B）。生殖器巣は体全面に形成され，わず

かに隆起する（第86図C）。
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　体構造は一組織性である（第86図D）。基層は

非共軸構造で基質に沿って平行に配列し，細胞は

長さ12～22 µm，直径5～7 µmである（第86図E）。

中層の細胞は長さ5～8 µm，直径4～6 µmの円形，

四角形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融

合がみられる（第86図F）。表層下始原細胞は長

さ4～6 µm，直径4～5 µmの四角形である。表層は

1～2層からなり，細胞は長さ3～5 µm，直径4～6 

µmの四角形であり，細胞の外壁が平たく張り出

すことはない（第86図F）。生毛細胞はまれにみ

られ，長さ9～11 µm，直径4～7 µmである（第86

図G）。

　二分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，体表面とほ

ぼ同じ高さであり，外径177～211 µmである。生

殖器巣の周囲を縁取る輪状の隆起を形成するか

（第86図C，H）これを欠き，巣底は体表面から9

～14細胞下に位置する。孔板は3～4細胞層からな

り，直径98～134 µm，厚さ13～16 µmである。巣

孔内壁に沿って2～3細胞が配列し，孔板の他の細

胞に類似した形態である（第86図I）。巣内は直径

132～204 µm，高さ52～66 µmで縦断面は楕円形で

ある（第86図H）。二分胞子嚢は長さ35～64 µm，

直径24～44 µmである。胞子放出後の古い生殖器

巣は剥離し，体内に三日月形の痕跡が残る（第86

A B

第86図　モンツキイシモ Phymatolithon notatum  A: 小石に着生する殻皮状の体。B, C: 乾燥前の体表面 [B: 体表面にみ
られる横紋（白の矢印），二分胞子嚢生殖器巣（黒の矢印）を示す。C: 二分胞子嚢生殖器巣の表面。生殖器
巣の縁辺部にわずかな隆起（矢印）がみられる。D: 体の縦断面。一組織性構造であり，基層（星印），体表
面の生殖器巣（矢印），生殖器巣の痕跡（矢尻）を示す。E: 体下部の縦断面。多層になる基層細胞（星印）
を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。
G: 体上部の縦断面。生毛細胞（矢印）を示す。H: 二分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻），屋根縁辺部
の隆起（矢印）を示す。I: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に隣接する巣孔細胞は，周囲の孔板細胞
と同じ形態である。[使用標本 A-I: 16-17。スケールバー A: 1 cm; B: 1 mm; C: 200 µm; D: 100 µm; E, H: 50 µm; F, 
G, I: 15 µm]
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図D）。

　四分胞子体，配偶体，果胞子体は採集されてい

ない。

分布域：標本に基づくモンツキイシモの分布域

は，本州太平洋岸中部の神奈川県三崎町である（付

図12E，付表7-2）。国外ではインドに分布する

（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：タイドプール内の小石上に生育する。モン

ツキイシモはFoslie（1906b）がイシモ属として新

種記載し，それ以降では静岡県（千原，1967; 

Lithothamnion notatum ？として）のみから採集記

録があるが，その証拠標本は確認できなかった。

本研究ではタイプ産地である三浦市三崎町で採集

した標本により観察を行ったが，採集地で本種は

極めて稀である。

　本研究の結果から，本種は表層細胞の外壁は張

り出さず，イシモ属の特徴を持たないことが明ら

かになった。雄性生殖器巣の特徴が不明であるた

め，ここではAdey (1970) の見解に従いアッケシ

イシモ属とした。今後，配偶体の観察とともに，

タイプ標本を用いた分子系統解析により，本種の

分類学的位置を検討することが必要である。

　近年，分子系統解析と形態・解剖学的観察に基

づく知見により，台湾（Liu et al ., 2018），韓国

（Jeong et al ., 2019）からアッケシイシモ属の新種

がそれぞれ発表されている。これらの新種と日本

産アッケシイシモおよびモンツキイシモとの関係

も検討すべきである。

【日本産から除外するアッケシイシモ属の種】

Phymatolithon (Clathromorphum) loculosum Foslie 

1900d: 10.

遠藤 1916: 124. 岡村 1936: 505.

　本種の標本は，遠藤吉三郎により1903年6月25

日に千島列島の占守島で採集された。現在，TRH

にFoslie標本（TRH C21-3523）として保管され，

Printz（1929, pl. 41, fi g. 18, 19）に図示されてい

る（Woelkerling et al., 2005）。採集記録が千島列

島であることから，日本産アッケシイシモ属の種

から除外する。現在，本種は分子系統解析の結果

からカサキノコイシモ属に移されている（Adey 

et al ., 2015）。

Phymatolithon (Clathromorphum) loculosum  Foslie f. 

evanida  Foslie 1905a: 93. 

遠藤 1916: 124. 岡村 1936: 505, 235図.

　本品種の標本は，遠藤吉三郎により1903年6月7

日に千島列島の択捉島ルベツ，同年6月25日に占

守島で，それぞれ採集された。現在，TRHに

Foslie標本（TRH C21-3524, C21-3525 ）として保

管され，Printz（1929, pl. 41, fi g. 16）にC21-3524

の標本が図示されている（Woelkerling et al. , 

2005）。同じ標本の写真が岡村（1936，235図）に

引用されている。採集記録が千島列島であること

から，日本産アッケシイシモ属の種から除外する。

Phymatolithon polymorphum Foslie, nom. illeg. 

1898a: 4. 

Yendo 1902b: 187. 遠藤 1916: 123. 岡村 1936: 505. 

Lithothamnion polymorphum として [Yendo 1902b: 

187].

　本種は，Yendo (1902b)がDickie (1876) の報告

として和歌山県の紀伊大島を産地として挙げ，次

いで遠藤（1916）が注意として「果シテ本邦ニ産

スルヤ否ヤハ極メテ曖昧ナリ」とした。さらに日

本海藻誌（岡村，1936）では，山田幸男により「尚

ホDickieノ標本ヲ蔵スルKewノCottonノ言ニヨレ

バDickieノ鑑定ハ石灰藻ニ限ラズ誤マレルモノ甚

ダ多シト」と記載された。この報告に該当する証

拠標本は見当たらず，本種が日本に産するかどう

［→ 反対側のページ］
第87図　クサノカキ Synarthrophytum chejuense  A: 生態写真（平戸市野子崎，水深1 mでヒメカニノテ Amphiroa 

misakiensis に着生，2002年6月）。B: マクサ（矢印）に着生する配偶体。C: 四分胞子体の表面。ネマテシア
状の四分胞子嚢生殖器巣（矢印）を示す。D: 体の縦断面。四分胞子嚢生殖器巣（矢尻）が体厚の半分を占
める。E: 体の縦断面。多層になる基層細胞（星印）を示す。F: 体の縦断面。体下部から二次的な小柱（矢印）
が形成されマクサの枝（星印）を取り巻く。G: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融
合（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の表面。孔板の多数の巣
孔（矢印）を示す。I: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。J: 巣孔の表面。巣孔（矢印）
はロゼット状の細胞に囲まれる。K: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に隣接する巣孔細胞は，周囲の
孔板細胞と同じ形態である。L: 雄性生殖器巣の縦断面。M: 雄性生殖器巣の巣底面の一部。樹枝状の精子嚢（矢
印）を示す。N: 雌性生殖器巣の縦断面。O: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢印）は不連続に形成
される。[使用標本 B: 19-3; C, E-G, I, K: 13-70; D, H, J: KU-1-83-147; L-O: KU-1-83-98。スケールバー B: 1 
cm; C: 2 mm; D, H: 300 µm; E, I, L, N, O: 50 µm; F: 200 µm; G, K, M: 15 µm; J: 20 µm]
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かは不明であることから，日本産アッケシイシモ

属の種から除外する。

　現在，P. polymorphum はイギリスをタイプ産地

とするPhymatolithon calcareum の異タイプ異名と

して扱われている（Guiry and Guiry, 2022）。

クサノカキ属　Synarthrophyton R.A.Townsend 1979: 

252. 

タイプ種：Synar throphyton patena  (Hooker f. & 

Harvey) R.A.Townsend 1979: 252, fi g. 1-18.

　クサノカキ属には11種が分類学的に認められて

いる（Guiry and Guiry, 2022）。これまでに，新日

本海藻誌のサンゴモ目（吉田・馬場，1998）にお

いて1種が記載されている。本研究では，1種を日

本産として確認し報告する。

クサノカキ　Synarthrophyton chejuense J.H.Kim, 

H.Chung, D.S.Choi & I.K.Lee 2004: 501, fi g. 1-44 

(chejuensis として).  

（第87図，付図12F，付表7-2）

吉田ら 2015: 155. 馬場ら 2020: 21, 第13図D-F.  

Lithothamnion cystocarpideum sensu Masaki 1968: 

11, pl. 5,  6, 43, 44. 吉田・馬場 1998: 583. 馬場 

2000b: 7, 第6, 7図. 

タイプ産地：South-western coast of Cheju Island, 

Moseulpo, South Korea.

タイプ標本：ホロタイプ，SNU (98-CMP407, J.H.

Kim & H. Chung, 18.v.1998, 水深10～15 mでヘリ

トリカニノテに着生) [Kim et al ., 2004: 504].

タイプ標本の図解：Kim et al . (2004) fi g. 1, 2. 

　体は盤状，層状で縁辺は波打ち，マクサ，有節

サンゴモに着生するほか，海綿や貝殻の上，岩上

に生育し，幅7 cmまで，厚さ100～330 µmになる（第

87図A，B）。生殖器巣は縁辺部を除く表面全面に

形成される（第87図C）。 

　体構造は一組織性である（第87図D，E）。基層

は非共軸構造の多層であり良く発達し，細胞は長

さ23～35 µm，直径6～9 µmである（第87図E）。

体腹面から宿主を取り巻くように二次的な支柱が

形成される（第87図F）。中層の細胞は長さ6～12 

µm，直径5～7 µmの円形，正方形，長方形であり，

隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる

（第87図G）。表層下始原細胞は長さ6～15 µm，直

径5～7 µmの長方形である。表層は1層からなり，

細胞は長さ3～4 µm，直径5～7 µmの四角形であ

る。生毛細胞はまれにみられ，長さ10～19 µm，

直径7～12 µmである（第87図G）。

　胞子体は二分胞子体と四分胞子体があり，生殖

器巣は多孔であり，体表面にネマテシア状になり

形成される（第87図C）。二分（四分）生殖器巣

の孔板は体表面から低いドーム状に隆起し，巣底

は体表面から11～16細胞下に位置する（第87図H，

I）。孔板は5～7細胞層からなり，直径114～415 

µm，厚さ43～58 µm，巣孔を囲むロゼット細胞は

6～8個である（第87図J）。巣孔内壁に沿って5～6 

細胞が配列し，孔板の他の細胞に類似した形態で

ある（第87図K）。巣内は直径175～268 µm，高さ

96～144 µmで縦断面は長楕円形である。二分胞子

嚢は長さ99～134 µm，直径35～56 µm，また四分

胞子嚢は長さ91～124 µm，直径46～63 µmである。

　配偶体は雌雄同株あるいは異株である。雄性生

殖器巣は巣内の直径116～283 µm，高さ33～83 µm

であり，巣内の底面で樹枝状，巣内側面および屋

根内側で単純な形の精子嚢が形成される（第87図

L, M）。雌性生殖器巣は巣内の直径229～440 µm，

高さ61～91 µmである（第87図N）。果胞子嚢生殖

器巣は巣内の直径425～567 µm，高さ127～243 µm

であり，巣底面に形成される融合細胞は不連続で

あり，7～8細胞からなる造胞糸が底面周辺部から

切り出され，先端に果胞子嚢を生ずる（第87図

O）。果胞子嚢は直径37～54 µmである。

分布域：標本に基づくクサノカキの分布域は九州

西岸・北岸・東岸，四国南岸，本州太平洋岸中部・

北部，本州日本海岸中部・北部である（付図

12F，付表7-2）。国外では韓国に分布する（Guiry 

and Guiry, 2022）。 

備考：テングサ類，有節サンゴモの体上に着生す

るほか，岩や海綿等の上にも着生する。これまで

にタイプ標本の分子系統解析は実施されていない

が，韓国釜山産標本からDNA塩基配列が得られて

いる（Lee et al ., 2018; Hughey et al ., 2022）。
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メソフィルム科　Mesophyllaceae Athanasiadis 2016: 

251. 

科のタイプ属：Mesophyllum  Me.Lemoine 1928: 

251.

　メソフィルム科に対してMesophyllumaceae 

C.W.Schneider & M.J.Wynne (2019) が提案された

が，Mesophyllaceaeの後続同名である（Athanasiadis, 

2020; Wynne and Schneider, 2022）。メソフィルム

科には15属が含まれ（Athanasiadis，2017，2019，

2022; Guiry and Guiry，2022），日本からキタイシ

モ属，レプトフィツム属，エダウチイシモ属，メ

ソフィルム属，カサキノコイシモ属の5属が報告

されている（第1表）。

キタイシモ属 Clathromorphum Foslie 1898b: 4.

タイプ種：Clathromorphum compactum (Kjellman) 

Foslie 1898b: 4.

　キタイシモ属には7種が分類学的に認められて

いる（Guiry and Guiry, 2022）。これまでに，日本

産キタイシモ属の種は日本海藻誌（岡村，1936）

に記載がなく，新日本海藻誌のサンゴモ目（吉田・

馬場，1998）において2種が記載されている。本

研究では1種を日本産として確認し，1種を日本に

生育するか不明として報告する。

第88図　キタイシモ Clathromorphum circumscriptum  A: 殻皮状の体。B: 体の表面。四分胞子嚢生殖器巣は蜂の巣状に
なる。C: 四分胞子嚢生殖器巣の表面。多孔になる孔板（矢印）を示す。D: 体の縦断面。一組織性構造であり，
基層（矢印）を示す。E: 体下部の縦断面。多層になる基層細胞（星印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層
の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），5～6層になる表層細胞（星印）を示す。G: 四分胞子嚢生殖
器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。H: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に隣接する巣孔細胞は，周
囲の孔板細胞と同じ形態である。[使用標本 A-F: HAK (JA-102-87)。スケールバー A: 1 cm; B: 5 mm; C: 200 
µm; D: 50 µm; E: 30 µm; F: 10 µm; G: 100 µm; H: 20 µm]
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キタイシモ属の種の検索表

1. 四分胞子嚢生殖器巣は剥離し，体内に残らな

い･････････････････････････････キタイシモ

1. 四分胞子嚢生殖器巣は剥離せず，体内に残る

 ･･･････････････････････アナアキキタイシモ

キタイシモ　Clathromorphum circumscriptum 

(Strömfelt) Foslie 1898b: 5.

（第88，89図，付図13A，付表8-1）

吉田・馬場 1998: 549, 図3-19A-G. 吉田ら 2015: 

154.

Clathromorphum compactum sensu Segawa 1956: 70, 

pl. 40, no. 309 [瀬川（1956）に記載]. Masaki and 

Tokida, 1961b: 161, pl. 1, fi g. 1, 2, pl. 2, fi g. 1-5, 

pl. 3. Masaki 1968: 19.

基礎異名：Lithothamnion circumscriptum Strömfelt 

1886: 20, pl. 1, fi g. 4-8.

タイプ産地：レクトタイプ，Iceland（Adey et al ., 

2015）; エ ピ タ イ プ，Holmonas, Reydharfjord, 

Iceland (Adey et al ., 2015).

タイプ標本：レクトタイプ，S (seven microscopic 

slides) [Peña et al ., 2021: 473]; エピタイプ，US 

(US 170939，W.H. Adey collection no.66-24-1A, 

29.vii.1966) [Guiry and Guiry, 2022].

タイプ標本の図解：公表されていない。

　体は殻皮状で石に固着し，直径1～3 cmの円形

から楕円形で，隣接する体との境界部分がやや盛

り上がる（第88図A）。生殖器巣は体表面全体に

形成され，表層が剥離すると窪みが顕著になる（第

88図B，C）。

　体構造は一組織性であり，基層は基質に沿って

配列し4～8層の細胞からなる（第88図D，E）。中

層の隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられ

る（第88図F）。表層は5～8層の細胞 からなる。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり（第88図C，

G），巣孔内壁に沿って8～10細胞が配列し，周囲

の孔板細胞と類似した形態である（第88図H）。

胞子放出後の古い生殖器巣は体内に残らない。

　配偶体および果胞子体の形態はMasaki and 

Tokida（1961b）に記載されている。

分布域：標本に基づくキタイシモの分布域は，北

海道東岸の厚岸である（付図13A，付表8-1）。国

外では，北太平洋寒帯域，北大西洋寒帯域に分布

する（Adey et al ., 2015; Guiry and Guiry, 2022）。

備考：潮間帯から水深15 mまでの岩上に生育す

る。キタイシモは瀬川（1956）により原色日本海

藻図鑑に日本新産種として掲載され，北海道東岸

が分布域とされた。次いで，Masaki and Tokida 

(1961b) により，北海道厚岸産の標本をもとに，

詳細な観察が行われた。その後，北海道太平洋岸

での分布と形態が秋岡・正置（1977）により報告

され，深所産アナアキキタイシモ Clathromorphum 

compactumとの相違点が整理され，キタイシモの

学名が変更された。

　HAK所蔵の正置標本には，秋岡・正置（1977）

の調査で採集された標本（第88図A）のほか，

Masaki and Tokida (1961b) で図示された標本（第

89図）を含む3点が保管されている（付表8-1）。

本研究では，それらの標本およびプレパラートを

観察した結果をもとに，上記の記載を行った。

　本種の分子系統解析は，アイスランド産のエピ

タイプのほか，アメリカMaine産およびカナダ

Labrador産の標本で実施されている（Adey et al ., 

2015）。

第89図　キタイシモ Clathromorphum circumscriptum  A: 
岩に着生する殻皮状の体 [HAK所蔵標本，北
海道厚岸，左側の標本がMasaki and Tokida 
(1961b, pl. 1, fi g. 1) に図示されている], B: 標
本ラベル。学名がClathromorphum compactum 
であることに注意。[使用標本 A，B: HAK (無
番号)。スケールバー A, B: 1 cm]



馬場・加藤：日本産無節サンゴモの分類と分布

― 159 ―

アナアキキタイシモ　Clathromorphum compactum 

(Kjellman) Foslie 1898b: 4. 

秋岡・正置 1977: 12. 吉田・馬場 1998: 549. 吉田

ら 2015: 154.

基礎異名：Lithothamnion compactum Kjellman 1883: 

101, 132, pl. 6, fi g. 8-12.

タイプ産地：Karmakul Bay, Novaya Zemlya, Russia.

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (C20-3470, 

Kjellman, 26.vi.1875) [Woelkerling et al ., 2005: 

488]

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 41, fig. 1; 

Woelkerling (1988) fi g. 167.

　アナアキキタイシモは北海道太平洋岸域におけ

る無節サンゴモの生態調査の結果から，年間を通

 じて寒流の影響を受ける比較的深所に生育するこ

とが報告された（Adey et al ., 1976; 秋岡・正置，

1977）。その調査で採集・観察された標本は，

HAK所蔵の正置標本には見当たらず，国内の他

の標本庫にも保管されていない。したがって，ア

ナアキキタイシモについて，日本における記録は，

新たな標本を採集し確認する必要があり，本研究

では日本に生育するか不明とした。なお，本種の

分子系統解析はレクトタイプおよびアイソレクト

タイプで実施されている（Adey et al ., 2 015）。

レプトフィツム属　Leptophytum Adey 1966: 323. 

タイプ種：Leptophytum laeve W.H.Adey 1966: 324.

　レプトフィツム属には8種が分類学的に認めら

ている（Guiry and Guiry，2022）。これまでに，

日本産レプトフィツム属の種は，新日本海藻誌の

サンゴモ目（吉田・馬場，1998）において1種が

記載されている。本研究では1種を日本産として

確認し報告する。

イシモ　Leptophytum laeve W.H.Adey 1966: 324. 

（第90図，付図13B，付表8-1）

吉田・馬場 1998: 570, 図3-24A-G (Leptophytum 

laeve (Foslie) Adey として). 

タイプ産地：Eyrarbakki, south Iceland.

タイプ標本：ホロタイプ，S (unnumbered, a single 

slide)  [Adey et al ., 2015: 196].

タイプ標本の図解：Düwel and Wegeberg (1996) 

fi g. 1a.

　体は殻皮状で岩に固着し，厚さ172～385 µmに

なる（第90図A）。生殖器巣は体表面に点状に散

在する。

　体構造は一組織性である（第90図B）。基層は

非共軸構造で7～14層からなり，基質に沿って平

行に配列し，細胞は長さ17～27 µm，直径7～10 

µmである（第90図C）。中層の細胞は長さ5～8 

µm，直径6～8 µmの円形，正方形，長方形であり，

隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる

（第90図D）。表層下始原細胞は長さ3～6 µm，直

径5～7 µmの正方形，長方形である。表層は1層で，

細胞は長さ3～5 µm，直径5～8 µmの長方形，楕円

形である（第90図E）。生毛細胞はみられない。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，孔板は体表

面からやや隆起し（第90図F），巣底は体表面か

ら12～19細胞下に位置する。孔板は6～9細胞層か

らなり，直径190～392 µm，厚さ41～59 µmである。

巣孔は7～9個のロゼット細胞に囲まれ（第90図

G），巣孔内壁は6～9細胞からなり周囲の孔板細

胞に類似した形態である（第90図H）。巣内は直

径291～445 µm，高さ139～187 µmで縦断面は楕円

形である。四分胞子嚢は長さ134～177 µm，直径

64～100 µmである。胞子放出後の古い生殖器巣は

体内に残らない。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径129～544 µm，高さ68～106 µmであり，巣

内の底面に樹枝状，側面から屋根内側に単純な形

の精子嚢が形成される（第90図I）。

　雌性体および果胞子体の形態は吉田・馬場

（1998）に記載されている。

分布域：標本に基づくイシモの分布域は，北海道

東岸の厚岸である（付図13B，付表8-1）。国外では，

北太平洋寒帯域，北大西洋寒帯域，ヨーロッパ，

中東に分布する（Guiry and Guiry）。

備考：HAK所蔵の正置標本には，本種に該当す

る標本が3点保管され（付表8-1），本研究では，

そのうちの1点（JA-103-81）を観察して図示し

た。これらの標本はAdey et al. (1976) の調査時

に北海道東岸で採集されたものであり，北太平洋

亜寒帯・寒帯域における本種の分布域のうち，日

本からの証拠標本に該当する。

　現在，レプトフィツム属の有効性に関して命名

規約上の問題があり，異なる見解が発表されてい

る（Düwel and Wegeberg, 1996; Adey et al. , 2001, 

2015; Woelkerling et al ., 2002）。分子系統解析の結

果から，レプトフィツム属のタイプ種であるイシ

モは，アッケシイシモ属およびキタイシモ属と異

なり独立した属として認識されている（Adey et 

al ., 2015）。本研究では日本産イシモの所属につ



馬場・加藤：日本産無節サンゴモの分類と分布

― 160 ―

A B

第90図　イシモ Leptophytum laeve  A: 殻皮状の体。B: 体の縦断面。一組織性構造であり，基層（矢印）を示す。C: 
体下部の縦断面。多層になる基層細胞（星印）を示す。D: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞
間の細胞融合（矢印）を示す。E: 体上部の縦断面。表層細胞（矢尻），中層細胞（星印）を示す。F: 四分胞
子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。G: 孔板の表面。巣孔（星印）とそれを取り囲むロゼット細
胞（矢尻）を示す。H: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に隣接する巣孔細胞は，周囲の孔板細胞と同
じ形態である。I: 雄性生殖器巣の縦断面。巣底部に形成される樹枝状の精子嚢（矢印）を示す。[使用標本 
A-I: HAK (JA-103-81)。スケールバー A: 1 cm; B: 200 µm; C, I: 50 µm; D, E: 15 µm; F: 70 µm; G: 25 µm; H: 30 
µm]
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いて，この見解に従った。今後，分子系統解析手

法により日本での本種の分布を確認する必要があ

る。

　なお，イシモの和名に対して，レプトフィツム

属のイシモ Leptophytum laeve のほかに，イシモ

属のイシモ Lithothamnion laeve f. tenue があるが，

この2分類群はそれぞれ異なる標本に基づく別種

である。本研究において，後者のイシモは，証拠

標本が確認できず実体が不明であることから，日

本産から除外するイシモ属の種として扱われてい

る。 

エダウチイシモ属　Melyvonnea  Athanasiad is & 

D.L.Ballantine  2014: 391.

タイプ種：Melyvonnea canariensis(Foslie)Athanasiadis 

& D.L.Ballantine 2014: 399.

　エダウチイシモ属は2014年に形態・解剖学的特

徴に基づき新属として設立され（Athanasiadis and 

Ballantine，2014），4種が分類学的に認められて

いる（Guiry and Guiry, 2022）。これまでに日本産

エダウチイシモ属の種は，新日本海藻誌（吉田・

馬場，1998）においてイシモ属，エダウチイシモ

属としてそれぞれ1種が記載されている。本研究

では，日本産として2種を確認し報告する。

A B

第91図　カナリアイシモ Melyvonnea canariensis  A: いぼ状，こぶ状の体 [HAK所蔵標本，和歌山県潮岬，Masaki (1968, 
pl. 4, fi g. 2) に図示された標本]。B: Aの標本の拡大。C: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の
細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。D: 突起部の横断面。体表面（矢印）および体内（星印）に残
る四分胞子嚢生殖器巣を示す。E: 四分胞子嚢生殖器巣の屋根の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に隣接する
巣孔細胞は，下部に位置する細胞（矢印）が細長くなる。[使用標本 A, B: HAK (Masaki 63-10); C-E: 標本
に付随するプレパラートより撮影。スケールバー A, B: 1 cm; C: 10 µm; D: 200 µm; E: 15 µm]
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A B

第92図　エダウチイシモ Melyvonnea erubescens　A: 生態写真（石垣島米原，水深1 mの岩上，1996年10月）。B: 低木
状の体。C: 突起部の表面。二分胞子嚢生殖器巣（矢印）を示す。D: 殻状部の縦断面。一組織性構造であり，
共軸状に配列する基層細胞（星印）を示す。E: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融
合（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。F: 枝の縦断面。中層は不規則な層状に配列し，
生殖器巣（矢印）が残る。G: 二分胞子嚢生殖器巣の表面。孔板（矢印）の多数の巣孔を示す。H: 二分胞子
嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。I: 巣孔の表面。巣孔（星印）はロゼット状に配列する細胞（矢
尻）に囲まれる。J: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に隣接する巣孔細胞は，下部に位置する細胞（矢
印）が細長くなる。K: 中層に残る二分胞子嚢生殖器巣。巣内は大型の細胞（星印）により塞がれる。[使用
標本 B, C, G, I: 06-5; D-F, H，J, K: 01-481。スケールバー B: 1 cm; C: 1 mm; D: 100 µm; E, J: 15 µm; F: 200 µm; G: 
250 µm; H, K: 50 µm; I: 10 µm]
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エダウチイシモ属の種の検索表

1. 突起はいぼ状，こぶ状で，四分胞子嚢生殖器

巣は外径265～330 µmである

 ･･･････････････････････････カナリアイシモ

1. 突起は低木状になり，二分胞子嚢生殖器巣は

外径280～440 µmである

 ･･･････････････････････････エダウチイシモ

カナリアイシモ　Melyvonnea canariensis (Foslie) 

Athanasiadis & D.L.Ballantine 2014: 399.　

（第91図，付図13C，付表8-1）

吉田ら 2015: 155.

基礎異名：Lithothamnion canariense Foslie 1906a: 

17. Masaki 1968: 10, pl. 4, pl. 42, fi g. 1-3. 吉田・

馬場 1998: 583.

同タイプ異名：Mesophyllum canariense  (Foslie) 

Me.Lemoine 1928: 252.

タイプ産地：Puerto Orotava, Tenerife, Canary 

Islands, Spain.

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (C15-3210, 

Sauvageau, xii.1904-ii.1905) [Woelkerling et al ., 

2005: 445; Athanasiadis and Ballentine, 2014: 399]

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 14, fi g. 7, 8;  

Athanasiadis and Ballentine (2014) fi g. 22.

　体はいぼ状，こぶ状で先端は鈍頭であり，岩に

固着する（第91図A，B）。体構造は一組織性であり，

中層の隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみら

れる（第91図C）。突起部の中層細胞は不規則な

層状に配列する（第91図D）。表層下始原細胞は

長方形である。表層は1層の四角形，楕円形の細

胞からなり，上面が張り出すことはない（第91図

C）。生毛細胞はみられない。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，外径265～

329 µmである。生殖器巣の孔板は体表面から隆起

し（第91図D），孔板は4～6細胞層からなる。巣

内は直径150～400 µm，高さ75～130 µmである。

巣孔内壁に沿って3～4細胞が配列し，最下部の細

胞が細長く，その上の1～2細胞が短くなり，最上

部に表層細胞があるかこれを欠く（第91図E）。

巣孔細胞は，最下部の細胞を除き孔板の他の細胞

に類似した形態である。胞子放出後の古い生殖器

巣は体内に埋存し，巣内は大型の細胞で埋まる。

　国内から配偶体および果胞子体は採集されてい

ない。

分布域：標本に基づくカナリアイシモの分布域は，

本州太平洋岸南部である（付図13C，付表8-1）。

国外では，スペイン，ポルトガル，アフリカ大西

洋岸中部に分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：カナリアイシモは，Masaki (1968) が和歌

山県潮岬産の標本をもとに日本新産種として報告

し，その後，国内からの報告はない。HAKには，

Masaki（1968, pl. 4, fi g. 2）に図示された標本（第

91図A，B）が保管されている。本研究では，そ

の標本および付随するプレラートを観察した。

　カナリアイシモのタイプ標本は，Reyes and 

Afonso-Carrillo (1993) および Athanasiadis and 

Ballantine (2014) により観察され，巣孔細胞が3

～5細胞からなり，その最下部の細胞が細長いこ

とが確認されている。この分類形質は，潮岬産カ

ナリアイシモの巣孔細胞の形態と一致した。

Athanasiadis and Ballantine (2014) は，タイプ産地

であるCanary IslandsのTenerifeでは 希少な固有種

であり，これ以外の地域での分布を疑問視してい

る。したがって，本種の日本での分布については，

検討する必要がある。本種はエダウチイシモ属の

タイプ種であるが，タイプ標本の分子系統解析は

実施されていない。

エダウチイシモ　Melyvonnea erubescens (Foslie) 

Athanasiadis & D.L.Ballantine 2014: 405.

（第92，93図，付図13D，付表8-1）

吉田ら 2015: 155.

基礎異名：Lithothamnion erubescens Foslie 1900a: 

9. 瀬川 1956: 70, pl. 40, no. 308. Masaki 1968: 13, 

pl. 7, 8, pl. 42, fi g. 4-7(f. madagascarensis として).

同タイプ異名：Mesophyllum erubescens  (Foslie) 

Me.Lemoine 1928: 252. 吉田・馬場 1998: 598. 馬

場 2000b: 12, 第16, 17図. 

タイプ産地：Chaloup Bay, Fernando de Noronha, 

Brazil.

タイプ標本：レクトタイプ, TRH (C15-3212; H.N. 

Rid ley,  T.S.  Lea and G.A. Ramage,  1887) 

[Athanasiadis and Ballantine, 2014: 405]

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 15, fi g. 20; 

Sissini et al . (2014) fi g. 2.

　体はいぼ状，こぶ状，低木状で岩に固着し，団

塊状になり（第92図A，B），サンゴモ球になるこ

とがある。殻状部は厚さ627～992 µm，突起部は

密生し円柱状であり，叉状あるいは不規則に分岐

し先端が鈍頭，長さ4～16 mm，直径1～3 mmにな

る。生殖器巣は殻状部と突起部に形成され，体表

から隆起し目立つ（第92図C）。 
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　体構造は一組織性である（第92図D）。基層は

共軸構造であり，細胞は長さ16～25 µm，直径6～

9 µmである。中層の細胞は長さ5～8 µm，直径4～

5 µmの円形，正方形，長方形であり，隣接する細

胞糸の細胞間に細胞融合がみられる（第92図E）。

突起部の中層細胞は不規則な層状に配列する（第

92図F）。表層下始原細胞は長さ5～8 µm，直径4

～5 µmの長方形である。表層は1層からなり，細

胞は長さ2～3 µm，直径5～8 µmの楕円形である。

生毛細胞はまれにみられ，長さ12～17 µm，直径6

～9 µmである（第92図E）。

　二分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，外径281～

443 µmである。生殖器巣の孔板は体表面から隆起

し（第92図C，G），巣底は体表面から10～18細胞

下に位置する。孔板は4～6細胞層からなり，直径

144～253 µm，厚さ22～30 µmである（第92図H）。

巣孔は7～11個のロゼット細胞に囲まれ（第92図

I），巣孔内壁に沿って3～4細胞が配列し，最下部

の細胞が細長く，その上の1～2細胞が短くなり，

最上部に表層細胞がある（第92図J）。最下部の細

胞以外は孔板の他の細胞に類似した形態である。

巣内は直径190～334 µm，高さ83～114 µmで縦断

面は長楕円形である。二分胞子嚢は長さ85～105 

µm，直径57～73 µmである。胞子放出後の古い生

殖器巣は体内に埋存し，巣内は大型の細胞で埋ま

る（第92図K）。国内から四分胞子体，配偶体，

果胞子体は採集されていない。

分布域：標本に基づくエダウチイシモの分布域は

南西諸島，九州南岸，四国南岸，本州太平洋岸南

部，八丈島，小笠原諸島である（付図13D，付表

8-1）。瀬川 (1956)は本種を日本新産種として図

示し，分布域に小笠原島を含めた。SAPに，父島

および母島で瀬川が採集した標本が保管されてい

る（第93図）。国外では，大西洋北東岸，大西洋

西岸，インド洋，東南アジア，中国，韓国，極東

ロシア，太平洋熱帯域，南太平洋（オーストラリ

ア，ニュージーランド）に分布する（Guiry and 

Guiry，2022）。

備考：漸深帯上部の岩上に生育する。Masaki 

(1968) は，和歌山県潮岬から採集した標本を観

察し，エダウチイシモの品種のひとつであるf. 

madagascariensis に当てた。

　Sissini et al.  (2014) による本種のタイプ標本の

分子系統解析結果から，タイプ標本のDNA 塩基配

列データには，ブラジル産とメキシコ大西洋岸産

の標本が一致し，日本を含む太平洋各地産の標本

が一致しないと指摘された。次いで，Richards et 

al.  (2020) は，タイプ標本を含む分子系統解析の

結果に基づく分布域がブラジル，メキシコ湾，ハ

ワイ諸島であることを示した。日本産エダウチイ

シモについて，石垣島産と沖縄県本部町産の標本

からDNA塩基配列が得られ，ブラジル産とは異な

ること，さらに多系統を示すことが知られている

（Kato et al. , 2011）。今後は，国内の他海域からの

標本も含め，所属を検討する必要がある。

　属レベルでは 形態・解剖学的知見に基づき，エ

ダウチイシモをエダウチイシモ属に含める見解

（Athanasiadis and Ballantne，2014) に対して，分

子系統学的知見に基づき，エダウチイシモのタイ

プ標本がメソフィルム属に含まれることが明らか

になっている（Richards et al ., 2020）。

　なお，エダウチイシモの品種 f. madagascariensis 

を形態・解剖学的知見から種レベルとして認め，

Melyvonnea madagascariensis (Foslie) Athanasiadis 

& D.L.Ballantine （2014）とする新組合せが提案さ

れ，その根拠を雄性生殖器巣内での精子嚢の形成

位置の違いとしている。しかし引用された精子嚢

の形成位置は，タイプ標本あるはタイプ産地であ

るマダガスカル産の標本ではなく，南アフリカお

よびインドネシ産標本の観察結果（Keats and 

Chamberlain, 1994b; Verheij, 1994）である。また，

これまで日本産の標本で雄性生殖器巣が観察され

たことはなく，日本にM. madagascariensis が分布

するかどうかは明らかではない。Keats and 

Chamberlain (1994b) は，エダウチイシモおよび M. 

第93図　小笠原諸島父島産エダウチイシモ。1933年4
月に瀬川により採集された標本 [SAP (瀬川 
14499)，Lithothamnion dickiei として]。標本
には組織プレパラート（右）が添付されてい
る。[スケールバー 2 cm]
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madagascariensis のタイプ標本を詳細に観察し，

両種の形態および無性生殖器巣の構造に識別可能

な違いは見いだせないと報告している。

メソフィルム属　Mesophyllum Me.Lemoine 1928: 

251.

タイプ種：Mesophyllum lichenoides  (J.Ellis) Me.

Lemoine 1928: 252.

　メソフィルム属には25種が分類学的に認められ

ている（Guiry and Guiry, 2022）。これまでに日本

産メソフィルム属の種は，日本海藻誌（岡村，

1936）にイシモ属として4種が記載され，新日本

海藻誌のサンゴモ目（吉田・馬場，1998）におい

てエダウチイシモ属として3種が記載されてい

る。本研究では，日本産として4種を確認し，日

本新産種として1種を報告する。

メソフィルム属の種の検索表

1. 体は突起を持つ･････････････ニチナンオコシ

1. 体は殻皮状で突起を持たない･･････････････2

2. 四分胞子嚢生殖器巣の孔板は窪む

 ･････････････････････････カガヤキイシモ

2. 四分胞子嚢生殖器巣の孔板は窪むことはな

い････････････････････････････････････3

3. 四分胞子嚢生殖器巣はドーム状に突出する

 ･････････････････････････････カワライシモ

3. 四分胞子嚢生殖器巣はやや隆起する････････4

4. 四分胞子嚢生殖器巣は外径400～720 µmであ

り，孔板は8～11細胞層からなる

 ･････････････････････････フナフチオコシ

4. 四分胞子嚢生殖器巣は外径270～405 µmであ

り，孔板は5～8細胞層からなる

 ･････････････････････････････ヒラオコシ

フナフチオコシ（新称）Mesophyllum funafutiense 

(Foslie) Verheij 1993a: 238. 

（第94図，第8表，付図13E，付表8-1）

基礎異名：Lithothamnion philippii f. funafutiense 

Foslie 1899a: 3 (funafutiensis として).  

同タイプ異名：Lithothamnion funafutiense (Foslie) 

Foslie 1901b: 17. 

タイプ産地：Off Tutange, Funafuti, Tuvalu. 

タイプ標本：レクトタイプ，TRH (C16-3254; 

collector unknown, viii.1898) [Woelkerling et al ., 

2005: 454].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 12, fi g. 3 (f. 

typica として).

　体は殻皮状で基質にゆるく着生し，厚さ0.3～

1.1 mmになる（第94図A）。体表面は光沢を帯び，

表層剥離による白斑が普通にみられ，生殖器巣は

やや盛り上がり体全体に形成される（第94図B, 

C）。

　体構造は一組織性である（第94図D）。基層は

共軸構造であり，細胞は長さ17～25 µm，直径7～

11 µmである（第94図E）。中層の細胞は長さ4～9 

µm，直径4～6 µmの正方形，長方形であり，隣接

する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる（第94

図F）。表層下始原細胞は長さ5～10 µm，直径5～

6 µmの四角形，長方形である。表層は1層で，細

胞は長さ3～4 µm，直径5～8 µmの長方形，楕円形

である（第94図F）。生毛細胞はみられない。

　胞子体は二分胞子体と四分胞子体があり，生殖

器巣は多孔であり，外径400～719 µmである（第

94図C，G）。生殖器巣の孔板は体表面からやや隆

起し，巣底は体表面から14～35細胞下に位置する

（第94図H）。孔板は8～11細胞層からなり，直径

228～491 µm，厚さ46～68 µmである。巣孔内壁に

沿って8～11細胞が配列し，周辺の孔板の細胞と

同様の形態であり，最上部に表層細胞がある（第

94図I）。巣内は直径309～572 µm，高さ144～195 

µmで縦断面は楕円形である（第94図H）。四分胞

子嚢は長さ117～167 µm，直径49～79 µmである。

胞子放出後の古い生殖器巣は体内に埋存し，巣内

は大型の細胞で埋まる（第94図D）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径374～511 µm，高さ162～243 µmであり，単

純な形の精子嚢が巣内全体に形成される（第94図

J）。雌性生殖器巣は巣内の直径274～415 µm，高

さ106～228 µmである。果胞子嚢生殖器巣は巣内

の直径633～805 µm，高さ218～385 µmであり，巣

底面の中央部は台状なる（第94図K）。巣底面に

形成される融合細胞は不連続であり，融合細胞の

周辺部から5～8細胞からなる造胞糸が切り出さ

れ，その先端に果胞子を生ずる。果胞子嚢は直径

49～81 µmである。

分布域：標本に基づくフナフチオコシの分布域は

南西諸島，四国南岸，小笠原諸島である（付図

13E，付表8-1）。国外では，南アフリカ，インド

ネシア，フランス領ポリネシア，ハワイ諸島に分

布 す る（Athanasiadis and Ballantine, 2014; Guiry 

and Guiry, 2022）。

備考：漸深帯上部の薄暗い垂直面の岩上に生育す
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A B

第94図　フナフチオコシ Mesophyllum funafutiense  A: 生態写真（沖永良部島西原，水深3 mの岩上，1991年9月）。B: 
殻皮状の体。C: 体の表面。四分胞子嚢生殖器巣（矢尻）を示す。D: 体の縦断面。一組織性構造であり，基
層（矢印），体表面（黒の矢尻）および中層に残る生殖器巣（白の矢尻）を示す。E: 体の縦断面。共軸状に
配列する基層細胞（星印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），
表層細胞（矢尻）を示す。G: 二分胞子嚢生殖器巣の表面。孔板（矢印）の多数の巣孔を示す。H: 二分胞子
嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。I: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に隣接する巣孔細胞は，
周囲の孔板細胞と同じ形態である。J: 雄性生殖器巣の縦断面。K: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣底の中央
部（星印）は台座状になる。[使用標本 B-I: 01-482; J: KA-7-84-82; K: 01-502。スケールバー B: 1 cm; C: 2 
mm; D: 300 µm; E, H, J, K: 100 µm; F: 10 µm; G: 400 µm; I: 30 µm]
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る。Verheij (1994) はインドネシア産フナフチオ

コシの標本を調べる際にタイプ標本も併せて観察

し，その結果を含め本種の形態的特徴を示した。

次いで，この結果はAthanasiadis and Ballantine 

(2014)により確認された。本研究の結果を含め，

主要な分類形質を比較した結果を第8表に示す。

日本産フナフチオコシの標本は，四分胞子嚢生殖

器巣の特徴がよく一致することから，形態学的に

同一種であると判断した。ここに日本新産種とし

て報告する。このほか，Athanasiadis and Ballantine 

(2014)は，Mesophyllum purpurascens (Foslie) Adey 

(1970)を本種の異タイプ異名とする見解を疑問視

している。これまでに本種について，タイプ標本

を詳細に観察して図解した報告はなく，分子系統

解析も実施されていない。

第8表　フナフチオコシの分類形質の比較
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ニチナンオコシ（新称） Mesophyllum inconspicuum 

(Foslie) W. H.Adey 1970: 24.

（第95図，付図13F，付表8-1）

吉田・馬場 1998: 599. 吉田ら 2015: 155.

基礎異名：Lithothamnion inconspicuum Foslie 1907

b: 19. 遠藤 1916: 123. 岡村 1936: 504.

Lithothamnion erubescens Foslie f. madagascariensis 

として [Yendo 1902b: 187].

タイプ産地：Hinga (現在の宮崎県).

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (C15-3239, K. 

Yendo No. 785,  viii.1900) [Woelkerling et al ., 

2005: 451].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 14, fi g. 16.

　体はいぼ状で岩に固着し，幅3 cmまでになる（第

95図A）。殻状部は厚さ213～526 µm，突起部は密

生し円柱状から偏平であり，分岐することがあり

先端が鈍頭，長さ2～3 mm，直径1～3 mmになる。

生殖器巣は突起部の側面に多く，体表からやや隆

起し目立たない（第95図B，C）。 

　体構造は一組織性である（第95図D）。基層は

共軸構造であり，細胞は長さ14～24 µm，直径5～

8 µmである（第95図E）。中層の細胞は長さ6～14 

A B

第95図　ニチナンオコシ Mesophyllum inconspicuum  A: いぼ状の体。B: 突起部の側面。生殖器巣（矢印）を示す。C: 
二分胞子嚢生殖器巣の表面。孔板の多数の巣孔（矢印）を示す。D: 体の縦断面。一組織性構造であり，基
層（矢印）および不規則な層状に配列する枝状部の中層細胞，体表面（白の矢尻）および組織内に残る生殖
器巣（黒の矢尻）を示す。E: 体下部の縦断面。共軸状に配列する基層細胞（星印）を示す。F: 体上部の縦
断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 
二分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。H: 巣孔の表面。巣孔（星印）はロゼット状に配列す
る細胞（矢尻）に囲まれる。I: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に隣接する巣孔細胞は，下部の細胞（矢
印）が細長くなる。[使用標本 A-I: 12-338。スケールバー A: 1 cm; B: 2 mm; C: 200 µm; D: 400 µm; E, G: 50 
µm; F, I: 15 µm; H: 10 µm]
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µm，直径5～7 µmの正方形，長方形であり，隣接

する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる（第95

図F）。表層下始原細胞は長さ6～11 µm，直径4～

6 µmの長方形である。表層は1層からなり，細胞

は長さ3～5 µm，直径5～7 µmの四角形，楕円形で

ある。生毛細胞は普通にみられ，長さ14～21 µm，

直径8～11 µmである（第95図F）。

　二分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，外径304～

481 µmである（第95図C, G）。生殖器巣の孔板は

体表面からやや隆起し，巣底は体表面から10～14

細胞下に位置する。孔板は4～6細胞層からなり，

直径177～240 µm，厚さ27～39 µmである。巣孔は

7～9個のロゼット細胞に囲まれ（第95図H），巣

孔内壁に沿って3～4細胞が配列し，最下部の細胞

が細長く，その上の1～2細胞が短くなり，最上部

に表層細胞がある（第95図I）。最下部の細胞以外

は孔板の他の細胞に類似した形態である。巣内は

直径218～362 µm，高さ81～96 µmで縦断面は長楕

円形である。二分胞子嚢は長さ71～105 µm，直径

42～49 µmである。胞子放出後の古い生殖器巣は

体内に埋存し，巣内は大型の細胞で埋まる（第95

図D）。配偶体，果胞子体は採集されていない。

分布域：標本に基づくニチナンオコシの分布域は，

九州南岸，四国南岸，本州太平洋岸南部である（付

図13F，付表8-1）。国外からの報告はなく（Guiry 

and Guiry, 2022），日本固有種である。

備考：低潮線付近から漸深帯上部の岩上に生育す

る。ニチナンオコシは1900年に宮崎県の日向

（Hingaとして）で遠藤吉三郎により採集された標

本をもとに，Foslieにより新種記載されたが，原

記載以降に採集記録はない。タイプ産地は「日向」

以外の情報がないことから，本研究では宮崎県日

南市南郷町の岩礁域での採集標本をもとに観察を

行った。

　ニチナンオコシの二分胞子嚢生殖器巣の構造

は，エダウチイシモに類似することから，今後，

これら2種の関係を検討することが重要である。

これまでに本種について，タイプ標本を詳細に観

察した報告はなく，分子系統解析も実施されてい

ない。

カガヤキイシモ　Mesophyllum nitidum (Foslie) 

W.H.Adey 1970: 25.

（第96図，付図14A，付表8-1，8-2）

吉田・馬場 1998: 599, 図3-30A-H. 馬場 2000b: 

13, 第18, 19図. 吉田ら 2015: 155. 馬場ら 2020: 

26, 第14図E-G. 

基礎異名：Lithothamnion nitidum Foslie 1901e: 4. 

Yendo 1902b: 187. 遠藤 1916: 121. 岡村 1936: 503.

タイプ産地：Misaki (神奈川県三浦市三崎).

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (B17-2581, K. 

Yendo No. 784, viii.1900) [Woelkerling et al ., 2005: 

345]

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 6, fi g. 10.

　体は不規則な殻皮状で，表面に光沢があり，岩，

貝殻に着生し，厚さ0.3～2.1 mmになる（第96図

A）。体表面には生殖器巣が多数みられ目立つ（第

96図B, C）。

　体構造は一組織性である（第96図D）。基層は

共軸構造であり，細胞は長さ26～32 µm，直径8～

12 µmである（第96図E）。中層の細胞は長さ9～

19 µm，直径7～11 µmの正方形，長方形であり，

隣接する細胞糸の細胞間に細胞融合がみられる

（第96図F）。表層下始原細胞は長さ10～17 µm，

直径5～7 µmの長方形である。表層は1層からなり，

細胞は長さ3～6 µm，直径5～7 µmの四角形，楕円

形である（第96図F）。生毛細胞はみられない。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，外径101～

207 µmである（第96図C）。生殖器巣は体表面か

ら隆起するが孔板は窪み，巣底は体表面から8～

18細胞下に位置する（第96図G，H）。孔板は5～7

細胞層からなり，直径187～248 µm，厚さ40～66 

µmである。巣孔は6～8個のロゼット細胞に囲ま

れる（第96図I）。巣孔内壁に沿って4～6細胞が配

列し，最下部とそれに続く細胞が細長く，その上

の1～2細胞が短くなり，最上部に表層細胞がある

（第96図J）。最下部とその上の細胞以外は孔板の

他の細胞に類似した形態である。巣内は直径293

～486 µm，高さ86～157 µmで縦断面は楕円形であ

る（第96図H）。四分胞子嚢は長さ85～128 µm，

直径34～76 µmである。胞子放出後の古い生殖器

巣は体内に埋存し，巣内は大型の細胞で埋まる（第

96図D, K）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣では，

発達途中に精子嚢の保護細胞層（第96図L）がみ

られ成熟とともに消失し，成熟時の巣内の直径

256～486 µm，高さ52～116 µmであり，単純な形

の精子嚢が巣内全面に形成される（第96図M）。

雌性生殖器巣は巣内の直径288～369 µm，高さ71

～81 µmである（第96図N）。果胞子嚢生殖器巣は

巣内の直径440～729 µm，高さ142～223 µmであり，

巣底面の中央部はやや盛り上がる（第96図O）。
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巣底面に形成される融合細胞は不連続であり，融

合細胞の周辺部から3～4細胞からなる造胞糸が切

り出され，その先端に果胞子嚢を生ずる。果胞子

嚢は直径37～49 µmである。

分布域：標本に基づくカガヤキイシモの分布域は，

九州全域，四国南岸，本州太平洋岸全域，本州日

本海岸中部，北海道南岸である（付図14A, 付表

8-1，8-2）。国外からの報告はなく（Guiry and 

Guiry, 2022），日本固有種である。

備考：低潮線付近から漸深帯上部の岩上，貝殻上

に生育する。これまでにカガヤキイシモについて，

タイプ標本を詳細に観察した報告はなく，分子系

統解析も実施されていない。

カワライシモ　Mesophyllum simulans (Foslie) Me.

Lemoine 1928: 252.

（第97，98図，付図14B，付表8-2）

基礎異名：Lithothamnion siamense f. simulans  

Foslie 1901b: 19.

同タイプ異名：Lithothamnion simulans (Foslie) 

Foslie 1904b: 16. 瀬川 1942: 158, 図版34, 第5図, 

1956: 70, pl. 40, no. 307. 吉田・馬場 1998: 588. 馬

場 2000b: 9, 第10, 11図. 吉田ら 2015: 155.

タイプ産地：Sarlak Island, Gulf of Thailand.

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (B18-2626, Schmidt,  

16.iii.1900) [Woelkerling et al ., 2005: 354]

タイプ標本の図解：公表されていない。

　体は層状で，瓦状に薄い体が重なり合い，それ

ぞれの体は厚さ51～164 µmである（第97図A, B）。

体表面には生殖器巣が多数みられ，ドーム状に隆

起する（第97図C）。

　体構造は一組織性である（第97図D）。基層は

共軸構造であり6～13層からなり，細胞は長さ11

～19 µm，直径5～6 µmである（第97図E）。中層

は薄く，細胞は長さ4～9 µm，直径4～5 µmの正方

形，長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細

胞融合がみられる（第97図F）。表層下始原細胞

は長さ6～8 µm，直径4～5 µmの長方形である。表

層は1層からなり，細胞は長さ3～4 µm，直径4～8 

µmの楕円形である。生毛細胞はみられない。

　胞子体は二分胞子体と四分胞子体がみられる。

四分胞子嚢生殖器巣（第97図H）と二分胞子嚢生

殖器巣（第97図I）は多孔であり，外径531～674 

µmである。生殖器巣の孔板は隆起し（第97図G），

巣底は体表面から3細胞上から7細胞下に位置す

る。孔板は6～7細胞層からなり，直径197～369 

µm，厚さ35～56 µmである。巣孔は6～7個のロゼッ

ト細胞に囲まれる（第97図J）。巣孔内壁に沿って

5～6細胞が配列し，最下部の細胞が細長く，その

上の3～4細胞が正方形，長方形であり，最上部に

表層細胞があり（第97図K），最下部の細胞以外

は孔板の他の細胞に類似した形態である。巣内は

直径268～460 µm，高さ119～139 µmで縦断面は長

楕円形である（第97図H，I）。二分胞子嚢は長さ

79～108 µmおよび直径39～49 µm，四分胞子嚢は

長さ98～137 µmおよび直径41～66 µmである。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径218～293 µm，高さ63～86 µmであり，単純

な形の精子嚢が巣内全面に形成される（第97図

L）。雌性生殖器巣は巣内の直径187～293 µm，高

さ56～71 µmである（第97図M）。果胞子嚢生殖器

巣は巣内の直径334～796 µm，高さ109～167 µmで

ある（第97図N）。巣底面に形成される融合細胞

は不連続であり，融合細胞の周辺部から4～6細胞

からなる造胞糸が切り出され，その先端に果胞子

嚢を生ずる（第97図O）。果胞子嚢は直径37～64 

µmである。

分布域：標本に基づくカワライシモの分布域は，

［→ 反対側のページ］
第96図　カガヤキイシモ Mesophyllum nitidum  A: 生態写真（下田市白浜，水深1 mの岩上，1995年5月）。B: 殻皮状の体。

C: 体の表面。孔板部分が窪む四分胞子嚢生殖器巣を示す。D: 体の縦断面。一組織性構造であり，基層（矢印），
厚くなる中層（星印）を示す。四分胞子嚢生殖器巣は孔板部分が窪み（白の矢尻），胞子放出後に中層に残
る（黒の矢尻）。E: 体下部の縦断面。共軸状に配列する基層細胞（星印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層
の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 四分胞子嚢生殖器巣の表面。
巣孔が形成される孔板（矢印）は窪む。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻）を示す。I: 巣孔の
表面。巣孔（星印）はロゼット状に配列する細胞（矢尻）に囲まれる。J: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星
印）に隣接する巣孔細胞は，下部の細胞（矢印）が細長くなる。K: 中層に残る四分胞子嚢生殖器巣は大型
の細胞により埋まる。L: 発達途中の雄性生殖器巣の縦断面。精子嚢の保護細胞層（矢印）を示す。M: 雄性
生殖器巣の縦断面。N: 雌性生殖器巣の縦断面。O: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞が発達する巣底中
央部（星印）は盛り上がる。[使用標本 B, C, E, F, H, J, K: 12-246; D, G, I: 94-241; L, M: 12-251; N, O: 95-
149。スケールバー B: 1 cm; C: 2 mm; D: 500 µm; E, H, K, L, M, N: 50 µm; F, J: 15 µm; G: 250 µm; I: 20 µm; O: 
100 µm]
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南西諸島，九州北岸，本州太平洋岸南部，小笠原

諸島である（付図14B，付表8-2）。国外では，韓国，

台湾，中国，東南アジア，太平洋熱帯域，オース

トラリア，中東に分布する（Guiry and G uiry, 

2022）。

　日本での本種の記録は，瀬川（1942）が小笠原

産の標本写真（L. simulans として）を図示したも

のが最初である。次いで瀬川（1956）において和

名をカワライシモとして，南西諸島，本州太平洋

岸南部・中部，八丈島，小笠原島が分布域として

挙げられた。その後，本種の報告は，馬場（2000b）

が沖永良部島に生育する様子を生態写真で示すま

でなかった。SAP所蔵標本には，瀬川が父島およ

び 母 島 で 採 集 し，Lithothamnion simulans f. 

crispescens と同定された標本が10点あり，組織お

よび多孔の無性生殖器巣の構造から，カワライシ

モに相当することが分かった。そのうちの1点は

上述の瀬川（1942）に図示された標本の一部と一

致する（第98図，付表8）。なお，L. simulans f. 

crispescensは，現在Mesophyllum crispescens (Foslie)

Me.Lemoine (1928) とされ (Adey, 1970; Verheij 

and Woelkerling, 1992)，タイプ産地のインドネシ

ア以外では，Seychelle Islands産の標本がTRHに保

管されている（Woelkerling, 2005）。 

備考：礁池内の岩垂直面，波の穏やかな漸深帯上

部の岩上に生育する。これまでにカワライシモに

ついて，タイプ標本を詳細に観察した報告はなく，

分子系統解析も実施されていない。

ヒラオコシ　Mesophyllum vescum (Foslie) W.H.

Adey 1970: 26. 

（第99図，付図14C，付表8-2）

馬場ら 2020b: 26, 第15図A-D.

Lithothamnion engelhartii sensu Yendo 1902: 98 [遠

藤（1902）に記載]. Yendo 1902b: 187. 

基礎異名：Lithothamnion vescum Foslie 1907b: 3. 

遠藤 1916: 121. 岡村 1936: 502. 吉田・馬場 1998: 

589. 馬場 2000b: 11, 第14, 15図. 吉田ら 2015: 

155.

タイプ産地：Marine Laboratory at Sagami Prov. (現

在の神奈川県三浦市三崎).

タイプ標本：レクトタイプ，TRH(B2-1741, K. Yendo 

No. 228, 1899, on rhizoids of Ecklonia) [Woelkerling 

et al ., 2005: 246]. 

タイプ標本の図解：公表されていない。

　体は殻皮状で岩にゆるく着生し，厚さ0.5～1.6 

mmであり，時にアラメ，カジメ Ecklonia cava 等

の大型褐藻類の付着器を覆うように成長する（第

99図A）。体表面には生殖器巣が多数みられ，形

成途中の四分胞子嚢生殖器巣は屋根部分が白く目

第98図　小笠原諸島母島産カワライシモ。1933年4月
に瀬川により採集された標本 [SAP (瀬川 
14488)，Lithothamnion simulans f. crispescens 
として]。標本にはプレパラート（右）が1枚
添付されている。[スケールバー 2 cm]

［← 反対側のページ］
第97図　カワライシモ Mesophyllum simulans  A: 生態写真（沖永良部島西原，水深2 mの岩上，1991年9月）。B: 葉状の体。

C: 体の表面。四分胞子嚢生殖器巣を示す。D: 体の縦断面。ドーム状に盛り上がる四分胞子嚢生殖器巣（矢印）
を示す。E: 体下部の縦断面。共軸状に配列する基層細胞（星印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接
する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 四分胞子嚢生殖器巣の表面。孔板の
多数の巣孔（矢印）を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻），四分胞子嚢（星印）を示す。I: 
二分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢尻），二分胞子嚢（星印）を示す。J: 巣孔の表面。巣孔（星印）は
ロゼット状に配列する細胞（矢尻）に囲まれる。K: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）に隣接する巣孔
細胞は，下部の細胞（矢印）が細長くなる。L: 雄性生殖器巣の縦断面。M: 雌性生殖器巣の縦断面。N: 果胞
子嚢生殖器巣の縦断面。生殖器巣の屋根は著しく突出する。O: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。融合細胞（矢尻）
は不連続に形成され，造胞糸（矢印）は周辺部から切り出される。[使用標本 B, E, F, H, K: KA-7-82-57; C, D, 
G, J: OK-3-83-30; I: 01-296; L: KA-7-82-48; M-O: KA-7-84-137。スケールバー B: 2 cm; C: 2 mm; D: 500 µm; E, 
I, L, M, O: 50 µm; F: 15 µm; G: 250 µm; H: 70 µm; J, K: 20 µm; N: 100 µm]
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立つ（第99図B, C）。

　体構造は一組織性である（第99図D）。基層は

共軸構造であるが，体の一部から二次的に形成さ

れる場合に非共軸構造になることがあり，細胞は

長さ19～30 µm，直径5～7 µmである（第99図E）。

中層の細胞は長さ7～14 µm，直径3～7 µmの正方

形，長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細

胞融合がみられる（第99図F）。表層下始原細胞

は長さ8～12 µm，直径4～6 µmの長方形である。

表層は1層からなり，細胞は長さ5～7 µm，直径4

～7 µmの楕円形，細長い卵形 である。生毛細胞は

まれにみられ，細胞は長さ10～17 µm，直径5～7 

µmである（第99図F）。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，外径268～

405 µmである（第99図C，G）。生殖器巣の孔板は

体表面からやや隆起し，巣底は体表面から12～20

細胞下に位置 する（第99図H）。孔板は5～8細胞

層からなり，直径177～263 µm，厚さ35～48 µmで

ある。巣孔は8～10個のロゼット細胞に囲まれ（第

99図I），巣孔内壁に沿って5～7細胞が配列し，孔

板の他の細胞に類似した形態である（第99図J）。

巣内は直径197～344 µm，高さ101～162 µmで縦断

面は楕円形である。四分胞子嚢は長さ88～113 

µm，直径35～64 µmである。胞子放出後の古い生

殖器巣は体内に埋存し，巣内は大型の細胞で埋ま

る（第99図K）。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣では，

発達途中に精子嚢の保護細胞層（第99図L）がみ

られ成熟とともに消失し，成熟時の巣内の直径

207～329 µm，高さ76～121 µmであり，単純な形

の精子嚢が巣内全面に形成される（第99図M）。

雌性生殖器巣は巣内の直径152～283 µm，高さ40

～68 µmである（第99図N）。果胞子嚢生殖器巣は

巣内の直径344～496 µm，高さ121～192 µmであり，

巣底面の中央部は台状になる（第99図O）。巣底

面に形成される融合細胞は不連続であり，融合細

胞の周辺部から6～8細胞からなる造胞糸が切り出

され，その先端に果胞子嚢を生ずる。果胞子嚢は

直径47～76 µmである。

分布域：標本に基づくヒラオコシの分布域は，本

州太平洋岸中部である（付図14C，付表8-2）。国

外からの報告はなく（Guiry and Guiry, 2022），日

本固有種である。

備考：漸深帯上部の岩上に生育する。アラメ，カ

ジメ等の大型褐藻類の林床部で下草になることが

多い。これまでにヒラオコシについて，タイプ標

本を詳細に観察した報告はなく，分子系統解析も

実施されていない。

カサキノコイシモ属　Neopolyporolithon W.H.Adey 

& H.W.Johansen, 1972: 160.

タイプ種：Neopolyporolithon reclinatum (Foslie) 

W.H.Adey & H.W.Johansen 1972: 160. 

　カサキノコイシモ属には2種が分類学的に認め

られている (Guiry and Guiry, 2022)。これまでに

日本産カサキノコイシモ属の種は，新日本海藻誌

のサンゴモ目（吉田・馬場，1998）においてキタ

イシモ属として1種が記載されている。本研究で

は，日本産として1種を確認し報告する。

カサキノコイシモ　Neopolyporolithon reclinatum 

(Foslie) W.H.Adey & H.W.Johansen 1972: 160.

（第100図，付図14D，付表8-2）

基礎異名：Lithothamnion conchatum f. reclinatum 

Foslie 1906b: 6.

同タイプ異名：Lithothamnion reclinatum (Foslie) 

Foslie 1907b: 14. 

Polyporolithon reclinatum (Foslie) M ason 1953: 319, 

pl. 30. Tokida and Masaki 1960: 497, fig. 1-4. 

Masaki and Tokida 1961a: 188, pl. 1-4. Masaki, 

［← 反対側のページ］
第99図　ヒラオコシ Mesophyllum vescum  A: 生態写真（三浦市城ヶ島，水深1 mの岩上，1995年5月）。B: 殻皮状の体。

C: 体の表面。生殖器巣を示す。D: 体の縦断面。一組織性構造であり，基層（矢印），厚くなる中層と中層に
残る生殖器巣（矢尻）を示す。E: 体下部の縦断面。共軸状に配列する基層細胞（星印）を示す。F: 体上部
の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），生毛細胞（星印），表層細胞（矢尻）を示す。
G: 四分胞子嚢生殖器巣の表面。孔板の多数の巣孔（矢印）を示す。H: 四分胞子嚢生殖器巣の縦断面。巣孔（矢
尻）を示す。I: 巣孔の表面。巣孔（星印）はロゼット状に配列する細胞（矢尻）に囲まれる。J: 巣孔の縦
断面。巣孔の頂端栓（星印）に隣接する巣孔細胞は，周囲の孔板細胞と同じ形態である。K: 中層に残る四
分胞子嚢生殖器巣は大型の細胞（星印）により埋まる。L: 発達途中の雄性生殖器巣の縦断面。精子嚢の保
護細胞層（矢印）を示す。M: 雄性生殖器巣の縦断面。N: 雌性生殖器巣の縦断面。O: 果胞子嚢生殖器巣の縦
断面。融合細胞が発達する巣底中央部（星印）は盛り上がる。[使用標本 B, D-F, H, J, K: 13-31; C: 12-240; G, 
I: 95-164; L, M: 95-162; N, O: 12-249。スケールバー B: 1 cm; C: 2 mm; D, G: 200 µm; E, H, K, M-O: 50 µm; F, J: 
15 µm; I: 20 µm; L: 30 µm]
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第100図 カサキノコイシモ Neopolyporolithon reclinatum  A: 生態写真 (函館市南茅部町臼尻，水深1 mでイソキリに着
生する体，1995年7月), B: 盤状の体。C: 体の表面。四分胞子嚢生殖器巣（矢尻）を示す。D: 四分胞子嚢生殖
器巣の表面。孔板に形成される巣孔（矢印）を示す。E: 体の縦断面。一組織性構造であり，基層（矢印），
中層に残る生殖器巣（星印）を示す。F: 体下部の縦断面。非共軸構造に配列する基層細胞（星印）を示す。
G: 体上部の縦断面。3層からなる表層細胞（星印）を示す。H: 体上部の縦断面。生毛細胞（矢印）を示す。I: 
体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印）を示す。J: 四分胞子嚢生殖器巣の縦
断面。巣孔（矢尻）が形成される孔板は，周囲よりもやや窪む。K: 巣孔の縦断面。巣孔の頂端栓（星印）
に隣接する巣孔細胞は，周囲の孔板細胞と同じ形態である。[使用標本 B-K: 15-107。スケールバー B: 1 cm; C: 
2 mm; D: 400 µm; E: 200 µm; F: 50 µm; G-I, K: 30 µm; J: 70 µm]
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1968: 6.

Clathromorphum reclinatum (Foslie) Adey 1970: 28. 

吉田・馬場 1998: 551. 馬場 2000b: 6, 第4, 5図. 吉

田ら 2015: 154.  

タイプ産地：Port Renfrew, Vancouver Island, Canada.

タイプ標本：ホロタイプ，TRH(B17-2590, K. Yendo, 

vii.1901) [Woelkerling et al ., 2005: 347].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 10, fi g. 14-17.

　体はイソキリBossiella cretacea の枝に着生し，

枝を取り巻くようになり，時にイソキリの組織に

陥入することがあり，直径0.9～2.3 cmの盤状で，

厚さ314～820 µmになる（第100図A, B）。体表面

に生ずる四分胞子嚢生殖器巣の屋根は，体表面と

同じ高さであり目立たない（第100図C）。

　体構造は一組織性である（第100図E）。基層は

非共軸構造の羽毛状であり，細胞は長さ40～69 

µm，直径7～14 µmである（第100図F）。中層の細

胞は長さ7～18 µm，直径8～13µmの円形，正方形，

長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間に細胞融

合がみられる（第100図I）。表層下始原細胞は長

さ11～16 µm，直径9～13 µmの長方形である。表

層は1～4層からなり，細胞は長さ4～7 µm，直径8

～13 µmの楕円形である（第100図G）。生毛細胞

はまれにみられ，細胞は長さ19～43 µm，直径6～

9 µmである（第100図H）。

　四分胞子嚢生殖器巣は多孔であり，孔板は体表

面とほぼ高さか，表層剥離により僅かに窪む（第

100図D）。生殖器巣の巣底は体表面から14～18細

胞下に位置する（第100図J）。孔板は6～8細胞層

からなり，直径182～329 µm，厚さ53～68 µmであ

る。巣孔内壁に沿って5～7細胞が配列し，孔板の

他の細胞に類似した形態である（第100図K）。巣

内は直径374～460 µm，高さ202～261 µmで縦断面

は楕円形である。四分胞子嚢は長さ137～200 µm，

直径68～114 µmである（第100図J）。胞子放出後

の古い生殖器巣は体内に埋存する（第100図E）。

　配偶体，果胞子体の形態はMasaki and Tokida 

(1961a) に記載されている。

分布域：標本に基づくカサキノコイシモの分布域

は，北海道東岸・南岸である（付図14D，付表

8-2）。国外では，極東ロシア，Aleutian Islands，

北 太 平 洋 東 岸 に 分 布 す る (Guiry and Guiry, 

2022) 。

備考：潮通しの良いタイドプール内から漸深帯上

部に生えるイソキリの体上に着生する。ホロタイ

プを含むカサキノコイシモの分子系統解析の結果

から，本種はキタイシモ属とは異なり独立した属

であることが明らかになり，カサキノコイシモ属

の復活が提案された（Adey et al ., 2015）。同時に，

分子系統解析より確認された本種の分布域は，北

太平洋東岸においてアメリカのワシントン州北

部，カナダのブリティッシュコロンビアであり，

このほか少なくとも2種の未記載種を含むことが

報告されている。それ以外の北太平洋各地からの

報告は，分子系統解析による再確認が必要とされ

る（Adey et al ., 2015）。日本産カサキノコイシモ

の分子系統解析は未着手であり，本種の北太平洋

西岸での分布を確認することが重要である。
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エンジイシモ目　Sporolithales L.Le Gall & G.W.

Saunders in Le Gall et al . 2010: 305.  

エンジイシモ科　Sporolithaceae Verheij 1993 b: 

195.

　エンジイシモ科には3属が含まれ（Guiry and 

Guiry，2022），日本からエンジイシモ属が報告さ

れている（第1表）。

エンジイシモ属 Sporolithon Heydrich 1897a: 66.

タイプ種：Sporolithon ptychoides Heydrich 1897a: 

67.

　エンジイシモ属には43種が分類学的に認められ

ている（Guiry and Guiry 2022）。これまでに日本

産エンジイシモ属の種は，日本海藻誌（岡村，

1936）に記載はなく，新日本海藻誌のサンゴモ目

（吉田・馬場，1998）において3種が記載されてい

る。本研究では，日本からすでに報告のある3種

を確認し，日本新産種として1種を報告する。

エンジイシモ属の種の検索表

1. 四分胞子嚢斑は剥離し，体内に残らない

 ････････････････････････････････････････2

1. 四分胞子嚢斑は剥離せず，体内に残る

 ････････････････････････････････････････3

2. 四分胞子嚢は長さ66～120 µmである

 ･･･････････････････････コブエンジイシモ

2. 四分胞子嚢は長さ49～63 µmである

 ･･･････････････････････ヒナエンジイシモ

3. 四分胞子嚢斑の巣孔は大きく肉眼で確認でき，

四分胞子嚢は長さ152～187 µmである

 ･････････････････････････オオエンジイシモ

3. 四分胞子嚢斑の巣孔は小さく，四分胞子嚢は

長さ48～58 µmである

 ･････････････････････････ヒメエンジイシモ

コブエンジイシモ　Sporolithon durum (Foslie) R.

A.Townsend &  Woelkerling in Townsend et al . 1995: 

86, fi g. 1-17.

（第101図，付図15A，付表9）

秋岡・正置 1980: 61(Sporolithon schmidtiiとして). 

吉田・馬場 1998: 625, 図3-38A-E. 馬場 2000b: 5, 

第2, 3図. 吉田ら 2015: 155. 馬場ら 2020: 26, 第15

図E-H.

基礎異名：Archaeolithothamnion durum Foslie 1907a: 

11. 

タイプ産地：Cape Jaffa, South Australia.

タイプ標本：レクトタイプ, TRH (C19-3381, A. 

Engelhart, 1899) [Woelkerling et al ., 2005: 477].

タイプ標本の図解：Printz (1929) pl. 43, fi g. 1-3; 

Townsend et al . (1995) fi g. 1A.  

　体は殻皮状，いぼ状，こぶ状，低木状で岩に固

着するほか，サンゴモ球になる（第101図A ～ C）。

殻状部は幅7 cm，厚さ2.5 mmまでになる。突起部

は先端が鈍頭で，高さ3.4～13.2 mm，直径2.1～8.9 

mmである。四分胞子嚢斑は不規則に広がり，幅3.6

～12.6 mmになり，縁辺部が隆起する（第101図D）。

　体構造は一組織性である。基層は非共軸構造で

あり，基質に平行に5～20層の細胞が配列し，細

胞 は 長 さ15～52 µm， 直 径6～9 µmで あ る（第

101E）。中層の細胞は長さ6～21 µm，直径5～8 

µmの円形，正方形，長方形であり，隣接する細

胞糸の細胞間に2次的原形質連絡，細胞融合がみ

られる（第101図F）。表層下始原細胞は長さ6～

13 µm，直径5～9 µmの長方形である。表層は1層

からなり，細胞は長さ2～4 µm，直径4～7 µmの長

方形であり，外壁が張り出す（第101図F）。生毛

細胞はみられない。

　四分胞子嚢斑は体表面に平行して形成され，胞

子放出後に剥離し体内に残らない（第101図G，I）。

巣孔は直径8～19 µmであり，10～13個のロゼット

細胞に囲まれる（第101図H）。四分胞子嚢斑原基

［→ 反対側のページ］
第101図 コブエンジイシモ Sporolithon durum  A-C: 標本（A: 殻皮状の体，B: こぶ状の体，C: サンゴモ球になる体）。D: 

体の表面。四分胞子嚢斑を示す（星印）。E: 体下部の縦断面。一組織性構造であり，多層になる基層細胞（星
印）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の2次的原形質連絡（黒の矢印）および細
胞融合（白の矢印），表層細胞（矢尻）を示す。G: 四分胞子嚢斑の表面。縁辺部（矢印）は盛り上がる。H: 
巣孔の表面。巣孔（矢印）はロゼット状の細胞に囲まれる。I: 体上部の縦断面。四分胞子嚢斑（矢印）は
体表面に薄く広がる。J-L: 四分胞子嚢斑の縦断面 [J: 形成初期で胞子嚢原基（矢印）を示す。K: 形成途中
で発達中の四分胞子嚢（星印）を示す。L: 成熟した四分胞子嚢で，頂端栓（矢尻），側糸（星印）を示す]。
M: 雄性生殖器巣の縦断面。N: 雌性生殖器巣の縦断面。O: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。果胞子嚢（矢印）を
示す。[使用標本 A, D-F, I-L: 13-75; B: 19-139; C: 15-145; G, H: Is-97-37; M: 19-278; N, O: 14-108。スケールバー 
A-C: 1 cm; D: 1 mm; E, H, L, N: 50 µm; F: 15 µm; G: 500 µm; I: 200 µm; J, K, M: 30 µm; O: 100 µm]
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は表層下始原細胞に由来し（第101図J），胞子嚢

母細胞および側糸に発達する（第101図K）。四分

胞子嚢は不規則な十字状に分裂し，6～8細胞から

なる側糸が形成され，開口部に頂端栓を持つ（第

101図L）。四分胞子嚢室は高さ88～128 µm，直径

37～59 µm，四分胞子嚢は長さ66～120 µm，直径

36～56 µmである。

　配偶体は雌雄異株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径50～135 µm，高さ34～71 µmであり，巣内

全面に樹枝状の精子嚢が形成される（第101図

M）。雌性生殖器巣は巣内の直径85～135 µm，高

さ50～95 µmである（第101図N）。果胞子嚢生殖

器巣は巣内の直径170～450 µm，高さ135～300 µm

であり，受精後に形成される融合細胞はみられず，

巣底面に造胞糸が個別に生じ，先端に果胞子嚢を

生ずる（第101図O）。果胞子嚢は長さ 75～119 

µm，直径24～44 µmである。

分布域：標本に基づくコブエンジイシモの分布域

は，九州西岸・北岸，瀬戸内海，本州太平洋岸中

部，本州日本海岸中部である（付図15A, 付表9）。

国外ではオーストラリア，ニュージーランド，大

西洋西岸熱帯域に分布する（Guiry and Guiry，

2022）。

備考：漸深帯上部の岩上に生育するほか，サンゴ

モ球になる。タイプ標本からの分子系統解析は実

施されていないが，オース トラリア産および

ニュージーランド産の標本からDNA塩基配列が

得られている（Nelson et al., 2015）。

A B

第102図 オオエンジイシモ Sporolithon episoredion  A: 生態写真（阿嘉島ウナンジャキ，水深10 mの岩陰，1992年9月）。
B: 殻皮状の体。C: 体の表面。縁辺部（矢印）が隆起する四分胞子嚢斑（星印）を示す。D: 体下部の縦断面。
一組織性構造であり，多層になる基層細胞（星印）を示す。E: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の
細胞間の細胞融合（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間
の2次的原形質連絡（矢尻）および細胞融合（矢印）を示す。G: 巣孔の表面。巣孔（星印）はロゼット状の
細胞（矢尻）に囲まれる。H: 体上部の縦断面。体表面（矢印）および体内に残る四分胞子嚢斑（星印）を
示す。I: 四分胞子嚢斑の縦断面。巣孔の頂端栓（矢尻），未分割の四分胞子嚢（星印），側糸（矢印）を示す。
[使用標本 B-I: 92-596。スケールバー B: 1 cm; C: 2 mm; D, G, I: 50 µm; E, F: 10 µm; H: 500 µm]
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第103図 ヒナエンジイシモ Sporolithon episporum  A: 生態写真（石垣島米原，礁池のタイドプール内の岩上，1999年3
月）。B: いぼ状の体。C: 体の表面。四分胞子嚢斑（星印）の縁辺部（矢印）は隆起しない。D: 体下部の縦断面。
一組織性構造であり，多層になる基層細胞（星印）を示す。E: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の
細胞間の2次的原形質連絡（矢印），表層細胞（矢尻）を示す。F: 四分胞子嚢斑の表面。巣孔の大きさは様々
であり，縁辺部（矢印）は隆起しない。G: 巣孔の表面。巣孔（星印）はロゼット状の細胞（矢尻）に囲ま
れる。H: 体上部の縦断面。四分胞子嚢斑（矢印）は体表面に薄く広がる。I: 四分胞子嚢斑の縦断面。巣孔
の頂端栓（矢尻），四分胞子嚢（星印），側糸（矢印）を示す。J: 雄性生殖器巣の縦断面。K: 雌性生殖器巣
の縦断面。L: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。果胞子嚢（矢印）を示す。[使用標本 B-I: 04-111; J: 99-167; K, L: 
99-171。スケールバー B: 5 mm; C: 1 mm; D, G, L: 50 µm; E: 15 µm; F, H: 200 µm; I: 25 µm; J, K: 30 µm]
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オオエンジイシモ（新称）Sporolithon episoredion 

(W.H.Adey, R.A.Townsend & Boykins) Verheij 

1992: 501.

（第102図，付図15B，付表9）

馬場 1997: 5, 図1.

基礎異名：Archaeolithothamnion episoredion  W.H.

Adey, R.A.Townsend & Boykins 1982: 51, fi g. 35.  

タイプ産地：St. Rogatien Bank, northwest, Hawaii.

タイプ標本：ホロタイプ，USNC (71-79-(35-47f), 

D. Child, August 1971, 70-95 m) [Adey et al., 

1982: 51].

タイプ標本の図解：Adey et al . (1982) fi g. 35A. 

　体は殻皮状，いぼ状で岩に固着し，厚さ0.9～3.1 

mmになる（第102図A，B）。四分胞子嚢斑は不規

則に広がり，幅6.4～25.1 mmになり，縁辺部が隆

起する（第102図C）。

　体構造は一組織性である。基層は非共軸構造で

あり，基質に沿って平行に8～16層の細胞が配列

し，細胞は長さ14～34 µm，直径5～11 µmである（第

102図D）。中層の細胞は長さ8～17 µm，直径7～

10 µmの円形，正方形，長方形であり，隣接する

細胞糸の細胞間に2次的原形質連絡，細胞融合が

みられる（第102図E，F）。表層下始原細胞は長

さ6～16 µm，直径7～9 µmの四角形，長方形であ

る。表層は1層からなり，細胞は長さ2～3 µm，直

径5～9 µmの長方形であり，外壁が張り出す（第

102図E）。生毛細胞はみられない。

　四分胞子嚢斑は体表面に平行して形成され，胞

子放出後に体内に残る（第102図H）。巣孔は直径

33～52 µmであり，11～17個のロゼット細胞に囲

まれる（第102図G）。四分胞子嚢は不規則な十字

状に分裂し，8～10細胞からなる側糸が形成され，

開口部に頂端栓を持つ（第102図I）。四分胞子嚢

室は高さ167～202 µm，直径91～121 µm，四分胞

子嚢は長さ152～187 µm，直径76～111 µmである。

　配偶体は雌雄異株である。雌性生殖器巣は巣内

の直径90～132 µm，高さ37～46 µmである。果胞

子嚢生殖器巣は巣内の直径440～739 µm，高さ319

～713 µmであり，受精後に形成される融合細胞は

みられず，巣底面に造胞糸が個別に生じ，先端に

果胞子嚢を生じる。果胞子嚢は長さ 180～238 

µm，直径38～66 µmである。国内から雄性体は採

集されていない。

分布域：標本に基づくオオエンジイシモの分布域

は，南西諸島の阿嘉島である（付図15B，付表9）。

国外では，インドネシア，フランス領ポリネシア，

オーストラリア，ハワイ諸島，大西洋西岸熱帯域

に分布する (Townsend and Huisman, 2018a; Guiry 

and Guiry, 2022).

備考：礁斜面の水深10～15mの岩上に生育する。

オオエンジイシモは，阿嘉島での生育状況が報告

されたが（馬場，1997），種の記載を伴わないこ

とから新日本海藻誌のサンゴモ目（吉田・馬場，

1998）に収録されていない。そこで，本研究にお

いて形態・解剖学的知見を記載し日本新産種とし

て報告する。インドネシア産オオエンジイシモに

ついて詳細な観察結果があり，これまで記載され

たエンジイシモ属の種のなかで，四分胞子嚢が最

も大ききことが特徴とされ，長さ180～200 µm，

直径100～135 µmに達する（Verheij, 1993b）。タ

イプ標本からの分子系統解析は実施されていな

い。

ヒナエンジイシモ　Sporolithon episporum(M.Howe) 

E.Y.Dawson 1960a: 40.

（第103図，付図15C，付表9）

馬場 2000a: 98. 吉田ら 2015: 155.

基礎異名：Archaeolithothamnion episporum M.Howe 

1919: 2, pl. 1-6.  

タイプ産地：Point Toro, near Colón, Panama Canal 

Zone (Caribbean coast). 

タイプ標本：ホロタイプ，NY (00900041, Howe 

6832, 7.i.1910) [Richards et al ., 2017: 1053].

タイプ標本の図解：Howe (1919) pl. 1 (lower right

-hand corner); Keats and Chamberlain (1993) fig. 

30.

　体はいぼ状，こぶ状で岩に固着するほか，サン

ゴモ球になる（第103図A，B）。突起部は先端が

鈍頭で，高さ1.5～5.0 mm，直径3.0～4.8 mmであ

る。四分胞子嚢斑は不規則に広がり，幅10 mmま

でになり，縁辺部はほとんど隆起しない（第103

図C，F）。

　体構造は一組織性である。基層は非共軸構造で

あり，基質に沿って5～8層の細胞が配列し，細胞

は長さ15～31 µm，直径5～9 µmである（第103図

D）。中層の細胞は長さ5～15 µm，直径6～9 µmの

正方形，長方形であり，隣接する細胞糸の細胞間

に2次的原形質連絡が普通にみられ，細胞融合は

稀である（第103図E）。表層下始原細胞は長さ5

～10 µm，直径6～9 µmの四角形である。表層は1

層からなり，細胞は長さ3～5 µm，直径6～9 µmの

長方形であり，外壁が張り出す（第103図E）。生



馬場・加藤：日本産無節サンゴモの分類と分布

― 183 ―

A B

第104図 ヒメエンジイシモ Sporolithon schmidtii   A: 生態写真（波照間島北浜，礁池のタイドプール内の岩上，2004年
3月）。B: こぶ状の体。C: 体の表面。四分胞子嚢斑（星印）を示す。D: 殻状部の縦断面。一組織性構造であり，
多層になる基層細胞（星印）を示す。E: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印），
表層細胞（矢尻）を示す。F: 体上部の縦断面。中層の隣接する細胞糸の細胞間の細胞融合（矢印）および2
次的原形質連絡（矢尻）を示す。G: 四分胞子嚢斑の表面。縁辺部（矢印）は盛り上がらない。H: 巣孔の表面。
巣孔（矢印）はロゼット状の細胞に囲まれる。I: 体上部の縦断面。体表面（矢印）および体内に残る四分
胞子嚢斑（星印）を示す。J: 四分胞子嚢斑の縦断面。巣孔の頂端栓（矢尻），四分胞子嚢（星印），側糸（矢
印）を示す。K: 雄性生殖器巣の縦断面。L: 雌性生殖器巣の縦断面。M: 果胞子嚢生殖器巣の縦断面。果胞子
嚢（矢印）を示す。[使用標本 B-J: 04-87; K: 99-325; L, M: 99-472。スケールバー B: 5 mm; C: 1 mm; D, H, L, M: 
50 µm; E, F: 15 µm; G: 500 µm; I: 400 µm; J: 30 µm; K: 20 µm]
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毛細胞はみられない。

　四分胞子嚢斑は体表面に平行して形成され，胞

子放出後に剥離し体内に残らない（第103図H）。

巣孔は大きさに変異があり，直径15～26 µmで10

～14個のロゼット細胞に囲まれる（第103図G）。

四分胞子嚢は十字状に分裂し，5～6細胞からなる

側糸に囲まれ，開口部に頂端栓を持つ（第103図

I）。四分胞子嚢室は高さ68～78 µm，直径31～48 

µm，四分胞子嚢は長さ49～63 µm，直径24～38 

µmである。

　配偶体は雌雄同株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径52～104 µm，高さ24～48 µmであり，巣内

全面に樹枝状の精子嚢が形成される（第103図J）。

雌性生殖器巣は巣内の直径50～86 µm，高さ19～

40 µmである（第103図K）。果胞子嚢生殖器巣は

巣内の直径104～152 µm，高さ92～112 µmであり，

受精後に形成される融合細胞はみられず，巣底面

に造胞糸が個別に生じ，先端に果胞子嚢を生じる

（第103図L）。果胞子嚢は長さ 58～74 µm，直径20

～30 µmである。

分布域：標本に基づくヒナエンジイシモの分布域

は，南西諸島である（付図15C，付表9）。国外では，

インドネシア，太平洋熱帯域，オーストラリア，

中央アメリカ大西洋岸，南アメリカ大西洋岸，ア

フリカに分布する（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：礁池のタイドプール内の岩上，小石上に生

育し，サンゴモ球になることがある。ヒナエンジ

イシモの巣孔の形態は円形から楕円形であり，大

きさも変化する。これは本種のタイプ標本の四分

子嚢斑を観察した報告（Keats and Chamberlain, 

1993）に一致する。分子系統解析はタイプ標本お

よびタイプ産地近くで採集された標本で実施さ

れ，カリブ海沿岸のパナマおよびコスタリカでの

分布が確認されている（Richards et al ., 2017）。

ヒメエンジイシモ　Sporolithon schmidtii (Foslie) 

G.D.Gordon, T.Masaki & H.Akioka 1976: 250, pl. 1, 

fi g. 1-4.

（第104図，付図15D，付表9）

吉田・馬場 1998: 625. 吉田ら 2015: 155.

基礎異名：Archaeolithothamnion schmidtii  Foslie 

1901b: 16.   

タイプ産地：Ko Kahdat, Thailand. 

タイプ標本：ホロタイプ，TRH (C19-3421, Schmidt, 

15.ii.1900) [Woelkerling et al ., 2005: 482].

タイプ標本の図解：Foslie (1904b) pl. 8, fi g. 15; 

Verheij (1993b) fi g. 26.

　体はいぼ状，こぶ状で岩に固着し，殻状部は厚

さ1.5 mmまでになる（第104図A，B）。突起部は

先端が鈍頭で，高さ2.6～5.1 mm，直径1.9～3.7 

mmである。四分胞子嚢斑は不規則に広がり，幅1.4

～6.1 mmになり，縁辺部はほとんど隆起しない

（第104図C，G）。

　体構造は一組織性である。基層は非共軸構造で

あり，基質に沿って4～12層の細胞が配列し，細

胞は長さ15～30 µm，直径5～8 µmである（第104

図D）。中層の細胞は長さ7～14 µm，直径7～9 µm

の正方形，長方形であり，隣接する細胞糸の細胞

間に2次的原形質連絡および細胞融合がみられる

が，細胞融合がふつうである（第104図E，F）。

表層下始原細胞は長さ5～7 µm，直径6～9 µmの正

方形，長方形である。表層は1層からなり，細胞

は長さ2～3 µm，直径7～8 µmの長方形であり，外

壁が張り出す（第104図E）。生毛細胞はみられな

い。

　四分胞子嚢斑は体表面に平行して形成され，胞

子放出後に体内に残る（第104図G，I）。巣孔は直

径9～17 µmであり，8～10個のロゼット細胞に囲

まれる（第104図H）。四分胞子嚢は十字状に分裂

し，5～7細胞からなる側糸に囲まれ，開口部に頂

端栓を持つ（第104図J）。四分胞子嚢室は高さ56

～78 µm，直径32～46 µm，四分胞子嚢は長さ48～

58 µm，直径29～37 µmである。

　配偶体は雌雄同株である。雄性生殖器巣は巣内

の直径37～95 µm，高さ22～35 µmであり，巣内全

面に樹枝状の精子嚢が形成される（第104図K）。

雌性生殖器巣は巣内の直径49～79 µm，高さ32～

46 µmである（第104図L）。果胞子嚢生殖器巣は

巣内の直径104～172 µm，高さ68～134 µmであり，

受精後に形成される融合細胞はみられず，巣底面

に造胞糸が個別に生じ，先端に果胞子嚢を生ずる

（第104図M）。果胞子嚢は長さ 51～112 µm，直径

14～35 µmである。

分布域：標本に基づくヒメエンジイシモの分布域

は，南西諸島である（付図15D，付表9）。国外では，

東南アジア，太平洋熱帯域，インド洋に分布する

（Guiry and Guiry, 2022）。

備考：礁池のタイドプール内に生育する。タイプ

標本の形態観察および分子系統解析は実施されて

いない。
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考　察

　本研究では，これまで日本から報告された無節

サンゴモの各分類群について，著者らの採集標本，

大学・博物館の所蔵標本を形態・解剖学的手法に

より観察して，再検討を行った。これまでに日本

産として報告された無節サンゴモは98分類群であ

り，そのうち75分類群（72種3品種）が本研究に

おいて日本産として確認された。残り23分類群の

内訳は，12分類群（10種2品種）が日本産から除外，

7分類群（7種）が他種に統合，4分類群（4種）が

不明な種である。さらに本研究において，日本新

産種として9種が加わったことから，日本産無節

サンゴモの総数は84分類群（81種3品種）になる（巻

末の「分類索引」を参照）。日本新産種として加わっ

た種のうち，ジュウジモカサ，エンリンモカサ，

カンムリモカサは，いずれも植物着生性であり，

これまで他の類似種と混同され海藻相に報告され

ていた可能性が考えられる。

　日本産無節サンゴモ各属について，国内におけ

る地域別分布と生物地理区分の関連を整理した結

果を第9表に示す。なお，分布域を把握するため

の基礎となる証拠標本が限られ，地域によっては

採集が未実施であることから，必ずしも本来の分

布域を反映していない面があることに注意する必

要がある。生物地理区分別に出現した属は，亜熱

帯で11属，暖温帯で19属，冷温帯で16属であった。

　得られた知見から各属の分布を生物地理区分の

関係からみると，亜熱帯のみに分布する属は認め

られなかった。亜熱帯から暖温帯に分布する属が

6属（イシノハナ属，ハイイロイシモ属，アナア

キイシモ属，イシノミモドキ属，エダウチイシモ

属，エンジイシモ属），暖温帯のみに分布する属

第9表　生物地理区分による日本産無節サンゴモの属の多様性
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第10表　日本をタイプ産地とする無節サンゴモとその現状
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が2属（ヘテロデルマ属，イシイボ属），暖温帯か

ら冷温帯に分布する属が6属（チャンバレン属，

モカサ属，ハーベイリトン属，オニガワライシモ

属，アッケシイシモ属，クサノカキ属），冷温帯

のみに分布する属が5属（シズクイシゴロモ属，

サビ属，キタイシモ属，レプトフィツム属，カサ

キノコイシモ属）である。亜熱帯，暖温帯および

冷温帯の全ての生物地理区分に分布する属が5属

（コブイシモ属，イシゴロモ属，ノリマキ属，イ

シモ属，メソフィルム属）である。そのなかで全

区において分布が確認された種は，イボモカサの

みである。イボモカサは地中海がタイプ産地であ

り，世界各地に分布する植物着生性種であるが

（Guiry and Guiry, 2022），真の汎存種かどうかは，

遺伝子解析による比較検討が行われていないこと

から不確実である。

　日本がタイプ産地である無節サンゴモは26種6

品種である（第10表）。それらのタイプ標本につ

いて，これまでに詳細な形態・解剖学的研究が10

種1品種で，分子系統解析が3種1品種でそれぞれ

実施されている。また，タイプ標本以外に，日本

産標本による分子系統解析が行われている無節サ

ンゴモは次の7属15種である（Kato et al ., 2011, 

2013, 2022; Kato and Baba, 2019）。具体的には，

コブイシモ属1種（コブイシモ），イシゴロモ属5

種（カスミイシゴロモ，カイザーイシゴロモ，ミ

ナミイシモ，シンヒライボ，ヒライボ），イシノ

ハナ属2種（コシカイシモ，イシノハナ），ハイイ

ロイシモ属1種（ハイイロイシモ），アナアキイシ

モ属1種（アナアキイシモ），イシノミモドキ属4

種（フォズリーイシモ [clade A ～ Cとして]，キ

ブリイシモ，ハモンイシモ，トガリエダイシモ），

エダウチイシモ属1種（エダウチイシモ）。このな

かで，ハイイロイシモ，アナアキイシモ，フォズ

リーイシモ，エダウチイシモにおいて多系統性が

示されている（Kato et al ., 2011, 2013）。

　近年の無節サンゴモの系統分類学的研究では，

形態分類により汎存種と考えられていた種が，遺

伝子解析による比較により固有種と示唆されるこ

とが多いことから，今後は分子系統解析と形態・

解剖学的観察の知見を統合することにより，種の

実態を把握することが不可欠である（van der 

Merwe et al ., 2015; Hernandez-Kantun et al ., 2016; 

Gabrielson et al ., 2018; Maneveldt et al ., 2020; 

Puckree-Padua et al ., 2020a, 2020b;  Peña et al ., 

2021; Coutinho et al ., 2022; Kato et al ., 2022）。そ

の際に，信頼のおける同定を実行するための指針

が提案されている（Twist et al ., 2000）。

　本研究では，日本産無節サンゴモを形態・解剖

学的手法により検討した。今後は，これらの種に

ついて分子系統解析を行い，種の実態を把握する

ことにより，日本産無節サンゴモの種の多様性お

よび分布域の再構築が望まれる。
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付図1　チャンバレン亜科における標本に基づく種の分布域（●）。矢印はタイプ産地を示す。A: コ
ブイシゴロモ，B: エンリンモカサ，C: ソゾゴロモ，D: カンムリモカサ，E: シロモカサ，F: 
モカサ
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付図2　コブイシモ亜科における標本に基づく種の分布域（●）。矢印はタイプ産地を示す。A: コブ
イシモ，B: ジュウジモカサ，C: イボモカサ，D: ムラコシイシモ，E: モクゴロモ
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付図3　イシゴロモ亜科における標本に基づく種の分布域（●）。矢印はタイプ産地を示す。A: シズ
クイシゴロモ，B: ヒライタイシモ，C: クサビイシゴロモ，D: カスミイシゴロモ，E: カイザー
イシゴロモ，F: ミナミイシモ
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付図4　イシゴロモ亜科における標本に基づく種の分布域（●）。矢印はタイプ産地を示す。A: クボ
ミイシゴロモ，B: シンヒライボ，C: ヒライボ，D: ハンテンイシゴロモ，E: モルッカイシモ，
F: ハチノスイシ
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付図5　イシゴロモ亜科における標本に基づく種の分布域（●）。矢印はタイプ産地を示す。A: エゾ
イシゴロモ，B: イワノサビ，C: コトゲコブイシモ，D: クサノカキモドキ，E: キタニセウミ
サビモドキ，F: ウミサビモドキ
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付図6　イシゴロモ亜科における標本に基づく種の分布域（●）。矢印はタイプ産地を示す。A: ミサ
キイシゴロモ，B: キタミサキイシゴロモ，C: ソウハン，D: ヒメゴロモ，E: ノリマキモドキ，
F: ウズマキフチシロ
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付図7　イシゴロモ亜科，イシノハナ亜科，アナアキイシモ亜科における標本に基づく種の分布域
（●）。矢印はタイプ産地を示す。A: ヒラノリマキ，B: ノリマキ，C: コシ カイシモ，D: イシ
ノハナ，E: ハイイロイシモ，F: オニハスイシモ
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付図8　アナアキイシモ亜科，イシノミモドキ亜科における標本に基づく種の分布域（●）。A: サモ
アイシゴロモ，B: セトイボイシモ，C: アナアキイシモ，D: フォズリーイシモclade A，E: フォ
ズリーイシモclade B，F: フォズリーイシモclade C
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付図9　イシノミモドキ亜科における標本に基づく種の分布域（●）。矢印はタイプ産地を示す。
　　　 A: キブリイシモ，B: ハモンイシモ，C: カサネイシモ，D: ヒュウガイシノミモドキ，
　　　 E: イシノミ，F: ウスカワイシモ
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付図10　イシノミモドキ亜科における標本に基づく種の分布域(●）。矢印はタイプ産地を示す。
　　　　A: トガリエダイシモ，B: コブハイイロイシモ，C: トゲイボ，D: オニガワライシモ，
　　　　E: ウミサビ
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付図11　ハパリデウム科における標本に基づく種の分布域（●）。矢印はタイプ産地を示す。A: イ
シイボ，B: チヂミオコシ，C: キタエダイシモ，D: ミヤベオコシ，E: ナンカイオコシ，F: 
イボオコシ
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付図12　ハパリデウム科における標本に基づく種の分布域（●）。矢印はタイプ産地を示す。A: ミ
サキオコシ，B: セトイシモ，C: アバタモカサ，D: アッケシイシモ，E: モンツキイシモ，F: 
クサノカキ
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付図13　メソフィルム科における標本に基づく種の分布域（●）。矢印はタイプ産地を示す。
　　　　A: キタイシモ，B: イシモ，C: カナリアイシモ，D: エダウチイシモ，E: フナフチオコシ，
　　　　F: ニチナンオコシ
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付図14　メソフィルム科における標本に基づく種の分布域（●）。矢印はタイプ産地を示す。
　　　　A: カガヤキイシモ，B: カワライシモ，C: ヒラオコシ，D: カサキノコイシモ
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付図15　エンジイシモ科における標本に基づく種の分布域（●）。A: コブエンジイシモ，B: オオエ
ンジイシモ，C: ヒナエンジイシモ，D: ヒメエンジイシモ
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付表1-1　本研究に用いた標本リスト（チャンバレン亜科：コブイシゴロモ，エンリンモカサ，
　　　　 ソゾゴロモ，カンムリモカサ）
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付表1-2　本研究に用いた標本リスト（チャンバレン亜科：シロモカサ，モカサ ）
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付表2-1　本研究に用いた標本リスト（コブイシモ亜科：イボモカサモドキ，コブイシモ，ジュウ
ジモカサ）



馬場・加藤：日本産無節サンゴモの分類と分布

― 221 ―

付表2-2　本研究に用いた標本リスト（コブイシモ亜科：イボモカサ，ムラコシイシモ，モクゴロモ）
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付表3-1　本研究に用いた標本リスト（イシゴロモ亜科：シズクイシゴロモ，ヒライタイシモ，ク
サビイシゴロモ，カノコモチ，カスミイシゴロモ，カイザーイシゴロモ，ミナミイシモ）
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付表3-2　本研究に用いた標本リスト（イシゴロモ亜科：ミナミイシモ，クボミイシゴロモ，シン
ヒライボ）
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付表3-3　本研究に用いた標本リスト（イシゴロモ亜科：シンヒライボ，ヒライボ，ハンテンイシ
ゴロモ）
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付表3-4　本研究に用いた標本リスト（イシゴロモ亜科：モルッカイシモ，ハチノスイシ，エゾイ
シゴロモ）
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付表3-5　本研究に用いた標本リスト（イシゴロモ亜科：イワノサビ，コトゲコブイシモ，クサノ
カキモドキ，キタニセウミサビモドキ，ウミサビモドキ，ミサキイシゴロモ）
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付表3-6　本研究に用いた標本リスト（イシゴロモ亜科：キタミサキイシゴロモ，ソウハン，ヒメ
ゴロモ，ノリマキモドキ，ウズマキフチシロ）
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付表3-7　本研究に用いた標本リスト（イシゴロモ亜科：ヒラノリマキ，ノリマキ）



馬場・加藤：日本産無節サンゴモの分類と分布

― 229 ―

付表4　本研究に用いた標本リスト（イシノハナ亜科：コシカイシモ，イシノハナ）
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付表5-1　本研究に用いた標本リスト（メタゴニオリトン亜科：ハイイロイシモ，オニハスイシモ）
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付表5-2　本研究に用いた標本リスト（メタゴニオリトン亜科：オニハスイシモ，サモアイシゴロモ）
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付表5-3　本研究に用いた標本リスト（メタゴニオリトン亜科：サモアイシゴロモ，セトイボイシモ，
アナアキイシモ）
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付表6-1　本研究に用いた標本リスト（イシノミモドキ亜科：フォズリーイシモ clade A-C，キブリ
イシモ，ハモンイシモ）
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付表6-2　本研究に用いた標本リスト（イシノミモドキ亜科：カサネイシモ，ヒュウガイシノミモ
ドキ，イシノミ）
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付表6-3　本研究に用いた標本リスト（イシノミモドキ亜科：イシノミ，ウスカワイシモ，トガリ
エダイシモ，コブハイイロイシモ，Goniolithon propinquum）
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付表6-4　本研究に用いた標本リスト（イシノミモドキ亜科：トゲイボ，オニガワライシモ）
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付表6-5　本研究に用いた標本リスト（イシノミモドキ亜科：ウミサビ）
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付表7-1　本研究に用いた標本リスト（ハパリデウム科：イシイボ，チヂミオコシ，キタエダイシモ，
ミヤベオコシ，ナンカイオコシ，イボオコシ，ミサキオコシ）
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付表7-2　本研究に用いた標本リスト（ハパリデウム科：ミサキオコシ，セトイシモ，アバタモカサ，
アッケシイシモ，モンツキイシモ，クサノカキ）
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付表8-1　本研究に用いた標本リスト（メソフィルム科：キタイシモ，イシモ，カナリアイシモ，
エダウチイチモ，フナフチオコシ，ニチナンオコシ，カガヤキイシモ）
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付表8-2　本研究に用いた標本リスト（メソフィルム科：カガヤキイシモ，カワライシモ，ヒラオ
コシ，カサキノコイシモ）
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付表9　本研究に用いた標本リスト（エンジイシモ科：コブエンジイシモ，オオエンジイシモ，
　　　 ヒナエンジイシモ，ヒメエンジイシモ）
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分類索引-1　（チャンバレン亜科，コブイシモ亜科）
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分類索引-2　（イシゴロモ亜科）
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分類索引-3　（イシノハナ亜科，メタゴニオリトン亜科，イシノミモドキ亜科）
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分類索引-4　（イシイボ亜科，サビ亜科）
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分類索引-5　（メソフィルム科，エンジイシモ科）
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